人 


車 に 保管 し て 、 い つ で も チェ ッ ク ! 


は じ め に 


交通 事故 の な い 、 安 全 で 快適 な くる ま 社 会 の 実現 は 、 わ た し 
た ち 運 転 者 一 人 ひと り の 願い で も あり ます 。 
_ 交通 事故 を 防止 する た め に は 、 道 路 交 通 法 な どの 法令 で 決 
め ら れ た ルー ル を 守る だ け で な く 、 道 路 交通 の 場 で 、 お 互い が 
相手 の 立場 を 尊重 し て 、 や さ し さ と 思い や り の 心 を 持っ た 運転 
を 実践 し こい く こ と が 大 切 で す 。 

この 本 は 、 最 近 の 道路 交通 法令 の 改正 点 等 を トピ ックス と 
し て 取り あげ る な ど 、 法 令 や 安全 の た め に 守っ て いた だ きた い 
こと が ら に 図解 等 を そえ て わか りや すく 説明 し て いま す 。 

運転 旬 許 証 を 更新 する 機会 等 に 、 運 転 免許 試験 に チャ レン 
ジ し た ころ の 初心 に 返っ て 、 こ の 本 を 読ん で みて くだ さい 。 ま 
た 、 こ の 本 を 常時 くる ま に 備 え 、 折 に ふれ て 活用 し て いた だ け 
れ ば 幸い で す 。 

そし て 、 み ん な で 交通 事故 の な い 明 る く 住み や すい 社会 を 
つく っ て いき まし ょ う 。 


わた し た ち が 、 


に つい て ご 
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EAI に IE 


1 安全 運転 管理 者 の 業務 の 拡充 等 に 関す る 規定 の 整備 
令 和 3 年 11 月 10 日 公布 … 令 和 5 年 12 月 1 日 施行 ) 
安全 運転 管理 者 は 、 ア ルコ ー ル 検知 器 を 用 いて 運転 者 の 酒気 帯び の 有無 の 確認 を 


行う こと 、 そ の 内 容 を 記録 し て 1 年 間 保 存する こと 及び アル コー ル 検 知 器 を 常時 有 
効 に 保持 する こと が 義務 づけ られ まし た 。 


2 特定 自動 運行 に 係る 許可 制度 の 創設 に 関す る 規定 の 整備 


(、 令 和 4 年 4 月 27 日 公布 … 令 和 5 年 4 月 1 日 施行 ) 


〇 レベ ル 4 に 相当 する 、 運 転 者 が いな い 状 態 で の 自動 運転 (特定 自重 運行) を 行 お うと 
する 者 は 、 者 道府県 公 安 委 員 会 の 許可 を 受け な けれ ば な ら な 
〇 特定 自動 運行 の 許可 を 受け た 者 (特定 自動 運 0 
行者) は 、 間 胎 視 の た め の 体制 を 整え | 

な けれ ば な ら な いな ど 、 許 可 を 受け た 者 の 遵 し 

守 事項 や 交通 事故 が あっ た 場合 の 措置 等 に ( 朝 ) 
つい て 定め られ まし た 。 


3 新た な 交通 主体 の 交通 方 法 等 に 関す る 規定 の 整備 
(、 令 和 4 年 4 月 27 日 公布 ) 
特定 小型 原動機 付 自転 車 ( 電 動 キ ッ フ ボー ド 等 ) お よび 遠隔 操作 型 小 型 車 (自動 配送 
ロボ ッ ト 等 ) 等 の 交通 ルー ル が 定め られ まし た 。 
① 特 定 小型 原動機 付 自転 車 (電動 キッ フク ボー ド 等 ) の 交通 方 法 等 
(、 令 和 5 年 7 月 1 日 施行 ) 
〇 「 原 動機 付 自 転 車 ] は 、「 一 般 原動機 付 自転 車 ] と 「 特 定 小型 原動機 付 
自転 車 ] (特定 原付 ) に 区 分 され 、 特 定 原付 の うち 一 定 の 要件 に 該当 
する 「 特 例 特定 小型 原動機 付 自転 車 ] の 3 種類 と な り ま し た 。 
〇 車体 の 大 き さ や 構造 等 が 一 定 の 基準 に 該当 する 原動機 付 自転 車 が 「 特 定 小型 原 
動機 付 自転 車 ] こ され まし た 。 


〇 特定 小型 原動機 付 自転 車 の 運転 に 運転 免許 は 要 し な いこ と と され まし た (16 歳 
未満 は 運転 禁止 )。 ま た 、 乗 車 用 ヘル メッ ト の 着用 は 努力 義務 と され まし た 。 


最近 の 道路 交通 法令 の 改正 


〇 特定 小型 原動機 付 自転 車 は 、 道 路 の 左側 端 に 寄っ て 通行 する な どの 交通 ルル が 定め られ まし た 。 
〇 特定 小型 原動機 付 自転 車 の うち 一 定 の 基準 に 該当 する も の を 「 特 例 特定 小型 原動機 
付 自 転 車 ] と し 、 歩 道 通行 や 路側 帯 通行 等 に 関す る 交通 ルー ル が 定め られ まし た 。 

〇 特定 小型 原動機 付 自転 車 に よる 交通 違反 は 交通 反則 通告 制度 お よび 放置 違反 金 制 度 
の 対象 と され 、 危 険 な 違反 行為 を 繰り 返す 者 に は 講習 の 受講 が 義務 づけ られ まし た 。 

② 遠 隔 操作 型 小型 車 (自動 配送 ロボ ッ ト 等 ) の 交通 方 法 等 直人 
〇 遠隔 操作 に より 通行 する 車 で め っ て 、 車 体 の 大 き さ お よび 構造 等 が 一 定 の 
基準 に 該当 する も の が [遠隔 操作 型 小 型 車 ] と され 、 右 側 通 行 、 歩 道 ・ 路 側帯 
の 通行 、 横 断 歩道 の 通行 、 歩 行者 優先 等 の 交通 ルー ル が 定め られ まし た 。 

〇 遠隔 操作 型 小型 車 の 使用 者 に 対す る 、 都 道府県 公安 委員 会 へ の 
通行 の 届出 と 届け 出番 号 等 の 表示 義務 等 の 規定 が 整備 され まし た 。 ~ M 
③ 人 の 移動 の 用 に 供する た め の 原 動機 用 いた 小型 の 車 で 一 定 の 基準 に 該当 = 時 剛 
する も の を | 移動 用 小型 車 ] と 定義 し 、 通 行 させ る 者 は 歩行 者 と され まし た 。 団 


で や) すさ で で "人 旬 拉 LE IE EE EE 


4 運転 免許 証 と 個人 番号 カー ド ( マ イナ ン ツバ ー カ ー ド ) の 一 体 化 に 関す る 規定 の 整備 
(、 令 和 4 年 4 月 27 日 公布 …3 年 以内 に 施行 予定 ) 
〇 運転 免許 に 関す る 情報 を マイ ナン バー カー ド に 記録 する こと を 申請 で きる こと と 
され 、 カ ー ド に 記録 する 免許 情報 や 免許 更新 等 に 関す る 必要 な 改正 が 行わ れ ま し た 。 
〇 自動 車 等 を 運転 する と き は 、 免 許 情報 が 記録 され た マイ ナン バー カー ド ま た は 
運転 免許 証 を 携帯 し な けれ ば な ら な いこ と と され まし た 。 


人 の 人 や 旬 仙 な 久生 を を き な る お の お 上 | 本 人 w も ww e ea ゞ 人 あす る お 


5 その 他 の 規定 の 整備 


(① す べ て の 自転 車 利 用 者 に 対す る 乗車 用 ヘル メッ ト 着用 の 努力 義務 が 定め られ まし た 。 
(、 令 和 5 年 4 月 1 日 施行 ) 

(2 安全 運 転 管理 者 に 関す る 規定 が 改正 さ れ 、 選 人 義務 違反 等 に 対す る 禄 則 の 引上げ 等 が 行わ れ ま し た 。 
( 令 和 4 年 10 月 1 日 施行 ) 

(③ パ バス停 等 に お ける 駐 停車 禁止 の 規制 か ら 除外 する 対象 が 、 一 定 の 要件 を 満た す 
「 旅 客 の 運送 の 用 に 供する 自動 車 (乗合 自 動車 を 除く 。)」] に 拡大 され まし た 。 


Std 


四 深 ご 並 吐 國 只 酢 ご 印 問 提 


6 高齢 運転 者 対策 の 充実 ・ 強 化 を 図る た め の 規 定 の 整備 


令 和 2 年 6 月 10 日 公布 … 令 和 4 年 5 月 13 日 施行 
高齢 運転 者 に よる 交通 事故 を 踏ま えて 、 高 齢 運転 者 対策 の 充実 ・ 強 化 が 図ら れ ま し た 。 


① 運 転 技能 検査 (実車 試験 ) 制 度 の 導入 

〇 75 歳 以上 で [一 定 の 違反 歴 」 の ある 者 は 、 運 転 免 放 証 更 
新 時 に 運転 技能 検査 等 を 受検 する こと と な り ま し た 。 

〇 公安 委員 会 の 運転 技能 検査 以外 に 、 公 安 委員 会 の 対 定 を 受け 
た 者 の 行う 運転 技能 検査 と 同等 の 効果 が ある 運転 免許 取得 
者 等 検査 が あり 、 ど ちら を 受検 し て も 同じ 効果 が あり ます 。 

〇 検査 の 結果 が 一 定 の 基準 に 達し な い 者 ( 不 合格 者 ) に は 、 運 転 免許 証 の 更新 を 
し な いこ と と な り まし た 。 

〇 この 検査 は 、 普 通 邊 動車 対応 免許 の 保有 者 の み が 対 象 で 、 大 特 ・ 二 輪 ・ 原 付 . 
小 特 の み の 保有 者 は 対象 外 で す 。 し た が っ て 、 不 合格 に な っ て も 、 希 望 に より 
原付 免許 や 小型 特殊 免許 を 継続 する こと が で きま す 。 

〇 受検 期間 は 、 更 新 期間 満了 日 前 6 月 以内 で 、 繰 り 返し 受検 する こと が で きま す 。 

〇 一 定 の 違反 歴 と は 、 運 転 免許 証 の 有効 期間 が 満了 する 日 の 直前 の 誕生 日 の 160 
日 前 の 日 前 3 年 間 に お いて 、 以 下 の 「 基 準 違反 行 当 」 を し た こと を いい ます 。 た だ し 、 
この 期間 内 で あっ て も 、 軍 転 技 能 検査 等 に 合格 し て いる 場合 は 、 そ れ 以前 の 違反 
行為 は 除 か れ ま す 。 


[高齢 者 の 運転 免許 更新 の 概要 ] 


※ 運 転 技能 検査 (実車 試験) 
の 合格 者 は 認知 機能 検査 
を 受け 、「 認 知 症 の お それ 
な し 」 と 判定 され た 場合 は 

認知 機能 検査 高齢 者 講習 に 進み 、「 認 知 

認知 症 で 症 の お それ あり 」 と 判定 さ 

な いと 称 断 | | | れ た 場合 は 医師 の 診断 を 

| 認知 症 の お それ あり 目 受け る こと と な り ま す 。 

認知 症 で ある と 診断 | | ※ 運 転 技能 検査 (実車 試験 ) 

の 対象 は 普通 免許 で 、 不 合 

格 に な っ て も 原付 免許 や 

小型 特殊 免許 は 継続 する 

こと が で きま す 。 


内 ・ 講 義 ( 座 学 ) ・ 運 転 適性 検 査 ・ 実 車 指導 
ー 定 
知 


基準 違反 行為 


⑤ 横 断 等 禁止 違反 ⑨ 横 断 歩行 者 等 妨害 等 
② 通 行 区 分 違反 ⑥ 踏 切 不 停止 等 ・ 遮 断 踏切 立入 り ⑩ 安 全 運 転 義務 違反 
③ 通 行 帯 違反 等 ② 交 差 点 右左 折 方 法 違 反 等 ⑪ 携 帯電 話 使用 等 

④ 速 度 超過 ⑧ 交 差 点 安全 進行 義務 違反 等 


最近 の 道路 交通 法令 の 改 」 


② 安 全 運 転 サ ポー ト 車 等 限定 条件 付 免 許 の 導入 
申請 に よる 運転 で きる 自動 車 等 の 種類 を 限定 する 条 
件 等 の 免許 へ の 付与 また は 変更 に 関す る 規定 が 整備 
され 、 安 全 運 転 サ ポー ト 車 等 限定 条件 付 免許 が 導入 さ 
れ ま し た 。 

〇 限定 免許 の 対象 と な る の は 普通 自動 車 で 次 の いずれ か に 該当 する も の に 限定 され ます 。 


また は 
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注 1 国土 交通 省 の 性 能 認定 を 受け た 自動 車 に 限ら 注 2 道路 連 送 車両 の 保安 基準 に 適合 する こと を 要 し 、 
れる (マニ ュ ア ル 車 に つい て は 不要 ) 。 性 能 認定 より も 高い 性 能 基準 が 適用 され る 。 


〇 この 条件 に 違反 し て 運転 する 行為 は 、 免 許 条件 違反 (基礎 点数 2 点 ) と な り ま す 。 
〇 申請 に よる 免許 へ の 条件 付与 等 は 、 次 の いずれ に も 該当 し な い 場 合 に 行い ます 。 
・ 運 転 す る こと が で きる 自動 車 等 の 種類 その 他 自 動車 等 を 運転 する こと に つい て 
の 条件 が 実質 的 に 変更 され る こと と な ら な いと き 。 
※ こ れ は 、 条 件 付与 を 申請 を し た 者 が 上 位 免許 (大 型 免許 等 ) を 保有 し て いる 場合 、 普 通 免許 
に 条件 を 付与 し て も 、 上 位 免許 に よっ て 条件 外 の 自動 車 等 を 運転 する こと が 可能 で ある こ 
と か ら 、 こ の よう な 条件 の 付与 は 行わ か いこ と と され まし た 。 
・ 審 査 の 結果 、 条 件 の 変更 が 道路 に お ける 危険 を 防止 し 、 そ の 他 交 通 の 安全 を 
図る 上 で 適当 で な いと 認め られ る と き 。 


ひめ 布 づき な を を つる で で ま w す すす 9@ っ 


/ 運転 更 許 の 受験 資格 の 見 直し 等 に 関す る 規定 の 整備 
大 型 免許 ・ 中 型 免許 ・ 第 二 種 免許 の 受験 資格 の 見 直し が 行わ れ 、「 特 別 な 教習 ] を 
修了 し た 者 に つい て は 、 受 験 資格 が 「2 1 歳 以上 ・ 普 通 免 許 等 3 年 以上 」 か ら 「19 歳 
以上 ・ 普 通 免許 等 1 年 以上 ] に 緩和 され まし た 。 

また 、21 歳 (中 型 免許 は 20 歳 ) に 達する まで の 間 ( 若 年 運転 者 期間 ) に 、 交 通 違反 を 
し て 一 定 の 基準 に 該当 し た 場合 は 、 若 年 運転 者 講習 の 受講 が 義務 づけ られ 、 こ れ を 
受講 し な か っ た 場合 お よび 受講 後に 再び 違反 を し て 一 定 の 基準 に 該当 し た 場合 は 、 
特例 を 受け て 取得 し た 免許 が 取り 消さ れる こと と な り ま す 。 


[改正 の 概要 ] 


若年 運転 者 期間 


※「 特 別 な 教習 ] は 、 大 型 自動 車 等 の 運転 に 必要 な 適性 また は 技能 に 関す る 教習 で あっ て 都 道 府 県 
公安 委員 会 が 指定 し た 課程 に より 行わ れ ま す 。 

※ 若 年 運転 者 講習 の 受講 お よび 受講 後 の 特 例 を 受け て 取得 し た 運転 免許 の 取消 し の 基準 は 、 若 年 運転 者 期間 
内 に 違反 行為 を し て その 合計 点数 が 3 点 以 上 (1 回 の 違反 で 3 点 と な る 場合 を 除く 。) と な る 場合 を いい ます 。 


人 で @。 旬 - ま |: 名 5: 事 | 合っ 本 - 全 @ で 9 ポ さ る で @e っ を る @ で つの お @ ゆ もち マコ @ @- を @ まるき m ゃ 


8 運転 免許 等 に 関す る 手数 料 ( 標 準 額 ) お よび 旧 動 車 の 積載 制限 の 見 直し 等 
① 運 転 免許 等 に 関す る 手数 料 の 標準 額 に つい て 

運転 技能 検査 (実車 試験 ) 制 度 お よび 若年 運転 者 講習 制度 の 導入 に 伴い 、 こ れ ら に 
係る 手数 料 の 標準 額 が 定め られ まし た 。 ま た 、 認 知 機能 検査 高齢 者 講習 の 見 直し 
に 伴い 、 こ れ ら の 手数 料 の 標準 額 が 改め られ まし た 。 

② 自 動車 の 積載 物 の 長 さ お よび 幅 の 制限 等 に つい て 

積載 に 関す る 制限 を 定め た 政令 道路 交通 法 施行 令 第 22 条 ) が 改正 され まし た 。 (P.63 参 照 ) 


9 妨害 運転 (「 あ お り 運 転 ]) に 対す る 禄 則 の 創設 

(、 令 和 2 年 6 月 30 日 施行 ) 
東名 高速 道路 等 で 発生 し た 悲惨 な 交通 死亡 事故 等 を 契機 に 「 あ お り 運転 ] が 社会 
問題 化し た こと か ら 、 妨 害 運転 (「 あ お り 運 転 ]) に 対す る 罰則 が 創設 され 、 さ ら に 
免許 の 取消 処分 の 対象 に 追加 され まし た 。 
(妨害 運転 「 あ お り 運 転 ] 対 策 を 強化 する 改正 自動 車 運転 処罰 法 に つい て は P.13 を 参照 。) 


① 妨 害 運転 (1( あ お り 運 転 ]) に 対す る 罰則 の 創設 


妨害 運転 (「 あ お り 運 転 ]) を し た 場合 
(交通 の 危険 の お それ ) 


他 の 車両 等 の 通行 を 妨害 する 目的 で 、 一 定 の 違反 


3 年 以下 の 懲役 
また は 
50 万 円 以下 の 拓 金 


免許 の 取消 し 
(欠格 期間 2 年 ) 


行為 \ で あっ て 、 当 該 他 の 車両 等 に 道路 に お ける 
交通 の 危険 を 生じ させ る お それ の ある 方 法 に よる 
も の を し た 場合 


注 1 前 歴 や 累積 点数 が ある 場合 に は 欠格 期間 が 最大 5 年 に 延長 され ます 。 


最近 の 道路 交通 法令 の 改正 


行政 処分 


免許 の 取消 し 
(欠格 期間 3 年 ) 
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妨害 運転 (「 あ お り 運 転 ])) に より 
著しい 交通 の 危険 を 生じ させ た 場合 


上 記 の 罪 を 犯し 、 よ っ て 高速 自動 車 国道 等 に お い | 5 年 以下 の 懲役 
て 他 の 自動 車 を 停止 させ 、 そ の 他 道 路 に お ける 著 | また は 
し い 交 通 の 危険 を 生じ させ た 場合 100 万 円 以下 の 拓 金 


違反 点数 


注 2 前歴 や 累積 点数 が ある 場合 に は 欠格 期間 が 最大 10 年 に 延長 され ます 。 


※「 一 定 の 違反 行為 」 妨害 運転 の 対象 と な る 違反 
① 通 行 区 分 違反 ⑤ 追 越し 違反 最 低速 度 違反 (高速 自動 車 国道 ) 
② 旭 ブ レー キ 禁 止 違 反 ⑥ 車 両 等 の 灯火 違反 ( 減 光 等 ) ⑩ 高 速 自動 車 国道 等 に お ける 駐 停車 


③ 車 間 距 離 の 不 保持 ⑦ 警 音 器 の 使用 等 違反 違反 
④ 進 路 変更 禁止 違反  ⑧ 安 全 運 転 義務 違反 


② 免 許 の 仮 停止 処分 の 対象 に 追加 

妨害 運転 (「 あ お り 運 転 ])) に より 交通 事故 を 起こ し 人 を 死傷 させ た 場合 は 免許 の 仮 
停止 の 対象 と な り 、 交 通 事故 を 起こ し た 場所 を 管轄 する 人 警 察 署長 等 は 、30 日 以内 の 
範囲 で 免許 の 仮 停止 を する こと が で きる こと と な り ま し た 。 

③ 自 転 車 の 「 あ お り 運 転 | を 危険 行為 と し て 規定 (道路 交通 法 施行 令 ) 
他 の 車両 を 妨害 する 目的 で 執 効 に ベル を 鳴ら す 、 不 必要 な 急 ブ レー キ を か ける な ど 、 
自転 車 の 「 め お り 運 転 ] を 危険 な 違反 行為 と 規定 し 、3 年 間 に 2 回 違反 し た 14 歳 以上 の 
者 に 「 自 転 車 運転 者 講習 ] の 受講 が 義務 づけ られ まし た 。 


で の 。 全 で で る きす まお や ひる や 補 る 年 ず 音 | @ | 直る の 電 mW NM 9 W で -w 』 も @ で @ す ず ざ @ gp ゃ る 


10 普通 自転 車 の 定義 等 に 関す る 規定 の 見 直し 等 
(、 令 和 2 年 12 月 1 日 施行 ) 


① 普 通 自転 車 の 定義 に 係る 規定 等 の 見 直し 

〇 四 輪 の 自転 車 に つい て も 、 一 定 の 基準 に 適合 する 場合 は 、 普 通 自転 車 に 該当 す 
る こと と な り ま し た 。 

〇 一 定 の 基準 に 適合 する 四 輸 以上 の 自転 車 に つい て も 自転 車道 を 通行 で きる こ 
と と な り 、 ま た 、 こ れ を 押し て 歩い て いる 者 は 歩行 者 と する こと と な り ま し た 。 

② 駐 車 お よび 停車 等 に 関す る 規定 の 整備 

〇 地域 住民 の 生活 に 必要 な 旅客 運送 を 確保 する た め 、 関 係 者 が 合意 し た 場合 に は 、 


路線 パス 以外 の バス 等 に つい て も バス 停 等 に 駐 停 車 で きる こと と な り ま し た 。 
〇 車輪 止め 装置 の 取付 け の 措置 に よる 違法 駐車 行為 の 防止 等 に 係る 規定 が 削除 


され まし た 。 


③ 準 中 型 免許 の 初心 運転 者 標識 に 係る 規定 等 の 見 直し 

〇 準 中 型 免 許 を 受け た 者 で 、 準 中 型 免 許 ま た は 普通 免許 を 受け て いた 期間 (免許 の 
効力 停止 期間 を 除く 。) が 通算 し て 1 年 に 達し な い 者 は 、 一 定 の 要件 に 該当 する 
者 を 除き 、 普 通 自 動車 を 運転 する 場合 で あっ て も 、 初 心 運転 者 標識 の 表示 が 義務 
づけ られ まし た 。 

〇 初心 運転 者 標識 を 表示 し た 準 中 型 自動 車 の 保護 義務 に 関す る 規定 が 整備 され 

まし た 。 


1 1 自動 車 の 自動 運転 技術 の 実用 化 に 対応 する た め の 規 定 の 整備 


(、 令 和 2 年 4 月 1 日 施行 。) 


① 自 動 運 行 装置 の 定義 等 に 関す る 規定 の 整備 

道路 運送 車両 法 に 規定 する 「 自 動 運行 装置 を 使用 する 場合 も 道路 交通 法 上 の 
[運転 ] に 含ま れる 旨 が 規定 され まし た 。 

これ に より 、 速 度 や 天候 と いっ た 一 定 の 条件 で は シス テム が 運転 操作 を 担い 、 緊 急 
時 に は 運転 者 が 運転 操作 を 引き 継ぐ [レベ ル 3] の 自動 運転 が 可能 と な り まし た 。 


② 自 動 運 行 装置 を 使用 する 運転 者 の 義務 に 関す る 規定 の 整備 

一 定 の 条件 か ら は ずれ た 場合 は 、 自 動 運 行 装置 を 使用 し た 運転 が 禁止 され 、 運 転 者 
が 運転 操作 を 引き 継が な けれ ば な ら な いこ と と され まし た 。 

また 、 自 動 運行 装置 を 適切 に 使用 する 場合 に は 、 携 帯電 話 等 を 保持 し て の 使用 や 
カー ナビ 等 の 画面 注視 を 一 律 に 禁止 する 規定 が 適用 され な いこ と と な り ま し た 。 


③ 作 動 状 態 記録 装置 に よる 記録 等 に 関す る 規定 の 整備 

自動 運行 装置 を 備え た 自動 車 に つい て 、 整 備 不良 車両 に 該当 する か 否 か を 確認 し 
た り 、 交 通 事故 等 の 原因 究明 を 行っ た りす る た め 、 作 動 状 態 記録 装置 が 不備 な 状 
態 で の 運転 が 禁止 され まし た 。 ま た 、 同 装置 に 記録 され た 記録 の 保存 が 義務 づけ 
られ まし た 。 


違反 種別 反則 人 金 の 額 

自動 運行 装置 使用 条件 違反 
OS 大 型 。 1 万 2 円 
NO 普通 9 円 
作動 状態 記録 装置 不備 | 一 Pe 
原付 6 千 円 


自動 運行 装置 の 整備 不良 


最近 の 道路 交通 法令 の 改正 
12 携帯 電話 使用 等 対策 の 推進 を 図る た め の 規定 の 整備 | 重 


スマ ー ト フォ ン や 携帯 電話 使用 中 (な が ら ス マ ホ ) の 交通 事故 が 多発 し た こと か ら 
罰則 を 強化 する と と も に 、 同 違反 に 係る 基礎 点数 お よび 反則 金 の 額 が う | き 上 げ ら 
れ ま し た 。 


① 禄 則 の 強化 等 


6 点 
(免許 停止 ) 


非 反則 行為 と し て 
すべ て 禄 則 の 対象 


携帯 電話 使用 等 
(交通 の 危険 *) 違 反 


1 年 以下 の 懲役 また は 
30 万 円 以下 の 拓 金 


※ 交 通 の 危険 と は 、 携 帯電 話 等 の 使用 等 に より 道路 に お ける 交通 の 危険 を 生じ させ た も の を いい ます 。 


| 割 則 | 違反 点数 | 反則 金 の 額 


大 型 。 2 万 5 千 円 


携帯 電話 使用 等 6 月 以下 の 懲役 また は 普通 1 万 8 千 円 
(保持 違反 10 万 円 以下 の 罰金 三 輸 .。 1 万 5 王 由 
原付 1 万 2 千 円 


※ 保 持 と は 、 携 帯電 話 等 を 保持 、 使 用 お よび 画像 注視 を いい ます 。 


② 運 転 更 許 の 仮 停止 の 対象 行為 に 追加 
携帯 電話 使用 等 (交通 の 危険) の 違反 を し て 、 交 通 事故 を 起こ し て 人 を 死傷 させ た 
昌 合 、 免 許 の 効力 の 仮 停止 の 対象 と な り ま し た 。 


令 和 元 年 の 改正 法 に より 、 法 第 71 馬 の 4 の 2 が 新設 され 、 将 来 的 に 、 
自動 運行 装置 を 使用 し て 自動 車 を 運転 する 場合 に は 、 携 帯電 話 使用 
等 禁止 の 規定 は 適用 され ませ ん 。 


13 運転 更 許 証 の 再 交 付 お よび 運転 経歴 証明 書 等 に 関す る 
規定 の 整備 


① 運 転 免許 証 の 再 交付 要件 の 緩和 

運転 免許 証 の 紛失 や 破損 に 限ら ず 、 名 字 変 更 や 住所 変更 で も 運転 免許 証 の 再 交付 
申請 が 可能 と な り ま し た 。 

② 運 転 経歴 証明 書 の 交付 要件 の 見 直し 等 

自主 返納 者 の ほか 免許 失効 者 (運転 免許 証 の 更新 を 受け ず に 運転 免許 が 失効 し た 人 ) 
に つい て も 運転 経歴 証明 書 の 交付 申請 が 可能 と な り ま し た 。 ま た 、 運 転 経歴 証明 書 の 
申請 先 が 、 申 請 者 の 住所 地 を 管轄 する 公安 委員 会 に 改め られ まし た 。 HPW24 へ 


③ 原 動機 を 用 いる 歩行 補助 車 等 お よび 軽 車 両 に 関す る 規定 の 見 直し 
原動機 を 用 いる 乳母 車 等 お よび 歩行 補助 車 等 の うち 歩行 者 と みな す 基 準 を 見 直す 
と と も に 、 原 動機 を 用 いる 軽 車両 (手押し 式 の 運搬 車 ) の 基準 を 明確 化し まし た 。 


④ 大 型 自動 二輪 車 に 関す る 規定 の 整備 
定格 出力 が 20.0kW を 超え る 電動 自動 二輪車 を 大 型 自動 二 輪 車 と し て 区 分 し まし た 。 


人 き を の 二 の 生還 な の ゆ ひみ る の < 人 の) 向 宇 HIW mw 6 ちら る さ 9 和合 ④ る @ @ 還 も る や 9③ や で マー の @ の で mw we 


14 高速 自動 車 国道 (本 線 車 道 ) に お ける 大 型 貨物 自動 車 等 の 
最高 速度 の 見 直し 


(、 倒 和 6 年 4 月 1 日 施行 ') 


大 型 貨物 自動 車 等 が 高速 自動 車 国道 (本 線 車道 ) を 通行 する 場合 の 法定 の 最高 束 
度 が 、80km/ 時 か ら 90km/ 時 に 引き 上 げ ら れ ま し た 。 


mw 


最近 の 道路 交通 法令 の 改正 


KmWWWWWWWPIWWNOOYYYWGHMOYWPTWW 


[自動 車 の 運転 に より 
人 を 死傷 させ る 行為 等 の 処罰 に 関す る 法律 」 の 概要 


飲酒 運転 等 の 悪質 ・ 危 険 な 運転 に より 死傷 事故 を 起こ し た 場合 に 適用 する 法律 と し て 整備 され 、 令 和 2 年 
6 月 の 改正 で 、 走 行 中 の 車 の 前 で 停車 する な どの 通行 妨害 行為 が 「 誠 険 運転 | に 加え られ まし た 。 


2 条 
(危険 運転 致死 傷 罪 ) 


3 秒 4 条 5 柔 


(危険 運転 致傷 罪 ) 四 (近作 ア ルコ ー ル 


等 寺 覚 旬 時 (過失 運転 致死 傷 罪 ) 


以下 の 運転 を 行い 、 人 
を 死傷 させ る 行 為 


① ア ルコ ー ル 薬物 の 影 
響 の 下 、 正 常 な 運転 
が 困難 な 状態 で 走行 
(②⑫ 制 御 困難 な 高速 度 で 走行 
③ 技 能 が な い の に 走行 
(④ 妨 害 目 的 で 、 走 行 中 の 車 
の 直前 に 進入 、 通 行 中 の 


アル コー ル ・ 薬 物 ま た 
は 一 定 の 病気 の 影響 に 
より 、 そ の 走行 中 に 正 
常 な 運転 に 支障 が 生じ 
る お それ が ある 状態 で 
運転 


アル コー ル ・ 薬 物 の 影 
罰 に より 、 そ の 走行 中 に 
正常 な 運転 に 支障 が 生 
じ る お それ が お ある 状態 
で 運転 


自動 車 の 運転 上 必要 な 
注意 を 起り 、 よ っ て 人 を 
死傷 させ る 行為 


ー 運 転 上 必要 な 注意 を 
怠り 、 よ っ て 人 を 死傷 


ーー よっ て その アル コー 
ル 等 の 影響 に より 正 


人 また は 車 に 著しく 接近 常 な 運転 が 困難 な 状 っ その 運転 の と き の ア 
⑤ 妨 雪 目 的 で 、 走 行 中 の 車 態 に 陥り 、 人 を 死傷 ルコ ー ル ・ 薬 物 の 影 
の 前 方 で 停止 ・ 着 し く 接近 させ る 行為 響 の 有無 また は 程度 


が 発覚 する こと を 免 
れる 目的 で 、 追 い 飲 
の み 等 を する 行為 


(⑥ 高 速 道路 等 に お いて 、 妨 
害 目的 で 、 走 行 中 の 車 の 
前 方 で 停止 ・ 着 し く 接近 、 
後続 車 を 停止 ・ 徐 行 さ せる 

(⑦② 信 号 殊更 無視 運転 

⑧ 通 行 禁止 道路 を 進行 


致傷 
12 年 以下 の 懲役 
致死 

15 年 以下 の 懲役 


7 年 以下 の 銭 役 も し 
く は 禁固 

また は 100 万 円 以下 
の 神 金 


致傷 

15 年 以下 の 懲役 
致死 

1 年 以上 の 有期 懲役 
(上 限 懲役 20 年 ) 


12 年 以下 の 懲役 


6 条 ( 無 免 許 運転 に よる 加重 ) 
その 罪 を 犯し た と き に 無 免 許 運転 を し た も の で ある と き 
※2 条 中 ③ を 除く 


致傷 
6 月 以上 の 有期 懲役 
致死 

加重 な し 

(上 限 懲役 20 年 ) 


致傷 
15 年 以下 の 懲役 
致死 

6 月 以上 の 有期 琵 役 


15 年 以下 の 懲役 10 年 以下 の 懲役 


M 吐 Q「 世 癌 ool 字 古 喘 Q 介 半 po 寺 人 UL 諦 負 NN 9 古 環 友 で . 皿 ITT | 仙 基 
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d 還 つき 計 打 TUT 


ニニ ーーーーーーーーー デ ーーーーーーーーーーー 


自動 運転 技術 は 、 ハ ンド ル や アク セル 、 ブ レー キ 操 作 な どの いずれ か を 


シス テム が 支援 する 「 レ ベル 1」 か ら 完 全 自 動 運転 の 「 レ ベル 5」 ま で 5 段階 が 


あり ます 。 令 和 元 年 に 一 定 の 灯 件 下 で 運転 操作 を 自動 化す る 「 レ ベル 3] に 
関す る 規定 が 整備 され 、 さ ら に 、 令 和 4 年 の 改正 で 「 レ ベル 4] に 相当 する 
特定 自動 運行 に 係る 許可 制度 が 創設 され まし た 。 

政府 は 、2025 年 を 目途 に 、 高 速 道路 に お ける 完全 自動 運転 の 実現 を 目標 に 
掲げ て お り 、 全 国 で 産学 官 の 連携 に よる 実験 と 開発 が 行わ れ て いま す 。 


自動 運転 の 定義 


ハン ドル 操作 か アフ セル ・ ブ レー キ 操 作 を 自動 化 
ハン ドル 操作 と アクセ ル ・ ブ レー キ 操 作 を 自動 化 
一 定 の 条件 で すべ て の 運転 操作 を 自動 化 、 緊 急 時 は 運転 者 が 引継 ぎ 


一 定 の 条件 で すべ て の 運転 操作 を 自動 化 、 緊 急 時 も シス テム が 応答 


条件 が な い 完 全 な 自動 運転 


| 先進 安全 自動 車 (ASV) 


交通 事故 の 発生 防止 と 被害 軽減 の た め 、 先 進 安 全 技術 を 利用 し て ドラ イ 
パー の 安全 運転 を 支援 する シス テム を 搭載 し た 自動 車 (サポ カー」「 サ ポ 
カーS]) の 開発 と 普及 啓発 が 進ん で いま す 。 


(CO 


Safetu Sunnnrt Ear 


(CCO) 


Safetu SupportEarS 


① 衝 突 被害 軽減 ブレ ー キ (自動 ブレ ー キ ) 
前 方 の 障害 物 と の 衝突 を 予測 し て 警報 し 、 衝 突 に よる 被害 を 軽減 する た め に 
自動 的 に 制動 制御 する シス テム で す 。 


(mc っ た | 較 
な に 
る "6 

援 害 が | 

で の 

警報 に 気 づ つ な いと き は … 自動 ブレ ー キ 全 K6 さら 

4 ーー 
@ づ 

職人 2 交 い と 
発見 遅れ に より ' 


RE 


( ぐ の ) 祖 堂 末 了 洒 大 叶 馬 間 


WWWmwrwWmrfsteeysrms ーー ミト mr 


② 車 線維 持 支援 装置 
カメ ラ で 前 方 の 車線 を 認識 し 、 直 線路 で 車線 を 維持 する よう に ハン ドル 操作 を 支 
援 し ます 。 ま た 、 車 線 か ら は み 出 し そう に な る と 運転 者 に 知ら せる 機能 も あり ます 。 


③ 定 速 走行 ・ 車 間 距 離 制 御 装 置 
前 を 走る 車 と 一 定 の 車間 距離 を 維持 する よう 自動 的 に 加速 、 減 速 す る と と も に 、 
前 の 車 が いな い 場 合 に は 、 設 定 し た スピ ー ド を 保つ シス テム で す 。 


シス テム あり 


ター [ ( 下 ) )))(O 画 


一 定 車間 距離 を 維持 


ぶ mfOm 


④ 横 すべ り 防 止 装置 (ESC) 
横 す べり 防止 装置 (以下 、ESC) は 、 車 両 が 不安 定 な 状態 (以下 、 危 険 な 状況 下 ) を 
検知 する と 、 各 種 セ ン サ ー か ら 得 られ た 情報 を 元 に 瞬時 に 各 タ イヤ (一 輪 ま た は 
複数 の 車輪 ) へ 個別 に ブレ ー キ を か ける と と も に 、 有 瞬時 に エン ジン 出力 を 制御 する 
こと に よっ て 車両 の 姿勢 を 制御 し 、 可 能 な 限り 車両 の 挙動 を 安定 さけ せる も の で す 。 


圏 ア ンダ ー ス テア の 場合 較 オ ー バ ー ス テア の 場合 


シス テム あり 


車両 の 前 方 が カー ブ の 外側 に 押し 出さ れ そ うに な る と 、ESC 車両 の 前 方 が カー ブ の 内 側 に 押し 出さ れ そ うに な る と 、ESC 
が 内 側 後 輪 に プレ ー キ を か け 、 車 両 の 方 向 を 修正 し ます 。 が 外側 前 輪 に プレ ー キ を か け 、 車 両 の 方 向 を 修正 し ます 。 


⑤ ヘ ッ ド ライ ト の 先進 技術 
走行 中 、 ハ ンド ル の 角度 に 合わ せ て 照射 範囲 を 変え る 機能 や 、 対 向 車 や 先行 車 を 
検知 し て ハイ ビー ム と ロー ビー ム を 自動 的 に 切り 替え る 機能 な ど が あり ます 。 


⑥ ペ ダル 踏み 間違い 時 加速 抑制 装置 
停止 時 や 低速 走行 時 に 、 前 方 や 後 
方 の 壁 や 車両 等 を 検知 し て いる 
状態 で アフ セル を 踏み 込ん だ 場 
合 に は 、 エ ンジ ン 出 力 を 抑え る 等 
に より 急 加 速 を 防止 し ます 。 


ー ペダル 味 み 間違い 


用 


〇 先進 技術 は あな た の 安全 運転 を 支援 し ます が 、 交 通 事故 を 完全 に 防ぐ も の で は 
あり ませ ん 。 先 進 技術 も 万 能 で は な く 、 条 件 に よっ て は 装置 が 作動 し な い 場合 も 
あり ます 。 装 置 の 機能 を 過信 せ ず 安全 運転 を 心掛け まし ょ う 。 


ハイ テク を 活用 する 


昌 H て 山 で で レキ ー ビ ば INNSIM 


さい / い に 

| カー ナビ ゲー ショ ン 
道順 案内 な ど を 行い 運転 を 支援 する 
車載 シス テム の こと で す 。 現 在 位置 を 
自動 的 に 割り 出し 、 シ ステ ム に 記録 さ 
れ た 地図 と 照ら し 合わ せる こと で 運転 
を 支援 する ほか 、 無 線 通信 を 行い 、 天 
候 ・ 道 路 状 況 な どの 情報 提供 を 行う も 
の も あり ます 。 現 在 位置 を 割り 出す 方 
法 に は 、GPS 衛 星 を 利用 する 方 法 や 
ジャ イロ な どの 自律 航法 装置 を 用 い 
る も の が あり ます 。 


中 


HH 


GPS を 利用 し て 現在 位置 を 知る 場合 、 長 い ト ン ネ ル な ど を 走行 し こい る と き に は 
GPS 衛星 と 通信 を 行え ず 、 現 在 位置 の 誤 表 示 が 起こ る 場合 が ある と いう 欠点 が 
あり ます 。 し か し 、 現 在 で は 、 自 律 航法 装置 (ジャ イロ と 加速 セン サー か ら 得 られ る 
情報 で 自律 位置 推定 する 装置 ) と GPS を 併用 する こと で 、 お 互い の 欠点 を 補う 
方 法 が 一 般 的 に 用 いら れ て いま す 。 


圏 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テム 


GPS アン テ ナ ン GPS レ シー バー | 
人 工 衛星 か ら の 電波 を 受信 し 、 車 の | 
いる 場所 を 検知 | 

Me ナレ クラ ーション 一 ディ スプ レイ 


ジャ イロ セン サー( 方 位 セ ン サ ー) お ーー | | ナビ の 画面 ”。 | 
車 の 向かう 方 向 を 検知 3 『 


アン テ ナ や セン サー か ら | 
の 情報 と 地図 デー タ を 照 | ee 
らし 合わ せ 、 デ ィ ス プレ イィ | EE 
に 表示 


車速 セン サー( ス ピー ド セ ン サ ー) 1 


車 の 移動 距離 を 検知 | 


また 、 道 案内 を 行う だ け で な く 、 目 的 地 の 天候 や 途中 経路 の 路面 状況 ・ 混 雑 具合 な 
どの 情報 提供 を 行う も の や 、 地 上 波 デ ジタル 放送 を 受信 し テレ ビ を 視聴 で きる も 
の も あり ます 。 

代走 行 中 は カー ナビ ゲー ショ ン 装 置 の 画面 を 注視 し て は いけ ませ ん 。 

人 探 作 は 安全 な 場所 に 自動 車 を 停止 し て 行う よう に し まし ょ う 。 


@SD カ ー ド @HDD 
@DVD-ROM @CD-ROM 


SE 


IETC 


高速 道路 な ど 有 料 道路 の 料金 所 で の 
渋滞 を 緩和 する た め の 自 動 料 金 収 受 シ え ス テム で す 。 
車 に 設置 され た 車載 器 に ETC カ ー ド を 挿入 し 、 
料金 所 の ETC 専 用 レー ン を 通過 する と 、 
無線 交信 で 自動 的 に 通行 料金 を 精算 。 
支払 い は クレ ジッ トカ ー ド 等 で 払い ます 。 
料金 所 で 停車 する 必要 の な い 、 
便利 な シス テム で す 。 


ETC を 利用 する 際 の 注意 ポイ ント 


較 有 料 道路 を 利用 する 前 に 、ETC こ カー 夫人 
停車 し た 状態 で 、 カ ー ド を し っ か り と 挿入 財 同 還 。 h 
し て くだ さい 。 カ ー ド の 挿入 の 仕方 が 不 
完全 な 場合 、 通 信 エ ラー が 起き る こと が 
あり ます 。 カ ー ド を 挿入 し た 際 は 、 車 載 器 
が 正しく 動作 し て いる か を 必ず 確認 し ま 
55 


較 ETC 専 用 レー ン は 時 速 20km 以 下 で 、 十 分 な 車間 距離 を と っ て 通行 し まし ょ よう 。 
車載 器 と アン テ ナ の 交信 に エラ ー が 起き いつ で も 止ま れる よう に 、 | 
た 場合 に は 、 ゲ ー ト の 開閉 バー が 開か な 時 速 20km 以 下 で 通行 | 
いこ と が あり ます 。 前 車 が 停止 する こと 
が あり ます の で 、 車 間 距 離 を こり 、 い つ で 


も 安全 に 止ま れる よう に 、 ゆ っ くり と 進み 人 
まし よう 。 04555SS75 


還 ス マー ト IC で は 、 開 閉 バ ー の 手前 で 一 旦 停止 し 、 バ ー が 開く の を 確認 し て か ら 

通行 し まし ょ う 。 「 
園 ETC こ カー ド を 車内 に 置い た まま に し な いで くだ さい 。 | 
ETC カ ー ド は クレ ジッ トカ ー ド の 一 種 で す の で 、 車 か ら 離 れる 際 は 、 車 載 器 か ら 抜 き 
取り 、 運 転 者 みず か ら が 携行 し まし ょ う 。 


ーー | 
| 低 公害 車 
地球 温暖 化 を 防止 する た め 、 
二酸化 炭素 や 窒素 酸化 物 等 の 
有害 物質 を 出さ な い 車 や 
環境 に や さ し い 車 ( エ コカ ー) の 
開発 ・ 実 用 化 が 進ん で いま す 。 


還 電 気 自動 車 (EV) 

電池 (パッ テリ ー) に 充電 し 、 モ ー タ ー を 駆動 させ 
て 走行 する 自動 車 で す 。 エ ンジ ン を 持た な いこ 
と か ら 、「 有 害 物 質 が 無く (ゼロ エミ ッ シ ョ ン ) 環境 
に や さ し い 」 と 考え られ て お り 、 有 再生 可能 エネ ル 
ギー と の 組み 合わ せ に より 地球 温暖 化 対 策 に も 
有効 と され て いま す 。 


較 ハ イブ リッ ド 車 (HV) 

エン ジン と モー ター、2 つ の 動力 を 搭載 し 、 こ れ ら を 効率 的 に 使い 分 け 、 も し く は 
組み 合わ せ て 走行 する 自動 車 で す 。 

ハイ ブリ ッ ド (HV) の 仕組 み に は 、① エ ンジ ン 駆 動 が 主体 で 、 発 進 ・ 低 速 時 に モー 
ター に よる 補助 を 行う タイ プ 、② エ ンジ ン と モー ター の 動力 を 使い 分 け 、 発 進 ・ 
低速 時 は モー ター の み で 走行 し 、 通 常 走行 時 は エン ジン 主体 で 、 加 速 時 に は エン 
ジン と モー ター を 使っ て 走行 する タイ プ 、③ エ ンジ ン は 発電 の た め だ け に 使い 、 
駆動 に は モー ター を 使っ て 走行 する タイ プ 等 が あり ます 。 


田 プ ラグ イン ハイ ブリ ッ ド 車 (PHV、PHEV) 

ハイ ブリ ッ ド 車 と 電気 自動 車 の 両方 の 特長 を 兼ね 備え 、 バ パッ テリ ー の 電力 を 使っ て 
モー ター を 駆動 させ て 走行 する こと が で き 、 電 気 が な く な っ た と き は エン ジン で 
走行 する こと が で きる 自動 車 で す 。 車 両 に つけ た コン セン ト に プラ グ を 差し 込み 
(プラ ブイ ン ) 、 外 部 電源 (家庭 用 電源 等 ) か ら 直 接 充 哉 す る こと が で きま す 。 


_ 環境 を 考え る 


琴 燃 料 電池 車 (FCV) 


水素 と 酸素 を 反応 させ て 発電 し 、 
その 電気 で モー ター を 回 転 さ せ て 
走行 する 自動 車 で す 。 エ ンジ ン を 
持た な いこ と か ら 二 酸化 炭素 等 の 
排出 量 は ゼロ で す 。 


| エコ ドラ イブ 10 の すす め 


エコ ドラ イブ と は 、 燃 料 消費 量 や CO: 排 出 量 を 減ら し 、 地 球 温暖 化 防止 に つなげ る "運転 
技術 "や “心がけ "で す 。 ま た 、 エ コ ド ラ イブ は 、 交 通 事 故 の 削減 に つなが り ま す 。 燃 料 消費 
量 が 少な い 運 転 は 、 お 財布 に や さ し い だ け で な く 、 同 乗 者 が 安心 で きる 安全 な 運転 で も 
あり ます 。 心 に ゆとり を も っ て 走る こと 、 時 間 に ゆ と り を も っ て 走る こと 、 こ れ も ま た 大 切 
な エコ ドラ イブ の 心がけ で す 。 エ コ ド ラ イブ は 、 誰 に で も 今 す ぐに 始め る こと が で きる 
アク ショ ン で す 。 小 さ な 意 識 を 習慣 に する こと で 、 あ な た の 運転 が よく な っ て 、 き っ と 社会 
も よく な り ま す 。 で きる こと か ら 、 は じ め て み ま し ょ う 、 エ コ ド ラ イブ 。 
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① 自 分 の 燃費 を 把握 し よう 

自分 の 車 の 燃費 を 把握 する こと を 習慣 に し まし ょ よう 。 日 々 の 燃費 を 把握 する と 、 自 分 の 
エコ ドラ イブ 効果 が 実感 で きま す 。 車 に 装備 され て いる 燃費 計 ・ エ コ ド ラ イブ ナビ ゲー 
ショ ン ・ イ ンタ ーネット で の 婚 費 管理 な どの エコ ドラ イブ 支援 機能 を 使う と 便利 で す 。 


0| や 。 の ゃ @ @ @ すず で で 8 


② ぷ ん わり アク セル 「e ス ター ト 」 

発進 する と き は 、 穏 や か に アク セル を 踏ん で 発進 し まし ょ う ( 最 初 の 5 秒 で 、 時 速 20km 
程度 が 目安 で す ) 。 日 々 の 運転 に お いて 、 や さ し い 発進 を 心がけ る だ け で 、10% 程 度 燃 
費 が 改善 し ます 。 焦 ら ず 、 穏 や か な 発進 は 、 安 全 運転 に ち つ な が り ま す 。 


③ 車 間 距 離 に ゆとり を も っ て 、 加 速 ・ 才 志 の な の 


走行 中 は 、 一 定 の 速度 で 走る こと を 心がけ まし ょ う 。 
車間 距離 が 短く な る と 、 ム ダ な 加速 ・ 減 速 の 機会 が 
多く な り 、 市 街 地 で は 2% 程 度 、 郊 外 で は 6% 程 度 も 
燃費 が 悪化 し ます 。 交 通 状況 に 応じ て 速度 変化 の 少 
な い 運 転 を 心がけ まし よう 。 


③④ 減速 時 は 早め に アク セル を 離 そ う 
信号 が 変わ る な ど 停止 する こと が わか っ た ら 、 早 め に 半生 
アク セル か ら 足 を 離し まし ょ う 。 そ うす る と エン ジン 吐 細 
ブレ ー キ が 作動 し 、2% 程 度 燃費 が 改善 し ます 。 ま た 、 
減速 する と き や 坂 道 を 下る と き に も エン ジン ブレ ー キ 文 
を 活用 し まし ょ う 。 


⑤ エ アコ ン の 使用 は 適切 に 

車 の エア コン (A/C) は 車内 を 冷却 ・ 除 湿 す る 機能 で す 。 暖 房 の み 和 必要 な と き は 、 エ アコ ン 
スイ ッ チ を OFF に し まし ょ う 。 た と えば 、 車 内 の 温度 設定 が 外気 と 同じ 25 て で あっ て も 、 
エア コン スイ ッ チ を ON に し た まま だ と 1 2% 程 度 燃費 が 悪化 し ます 。 ま た 、 冷 房 が 必要 な 
と き で も 、 車 内 を 冷や し すぎ な いよ うに し まし ょ よう 。 


⑥ ム ダ な アイ ドリ ング は や め よ う 

待ち 合わ せ や 荷物 の 積み 下ろ し な ど に よる 駐 停 車 の 際 は 、 ア イド リン グ は や め ま し ょ う *"。 
10 分 間 の アイ ドリ ング (エア コン OFF の 場合 ) で 、130cc 程 度 の 燃料 を 消費 し ます 。 ま た 現在 
の 乗用 車 で は 基本 的 に 暖 機運 転 は 不要 で す *?。 エ ンジ ン を か けた ら す ぐに 出発 し まし ょ う 。 


※1 交差 点 で 自ら エン ジン を 止め る 手動 アイ ドリ ング スト ッ プ は 、 以 下 の 点 で 安全 性 に 問題 が 
ある た め 注 意 し まし ょ う 。 (自動 アイ ドリ ング スト ッ プ 機能 搭載 車 は 問題 あり ませ ん 。) 
・ 手 動 ア イド リン グスト ッ プ 中 に 何 度 か プレー キ を 踏む と ブレ ー キ の 効き が 悪く な り ま す 。 
・ 慣 れ な いと 誤動作 や 発進 遅れ が 生じ ます 。 ま た バッ テリ ー な どの 部 品 寿命 の 低下 に より 
エン ジン が 再 始動 し な い 場 合 が あり ます 。 
・ エ アバ ッ グ な どの 安全 装置 や 方 向 指示 器 な ど が 作動 し な いた め 、 先 頭 車両 付近 や 坂道 で の 
手動 アイ ドリ ング プス トッ プ は さけ まし よう 。 
※2 -20 て 程度 の 極 塞 冷 地 な ど 特 別 な 状況 を 除き 、 走 りな が ら 暖 め る ウォ ー ム アッ プ 走 行 で 
充分 で す 。 


②⑦ 浅 滞 を 避け 、 余 裕 を も っ て 出発 し よう 

出かけ る 前 に 、 渋 滞 ・ 交 通 規制 な どの 道路 交通 情報 や 、 地 図 ・ カ ー ナ ビ な ど を 活用 し て 、 行 き 
先 や ルー ト を あら か じ め 確認 し まし ょ う 。 た と えば 、1 時 間 の ドラ イブ で 道 に 迷い 、10 分 間 余 
計 に 走行 する と 17% 程 度 燃料 消費 量 が 増加 し ます 。 さ ら に 、 出 発 後 も 道路 交通 情報 を 
チェ ッ ク し て 渋滞 を 避け れ ば 燃費 と 時 間 の 節約 に な り ます 。 


⑧ タ イヤ の 空気 圧 か ら 始 め る 点検 ・ 整 備 
タイ ヤ の 空気 圧 チ ェ ッ ク を 習慣 づけ まし ょ う #S。 タ イヤ の 空気 圧 が 適正 値 よ り 不足 する と 、 
市 街 地 で 2% 程 度 、 郊 外 で 4% 程 度 燃費 が 悪化 し ます #*3。 ま た 、 エ ンジ ン オ イル ・ オ イル 
フィ ルター・ エ アク リー ナ エ レ メン ト な どの 定期 的 な 交換 に よっ て も 燃費 が 改善 し ます 。 


※3 タイ ヤ の 空気 圧 は 1 ヶ月 で 5% 程 度 低下 し ます 。 
※4 適正 値 よ り 50kPa(0.5kg/cm2) 不足 し た 場合 。 


⑨ 不 要 な 荷物 は お ろ そ う 

運 必 要 の な い 荷 物 は 車 か ら お ろ し まし ょ う 。 車 の 燃費 は 、 荷 物 の 重 さ に 大 きく 影響 さ 
れ ま す 。 た と えば 、100kg の 荷物 を 載せ て 走る と 、3% 程 度 も 燃費 が 悪化 し ます 。 ま た 、 
車 の 燃費 は 、 空 気 抵抗 に も 敏感 で す 。 ス キー キャ リア な どの 外装 品 は 、 使 用 し な いと き ぎ 
に は 外し まし よう 。 


⑩ 走 行 の 妨げ と な る 駐車 は や め よ う 

迷惑 駐 車 は や め ま し ょ う 。 交 差 点 付近 な どの 交通 の 妨げ に な る 場所 で の 駐車 は 、 渋 滞 を も 
た らし ます 。 迷 惑 駐車 は 、 他 の 車 の 燃費 を 悪化 させ る ば か りか 、 交 通 事故 の 原因 に も な り 
ます 。 迷 惑 駐車 の 少な い 道 路 で は 、 平 均 速度 が 向上 し 、 燃 費 の 悪化 を 防ぎ ます 。 


エコ ドラ イブ 支援 ツー ル を 使い まし よ ょ う 。 


さま ざま な エコ ドラ イブ 支援 ツー ル を 利用 する こと で 簡単 に エコ ドラ イブ に 取り 組め ます 。 
@⑯「 エ コ ド ラ イブ ラン プ ま *]」 を @⑯「 エ コ ド ラ イブ スイ ッ チ ま *」 

点灯 する よう に 運転 し ま Ri を 〇 ON に し まし ょ う 。 車 の 

し ょ う 。 ア クセ ル を ふん わり am 制御 が 変わ っ て 、 ゆ っ くり 

踏ん で 運転 する こと に な り 、 Se 加速 し や すく な り 、 燃 費 


燃費 が 良く な り ま す 。 / が 良く な り ま す 。 
エコ ドラ イブ ラン プ の 例 エコ ドラ イブ スイ ッ チ の 例 
※ メ ー カ ー に よっ て 名 称 は 異な り ま す 。 


エコ ドラ イブ で 交通 事故 が 減る ん で す 。 


ゆっ くり 発進 、 ゆ っ くり 停止 、 二 分 に 車 エコ ドラ イブ 

問 距離 を と る な ど エ コ ド ラ イブ を 心 が 学習 前 

ける こと で 運転 に ゆとり が 生ま れ ま いま 

す 。 こ れ に より 交通 事故 が 約 60% 減 工 コ ドラ イブ 約 60% 減 少 
NE 


少し た と いう 報告 も あり ます 。 エ コ ド ご 光 | 
ライ ブ で エコ だ け で な く 安 全 運 転 に 0 1 9 争 だ 3。 人 や 6 
も な っ て 一 石 二 鳥 で すね 。 事故 件 数 ノ 百 万 Kmm エコ ドラ イブ に よる 交通 事故 減少 の 例 


エコ ドラ イブ 普及 連絡 会 (警察 庁 、 経 済 産業 省 、 国 土 交通 省 、 環 境 省 ) | 国 午 回 
信 詳 し く は エコ ドラ イブ 普及 推進 協議 会 の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 回 


生ま ーー 


TS 沈 玉 国人 が frTW 党 躍 RE 栖 の 沈 内 較 LE 


議 馬 衣 之 全 運転 の ため に 


交通 事故 の 実態 を 
交通 事故 防止 


近年 、 交 通 事故 死者 数 は 減少 傾向 に ある 一 方 で 、 高 齢 者 の 死者 数 の 割合 は 5 割 以上 を 占め て 
いま す 。 本 格 的 な 高齢 化 社 会 を 迎え 、 安 全 で 安心 で きる 交通 社会 を 実現 する た め 、 よ り 一 層 
思い や り の ある 慎重 な 運転 に 努め な けれ ば な り ま せん 。 


死者 数 の 推移 


高齢 者 が 
5 割 以上 を 占め る 


H26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 R 元 年 2 年 3 年 4 年 5 年 


1 歩行 者 保護 の 徹底 に つい て 


横断 中 の 歩行 者 が 犠牲 と な る 事故 が 後 を 絶ち ませ ん 。 歩 行者 の 交通 死亡 事故 の 多く が 道路 
横断 中 に 発生 し て いま す 。 横 断 歩 道 は 、 歩 行者 優先 で あり 、 運 転 者 に は 横断 歩道 手前 で の 減 
速 義務 や 停止 義務 が あり ます 。 ま た 、 横 断 歩道 以外 の 場所 を 横断 し て いる 歩行 者 や 、 斜 め 
横断 、 走 行 する 車両 
の 直前 直後 の 横断 
な ど 法 令 に 違反 す 
る 歩行 者 が 犠牲 に 


事故 類型 別 歩行 中 死者 数 (第 1・ 第 2 当事者 ) 
( 令 和 4 年 ) 


横断 場所 の 内 訳 


な る 事故 も 多く 発生 

し て いま す 。 交 通 安 夫 和 

全 の た め 、 運 転 者 も 横断 歩道 以外 
歩行 者 も 交通 ルー 6f 沈 
ル を し っ か り と 守る 895( 件 ) 計 610( 件 ) 


こと が 大 切 で す 。 警察 庁 資料 か ら 


安全 運転 の た め に 


2 横断 歩道 付近 等 に お ける 交通 ルー ル 


2-1 運転 者 の ルー ル 

横断 歩道 に お いて は 、 歩 行者 等 が いな いこ と が 
明らか な 場合 を 除き 、 横 断 歩 道 の 直前 で 停止 で 
きる よう に 速度 を 落と し て 進ま な けれ ば な り ま 
せん 。 し た が っ て 、 運 転 中 、 横 断 歩道 に 接近 し た 
と き は 、 歩 行者 等 が 横断 し て いる と き や 横 断 し 
よう と し て いる と き は 、 そ の 手前 で 一 時 停止 し て 
道 を 譲ら な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 歩 行者 等 
の 横断 の 意思 が 明確 で な い 場 合 は 、 し っ か り 止 
まっ て 横断 の 意思 を 確認 する 必要 が あり ます 。 


2-2 歩行 者 の ルー ル 

歩行 者 と し て 道路 を 横断 する 場合 は 、 横 断 歩 
道 や 信号 機 の ある 交差 点 が 近く に ある と ころ で 
は 、 そ こま で 行っ て 横断 し まし ょ う 。 ま た 、 横 断 歩 
道 橋 や 横断 用 の 地下 道 が 近く に ある と ころ で 
は 、 で きる だ け そ の 施設 を 利用 し まし ょ う 。 な お 、 
[歩行 者 横断 禁止 」 の 標識 の ある と ころ で は 横断 
し て は いけ ませ ん 。 道 路 を 横断 する 際 は 、 手 を 
上 げ る ・ 差 し 出す 、 運 転 者 に 顔 を 向け る な ど 横 断 
する 意思 を 明確 に 伝え 、 安 全 を 確認 し て か ら 横 
断 を 始め る と と も に 、 横 断 中 も 周り に 気 を つけ 
る な ど 、 自 ら の 安全 を 守る 行動 を と り ま し よう 。 横断 歩道 外 の 横断 


歩行 者 等 横断 禁止 


1 | 


歩行 者 優先 と 正しい 横断 の ボイン ト 


横断 歩道 で は 停止 
横断 し て いる 、 ま た は 横断 し よう と し て いる 
歩行 者 等 が いる と き は 、 手 前 で 一 時 停止 を 
し て 、 そ の 通行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 


危険 な 横断 を し な い 


横断 歩道 が 近く に ある と き は 、 車両 等 の 直前 また は 直後 の 横断 、 斜 め 横断 、 
必ず 利用 し まし ょ う 。 横断 上 禁止 場所 で の 横断 を し な い 。 


の 1 


3 夕暮 れ 時 や 夜間 の 交通 事故 防止 


3-1 ハイ ビー ム の 上 手 な 活用 で 交通 事故 防止 

交通 事故 は 夕暮 れ 時 (薄暮 時 間 帯 ) や 夜間 に 多く 発生 し て いま す 。 自 動車 を 運転 する と き は 、 
前 早 灯 を 早め に 点灯 する と と も に 、 暗 い 道 で 対向 車 や 先行 車 が いな い 場 合 は 、 前 照 条 を 
上 向き (ハイ ビー ム ) に する こと で 歩行 者 や 自転 車 な ど を 速く か ら 発見 する こと が で き 、 早 期 
の 事故 回 避 措 置 が 可能 と な り ま す 。 

た だ し 、 ハ イ ビ ー ム は 他 の 車両 等 を 賠 惑 ご させ る お それ が ある の で 、 対 向 車 ( 自 転 車 を 含む お 。) 
と 行き 違う と き や 、 ほ か の 車 の 直後 を 通行 し て いる と き は 、 前 照 灯 を 減 光 する か 下向き 
(ロー ビー ム ) に 切り 替え て くだ さい 。 交 通 量 の 多い 市 街 地 の 道路 を 通行 する と きも ロー 
ビー ム に 切り 替え まし ょ う 。 

また 、 夜 間 は 昼間 に 比べ て 視界 が 悪く な る た め 、 歩 行者 や 自転 車 の 発見 が 遅れ る 上 、 速 度 
感覚 が 鈍り 、 速 度 超過 に な り が ちな た め 、 昼 間 よ り 速 度 を 落と し て 慎重 に 運転 し まし ょ よう 。 
な お 、 歩 行者 ・ 自 転 車 利用 者 も 夜間 外出 する と き は 、 明 る い 服 装 を 心掛け る と と も に 、 反 射 
材 用 品 や ライ ト を 活用 し て 存在 を 知ら せる 工夫 を し まし ょ う 。 


3-2 ハイ ビー ム の 効果 

前 照 灯 (ヘッ ドラ イト ) の 照射 距離 は 下向き (ロー ビー 
ム ) で 約 40 メ ー ト ル 、 上 向き (ハイ ビー ム ) で は 2 倍 
以上 の 約 100 メ ー ト ル 先 を 照ら し ます 。 夜間 、 ハ イ 


宰 嗣 出 悦 計 評 Au 放 語 対 起 湯 S 暑 畠 培 対 0 


ビー ム で 走行 し た 場合 に は 、 ロ ー ビ ー ム の 場合 より も 上沼 。 9 Pe 


2 倍 以上 遠く か ら 歩 行者 や 自転 車 を 早期 に 発見 する 
こと が で きま す 。 
※ 自 車 と 対向 車 の ライ ト が 重なる と 、 歩 行者 が 見 えな く な る こと 


(蒸発 現象 ) が ある の で 、 十 分 注意 し まし ょ う 。 
※ 人 夜間 、 車 の ドラ イ バ ー か ら 見 える 歩行 者 まで の 距離 は 、 歩 行者 の 衣 


服 の 色 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 下 向き の ライ ト で は 、 一 般 的 に : 用 っ ぱい 服装 明る い 服 氏 
黒っぽい 服装 で 約 26m、 白 っ ぽい 服装 で は 約 38m と され て いま す 。 下向き 526m ぬ 38m 


3-3 ハイ ビー ム と ロー ビー ム の 見 え 方 


パイ ロン まで の 距離 100m パイ ロン まで の 距離 60m 


ハイ ビー ム の 見 え 方 


ロー ビー ム の 見 え 方 


警察 庁 資 料 か ら 


安全 運転 の た め [ 


交通 事故 の 多く は 、 運 転 者 が 危険 に 対す る 認知 を 十分 行わ な か っ た り 、 認 知 し た 危険 に 

対し て あや まっ た 判断 を し た りす る こと が 原因 で 発生 し て いま す 。 

この 章 で は 、 危 険 を 予測 する 能力 を 高め 、 運 転 を する 上 で の 的 確 な 判断 を 行う た め の ポ イ 8 
ント を 、 今 一 度 確認 し て くだ さい 。 


' ンー 上 
(0 の YN 


信号 機 の ある 交差 点 を 直進 し て いま す 。 
あな た は どの よう な こと に 注意 し て 運転 し ます か ? 


1 危険 予測 の 心構え (危険 を 予測 する 能力 を 高め よう ) 


1 一 1 か も し れ な い 運 転 

(1) 見 えな いこ と は 存在 し な いこ と で は な い 
運転 中 、 前 方 に パス が 停車 し こい ます 。 こ の と き 、 ど の よう な 危険 を 予測 し て 運転 し ます か 。 
この 場合 、 バ ス の 存在 を 素早 く 察知 し 、 さ ら に 、 バ パス の か げに 横断 者 が いる 「 か も し れ な 
い 」 と 危険 を 予測 する こと が 、 事 故 防止 に は 欠か せな い ポ イン ト と 言え ます 。 
歩行 者 が 見 えな いか ら 、 歩 行者 は いな い 「 だ ろう 」 と 考え て 、 パ バス の 側 方 を その まま 通過 す 
る の は 危険 で す 。 見 えな いこ と は 何 も 存在 し な い ( 誰 も いない) こと で は あり ませ ん 。 見 え 
な いと いう こと は 「 わ か ら な い 」 と いう こと で あり 、 し た が っ て 危険 で ある と 認識 (予測 ) す 
る 必要 が あり ます 。 駐 車 車両 や 障害 物 の か げに も 人 が いる こと を 予測 し て 、 人 が 突然 出 
て き て も 、 安 全 な 措置 を と れる よう な 運転 を し まし ょ う 。 


当 i 昌 OOT 時 に 還 清国 ee 


自分 に きび し い 予 測 を た て て 準備 する の が 着 険 は な いと 自分 に 都合 の いい 予測 を する の が 
「 か も し れ な い 運 転 ] 「 だ ろう 運転 」 


見 えな いと ころ に も 人 が いる こと を 予測 し まし ょ う 。 


(2) 陥り や すい 落と し 穴 

ア 慣れ と [だ ろう 運転 ] 
免許 を 受け て 日 の 浅い と き は 、「 ひ ょ っ と する と … か も し れ な いと 危険 を 予測 し 、 事 故 を 
起こ さ な い よう 、 慎 重 さ や 緊張 感 を 持っ 
て 運転 し ます が 、 慣 れ て くる と 、 い つの 間 
に か 、「 だ ろう 運転 ] に 変身 し て し まう こ 
と が あり ます 。 慣 れ は 、 プ ラス に 働く 場 
合 と マイ ナス に 働く 場合 と が あ り ま す 。 
プラ ス に 働く 場合 は 、 危 険 の 予測 が 経 
験 に より 容易 に な る な どの 効果 を 発揮 
し ます が 、 マ イナ ス に 働く 場合 は 「 だ ろ 
う 運 転 ] に な り が ち で 、 基 本 的 な あや ま 
り を お か すこ と に な り ま す 。 


安全 運転 の た め に 


イ 道路 環境 の 変化 と 危険 予測 
運転 時 の 注意 義務 は 、 道 路 環 境 や 季節 、 天 候 、 還 凍 は D 天 さく 『 人 し ます 。 
最近 は 、 歩 行者 の 安全 を 図る た め 、 ス クー ル ゾ ー ン 
や シル バー ゾー ン 、 ゾ ー ン 30 な どの 交通 安全 対策 
の 整備 が 進ん で いま す が 、 道 路 に よっ て は 幅員 が 
狭い と ころ や 歩道 が 整備 され て いな いと ころ も 
多く 、 ま た 子供 が 女 に 飛び 出し て きた り 高 齢 者 
が ゆっ くり と 歩い て いた り 、 車 の 直前 直後 を 横断 


今 高 齢 者 が 買い 物 や 散歩 に 出かけ る 時 間 帯 か 

@ 薄 暮 時 間 帯 や 夜間 、 ま た は 朝夕 の 直射 日 光 が 当 た る 時 間 帯 か 

今 雨 、 風 、 雪 、 邑 が 発生 し て いる か 、 路 面 が 凍結 し て いる か 

な ど に よっ て 運転 時 の 注意 義務 (危険 予測 の 対象 ) は 大 きく 変化 し ます 。 常 に 細心 の 
注意 を 払い 、 緊 張 感 を 持っ て 運転 する よう に 心掛け まし ょ う 。 


し て いた りす る こと も 多く 見 られ ます 。 走 行 し て 
いる 道路 が 、 4 
@ 幼 稚 園 、 学 校 、 病 院 、 高 齢 者 施設 、 公 園 等 の 近く か 内 
@ 通 勤 通 学 時 間 帯 か 8 
る 
運 
転 


1 一 2 死角 の 事例 と 予測 方 法 

実際 の 道路 に は 、 死 崩 と な っ て いる と ころ が 数 多く あ 
り ま す 。「 見 えな いこ と は 存在 し な いこ と で は な い ] と 
の 鉄則 に 従い 、 死 表 と な っ て いる と ころ に どの よう な 


危険 が め る の か 考え て み ま し ょ よう 。 


(1) 自 動車 構造 上 の 死角 の 人 
すべ て の 自動 車 に は 、 範 囲 の 差 は あり ます が 、 
その 自動 車 自体 の 構造 か らく る 死角 の 部 分 が 
あり ます 。 死 角 を 補う も の と し て 、 道 路 運送 車両 法 
(保安 基準 ) で は 、 後 写 鏡 ( パ ッ フ クミ ラー) や 直前 
障害 物 確認 鏡 (アンダー ミラー) の 取り つけ が 
義務 づけ られ て いま す 。 


(2) 駐 停車 の 死角 
両側 に 駐 停 車 車両 が ある 場合 
両側 に 駐 停車 車両 が ある 場合 、 死 角 が 両側 
に で きま す 。 運 転 者 は 、 左 右 に 対し 注意 し 
な けれ ば な ら ず 、 片 側 駐 車 の 場合 に 比べ 、 
歩行 者 な ど を 発見 する こと が より 困難 と な 
り ま す 。 身長 が 低い 幼児 な ど は 死 衣 に 入り や すく な り ます 。 


29 


舟 個 の di 選評 客 生 
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左 カ ー ブ で 障害 物 の な い 場 合 


イ 連続 し て 駐 停 車 車両 が ある 場合 


連続 し て 駐 停車 車両 が ある 場合 、 単 独 駐 
車 に 比べ 、 死 角 と な る 部 分 が 広範 囲 と な り 
ます 。 前 の ペー ジ の 図 の よう な 場合 、 運 転 
者 は 右側 か ら 横 断 し よう と する 歩行 者 に 
対し 、 注 意 が お ろ そ か に な り が ち で す 。 


幼児 な ど に 対す る 注意 

幼児 な ど は 身長 が 低い た め 、 駐 車 車両 が 
乗用 車 の よう な 車 高 の 低 い 車 で め っ て も 
死角 に 入り や すく な り ま す 。 ま た 、 幼 児 な 
ど は 歩行 速度 が 遅い た め に 、 死 角 に 入っ 
て いる 時 間 ( 死 角 時 間 ) が 長く な る の で 注 
意 し まし ょ う 。 


(3) 交差 点 で の 死角 
交差 点 に は 多く の 死角 が あり ます 。 し か も 、 
運転 に 必要 な 情報 も 多く 、 的 確 な 判断 、 運 転 
操作 が 必要 と な り ま す 。 図 の よう な 場合 、 四 
輪 の 運転 者 か ら 見 る と 、 左 方 向 か ら くる 乗用 
車 に 気 を 取ら れ 、 右 方 向 か ら くる 二輪 車 の 発 
見 が 遅れ が ち に な り ま す 。 


(4) カ ー ブ が 作る 死角 
同じ カー ブ で も 障害 物 の 有無 で 、 死 角 の 範囲 が 異な り ま す 。 一 般 的 に 、 カ ー ブ で は 死 
角 の 範囲 が 大 きく な り ま す が 、 同 じ カ ー ブ で も 障害 物 が ある と 死角 の 範囲 が さら に 
広がり ます 。 


2 危険 予測 の テク ニッ ク 


(1) 情報 の 的 確 な キャ ッ チ 
わた し た ち は 、 運 転 中 、 絶 え ず 前 後 左右 の 状況 に 注意 し な が ら 、 運 転 に 必要 な 情報 を 目 や 
耳 に よっ て と ら え て いま す 。 情 報 を 的 確 に キャ ッ チ し て 、 運 転 操作 が 遅れ た り 、 あ や まっ た り 
する こと の な いよ うに し まし ょ よう 。 


左 の 乗用 車 に 気 を 取ら れ 、 
右 の 二輪 車 の 発見 が 遅れ が ち に な り ま す 。 


左 カ ー ブ で 障害 物 (駐車 車両 ) の 狭い 左 カ ー ブ の 左側 か ら の 
ある 場合 飛び 出し の 場合 


(2) 存在 の 察知 

わた し た ち は 、 人 や 車 な どの 存在 を 察知 し 、 
危険 が な いか どう か の 判断 を 繰り 返し な が 
ら 運 転 し て いま す 。 

何 か の か げに な っ て いて よく 見 えな い 場 合 も 
あり ます 。 し か し 、 ち ょ っ と し た 手がかり を も と 
に 、 素 早く 存在 を 察 和 する こと が で きま す 。 
交通 に 関す る 各種 講習 会 な ど に 積極 的 に 
参加 し 、 こ うし た 知識 を で きる だ け 多 く 学 び 、 
危険 を 予測 し た 運転 を し まし ょ う 。 前 後 左 右 の 情報 を 的 確 に キャ ッ チ し まし ょ う 。 


屋根 上 情報 床下 情報 (左側 ) 床下 情報 (右側 ) 


うー キザ い きま ミイ 凍 まさ ホー トー OS 


(3) 相手 の 動き の 予測 
運転 中 は 、 相 手 が 次 に どの よう な 動き を する か を 正しく 予測 し 、 こ れ に 的 確 に 対応 する こ 
と が 必要 で す 。 
例え ば 、 相 手 が 歩 行者 で ある 場合 、 そ の 人 の 身体 の 向き 、 目 の 動き 、 動 作 な どか ら 、 
人 @ 相 手 は 何 を し よう と し て いる か 
信 相 手 は 自分 の 車 に 気づい て いる か 
な ど を 注意 深く 読み 取る よう に し まし ょ よう 。 
常に 相手 の 動き を 予測 し 、 相 手 が 思 い が け な い 行 動 に 出 て も 、 安 全 な 措置 が これ る よう 
な 運転 を し まし ょ う 。 


高齢 者 が 車 を 見 な いで 急 に 横断 駐車 車両 の た め に 、 二 輸 車 が 進路 変更 
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安全 運転 を し よう と いう 気持 ち が あ っ て も 身体 の 機能 が 低下 する と 、 運 転 に 必要 な 情報 が 
取れ ず 、 思 いも 寄ら な い 結 果 を 招く こと が あり ます 。 

また 、 道 路 交通 に は 、 高 齢 者 や 若年 者 
な ど 年 齢 や 運転 経験 が さま ざま な 運 人 /| DSU 
転 特性 を 持っ た 運転 者 が 参加 し て い 0 4 議 朋 斉 S 人 
ます 。 E 

この 章 に より 、 身 体 機能 の 変化 が ご の 
よう に 運転 に 影響 する の か 、 ま た 、 ほ か 
の 年 齢 層 の 運転 特性 を 踏ま えた 運転 
を 今 一 度 、 確 認 し て くだ さい 。 


1 高齢 運転 者 の 一 般 的 特性 

1 一 1 一 般 的 傾向 

これ まで 高齢 者 の 関係 する 交通 事故 で は 、 大 半 が 歩行 中 に 
被害 者 に な る ケー ス で し た が 、 最 近 の 傾向 と し て は 自動 車 
等 の 運転 中 に 加害 者 と な る ケー ス が 増え て き て いま す 。 
高齢 運転 者 は 、 自 分 で 安全 運転 を 心がけ て いる つも り で 
も 、 他 人 が 客観 的 に みる と 安全 運転 と は いえ な い 場 面 が み 
られ る と いわ れ て いま す の で 、 そ の 周囲 の 運転 者 は 、 事 故 
を 未然 に 防止 で きる よう な 運転 を する 必要 が あり ます 。 
高齢 運転 者 が 事故 を 起こ す 一 般 的 な 原因 と し て 、 

人 @ 加 齢 に 伴う 認知 機能 の 低下 

鍋 加 齢 (疾患 ) に よる 視力 (視野) 障害 の 増加 

殺 柔 軟 か つ 瞬 間 的 な 判断 力 の 低下 

@ 反 射 神経 が 鈍く な る こと に よる と っ さ の 対応 の 遅れ 

人 @ 過 去 の 経験 に に ら わ れる 傾向 

な ど が 考え られ ます 。 


自分 を コン トロ ー ル し て 
豊富 な 経験 を 
いか し ます 


1 一 2 高齢 運転 者 に 多い 事故 

@ 出 会 い 頭 事故 と 追突 事故 、 右 折 時 の 事故 が 多い 。 

@ 買 い 物 、 訪 問 、 通 院 な ど で の 運転 に よる 事故 が 多い 。 

@ 法 令 違 反 で は 、 一 時 不 停止 、 信 号 無 視 、 安 全 運 転 義 
務 違 反 が 多い 。 


1-3 高齢 運転 者 に 多い 運転 特性 高齢 運転 者 に 多い 出会い 頭 の 事故 

@ 信 号機 や ー 時 停止 の 標識 な ど を 「 う っ か り ] 
見 落と すこ と が 多い 。 

@ 「 相 手 が 止 まっ て くれ る だ ろう 」 と いう 判断 
の 甘 さ が ある 。 

@ 相 手 を 早く 発見 し て も 、 判 断 ミ ス で 対応 
が 遅れ る 。 

@ ス ピー ド は 控え めで も 、 減 速 の タイ ミン グ 
が 遅れ る 。 

@ 遠 く で 相手 を 発見 し て お き な が ら 、 途 中 
で 相手 か ら 目 を 離す 。 

危険 に 直面 し こも 、 ア クセ ル か ら 足 を 離す 
の が 遅れ る 。 

@ 相 手 を 発見 し て いな が ら 、 ブ レー キ を 踏ま 
な い 。 


オー ッ お 
あぶ な い ! 


導 し まっ た うっ か り 
一 時 停 上 標識 を 
見 落と し た 


1-4 高齢 運転 者 が 運転 する 上 で の 留意 点 

人 @ 追 突 事故 を 防ぐ に は 、 車 間 距 離 を 十分 に と る こと 、 前 を よく 見 て 運転 する こと 、 運 転 中 に 
考え 事 を し な いこ と な ど 、 ほ か の 年 齢 層 の 運転 者 と 同じ 注意 が 必要 で す 。 

今 出 会 い 頭 事故 を 防ぐ に は 、 車 や 人 の 動き な ど 多 く の 点 に 注意 し な けれ ば な り ま せん 。 

人 @ 信 号機 の ある 交差 点 で は 、 信 号 に 従っ て 停止 、 進 行 を 確実 に 行う と と も に 、 信 号 の 見 落と 
し を し な いよ う 、 信 号 の 確認 を 確実 に 行う こと が 必要 で す 。 

今 信号 機 の な い 交差 点 を 通行 する と き で 、 一 時 停止 の 標識 の ある 場合 は 、 一 時 停止 と 安全 
確認 を 確実 に 実施 し 、 一 時 停止 の 標識 が な い 場 合 で も 、 一 時 停止 や 徐行 を し て 、 安 全 確 
認 を 確実 に 励行 する こと が 必要 で す 。 

人 交差 点 を 通行 する と き は 、 他 の 車両 や 人 の 動き に 注意 し 、 安 全 確 認 を 十分 に 行っ て か ら 、 
進行 する こと が 必要 で す 。 特 に 、 右 折 時 は 対向 直進 の 二 輸 車 、 自 転 車 や 歩行 者 と の 事故 
や 左折 時 の 歩行 者 や 自転 車 の 巻き 込み 事故 に 注意 が 必要 で す 。 

信 運 転 前 に 体調 の 確認 を 必ず 行っ て 、 病 気 や 服薬 の 状況 に よっ て は 運転 を 差し 控え る こと が 
必要 で す 。 

信 高 齢 運転 者 は 一 般 的 に 、 動 体 視 力 な どの 身体 能力 、 複 数 の 情報 へ の 判断 能力 、 的 確 さと 早 
さ が 求 め ら れる 運転 操作 能力 な どの 低下 に よっ て 、 危 険 の 発見 や 危険 へ の 対処 が 遅れ て 
「 ヒ ヤリ ・ ハ ッ ト 」 す る こと が 多く な る と され て いま す 。 

人 高齢 運転 者 は 、 買 い 物 や 通院 な ど 近 距離 で の 運転 が 多い の で 、 平 素 か ら 見 通し が よく 、 
交差 点 が 少な い 道 路 を 選 記 など 安全 な ルー ト を 通行 する よう に し まし ょ う 。 
いつ も の 道 だ か ら と いっ て 、「 ほ か の 車 や 人 が いる は ず が な い 」 な ど と 思い こま ず 、 ほ か の 
車 や 人 人 が いる か も し れ な いと の 心構え を 持っ て 、 必 ず 自 分 の 目 で 安全 確認 を し まし ょ う 。 

信 同 乗 者 が いる こと で 事故 率 を 減少 させ る こと が で きる と され 、 ま た 、 運 転 中 の 病気 な ど に 
も 対応 で きる 場合 も わる の で 、 で きる だ け 同 乗 者 を 伴っ た 運転 を し まし ょ う 。 


試着 癌 環 計 叶 石 蹴 二 NR 


に 


訂 基 苦 剛 せ 選 叶 肢 剛 | 
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2 視力 と 加 和 齢 


2-1 視力 

(1) 静 止 視力 と 動体 視力 
静止 視力 と は 、 止 まっ て いる 物 
を 止ま っ た 状態 で 見 る 場合 の 視 
力 で あり 、 動 体 視力 と は 、 動 き な 
が ら や 動い て いる 物 を 見 る 場合 
の 視力 を いい ます 。 
車 を 運転 する と き は 動体 視力 が 
重要 で あり 、 一 般 的 に 動体 視力 
は 静止 視力 より も 低下 し ます 。 


視 
カ 


1.0 
0.9 
0.8 
0.7 
0.6 
0.5 
0.4 
0.3 
0.2 
0.1 


USERTSSSei コ 1 TI 


0 に Ne 
動体 視力 
視力 の 変化 


1 1 


1 」 」 | 1 1 1 l 1 1 

16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 66 71 

U じ ! ) り ) 5 ) ) り り 0 年 齢 
0 に 2D 30025 90 45 50 55 60 65 .20、)75 


鈴村 昭弘 (高齢 化 社 会 に お ける 加 齢 と 車 と 調和 ) よ り 


動い て いる 場合 は 、 視 線 を 注ぐ 時 間 が 短く な り 注 意 力 が 分 散 し て 見 落と し や 見 間違い 
が 生じ や すく な る か ら で す 。 ま た 、 ス ピー ド が 速く な れ ば な る ほど 、 こ の 傾向 は 大 きく な 
り ま すし 、 運 転 に よる 肉体 的 ・ 精 神 的 疲労 も 影響 し ます 。 特 に 、 加 齢 に よっ て 視力 は 低下 
し 、 動 体 視力 の 低下 は 静止 視力 より 低下 の 度合 い が 大 きい と いわ れ て いま す 。 


(2) 視野 


視野 (周辺 視野 ) は 、 両 眼 視 で 200 度 ぐさ らい とい われ て いま 
す 。 車 を 運転 し て いる 場合 は 、 ス ピー ド が 速く な れ ば な る ほ 
ど 明 瞭 に と ら え に くい 範囲 が 広がり 、 情 報 を キャ ッ チ する 
能力 が さがる な ど 、 当 然 危 険 予測 能力 も 落ち る こと に な り 
ます 。 特 に 、 高 齢 に な る と 動体 視力 の 低下 と 相まって 視野 
が より 狭く な る と いわ れ て いま す 。 


3) 明度 の 差 ( コ ント ラス ト ) と 視力 


目 で 見 て 物 を 判別 する に は 、 明 る さと と も に その 対象 物 と 周囲 と の 明度 の 差 ( コ ント ラス 


ト ) が 重要 な 役割 を 占め て いま す 。 


運転 中 は 、 明 度 の 差 の 小さ い 物 (例え ば 、 薄 暮 時 の 黒っぽい 服装 な ど ) に 出会う 機会 が 多 
く 、 こ れ を 見 分 ける こと が で きる か どう か が 重要 に な り ま す 。 
高齢 者 は 、 若 年 者 に 比べ 、 明 度 の 差 が 小さ い 物 を 見 分 ける こと が 一 層 難 し く な る と いわ れ 


て いま す 。 


目立つ 色 < ペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ws- 目立た な い 色 


安全 運転 の た め に 


(4) 順応 と 敗 惑 
ア 順応 
順応 と は 、 目 が 明る さや 暗 さ に 慣れ る こと を いい ます 。 


運転 中 、 暗 い ト ン ネ ル に 入っ た り 、 ト ン ネ ル か ら 明 る い 
場所 へ 出る 場合 な ど が これ に あたり ます 。 7 
特に 、 高 齢 者 は 、 若 年 者 に 比べ 順応 が 遅れ る た め 、 し ば ら 帳 計 
く の 間 、 見 え に く く な る 傾向 が 強い と も いわ れ て いま す 。 
目 が 順応 する まで は 、 特 に スピ ー ド を 落と す な ど 、 十 分 注意 し て 運転 し まし ょ う 。 
イ 肘 惑 
夜間 、 対 向 車 の ライ ト を 直接 目 に 受け る と 、 ま ぶし さ の た 
め に 一 瞬 、 視 力 を 失っ た 状態 に な り ま す 。 こ れ を 力 惑 と い 
いま す 。 敗 惑 さ れる と も と の 視力 に 回 復 す る まで に 数 秒 
か か る と いわ れ て いま す 。 特 に 、 高 齢 者 は 、 こ の 略 惑 状態 
に 陥り や すく 、 前 方 が 見 え に く く な る と いわ れ て いま す 。 
ウ 蒸発 現象 
夜間 、 対 向 車 の ライ ト に 照ら され 道路 横断 中 の 歩行 者 や 
自転 車 の 姿 が 見 えな く な る 現象 を 燕 発 ( グ レア ) 現象 と い 
いま す 。 特 に 雨 の 日 は この 現象 が 起き や すい の で 、 速 度 
を 落と し て 運転 する よう に し まし ょ う 。 


起 茶 吉 三 所 五 革 生 半 蘭 交 


3 反応 と 加 秋 


3-1 動作 の 速 さ と 正確 さ 
(1 反射 的 反応 動作 
反射 的 な 動作 の 速 さ を みる [単純 反応 時 間 」 (例え ば 、 運 転 者 が 危険 を 感じ て か ら ブ レー 
キ を 踏み ブレ ー キ が きき 始め る まで の 時 間 ) は 、 平 均 的 に みて 、 年 を 経る に 従っ て 、 わ ず か 
ずつ 長く な る (遅く な る ) 傾 向 に あり 、 個 人 差 が 大 き 
く な る と いわ れ て いま す 。 ま た 、 情 報 を キャ ッ チ し 、 押 く な つた の で 
判断 し 、 運 転 操作 する 「 選 択 反 応 時 間 」 も 加 齢 に 
伴っ て 遅く な り ま す 。 加 齢 に 伴っ て 反応 の 安定 性 が 
低下 する こと を 自覚 し 、 走 り 慣れ た 道路 や 、 交 通 量 
の 少な い 道 路 を 運転 する 場合 で も 、 適 度 な 緊張 感 
を 持っ て 運転 し まし ょ う 。 


(2) 誤 反応 
情報 を キャ ッ チ し 、 正 確 に 選択 判断 を 行い 、 意 思 決 定 し 、 運 転 操作 を 行わ な けれ ば 安全 運 
転 に な り ま せん 。 動 作 の 正確 さも 、 高 齢 者 に な る と 低下 する と いわ れ て お り 、 あ や まっ た 
反応 ( 誤 反応 ) の 数 は 、30 歳 代 に 比べ て 60 歳 代 で は 1.7 倍 、Z70 歳 以上 で は 2.2 倍 に 増加 す 
る と いう 統計 が あり ます 。 


5B5 


麻 藻 購 剛 補選 玩 拉 東 時 
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も の で す (運転 適性 検査 器材 に よる 


年 齢 に よる 判断 の 速 さ と 正確 さ (⑲) 
次 の 表 は 、 画 面 上 に 青 、 黄 、 赤 の 3 種類 。 選択 反応 時 間 の 平均 値 


0.6 


の 色 の いずれ か を 無 作為 に 点灯 し 、 青 05 
色 で は アク セル を 踏み 続け 、 黄 色 で は 04 
アク セル か ら 足 を 離し 、 赤 色 で は アク セ 03 
ル か ら 定 を 離し て プレ ー キ を 踏み 込む 8 


と いう それ ぞ れ に 異な る 反応 を 行い 、  “ 8 も 1 2 5 B 6 


その 反応 の 正確 さ を 50 回 の 連続 試行 1 大 20-29 蔵 30-39 誠 40-49 大 50-59 成 60-69 識 70 上 以上 


に より 測定 し 、 そ の 中 で 誤 反 応 を と っ た 内 に 上 8 1 


誤 反 応 の 数 


= ダ ) 


5】 


(回 ) 
4 若年 運転 者 の 一 般 的 特性 


若年 運転 者 (16 一 24 歳 ) は 、 身 体 の 動き 、 運 動 神経 、 感 覚 機能 な ど が 優れ て いる に も か か わら 
ず 、 事 故 を 起こ す 率 が 非常 に 高く な っ て いま す 。 


4 一 1 一 般 的 傾向 
(1) 攻撃 的 な 運転 態度 
若年 運転 者 は 、 自 分 の 判断 や 行動 が 常に 正しい も の で ある と 思い こみ 、 自 分 の 行動 の 
じゃ ま に な る も の に 対し て 、 そ れ を し り ぞ け よ うと する 傾向 が あり ます 。 ま た 、 ほ か の 車 に 
追い 越 さ れる と 、 カ ッ と し て 追い 抜き 返す な ど 、 感 情 的 な 運転 を する 人 が 多く み ら れ ます 。 
(2) 身勝手 な 運転 態度 
若年 運転 者 の 中 に は 、 歩 行者 を じゃ ま 者 扱い に し た り 、 横 道 か ら 入 っ て くる 車両 を 無視 し 
た りす る な ど 、 自 分 勝手 な 運転 を する 人 が いま す 。 
(3) 衝動 的 な 運転 態度 
若年 運転 者 に は 、 交 通 の 状況 を 冷静 に 確認 ・ 判 断 する 前 に 、 そ そく さと 車 を 走ら せ て し 
まっ た り 、 信 号 待ち や 、 目 の 前 の 遅い 車 に イラ イラ 感 を つの ら せ て 、 い つの 間 に か スピ ー 
ド を オー バー し て し まっ た りす る な どの 運転 態度 が 多く み ら れ ます 。 
(4) 自己 顕示 的 な 運転 態度 
若年 運転 者 は 、 運 転 能力 が 十分 備わっ つて いな い の に 人 の 目 を ひき つけ よう と する 運転 を 
し が ち で す 。 
この よう な 自己 顕示 的 な 運転 は 、 自 分 で は 気づか ず 、 無 意識 に 行っ て し まう の で 危険 で す 。 
(5) 自己 陶酔 、 自 信 過 剰 的 な 運転 態度 
若年 運転 者 の 中 に は 、「 ス ピー ド の 快感 」、「 カ ー ブ で 運転 能力 の 限界 を 試す ] な ど 、 危 険 な 
運転 に ひき つけ られ て 、 自 分 の 実力 と 理想 と を 混同 し て し まう 人 が いま す 。 


安全 運転 の た め に 


まけ る も ん が! 
Q 中 


4-2 若年 運転 者 に 多い 事故 

スピ ー ド の 出し 過ぎ に よる 事故 

@ 自 動 二 輪 車 や 原動機 付 自転 車 に よる 事故 

@ わ さき 見 に よる 事故 

@ へ ヘル メッ ト の 不着 用 に よる 事故 

これ ら の 事故 は 、 夜 間 か ら 早 朝 、 曜 日 別 で は 、 土 曜日 と 
日 曜日 に 多く 発生 し て いま す 。 


4-3 若年 運転 者 が 運転 する 上 の 留意 点 

@ ル ー ル を 十分 理解 し て 交通 法令 を 守っ た 運転 を 実行 
し まし ょ う 。 

@ わ さ 見 、 ス ピー ド 、 車 問 距離 、 信 号 無視 、 一 時 停止 、 追 
越し 等 、 事 故に 直結 する 違反 に は 特に 注意 し まし ょ う 。 
@ 大 型 車 、 普 通 車 、 二 輸 車 、 自 転 車 等 車両 の 特性 を 把握 
し た 運転 に 心がけ まし ょ う 。 0 
@ 計 二 、 欠 峰 、 積 圭 等 自然 環境 に 応じ た 適正 な 運転 を 実 

行 し まし ょ う 。 (人 %024 
@ カ ー ブ 、 見 通し の 悪い 場所 、 通 学 路 等 道路 環境 に 応じ いざ / 作 遇 / 
た 運転 を 実行 し まし ょ う 。 の 6 の 

@ 身 勝手 な 運転 や 攻撃 的 な 運転 お よび 感情 的 な 運転 を ( 良 ーー 生計 


し な いよ うに し まし よう 。 
価 飲 酒 運 転 は 絶対 し な い 、 さ せな いこ と が 重要 で す 。 


飲酒 運転 に よる 交通 事故 は 、 世 論 の きび し さや 拓 則 の 強化 に より 減少 傾向 に ある と は いえ 、 
依然 と し て 飲酒 運転 に よる 悲惨 な 事故 は 後 を 絶ち ませ ん 。 


1 飲酒 運転 の 危険 性 (アル コー ル が 運転 に 与え る 影響 ) 


飲酒 運転 は 、 ビ ー ル や 日 本 酒 な どの 酒類 や アル コー ル を 含む お 飲食 物 を 摂取 し 、 ア ルコ ー ル 分 
を 体内 に 保有 する 状態 で 運転 する 行為 で す 。 ア ルコ ー ル に は 脳 の 働き を 麻痺 (まひ ) さ せる 
作用 が あり 、 一 般 的 に 、 ア ルコ ー ル が 体内 に 入る と 、 

旬 顔 が 赤く な り 、 多 弁 に な る 代 気 が 大 きく な り 理 性 や 自制 心 を 失う 

信平 衡 感覚 が に ぷく な り 、 足元 が ふら つく 劉 視 力 が 低下 し 、 視野 が 狭く な る 

な どの 変化 が 現れ 始め 、 や が て 運転 に 必要 な 集中 力 - 注 意 力 ・ 判 断 力 な ど が 低下 し て いき ます 。 


rake 半 較 科 間 間 ュ ココ 本 か 


3Z 
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具体 的 に は 、 

人 @ 連 動機 能 が 低下 し 、 ブ レー キ 操 作 や ハン ドル 操作 が 遅れ る 食 車 問 距 離 の 判断 を 誤る 

人 @ 祝 険 の 宗 知 が 遅れ 、 と っ さ の 状況 に 対応 で き な い 倫 気 が 大 きく な り 、 速 度 超過 や 乱暴 な 運転 を する 
人 @ 歩 行者 や 自転 車 、 信 号 等 を 見 落と し た りす る 

な ど 、 飲 酒 運転 は 交通 事故 に 結び つく 危険 性 を 高め る の で す 。 こ れ ら は 酒 に 弱い と 言わ れる 
人 だ け で な く 、 酒 に 強い と 言わ れる 人 で も 、 低 濃度 の アル コー ル で 運転 操作 等 に 影響 を 及ぼ 
すこ と が 明らか に な っ て いま す 。 


2 飲酒 運転 に よる 事故 の 傾向 死 記事 故 率 比較 ( 令 和 4 年 ) 


飲酒 死亡 事故 を 類型 別に みる と 、 車 両 単独 が 最も 多く 、 次 いで 
車両 相互 、 車 両 対人 の 順に な っ て いま す 。 具 体 的 に は 、 

⑱ カ ー ブ を 曲がり きれ ず 、 路 外 へ 飛び 出し て 工作 物 に 衝突 (単独 事故 ) 
@ 横 断 中 の 歩行 者 を 見 落と し 、 は ね 飛ば す ( 車 対人 の 事故 ) 

@ 信 号 を 無視 し 、 あ る い は 交差 点 に 気づか ず 出 会 い 頭 の 衝突 ( 車 対 車 の 事故 ) 

⑯ ハ ンド ル 操 作 を あや まり 、 対 向 車 と 正面 衝突 ( 車 対 車 の 事故 ) 
な どの 事故 が 多く 、 死 亡 事故 に つなが る 危険 性 が 極め て 高く な り ま す 。 | 0 生 | 


3 飲酒 運転 に よる 事故 の 悲惨 さと 社会 的 責任 


(1)「 少 し し か 飲ん で いな いか ら 。 酔 っ て いな いか ら 。 少 し の 距離 だ か ら 。 い つも の 道 だ か ら 。 自 分 は 事故 を 
起こ さ な い 。] 等 々 、 飲 酒 運 転 を し た 者 は 、 自 分 な り の 勝手 な 理屈 を つけ て いま す 。 し か し 、 そ の 安易 な 
気持 ち で 行っ た 飲酒 運転 の 代償 は 大 きく 、 取 り 返 し の つか な い 慈 惨 な 結果 に つなが っ て いま す 。 
信平 成 11 年 1 1 月 、 東 名 高速 東京 イン ター 付近 で 、 飲 酒 運 転 ト ラッ ク が 普通 乗用 車 に 
衝突 、 炎 上 させ 、 幼 い 姉 妹 が 犠牲 と な り ま し た 。 

人 @ 平 成 18 年 8 月 、 福 岡市 内 で 飲酒 運転 の 乗用 車 が 先行 する 乗用 車 に 衝突 し 、 車 ご と 海 に 
転落 させ て 、 同 乗 し て いた 幼児 3 人 が 犠牲 と た なり ま し た 。 
令 和 3 年 6 月 、 千 葉 県 下 で 下校 途中 の 小学 生 の 列 に 飲酒 運転 の トラ ッ ク が 衝突 し 、5 人 が 死傷 する 
事故 が 発生 、 通 学 路 の 安全 の 確保 と 運転 前 後 の 酒 気 帯 び の 有無 の 確認 等 が 規定 され まし た 。 


(2) 事故 を 起こ し た 加害 者 は 、 一 様 に 、 事 故 を 起こ し て か ら ハ ッ と 我 に 返り 、 そ の 結果 の 重大 性 
に 気づい て 後悔 し ます が 、 事 故 を 起こ し て か らい くら 反省 し て も 遅い の で す 。 飲 酒 運 転 は 、 
被害 者 の 命 を 奪い 、 そ の 家族 を 不幸 に する ば か り で な く 、 多 く の 人 に 影響 を 及ぼ し ます 。 

候 交 通 刑務 所 へ の 収監 人 @ 多 額 の 賠償 金 
人 @ 解 選 な ど 社 会 的 地位 の 喪 失 欠 会 社 (事業 所 ) の 社会 的 信用 の 失墜 


4 飲酒 運転 の 割 則 等 


価 道 路 交通 法 
(1) 飲酒 運転 に 対す る 割 則 と 処分 


、 安 全 運 転 の た め に 


違反 種別 


5 年 以下 の 懲役 また は 免許 取消 し 


酒 酔い 100 万 円 以下 の 憲人 金 5 点 | 欠格 期間 3 年 
義人 う 5 1 3 年 以下 の 側 役 また は 名 許 取消 し 
洒 気 帯び (呼気 0.25mg/9 以 上 ) Men AA 人 


免許 停止 
停止 期間 90 日 


酒気 帯び (呼気 0.15mg/9 以 上 0.25mg/% 未 満 ) 


同上 


3 月 以下 の 懲役 また は 
50 万 円 以下 の 拓 金 


※ 行 政 処分 に つい て は 、 前 歴 お よび 累積 点数 が な い 場 合 で す 。 


(2) 飲酒 運転 を 助長 する 周辺 者 に 対す る 拓 則 
お 漂 を 飲ん だ 人 や これ か ら 飲 お 人 に 車両 を 提供 し た り 、 運 転 す る 人 に お 漂 を 提供 し た り 、 
また 飲酒 運転 の 車 に 同乗 し た 場合 は 、 飲 酒 運転 の 周辺 者 と し て 重い 因 が 科 さ れ ま す 。 


運転 者 が 酒 酔い 運転 を し た 場合 | 5 年 以下 の 懲役 また は 100 万 円 以下 の 宣 金 

運転 者 が 漆 気 帯び 運転 を し た 場合 | 3 年 以下 の 懲役 また は 50 万 円 以下 の 玉 金 
運転 者 が 酒 酔い 運転 を し た 場合 | 3 年 以下 の 懲役 また は 50 万 円 以下 の 憲 金 
運転 者 が 酒気 帯び 運転 を し た 場合 | 2 年 以下 の 懲役 また は 30 万 円 以下 の 憲 金 


検知 拒否 


酒類 提供 者 また は 同乗 者 


※ 飲 酒 運転 周辺 者 も 行政 処分 を 受け る 場合 が あり ます 。 


自動 車 の 運転 に より 人 を 死傷 させ る 行為 等 の 処罰 に 関す る 法律 (以下 「 自 動車 運転 死傷 処罰 法 ] と いう ) 
自動 車 運転 死傷 如 久 法 に より 、 危 険 運 転 致死 傷 罪 の 適用 範囲 が 拡大 され た ほか 、 事 故 後に 酔い が 覚め 
て か ら 出 頭 す る な ど 、 い わ ゆ る 「 逃 げ 得 」 を 許さ な い 厳 罰 化 と 行政 処分 点数 の 引き 上 げ が 行わ れ ま し た 。 


違反 点数 行政 処分 
死亡 事故 :20 年 以下 の 負 役 

才 際 5 誠 欠 負 傷 事故 :15 年 以下 の ー 役 2 

過失 運転 到 死 傷 ア ルコ ー ル 等 MSN 

に シド 12 年 以下 の 生 役 


( 宣 則 の 詳細 に つい て は P.13 参照 ) 


5 飲酒 運転 根絶 に 向け て 


飲酒 運転 は 極め て 悪質 ・ 危 険 な 犯罪 で す 。 国 民 一 人 ひと り が 飲酒 運転 の 危険 性 を 理解 し 、 

[飲酒 運転 を し な い ・ さ せな い 、 ゆ る さ な い 」 と いう 強い 意志 を 持ち 、 飲 酒 運 転 を 根絶 し まし ょ う 。 

@ ア ルコ ー ル の 影響 や 危険 性 に つい て 、 日 頃 か ら 注 意 喚 起す る 。 ーー 

飲酒 する 場所 に は 車 を 運転 し こい か な い 。 

信 運 転 する 人 に は 酒 を すす め な い 。 飲 ん だ 人 に 運転 させ な い 。 

今 飲酒 し た と き は 、 タ フク シー や 運転 代行 な ど を 利用 する 。 

@ 飲 酒 の 有無 を 目視 で 確認 する ほか 、 ア ルコ ー ル 検知 器 を 有効 に 活用 する 。 

但 ハ ンド ルキ ー パ ー 運 動 を 推進 し 、 飲 酒 し た 人 に ハン ドル を 握ら せな い 。 
※ ハ ンド ルキ ー パ ー 運 動 と は 、 自 動車 で 仲間 や 知人 と 飲食 店 な ど に 行く 場合 、 お 酒 を 飲ま な い 人 

(ハン ドル キー パー) を 決め 、 そ の 人 は 自動 車 を 運転 し て 仲間 な ど を 送り 届け る と いう 運動 で す 。 


免許 取消 し 
欠格 期間 5 一 8 年 


甘 S 運 山 商品 全 
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1 運転 する 前 の 心得 


(1) 車 の 点検 (日 常 点 検 と 定期 点検 ) 
自動 車 の 使用 者 は 、 自 動車 の 走行 距離 や 運行 時 の 状態 な どか ら 判断 し た 適切 な 時 期 に 、 
灯火 装置 や 制動 装置 等 日 常 的 に 点検 すべ き 事 項 に つい て 、 点 検 ( 日 常 点 検 ) し な けれ ば 
な り ま せん 。 
また 、 自 動車 の 種類 、 用 途 に 応じ 、 定 期 的 (3 か 月 、6 か 月 、12 か 月 ) に 点検 し 、 必 要 な 整備 を 
し な けれ ば な り ま せん (P.59 一 62 参 照 ) 。 


(2) 運転 免許 証 な ど を 確認 
運転 更 許 の 種類 が 細分 化 さ れ た だ こと か ら 、 運 転 免許 証 (免許 の 種類 、 有 効 期限 、 条 件 等 ) 
と 自動 車検 査証 (車両 総 重 量 、 最 大 積載 量 、 乗 車 定員 ) を 確認 し 、 運 転 可能 な 車種 で わる 
か を 確認 し まし ょ よう 。 


UEAN ト a EVO 


(3) シ ー ト ベル ト と チャ イル ド シ ー ト の 着用 
一 般 道路 も 高速 道路 も 、 全 席 シー ト ベ ルト の 着用 が 義務 づけ られ て いま す 。 シ ー ト ベ 
ルト は 、 交 通 事故 に あっ た 場合 の 被害 を 大 幅 に 軽減 し ます 。 
自動 車 を 運転 する と き は 、 運 転 者 は も ちろ ん 、 助 手 席 や 後部 座席 の 同乗 者 に も シー ト 
ベル ト を 着用 させ な けれ ば な り ま せん 。 
〈 シ ー ト ベル ト の 効用 と 非 着用 時 の 危険 性 〉 
今 シ ー ト ベル ト 非 着用 者 は 、 着 用 者 に 比べ 致死 率 が 高い 
人 @ 車 内 で 全身 を 強打 する 可能 性 が ある 
今 車外 に 放り 出さ れる 可能 性 が ある 
人 @ 前 席 乗 員 が 被害 を 受け る 可能 性 が ある 
また 、 チ ャ イル ド シ ー ト は 、 交 通 事故 に あっ た 場合 の 子供 の 被害 を 大 幅 に 軽減 する と 
と も に 、 子 供 が 運転 操作 の 支 議 と な る こと を 防止 する 効果 も あり ます (P.67 参 照 ) 。 


2 走行 中 の リス ク 管 理 


車 の 走行 中 に タイ ヤ や エン ジン な ど に 異常 が 起き た 場合 、 あ わ て ず に 落ち 着い て 行動 す 
る こと が 大 切 で す 。 ハ ザー ドラ ンプ を 点滅 させ て 、 後 ろ を 走る 車 に トラ ブル の 発生 を 知ら 
せま し ょ う 。 

高速 道路 で 路肩 に 停止 し た 場合 は 、 発 炎 筒 を 使っ て 合図 を する な ど 後 続 車 に 十分 注意 し て 
停止 表示 器材 を 設置 し 、 夜 間 は ハザード ラン プ 等 を つけ ます 。 


40 


安全 運転 の た め に 


(1) 緊 切 時 対策 
走行 中 に 車 の 故障 (パン ク 、 オ ー バ ー ヒ ー ト 、 ガ ス 欠 等 ) や 交通 
事故 が 発生 し た と き は 、 ハ ンド ル を し っ か り と 握り 、 周 囲 の 状況 
を 確認 し て 路肩 な ど 安全 な 場所 に 車 を 止め まし ょ う 。 走 行 中 の 
トラ ブル を 防止 する た め に も 日 頃 の 点検 を 心掛け まし よう 。 


(2) 埋 対策 
運転 中 、 雷 の 音 に 驚い て 運転 を 誤る 危険 も や ある の で 、 安 全 な 
場所 に 待避 し て 雷 が 鳴り 止 お の を 待つ 方 法 も あり ます 。 ま た 、 
雷 が 鳴っ て いる と き は 、 車 外 に 出る より 車内 に いた 方 が 安全 
で す 。 そ の 際 は 、 窓 ガラ ス に 近づか な いよ うに し まし よう 。 


(3) 集中 豪雨 対策 
立体 交差 道路 や ガー ド 下 な どの アン ダー パス は 、 集 中 宮 雨 に よる 
冠水 の お それ が ある の で 注意 し まし ょ う 。 走 行 中 、 道 路 冠水 が あ 
る と き は 、 進 入 す る こと な く 来 た 方 向 に 引き 返す こと が 大 事 で す 。 
また 、 車 の 水没 時 に 使用 する 緊急 脱出 用 具 を 備え まし ょ う 。 上 脱出 用 ハン マー。 守 


矢印 部 分 は シー ト ベ ルト カッ ター。 


ou 剖 nuxlc 床 請 


(4 寺 道 対策 タイ ヤ チ ェ ー ン を 
圭 道 や 凍結 し た 道路 で は 、 タ イヤ チェ ー ン な どの 滑り 止め 証 り 全 は て いな い 
装置 や スタ ッ ド レス タイ ヤ な どの 圭 道 用 タイ ヤ を 取り 付け 
まし ょ う 。 右 の 標識 の ある 道路 で は 、 タ イヤ チェ ー ン を 取り 
付け な いで 通行 し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 寺 道 な ど で は 
速度 を 十分 落と し 、 車 間 距離 を 十分 と る と と も に 、 作 発 進 、 hr 


騙 加速 、 急 ブレ ー キ 、 急 ハン ドル は 絶対 に や め ま し ょ う 。 


3 車 の 盗難 対策 


自動 車 盗 難 や 車 上 ね らい を 防ぐ に は 、 こ まめ に ドア ロッ ク す る こと は も ちろ ん 、 車 内 に 貴重 品 
や エン ジン キー を 置い た まま 車 か ら 離れ な いこ と 。 ま た 、 防 犯 対策 の 整っ た 駐車 場 を 選ぶ と 


と も に 盗難 防止 装置 を 活用 し まし ょ う 。 
(1) 警報 通報 装置 
振動 や 不正 な ドア の 開閉 に 反応 し て 殖 報 音 を 発し た り 、 OO マー 二 (っ 
携帯 電話 を 通じ て 車 の 異常 を 知ら せま す 。 ーー 
(2) イ モビ ライ ザー 


キー に 埋め 込ま れ た 電子 チッ プ の ID コー ド と 車両 側 の 
ID コー ド が 一 致し な けれ ば 、 エ ンジ ン が か か り ま せん 。 


41 


42 


メン テ ナ ン ス の 豆 知識 


時 車 の バッ テリ ー あ が り と 応急 措置 
倫 ク ル マ の バッ テリ ー あ が り に は 、 次 の よう な 要因 が 考え られ ます 。 
1 パッ テリ ー が 放電 状態 に ある (充電 し て 回 復 す る も の ) 
2 パッ テリ ー の 寿命 が 短く な っ て いる (内 部 が 劣化 し 充 吉 し て も 回 復 し な いも の ) 
@ バ パッ テリ ー が あがっ て し まっ た ら 。 
1 ロー ドサ ービス を 呼 京 
JAF や 保険 会 社 の ロー ドサ ービス に 救助 を 要請 する 。 
2 充電 器 を 使う 
カー バッテリー 用 の 充電 器 (ジャ ン ピ ン グ ス タ ー タ ー) を 使っ て 電気 を 充電 する 。 
3 ジャ ン ピ ン グ ス タ ー ト を 行う 
他 の 車 と ブー スタ ー ケ ー ブ ル で つない で 電気 を 分 け て も らい 、 エン ジン を 始動 する 。 
※ ブ ー ス ター ケー ブル の つなぎ 方 と 注意 点 
①④ 赤 の ケー ブル で 、 故 障 車 の パッ テリ ー の プラ ス 端 子 と 救援 
車 の プラ ス 端 子 を つなぐ 。 
② 黒 の ケー ブル で 、 救 援 車 の バッ テリ ー の マイ ナス 端子 と 
故障 車 の 金属 部 分 (エン ジン や フレ ー ム な ど ) を つなぐ 。 
(故障 車 の パッ テリ ー の マイ ナス 端子 に は つなが な い 。) 
③ ブ ー ス ター ケー ブル を 外す と き は 、 接 続 し た と き と 逆 の 順に 外す 。 
【 注 意 1】 接 続 方 法 や 手順 を 間違え る と ショ ー ト し て 機器 が 破損 し た り 、 火 災 が 発生 し た りす る こと が あり ます 。 
【 注 意 2】 電 気 自動 車 や ハイ ブリ ッ ド カー は 救援 で き な い 場合 や 特別 な 注意 が 必要 な 場合 が あり ます 。 
(メー カー の サポ ー ト サー ビス 等 に 連絡 し て くだ さい 。) 


財 タイ ヤ チ ェ ー ン を 装着 する 
タイ ヤ チ ェ ー ン に は さま ざま な タイ プ が お あり 、 装着 方 法 も 一 通り で は あり ませ ん 。 
以下 は 一 般 的 な チェ ー ン を ジャ ッ キ アッ プ し て 装着 する 場合 の 例 で す 。 


タイ ヤ に 輪 止め の を し て か ら 、 駆 動輪 に 裏表 を 間違え な いよ うに 注意 し な チェー ン の 内 側 の フッ ク を 連結 し 、 
近い ジャ ッ キ アッ プ ポ イン ト に ジャ ッ キ が ら 、 タ イヤ に チェ ー ン を か ぶせ 次 に 外側 の フッ ク を 連結 し ます 。 
を セッ ト し 、 車 体 を 持ち あげ ます 。 ます 。 


クリ ッ プ の つめ が 外向 き に な る よう に 、 チ ェ ー ン バン ド チェ ー ン が 余っ た ら 、 針 金 な ど で 結び つけ まし ょ う 。 
を か が け ま す 。 ジャ ッ キ と 輪 止め み を は ず せ ば 終了 で す 。 


安全 運転 の た め に 


応急 救護 処置 に 関す る 知識 と 技能 を 習得 し 、 事 故 現場 等 に お いて 迅速 、 適 切 に 活用 する こと 
に よっ て 、 交 通 事故 に よる 負傷 者 の 救命 率 を 高め る こと が で きま す 。 


1 交通 事故 を 起こ し た と き の 運 転 者 の 義務 


交通 事故 を 起こ し た と き に は 、 運 転 者 は 、 た だ ち に 車両 の 運転 を 停止 する こと 、 負 傷 者 を 救護 
する こと 、 道 路 に お ける 危険 を 防止 する こと 、 事 故 の 発生 し た 日 時 、 場 所 、 負 傷 者 数 や 程度 な 
ご ど を 警察 官 に 報告 する こと が 義務 づけ られ て いま す ( 道 路 交通 法 第 72 条 ) 。 


交通 事故 を 起こ し た 場合 


@ 人 負傷 者 の 救護 
@ 誠 険 防止 の 措置 警察 官 が 現場 に いな い 
人 @119 番 通報 と き は 、 も より の 警察 署 


9 等 に 報告 する 
軸 / (110 番 等 ) 
立ち 去っ た り 、 運 転 を 続け た り 、 
自動 車 を 持ち 去っ た り し て は 
いけ な い 


次 察 官 が 
近く に いた ら 
すぐ 知ら せる 


較 き 本 絢 rSSLS 拓 時 蛋 議 
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感 購 短 剖 叶 計 笠 S 思 時 骨 活 紀 
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2 応 誠 救 護 処 置 の 意義 等 


2-1 応 基 救 護 処 置 の 意義 

交通 事故 の 現場 に お いて 、 運 転 者 が 市 民 と し て 負傷 者 を 救護 する た め に 行う 「 応 急 救護 処 
置 ] に は 、 心 肺 停止 な どの 負傷 者 を 救命 する た め の 「 一 次 救命 処置 」 と 負傷 者 の 手当 (ファ ー ス 
ト エ イド ) が あり ます 。 

「 一 次 救命 処置 ] に は 、 心 臓 マ ッ サ ー ジ (胸骨 圧迫 ) と 人 工 呼吸 を 行う 心肺 蘇生 、AED お よび 気 
道 異物 除去 が あり ます 。 

「 フ ァ ー ス ト エ イド 」 に は 、 止 血 、 骨 折 の 手当 等 が あり ます 。 


2-2 迅速 な 応 女 救護 処置 の 必要 性 

救急 車 が 現場 に 到着 する まで 、1 19 番 通報 か ら 平均 8 分 以上 か か り ま す 。 そ れ ま で に 運転 者 
が 現場 で 行う 応急 救護 処置 が 、 仙 傷 者 の 救命 に 重要 な 役割 を 担っ て いま す 。 

心臓 停止 で は 、3 分 間 以 内 の 処置 で 救命 率 は 50% 以 上 に 、 呼 吸 停止 で は 、10 分 間 以 内 の 処 
置 で 救命 率 は 50% 以 上 に な る こと が 期待 で きま す 。 


救命 の 可能 性 と 時 間 経過 
(%) 


50 ーー 居合 わせ た 人 が 救命 処置 を し た 場合 
40 ・・・- 救急 車 が 来る まで 何 も し な か っ た 場合 


30 ] 
20 
間 
(に 下す 15 ーー 
0 2 イプ 658BWMI6.12 14 16 8 妥 0.2 ら 


(分 ) 
心臓 と 呼吸 が 止ま っ て か ら の 時 間 経 過 


救命 の 可能 性 は 時 間 こ と と も に 低下 し ます が 、 救急 隊 の 到着 まで の 短 時 間 で あっ て も 救命 処 
置 を する こと で 高く な り ま す 。 


放 恒 違 9 弄 攻 


2-3 実施 場所 の 安全 の 確保 

念 交 通 事故 の 現場 は 、 危 険 な 場合 が 多い の で 、 応 急 救護 処置 を 実施 する 場所 の 安全 を 確保 
する 必要 が あり ます 。 

候 二 次 災害 の 危険 が ある 場合 を 除い て 、 負 傷 者 を 移動 し ない の が 原則 で 、 車 に 備え て いる 停 
止 表 示 板 な ど を 活用 し て 安全 の 確保 を 行い ます 。 

偽 交 差 点 、 カ ー ブ 、 坂 道 な どの 二 次 災 害 の 危険 が ある 場所 を 避け 、 道 路 外 の 広場 や 空き 地 な 
ど 車 の 通行 が な いと ころ が 安全 で す 。 


| 安全 運転 の た め に 


次 救命 処置 (BLS) の 手順 (BLS: Basic Life Support) 


安全 確認 ・ 観 察 


反応 (意識) は ある か ? 


な し ・ 判 断 に 迷う 


大 声 で 応援 を 呼ぶ 
119 番 通報 ・AED 依頼 
通信 指令 員 の 指導 に 従う 


3 一 


(AED: Automated External Defibrillator 
自動 体外 式 除 細 動 器 ) 


普段 どおり の 
呼吸 は ある か ? 
な し ・ 判 断 に 迷う 


た だ ち に 胸骨 圧迫 を 開始 する 
強く ( 約 5cm)* 
速く (100 こ 120 回 / 分 ) 
絶え 間 な く (中 断 を 最小 に する ) 


人 工 呼吸 の 技術 と 意思 が あれ ば 


に 2 胸骨 圧迫 30 回 と 
人 工 呼 吸 2 回 の 組み 合わ せ 


様子 を みな が ら 
応援 ・ 救 急 隊 を 待つ 


*| 小児 は 胸 の 厚 さ の 約 1/3 


ーー 心電図 解析 
電気 ショ ッ ク は 必要 か ? 


必要 あり 


電気 ショ ッ ク た だ ち に 
ショ ッ ク 後 た だ ち に 胸骨 圧迫 か ら 再 開 * 
胸骨 圧迫 か ら 再 開 *2 


強く 、 速 く 、 絶 え 間 な く 胸 骨 圧 迫 を ! 
救急 隊 に 引き 継ぐ まで 、 ま た は 傷病 者 に 普段 どおり の 呼吸 や 
目的 の ある 仕草 が 認め られ る まで 続け る 


※ コ ロナ 袖 に お いて は 、 可 能 な 限り マス ク を 着用 し 、 成 人 へ の 人 工 呼吸 は 実施 せ ず 、 小 児 へ の 人 工 呼吸 は 
技術 と 意思 が ある 場合 は 行っ て も よい 。 ま た 、 引 き 継い だ 後 は すみ や か に 手 と 顔 を 洗う こと 。 


[出典 ] 日 本 菊 生 協議 会 監修 : JRC 蘇生 ガイ ドラ イン 2020. 医学 書院 , 2021 


司 き 時 当 各 rSHS 呈 時 居 議 生 
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雇 融 店 剖 対 r 対 知 夫 嗣 胃 和紀 
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WW 


3-1 心肺 蘇生 と AED 使 用 の 手順 

交通 事故 に より 負傷 者 が いる 場合 は 、 た だ ち に 1 19 番 
通報 する と と も に 、 大 声 で 周囲 に 助け を 求め 、 必 要 に よ 
り AED を 手配 し ます 。 


(1) 負 傷 者 の 反応 を 見 る 
@ 肩 を 軽く た た き な が ら 、「 大 丈夫 で すか ?] と 耳元 
で 声 を か け 、 人 負傷 者 の 反応 (意識 ) を 確認 し ます 。 
但 119 番 通報 する と き は 、 通 信司 令 員 の 問い か け 
に 従っ て 、 落 ち 着い て 場所 や 疾病 者 の 様子 等 を 
伝え ます 。 ま た 、 救 命 措置 が わか ら な いと き は 通 
信司 令 員 の 指導 に 従っ て くだ さい 。 


(2) 呼 吸 を 観察 する 
念 傷病 者 の 胸 と 腹部 の 動き を 見 て 、 呼 吸 が な い 場 
合 、 ま た は 普段 どおり の 呼吸 か どう か わか ら な い 
と き は 胸骨 圧迫 を 開始 し ます 。 


※(1) (2) の 確認 や 観察 の 際 に は 、 可 能 な 限り マス ク 
を 着用 し 、 顔 が 近づき すぎ な いよ うに し ます 。 


(3) 胸骨 圧迫 を 行う 
① 圧 飼 の 部 位 
胸 の 真ん中 (左右 の 真ん中 で 、 か つ 、 上 下 の 真 ん 
中 ) に ある 「 胸 骨 ] と 呼ば れる 部 分 で す 。 
② 圧 人 迫 の 方 法 

人 胸骨 の 下 半 分 に 一 方 の 手のひら の 基部 (手掌 
基部 ) を 当て 、 そ の 上 に も う 一 方 の 手 を 重ね 
て 置き ます 。 

信 垂 直 に 体重 が 加わ る よう 両 肘 を まっ すぐ に 伸 
ば し 、 圧 迫 部 位 の 真 上 に 肩 が くる よう な 姿勢 
を と り ま す 。 

③ 圧 迫 の 深 さ と テン ポ 

今 傷病 者 の 胸 が 約 5cm 沈 み 込 むように 強く 、 速 
く 、 し っ か り 圧 迫 し ます 。 

人 @ 小 児 で は 胸 の 厚 さ の 約 1/3 沈 み 込 む 程 度 に 
圧迫 し ます 。 両 手 で は 強 す ぎる 場合 は 片手 で 
行い ます 。 

今 圧迫 の テン ポ は 1 分 間 に 100 一 120 回 で す 。 


※ 飛 潜 感染 を 予防 する た め 、 開 始 する 前 に 、 ハ ンカ チ 、 
タオ ル 、 マ スク 、 衣 服 等 で 口 や 上 鼻 を お お いま す 。 


119 番 通報 と AED 手配 を 依頼 する 


胸骨 圧迫 の 方 法 


3 
ーー※ 


部 安全 運転 の た め に 


(4) 胸骨 圧迫 30 回 と 人 工 呼吸 2 回 の 組み 合わ せ 
@ 感 染 症 を 予防 する た め 、 成 人 に 対し て は 、 人 工 呼吸 は 実施 せ ず に 胸骨 圧迫 だ け を 続け 
ます 。 
久子 ども に 対し て は 、 人 工 呼吸 を する 意思 が ある 場合 は 胸骨 圧迫 と 人 工 呼吸 を 組み 合わ 
せ て 行い ます 。 感 染 の 危険 が ある 人 工 呼 吸 を 行う こと に た め ら い が あ る 場合 は 、 胸 骨 
圧迫 だ け を 続け ます 。 


(5)AED を 使用 する 
@⑱AED は 音声 メッ セー ジ と ラン プ の 指示 に 従っ て 使用 し まし ょ う 。 


電極 パッ ド の 貼り 付け 胸 を は だ け て 電極 パッ ド を 
AED の 電源 を 入れ る 位置 が 図示 され て いる 肌 に 貼り 付け る 


誰 も 傷病 者 に 触れ て いな いこ と を 
確認 する 


en 


ノン ク 
ea 


ショ ッ ク ボ タン を 押す 


婦 


3-2 負傷 者 の 手当 (ファ ー ス ト エ イド ) 
女 病 人 や けが を し た 人 を 助け る た め に と る 最初 の 回復 体 位 
行動 を ファ ー ス ト エ イド と いい ます 。 

ファ ー ス ト エ イド を 実施 する と きも 、 迅 速 な 119 番 

通報 が 必要 で す 。 

※ 厚 生 労働 省 で は 、「 応 急 手当 ] と いう 言葉 は 心 停止 へ の 対応 を 含め 
た 意味 に 使わ れる こと が 多い た め 「 フ ァ ー ス ト エイ ド ] と いう 言葉 を 
使っ て いま す 。 

(1) 傷 病 者 の 体位 と 移動 

人 @ 救 急 隊 が 到着 する まで は 、 傷 病 者 が 望む 姿勢 


選 計 農 若 半 記 (r 避 浴 S 思 喘 骨 本 電 


4Z 


層 計 骨 ミ 引 (r 対 波 ③ 避 時 帳 本 湖 
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で 安静 を 保ち ます 。 た だ し 、 車 が 通る 路上 な ど 危 険 な 場合 は 、 安 全 な 場所 に 移動 させ 
ます 。 

介 普 段 どおり の 呼吸 を し て いる 傷病 者 は 、 横 向き に 寝 た 姿勢 (回復 体 位 ) に し て 、 喉 の 奥 
の 空気 の 通り 道 が 狭まっ た り 、 吐 物 で 詰まっ た りす る こと を 予防 し ます 。 

信心 肺 蘇生 が 必要 と な る 場合 に は 仰向け ( 仰 鈴 位 ) に し ます 。 こ の 場合 、 頭 や 首 (頸椎 ) が 
ね じ れ な いよ うに 頭 を 支え な が ら 仰向け に し ます 。 


(2) 首 の 安静 首 が 動か な いよ うに 頭 を 両手 で 支え る 
自動 車 に は ね られ 、 顔 や 頭 に 大 き な け 
が が ある 場合 は 、 首 の 骨 (頸椎 ) を 痛め 
て いる 可能 性 が あり ます 。 こ の よう な 場 
合 に は 傷病 者 の 首 の 安静 を 保つ 必要 
が あり ます 。 傷 病 者 の 頭 を 手 で 両側 か 
ら 包 み 込 お よう に 支え て 、 首 が 大 きく 動 
か な いよ うに し ます 。 


(3) 出 血 

@ け が な ど で 出 血 が 多い 場合 は 、 で きる 真 摘 庄 人 上 血 法 
だ け 早 く 止血 が 必要 で す 。 出 血 部 位 に 
ハン カチ や タオ ル を 当て 、 そ の 上 か ら 直 
接 圧迫 し て 止血 を 試み ます (直接 圧迫 
止血 法 ) 。 救 急 隊 が 到着 する まで 出血 部 
位 を し っ か り 押さ え 続け て くだ さい 。 

@ 上 止血 の 際 に 救助 者 が 傷病 者 の 血液 に 
触れ て 感染 症 に か か る 危険 は わずか 
で す が 、 念 の た め に 、 可 能 で あれ ば ビ ビニ ー ル 手袋 を 着用 し て ガー ゼ な ど で 
ニー ル 手 袋 を 着用 する か 、 ビ ニー ル 袋 中 田部 を 圧迫 す る 


を 手袋 の 代わ り に 使用 し て くだ さい 。 


(4) 骨折 
骨折 の 疑い が ある 場合 は 、 変 形 し た 手 
足 を 固定 する こと で 、 痛 み を 和らげ た り 、 
さら な る 損傷 を 防ぐ こと が で きま す 。 
固定 に は 添え 木 や 三角 中 な ど を 使用 
し ます 。 変 形 し た 状態 を 元 に 戻す 必要 


手袋 の 代わ り に ビニ ー ル 袋 を 利用 する 


は あり ませ ん 。 
※ 救 女 隊 の 到着 後に 疾病 者 を 救急 隊 に 引 
き 継 い だ 後 は 、 す みや か に 石鹸 と 流水 で 
手 と 顔 を 十分 に 洗う 。 | JRC 藤 生 ガ イド ライ ン 2020 参 昭 


被害 著 の 手記 


ハン ドル の 重み は 命 の 重み 


2001 年 8 月 、 私 の 夫 は 東名 阪 自動 
車道 で 玉突き 事故 に 巻き 込ま れ て 亡 
く な り ま し た 。 亭 年 35 歳 。 当 時 、 小 学 
校 2 年 生 の 息子 と 2 歳 の 娘 が 遣 され 
表 め 7 

“ 夫 が 事故 に あっ て 救急 車 で 運ば 
れ た 。" 事 故 発生 の 報 を 受け 、 無 事 を 
祈っ て 病院 へ 駆け つけ 、 夫 の 惨 い 姿 
を 目の当たり に し た あの 瞳 間 、 平 和 
だ っ た 毎日 が 修 維 場 と 化し まし た 。 大 
型 ト ラッ ク の 運転 手 が 手元 の 地図 に 
気 を 取ら れ 、 前 を 見 な いま ま ス ピー ド 
を 上 げ て 走行 し た 挙句 、 渋 浴 列 に 追 
突 し た の で す 。 そ の 衝撃 は 凄まじ く 、 
7 台 が 玉突き に な り 9 名 が 負傷 。 夫 は 
車 ご と トラ ッ ク の 下 敷き に な っ て 即死 
し まし た 。 発 狂 の 対面 、 凄 絶 な 別れ 、 
思い 出す だ け で 今 も 身 岩 いし ます 。 

事故 の 2 時 間 前 、 携 帯電 話 の 夫 
は 翌日 の 家族 旅行 に 浮か れる 私 を 
茶化し つつ 、「 明 日 が 楽し みや な 」 と 
笑い 交じり に 電話 を 切り まし た 。 事 故 
前 夜 に は 息子 と 野球 盤 で 遊び 、「 続 
き は 明日 な 」 と 約束 し た 夫 。 明 日 、 ま さ 
か それ が 最期 の 言葉 に な る な ん て 。 
受け 入れ 難い 悲し み と 向 き 合い な が 
ら 、 突 如 、 始 まっ た 母子 家庭 。 遺 され 
た 妻 と し て 、 遣 され た 子 の 母 と し て 、 
葛藤 の 連続 で し た 。 子 類 悩 な 夫 、 ど ん 
な 思い で 我 が 子 の 涙 を 見 た こと か 。 


弟 安全 運転 の た め に 


| 


交通 死亡 事故 は 本 当 に 残酷 で す 。 
一 瞬 で 人 生 が 一 変 し ます 。「 行 っ て き 
ます 」 と 家 を 出 て 、 帰 り は 無言 の 帰 
宅 。 こ ん な 恐怖 と 無念 は あり ませ ん 。 

車 と いう 便利 な 乗り 物 は 、 ド ライ 
バー 次 第 で 鉄 の 凶器 に 変わ り ま す 。 
初心 者 だ っ た 頃 の 緊張 感 を 忘れ ず 、 
信号 を 守る 、 ス ピー ド 直 反 し な い 、 
周り に 注意 を 払う 。 皆 が 教習 所 で 
習っ た 教え を 守っ て いれ ば 、 ど れ だ 
け 多 く の 命 を 救え る で し ょ う 。 

「 ハ ンド ル を 握る 重み は 、 命 の 重 
み 」。 こ れ は 交通 事故 で 亡くな っ た 
多く の 人 が 、 尊 い 命 と 引き か え に 遺 し 
た 教訓 で す 。 も う 一 件 も 起き て 欲し く 
あり ませ ん 。 

交通 事故 は 新聞 や ニュ ー ス の 出 
来 事 で は な く 、 誰 で も 身近 に 起こ り 
うる 事 と 痛い ほど 分 か り ま し た 。 だ か 
ら こ そ 私 も 含め 、 こ の 車 社会 で 生活 
し て いる 全員 が 、「 明日 は 我が身 、 
今日 も 我が身 ] と 肝 に 銘じ る こと が 、 
交通 事故 防止 の 第 一 歩 な の で は と 
感じ ます 。 

誰 も 明日 を 礁 われ な いよ う 、 皆 で 
皆 の 命 の た め に 交通 安全 を 心がけ 、 
交通 事故 ゼロ に 上 繋が る よう 願っ て や 
み ま せ ん 。 


「 第 63 回 交通 安全 国民 運動 中 央 大 会 で の 講演 」 一 部 抜粋 


三重 県 交通 遺児 を 励ま す 会 
安田 厚子 


理由 8 上 喘 居 続 時 
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車 は 、 わ た し た ちの 生活 か ら 切 り 離せ な い 身 近 な 文明 の 利器 に な っ て いま す 。 し か し 、 そ の 反 
面 、 使 い 方 を あや まる と 、 東 惨 な 交通 事故 を 起こ す 凶 器 に な っ た り 、 弁 音 、 振 動 な ど に より 沿 
道 住民 に 大 き な 被 害 を お よ ぼ す 原 因 に な っ た り し ます 。 ま た 、 自 分 勝手 な 通行 の 仕方 が も と 
で 争い が 生じ 、 人 間 関 係 を 険悪 化 さ せる 場面 も 日 常 よ く 見 受け られ ます 。 

くる ま 社 会 に お いて は 、 歩 行者 も 運転 者 も それ ぞ れ の 責任 を 自覚 し て 、 ま わり の 人 に 迷惑 を 
か けず 、 安 全 、 快 適 に 通行 する こと が で きる よう な 交通 環境 を つく りあ げ る よう 努め な けれ ば 
な り ま せん 。 そ の た め に は 、 あ ら か じ め 、 車 と 交通 に つい て 正しい 知識 を 持ち 、 正 し い 交通 の 
方 法 を 身 に つけ て お く と と も に 、 実 際 の 交通 の 場 に お いて も 、 自 分 本 位 で な く 相手 に 対す る 
思い や り の 気持 ち を 持っ て 、 判 断 し 、 行 動 す る こと が 必要 で す 。 

この 教則 は 、 歩 行者 と 運転 者 が 、 そ れ ぞ れ の 責任 を 自覚 し て 、 安 全 、 快 適 な くる ま 社会 を 築い 
て いく た め の 手 引き と し て つく られ た も の で す 。 繰 り 返 し 読ん で 、 正 し い 交 通 の 方 法 を 理解 
し 、 身 に つけ る と と も に 、 友 人 や 家族 、 特 に 子供 た ち に も 折 に 必 れ て 教え て あげ る よう に し て く 
だ さい 。 


1 基本 的 な 心構え 


1-1 交通 規則 を 守る こと 

道路 は 、 多 数 の 人 や 車 が 通行 する と ころ で す 。 運 転 者 や 歩行 者 が ひと り で も 自分 勝手 に 通行 
する と 、 交 通 が 混乱 し た り 、 交 通 事故 が 起き た り し ます 。 ま た 、 自 分 だ け は よく て も 、 ほ か の 人 
に 迷惑 を か けた りす る こと が あり ます 。 

交通 規則 は 、 こ の よう な こと か ら 、 み ん な か 道路 を 安全 、 円 滑 に 通行 する うえ で 守る べき 共通 
の 約束 ご と と し て 決め られ て いる も の で す 。 い い 換 えれ ば 、 交 通 規 則 を 守る こと は 、 社 会 人 と 
し て の 基本 的 な 責務 な の で す 。 

交通 規則 の 内 容 は 、 こ の 教則 で 述べ られ て いま す が 、 具 体 的 に は 、 信 号機 や 標識 な ど に よっ 
て 個々 に 示さ れ て いま す の で 、 そ れ ら の 意味 を よく 理解 し 、 決 め ら れ た 交通 規則 を お 互い に 
守る よう に し まし ょ う 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


1-2 道路 を 通行 する と き の 心 構え 
道路 を 通行 する と き は 、 決 め ら れ た 交通 規則 を 守る こと は も ちろ ん 、 そ れ 以 外 に も 、 道 路 や 交通 の 状況 に 応じ て 、 
個々 に 細か い 配 慮 を し な けれ ば な り ま せん 。 ほ か の 人 々 が 安全 に 通行 で きる よう に 配慮 する こと は 、 運 転 者 や 歩 
行者 と し て の 社会 的 責任 で も あり ます 。 道 路 を 通行 する と き に は 、 次 の よう な 心構え を 忘れ な いよ うに し まし よう 。 

(1) ま わり の 歩行 者 や 車 の 動き に 注意 し 、 相 手 の 立場 に つい て 思い や り の 気持 ち を 持っ て 通行 する こと 。 

(2) 自分 の 通行 の 利便 だ け を 考え る の で は な く 、 治 道 で 生活 し て いる 人 々 に 対し て 、 不 愉快 な 
騒音 な どの 迷惑 を か け な い よう に 配慮 する こと 。 

(3) 万 一 の 場合 に 備え て 、 自 動車 保険 に 加入 し た り 、 応 切 救 護 処置 (交通 事故 の 現場 に お いて 
その 負傷 者 を 救護 する た め 必 要 な 応急 の 処置 を いい ます 。) に 必要 な 知識 を 身 に つけ た り 、 
救急 用 具 を 車 に 備え つけ た りす る な ど 平 素 か ら 十 分 な 用 意 を し て お く こ と 。 

(4) 交通 事故 や 、 故 障 で 困っ て いる 人 を 見 た ら 、 連 絡 や 救護 に あたる な ど 、 お 互い に 協力 し あう こと 。 

(5) 自 動車 の 運転 者 は も ちろ ん 、 歩 行者 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 (P.4 参 照 ) や 自転 車 に 
乗る 人 も 、 自 動車 の 死角 、 内 輸 差 な ど 自 動車 の 特性 を よく 知っ て お く こ と 。 ま た 、 自 動 運 
転 車 (P.87 の 9-3) に つい て は 、 運 転 者 が 前 方 を 見 な いで 使わ れる こと も ある こと や 
機能 に 限界 が あり 常に 衝突 を 回 避 で きる も の で は な いこ と を よく 知っ て お く こ と 。 

(6) 自動 運転 車 に つい て は 、 運 転 者 が 前 方 を 見 な いで 使わ れる こと も ある こと を よく 知っ て お く こ と 。 
また 、 特 定 自 動 運行 (自動 運転 車 が 整備 不良 車両 に 該当 する こと と な っ た と き 又 は 搭載 され て いる 
自動 運行 装置 の 使用 が 使用 条件 を 満た さ な い こと と な っ た と き に 、 直 ち に 自動 的 に 安全 な 方 法 で 
当該 自動 運転 車 を 停止 させ る こと が で きる 自動 運行 装置 を 使用 条件 内 で 使用 し て 当該 自動 運転 
車 を 運行 する こと を いい ます 。) 中 の 自動 運転 車 に つい て は 、 運 転 者 が いな いこ と や 道路 上 で 
突然 停止 する こと が ある こと を よく 知っ て お く こと 。 ン ン デ 

(2) 遠隔 操作 型 小 型 車 (P.5 参 照 ) に つい て は 、 通 行 さ せ て い 
る 人 が 近く に いな いこ と も ある こと や 道路 上 で 突然 停止 
する こと が ある こと を よく 知っ て お く こ と 。 


ンー ” 


< > ンジ 


(8) 道路 に 物 を 投げ 捨て た り 、 勝 手 に 物 を 置い た り 、 そ の 他 ま わ ュ ニ ン ン ン 
まわ り の 歩行 者 や 車 の 動き に 注意 し 、 

り の 人 の 通行 の 妨害 や 迷惑 に な る よう な こと を し な いこ と 。 思い や り を 持っ て 過 行 し まし ょ う 。 

2 信号 、 標識 ・ 標 示 に 従う こ ーー 


2-1 信号 の 意味 

(1) 信 号機 の 信号 に 従っ て 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 信 号機 の 信号 の 
種類 と その 意味 は 、 次 の ペー ジ の 表 の と お り で す 。 

(2) 信 号機 の 信号 は 、 前 方 の 信号 を 見 る よう に し まし ょ う 。 横 の 信号 が 
赤 で あっ て も 、 前 方 の 信号 が 青 で ある と は か ぎり ませ ん 。 例 えば 、 
全 方 向 が 一 時 的 に 赤 に な る 信号 や 、 時 差 式 信号 機 の よう に 特定 方 向 
の 信号 が 赤 に 変わ る 時 間 を ずら せ て いる も の も あり ます 。 

(3) 人 の 形 の 記号 の ある 信号 は 、 歩 行者 及び 遠隔 操作 型 小 型 車 と 横断 歩道 を 
進行 する 特例 特定 小型 原動機 付 自転 車 (P.4 参 照 ) 及 び 普通 自転 車 に 対す 
る も の で す が 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 及 びそ の 他 の 自転 車 も その 信号 機 に 


英 己 人 S 両 壮 戸 喘 早 環 (F 嘩 当 由 人 
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[歩行 者 ・ 自 転 車 専用 ] と 表示 され て いる 場合 は 、 
その 信号 機 の 信号 に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 
また 、「 バ ス 専 用 ] な どの 標示 板 (P.109 の 別表 
2) の ある 信号 機 の 信号 は 、 そ の 示さ れ て いる 
車 を 対象 と し て いま す 。 こ の よう に 車 や 歩行 者 
に 対し て 信号 が 特定 され て いる と き は 、 そ の 
特定 され た 信号 に 従 O な けれ ば な り ま せん 。 

(4) 道路 の 左端 や 信号 機 に 、 白 地 に 青 の 左向き の 
矢印 の 標示 板 ( 右 の 図 ) の ある と き は 、 車 は 、 
前 方 の 信号 が 赤 や 黄 で あっ て も 、 歩 行者 な ど 
まわ り の 交通 に 注意 し な が ら 左 折 で きま す 。 
この 場合 、 信 号機 の 信号 に 従っ て 横断 し て い 
る 歩行 者 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 
の 通行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 


信号 の 種類 と 意味 


お こと が で きま す 。 


赤色 の 
灯火 


灯火 の 人 
矢印 受 


歩行 者 及び 遠隔 操作 型 小 型 車 (遠隔 操作 に より 道路 を 通行 し て いる も の に 限り ます 。 
以下 同じ で す 。) は 、 進 お こと が で きま す 。 


特定 小型 原動機 付 自転 車 と 軽 車両 以外 の 車 や 路面 電車 は 直進 し 、 左 折 し 、 右 折 す る こ 
と が で きま す 。 た だ し 、 二 段階 の 右折 方 法 に より 右折 する 一 般 原 動機 付 自転 車 は 、 右 折 
する 地点 まで 直進 し 、 そ の 地点 で 向き を 変え る こと まで で きま す 。 


特定 小型 原動機 付 自転 車 と 軽 車 両 ( 自 転 車 、 荷 車 な ど ) は 、 直 進 し 左折 する こと が で きま す 。 
右折 する と き は 、 右 折 す る 地点 まで 直進 し 、 そ の 地点 で 向き を 変え る こと まで で きま す 。 


歩行 者 及び 遠隔 操作 型 小型 車 は 、 横 断 を 始め て は いけ ませ ん 。 横 断 中 の 歩行 者 及び 遠隔 
操作 型 小型 車 は 、 速 や か に 横断 を 終わ る か 、 横 断 を や め て 引き 返さ なけ れ ば な り ま せん 。 


車 や 路面 電車 は 、 停 止 位置 か ら 先 へ 進ん で は いけ ませ ん 。 し か し 、 黄 色 の 灯火 に 変わ っ 
た と き に 停止 位置 に 近づい て いて 、 安 全 に 停止 する こと が で き な い 場合 は 、 そ の まま 進 


交差 点 で 既に 右折 し て いる 車 や 路面 電車 は 、 右 折 方 向 の 信号 が 赤 で も その まま 進む 
こと が で きま す 。 こ の 場合 、 そ の 車 や 路面 電車 は 、 青 色 の 灯火 に 従っ て 進ん で 来る 車 
や 路面 電車 の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 た だ し 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 、 軽 車 
両 や 二 段 階 の 右折 方 法 に より 右折 する 一 般 原動機 付 自転 車 は 、 右 折 方 向 の 信号 が 
赤 の と き は 、 そ の 右折 し て いる 地点 で 停止 し て いな けれ ば な り ま せん 。 


車 は 、 黄 色 の 灯火 や 赤色 の 灯火 の 信号 で あっ て も 矢印 の 方 向 に 進む こと が で きま す 。 
(右向き の 矢印 の 場合 に は 、 転 回 する こと も で きま す 。) し か し 、 右 向き の 矢印 の 場合 
に は 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 、 軽 車両 や 二 段 階 の 右折 方 法 に より 右折 する 一 般 原 動 
機 付 自転 車 進 お こと が で きま せん 。 


路面 電車 は 、 黄 色 の 灯火 や 赤色 の 灯火 の 信号 で あっ て も 矢印 の 方 向 に 進む こと が 
で きま す が 、 歩 行者 及び 遠隔 操作 型 小型 車 や 車 は 、 進 ん で は いけ ませ ん 。 


信号 に か か わら ず 
こと を 示す 標示 板 


グ 〆 
白地 に 青 の 左向き の 矢印 の 概 示 板 が ある と き は 、 信号 に 
か か わら ず 、 左折 で きま す 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教 


歩行 者 及び 遠隔 操作 型 小型 車 や 車 や 路面 電車 は 、 他 の 交通 に 注意 し て 進む こと が 
で きま す 。 


歩行 者 及び 遠隔 操作 型 小型 車 は 、 ほ か の 交通 に 注意 し て 進む こと が で きま す 。 


車 や 路面 電車 は 、 停止 位置 で 一 時 停止 し な けれ ば な り ま せん 。 


( 注 ) この 表 で 停止 位置 と は 停止 線 が め る と ころ で は 、 停 止 線 の 直前 を いい 、 な いと ころ で は 、 次 の 位置 を いい ます 。 
(1) 交 差 点 で は 、 そ の 直前 (交差 点 の すぐ 近く に 横断 歩道 や 自転 車 横断 帯 が ある と ころ で は 、 横 断 歩 道 や 自転 車 横断 帯 の 直前 ) 
(2) 交 差 点 以外 で 、 横 断 歩道 や 自転 車 横断 帯 や 踏切 が ある と ころ で は 、 そ の 直前 
(3) 交 差 点 以外 で 、 横 断 歩道 や 自転 車 横断 帯 も 踏切 も な いと ころ に 信号 機 が ある と き は 、 信 号機 の 直前 (信号 の 見 える 位置 ) 
車 と は 、 自 動車 、 一 般 原動機 付 自転 車 、 自 転 車 や 荷車 な どの 軽 車 両 、N ロ リー バス を いい ます 。 


2-2 標識 の 意味 

(1) 標 識 と は 、 交 通 規 制 な ど を 示す 標示 板 の こ と を いい 、 本 標識 と 補助 標識 が あり ます 。 本 標 
識 に は 、 規 制 標識 、 指 示 標識 、 警 戒 標識 、 案 内 標識 の 4 種類 が あり ます 。 標 識 の 種類 と その 
意味 は 別表 3(P.1 10-P.1 13) の と お り で す 。 

(2) 規制 標識 は 、 特 定 の 交通 方 法 を 禁止 し た り 、 特 定 の 方 法 に 従っ て 通行 する よう 指定 し た り 


する も の で す 。 
車両 通行 止め 転回 禁止 指定 方 向 外 進行 禁 上 か 
f 
Q G) 1 人 | 
と 
0 
き 
ト 
丸い 標識 の 中 の 赤い 斜線 は 特定 の 通行 方 法 の 禁 矢印 で 示す 方 向 以外 は 進行 する こと が で きま せん 。 が 
止 を 意味 し ます 。 1 
り 
最高 速度 重量 制限 
速度 や 重量 の 最高 限度 を 示し ます 。 
(3) 指示 標識 は 、 特 定 の 交通 方 法 が で きる こと や 道路 交通 上 決め られ た 場所 な ど を 指示 する 
も の で す 。 
駐車 可 全車 可 横 断 歩道 安全 地帯 
っ 旬 => 
と 
* 
駐車 や 停車 し こよ い 場 所 で ある こと を 示し ます 。 横断 歩道 な どの 場所 を 示し ます 。 WT 
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(4) 警戒 標識 は 、 道 路上 の 危険 や 注意 すべ き 状 況 な ど を 前 も っ て 道路 利用 者 に 知ら せ て 注意 
を 促す も の で す 。 
踏切 あり 道路 工事 中 


警戒 標識 は 、 すべ て 地 が 黄色 い 標 示 板 で す 。 


(5) 案内 標識 は 、 地 点 の 名 称 、 方 面 、 距 離 な ど を 示し て 、 通 行 の 便宜 を 図 ろ うと する も の で す 。 
方 面 、 方 向 と 距離 


Shinjuku 


緑 の 標 示 板 は 高速 道路 等 に お いて 、 青 の 標 示 板 は そ 
れ 以 外 の 道路 で 用 いら れ ま す 。 


(6) 規制 標識 な ど 本 標識 の 意味 を 補足 する も の と し て 補助 標識 が 用 いら れる こと が あり ます 。 


essnBBU 林 閥 に ーー ュー 


区 ら S 箇 半生 醤 (r 喋 引 | 


ここ か ら 規 制 が 始ま る 規制 の 対象 と な る 車 の 種類 


補助 標識 は 、 普 通 、 本 標識 の 下 に 取り つけ られ て お り 、 規 制 の 理由 を 示し た り 、 規 制 が 
適用 され る 時 間 、 曜 日 、 自 動車 の 種類 な ど を 特定 し て いま す 。 な お 、 車 の 種類 を 特定 
する 場合 な ど に は 、 別 表 4(P.1 17) の よう な 略称 を 用 いる こと が あり ます 。 


標識 の 見 方 


8 時 か ら 20 時 まで の 間 、 自動 車 平日 の 7 時 か ら 9 時 まで の 時 間 帯 追 越し 禁止 区 間 が 始ま る こと を 
の 駐車 が 禁止 され て いる こと を が 歩行 者 等 専用 道路 で ある こと を 意味 し ます 。 
意味 し ます 。 意味 し ます 。 
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交通 の 方 法 に 関す る 教則 


2-3 標示 の 意味 

(1) 標 示 と は 、 ペ イン ト や 道路 ぶよ うな ど に よっ て 路面 に 示さ れ た 線 、 記 号 や 文字 の こと を い 
い 、 規 制 標示 と 指示 標示 の 2 種類 が あり ます 。 標 示 の 種類 と その 意味 は 別表 3(P.114 
P.116) の と お り で す 。 

(2) 規制 標示 と は 、 特 定 の 交通 方 法 を 禁止 また は 指定 する も の で す 。 


駐 停 車 禁止 立入 り 禁 止 部 分 


黄色 の 表示 は 、 駐 停 斜線 の 表示 は 、 その 
車 が 禁止 され て いる ア 部 分 に は 入っ て は な 
こと を 示し て いま す 。 レシ ら な いこ と を 示し て 
シ いま す 。 
シン 


指示 標示 と は 特定 の 交通 方 法 が で きる こと や 道路 交通 上 決め られ た 場所 な ど を 指示 す 
る も の で す 。 


進行 方 向 の 指示 横断 歩道 と その 予告 


9.9 
0.0 


3 警察 官 な どの 指示 に 従う こ 

(1) 警察 官 や 交通 巡視 員 が 手 信号 や 灯火 に よる 信号 (P.109 の 別表 1) に より 交通 整理 を 行っ 
て いる 場合 は 、 こ の 手 信号 や 信号 に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 こ の 場合 、 手 信号 や 灯火 に 
よる 信号 が 信号 機 の 信号 と 違っ て いて も 、 そ の 警察 官 や 交通 巡視 員 の 信号 の 方 が 優先 し 
に ss 奈 

(2) 警察 官 や 交通 巡視 員 が 通行 の 方 法 な ど に つい て 必要 な 指示 を する こと が あり ます が 、 
その 場合 は 、 警 察 官 や 交通 巡視 員 の 指示 に 従っ て 行動 し な けれ ば な り ま せん 。 警 察 官 
が 行う 指示 が 標識 ・ 標 示 に よっ て 示さ れ た 交通 の 規制 と 違っ て いて も 、 指 示 の 方 が 優先 
じ ま す 。 


4 道路 で し て は いけ な いこ と な ど 


(1) 道 路上 で 次 の よう な 危険 な こと を し て は いけ ませ ん 。 
@ 洒 に 酔っ て ふら つい た り 、 立 ち 話 を し た り 、 座 っ た り 、 寝 そ て べったり など し て 交通 の 妨げ 
と な る こと 。 


英志 性 石 昌 時 再 員 財 1 
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介 交 通 量 の 多い と ころ で キャ ッ チ ボー ル や ロー ラー スケ ー ト な ど を する こと 。 

人 道路 に 向け て 物 を 投げ た り 、 発 射 し と りす る こと 。 

久道 路 を こわ し た り 、 汚 水 、 ご み 、 く ぎ 、 ガ ラス 片 な ど を まい た り 、 捨 て た りす る こと 。 

人 @ 証 か ら た ば この 吸い が ら 、 紙 くず 、 空 きか ん な ど を 投げ 捨て た り 、 体 や 物 を 外 に 出し た 
りす る こと 。 

氏 走 っ て いる 車 や 路面 電車 に 外 か ら つ か まる こと 。 

久 運 転 者 の 目 を くら ませ る よう な 光 を 道路 に 向け る こと 。 

久 凍 りつ く お そ れ の ある と き に 水 を まく こと 。 

(2) 道路 上 に 商品 な ど を 陳列 し た り 、 土 砂 、 材 木 な ど 交通 の 妨げ に な る 物 を 置い た を り し て は い 
け ま せん 。 

(3) 信号 や 標識 標示 が よく 見 えな いと 非常 に 危険 で す 。 信 号機 の 近く に 信号 と 似 た 色 の ネ 
オン サイ ン を 設け た り 、 標 識 の 近く に 広告 看板 を 設け た り 、 ま た 、 信 号機 や 標識 ・ 標 示 を 勝 
手 に 操作 し た り 、 移 し た り 、 こ わし た り し て は いけ ませ ん 。 

(4) 免許 を 持た な い 人 や 酒気 を 帯び た 人 に 運転 を 頼ん だ り し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 運 転 者 
に 先 を 旋 が せ た り 、 運 転 の じゃ ま に な る 行 潟 を し な いよ うに し まし ょ う 。 

(5) こ れ か ら 車 を 運転 し よう と する 人 に 酒 を 出し た り 、 す すめ た り し て は いけ ませ ん 。 

(6) 運転 者 に 、 過 積載 (積載 物 の 重量 の 制限 を 超え て 物 を 積む ひこ と を いい ます 。) を し て 車 を 
運転 する こと を 求め た り 、 過 積載 と な る よう な 物 を 売り 渡し た り 、 引 き 渡 し た り し て は いけ 
ませ ん 。 


1 運転 に あたっ て の 注意 


1-1 運転 免許 証 な ど を 確か め る な どす る こと 
(1) 自動 車 を 運転 する 前 に は 、 必 ず 次 の こと を 確か め ま し ょ う 。 
信 運 転 し よう と する 自動 車 に 応じ た 運転 免許 証 を 持っ て いる こと 。 
負 有 効 な 自動 車検 査証 と 自動 車 損害 賠償 責任 保険 証明 書 また は 責任 共済 証明 書 を 自動 
車 に 備え て いる こと 。 
信 運 転 免許 証 に 記載 ぐれ て いる 条件 (眼鏡 等 使用 な ど ) を 守っ て いる こと 。 
@ 準 中 型 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いな い 初 心 運転 者 が 準 中 型 自動 車 を 運転 する と 
き は 、 そ の 車 の 前 と 後ろ の 定め られ た 位置 に 初心 者 マー ク を つけ て いる こと 。 


信 準 中 型 免 許 ま た は 普通 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いな い 初 心 運転 者 が 普通 自動 車 
を 運転 する と き は 、 そ の 車 の 前 と 後ろ の 定め られ た 位置 に 初心 者 マー ク を つけ て いる 
2 

信 両 古 の 聴力 が 補聴器 を 用 いて も 10m の 距離 で 90 デ シベ ル の 警 音 器 の 音 が 聞こ えな 
い 程 度 の 聴覚 障害 の ある こと を 理由 に 免許 に 条件 を 付 さ れ て いる 運転 者 が 準 中 型 自 
動車 また は 普通 自動 車 を 運転 する と き は 、 そ の 車 の 前 と 後ろ の 定め られ た 位置 に 聴覚 
障害 者 マー ク を つけ て いる こと 。 

葛 非 常 信号 用 具 や 停止 表示 器材 (停止 表示 板 ま た は 停止 表示 灯 を いい ます 。) な ど を 車 
に 積ん で いる こと 。 

(2) 70 歳 以上 の 高齢 運転 者 が 普通 自動 車 を 
運転 する と き は 、 そ の 車 の 前 と 後ろ の 定 
め ら れ た 位置 に 高齢 者 マー ク を つけ る よ 
紀 ら まゆ じき 5 


従来 の 高齢 者 マー ク に つい て も 当分 の %⑥ 


初心 者 マー ク 


間 は 使用 で きま す 。 


(3) 肢体 不 自由 で ある こと を 理由 に 免許 に 条 
件 を 付 さ れ て いる 身体 の 不 自由 な 運転 
者 が 普通 自動 車 を 運転 する と き は 、 そ の 
車 の 前 と 後ろ の 定め られ た 位置 に 身体 障 
害 者 マー ク を つけ る よう に し まし よう 。 


1-2 運転 計画 を 立て る こと 

長 距離 運転 の と き は も ちろ ん 、 短 区 間 を 運転 する と き に も 、 自 分 の 運転 技能 と 車 の 性 能 に 
合っ た 運転 計画 を 立て る こと が 必要 で す 。 あ ら か じ め 、 運 転 コー ス 、 所 要 時 間 、 休 息 場所 、 駐 車 
場所 な ど に つい て 計画 を 立て て お きま し ょ う 。 長 時 間 に わ た っ て 運転 する と き は 、2 時 間 に 1 
回 は 体 息 を と り ま し ょ う 。 ま た 、 有 眠気 を 感じ た ら 、 速 や か に 休息 を と っ て 眠気 を さま し て か ら 運 
転 し まし よう 。 


1 一 3 体調 を 整え る こと 

疲れ て いる と き 、 病 気 の と き 、 心 配 ご と の ある と き な ど は 、 注 意 力 が 散 温 に な っ た り 、 判 断 力 
が 衰え た りす る た め 、 思 い が け な い 事 故 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 こ の よう な と き は 、 運 
転 を 控え る か 、 体 の 調子 を 整え て か ら 運 転 する よう に し まし ょ う 。 ま た 、 睡 眠 作用 の ある 風邪 
薬 や 頭痛 薬 な ど を 服用 し た と き は 、 運 転 を し な いよ うに し まし ょ う 。 周 労 の と き は 、 運 転 し て は 
いけ ませ ん 。 


| 交通 の 方 法 に 関す る 教則 


/Q 呈 longl 畠 友 N 貼 加計 蓋 時 浦 素 | て 同 晒 町 綱 只 


英 


5Z 


途 S 層 の wl 若 隊 同 才 四 落 周 泊 吾 | で 后 軸 四  。 


58 


1--4 酒気 を 帯び た 状態 な ど で 運 転 を し な いこ と 

酒気 を 帯び て いる と き や 麻 薬 、 覚 せい 剤 、 シ ン ナ ー な どの 影響 を 受け て いる と き は 、 運 転 し て 
は いけ ませ ん 。 ま た 、 酒 を 飲ん だ の が 前 夜 で あっ て も 、 翌 朝 の 運転 時 まで 酒 の 影響 を 受け て 
いる こと が ある こと に 注意 し まし よう 。 


2 運転 苑 許 の 仕組 み 


道路 で 自動 車 や 一 般 原動機 付 自転 車 を 運転 する と き は 、 そ の 車種 や 牽引 な どの 状態 に 応じ 
た 免許 を 受け 、 そ の 免許 証 を 携帯 し は けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 違 反 行 海 を し た り 、 交 通 事 
故 を 起こ し た り し た 際 に 警察 官 か ら 提示 を 求め られ た 場合 に は 、 免 許 証 を 提示 し な けれ ば 
な り ま せん 。 な お 、 免 許 を 受け て いて も 免許 の 停止 処分 中 の 者 は その 期間 運転 する こと は 
で きま せん 。 


2-1 運転 免許 の 区 分 
運転 免許 に は 、 次 の 三種 の も の が あり ます 。 
(1) 第 一 種 運 転 免許 
自動 車 や 一 般 原動機 付 自転 車 を 運転 し よう と する 場合 ((2) の 場合 を 除き ます 。) の 免許 
を いい ます 。 
(2) 第 二 種 運転 免許 
乗合 バス 、 タ クシ ー な どの 旅客 自動 車 を 旅客 運送 の た め 運 転 し よう と する 場合 や 代行 
運転 自動 車 (自動 車 運 転 代行 業 に 従事 する 運転 者 が 客 に 代わ っ て 運転 する 自動 車 を 
いい ます 。) で ある 普通 自動 車 を 運転 し よう と する 場合 の 免許 を いい ます 。 
(3) 仮 運転 免許 
第 一 種 免許 を 受け よう と する 者 が 、 練 習 な どの た め に 大 型 自動 車 、 中 型 自動 車 、 準 中 型 自 
動車 また は 普通 自動 車 を 運転 し よう と する 場合 の 免許 を いい ます 。 仮 運転 免許 を 受け た 
者 が 練習 の た め 大 型 自動 車 、 中 型 自動 車 、 準 中 型 自動 車 ま た は 普通 自動 車 を 運転 する と 
きき は 、 そ の 車 を 運転 する こと の で きる 第 一 種 免許 を 3 
年 以上 受け て いる 者 や 第 二 種 免許 を 受け て いる 者 な 仮 免許 練習 標識 
ど を 横 に 乗せ 、 そ の 指導 を 受け な が ら 運 転 し な けれ ば 仮 免 許 
な り ま せん 。 
この 場合 、 車 の 前 と 後ろ に 仮 免許 練習 標識 を 定め られ 練 泊 ML 
た 位置 に つけ な けれ ば な り ま せん 。 


2-2 運転 免許 の 種類 
運転 免許 の 種類 に 応じ て 運転 で きる 自動 車 、 一 般 原 動機 付 自転 車 は 次 の 表 の と お り で す 。 


( 交通 の 方 法 に 関す る 教則 


※ 電 動 パ イク の 免許 区 分 は 、 モ ー タ ー の 定格 出力 が 0.6kW 以 下 は 原付 免許 、0.6kVWV を 超え 20kW 以 下 は 普通 二輪 免許 、20kW 超 は 
大 型 二輪 免許 た な り ま す 。※ ペ ダル 付 原 動機 付 自転 車 は 、 定 格 出力 に 応じ て 一 般 原動機 付 自転 車 以 上 の 二輪 車 に 該当 し ます 。 
ペダ ル を 用 いて 走行 する 場合 に も 、 運 転 免許 が 必要 で す 。 標 識 ( ナ ン バ ー) の 取付 や ヘル メッ ト の 着用 も 必要 で す 。 


2-3 牽引 免許 

大 型 自動 車 、 中 型 自動 車 、 準 中 型 自 動車 、 普 通 自動 車 、 大 型 特殊 自動 車 の いずれ か で ほか の 
車 を 牽引 する と き は 、 牽 引 す る 自動 車 の 種類 に 応じ た 免許 の ほか 、 牽 引 免 許 が 必要 で す 。 
し か し 、 車 の 総 重 量 ( 人 や 荷物 を の せ た 状 態 で の 車 全体 の 重 さ ) が 750kg 以 下 の 車 を 牽引 
する と き や 故 障 車 を ロー プ 、 ク レー ン な ど ご ど で 牽 引 す る と き は 、 牽 引 免 許 は いり ませ ん 。 


2-4 緊 女 自動 車 の 運転 資格 
緊急 自動 車 を 運転 する 場合 に は 、 そ の 自動 車 の 運転 に 必要 な 運転 免許 の ほか に 、 運 転 経験 
年 数 や 年 齢 に つい て 特別 の 資格 が 必要 で す 。 


3 自動 車 の 点検 


自動 車 に つい て は 、 日 常 点検 、 定 期 点 検 を 行う ほか 、 燃 料 、 冷 却 水 、 エ ンジ ン オ イル 、 タ イヤ の 
溝 の 深 さ な ど に つい て は 適宜 点検 し 、 少 し で も 悪い 箇所 が あっ た ら 、 整 備 し まし ょ う 。 

ハン ドル 、 ブ レーキ 、 マ フラ ー そ の 他 の 各 装 置 が 整備 され て いな いた め 、 交 通 の 危険 を 生じ さ 
せ た り 、 有 害 な ガス や 騒音 を 出し て ほか の 人 に 迷惑 を お よ ぼ し た りす る お それ の ある 車 を 運 
転 し て は いけ ませ ん 。 


滑 人 ③ 選 の Wi 青 刺 貼 青 四 計 雅 時 当 事 | さ 全量 中 


3-1 日 常 点検 

日 常 点 検 は 、 自 動車 の 使用 者 や 自動 車 を 運行 し よう と する 者 が 、 日 頃 自 動車 を 使用 し て いく 
中 で 、 自 分 自身 の 責任 に お いて 行う 点検 で す 。 自 動車 の 使用 者 は 、 自 動車 の 走行 距離 や 運行 
時 の 状態 な どか ら 判 断 し た 適切 な 時 期 に 、 こ の 点検 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 な お 、 タ ク 
シー、 ハ イヤ ー な どの 事業 用 の 自動 車 や 自家 用 の 大 型 自動 車 お よび 中 型 自動 車 、 準 中 型 貨 
物 自動 車 、 普 通貨 物 自 動車 、 大 型 特 殊 自動 車 、 レ ンタ カー な どの 使用 者 また は これ ら の 自動 
車 を 運行 し よう と する 者 は 、1 日 1 回 運行 する 前 に この 点検 を 行わ か な けれ ば な り ま せん 。 標 準 
的 な 点検 の 実施 の 方 法 は 、 次 の ペー ジ の 表 の と お り で す 。 
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ハン ドル 
ワイ パー スイ ッ チ 


チェ ンジ レバ ー 


ハン ドブ プレ ー キ 
7 


プレ ー キ の 
リザ ー パ ・ タ ンク 


ファ ン ベ ル ト 


パッ テリ ー 


燃料 計 
速度 計 


ライ トス イッ チ 
方 向 指示 器 レ パー 


警 音 器 ス イッ チ 


アク セル ペダ ル 


ブレ ー キ ペダ ル 
クラ ッ チ ペダ ル 


ジミ ジジ 


ラン ドー 
キャ ッ プ 


ラジ Ss モータ の 
リザ ー パ ・ タ ンク 


ララ 久 下 で 名 


点検 箇所 点検 項目 点検 の 実施 方 法 

PMMAKE 電 ※ 液 量 ウイ ンド ウ ・ ウ ォ ッ シャ 液 の 量 が 適当 か を 点検 し ます 。 
年 egwz リザ ー パ - タ ンク 内 の 液 量 が 規定 の 範囲 内 に ある か を 点検 し ます 。 
シン 
に SN パッ テリ ー 名 槽 の 液 量 が 規定 の 範囲 内 に ある か を 車両 を ゆら す 
ジ ぃ 大き ye 
の 科 ど ※ 液 時 | な ど し て 点検 し ます 。 
北 ラジ エー タ な どの リザ ー バ ・ タ ンク 内 の 冷却 水 の 量 が 規定 の 範囲 内 に ある か を 点 
に の デ ※ 水 量 検 し ます 。 な お 、 冷 却 水 の 量 が 著しく 減少 し て いる と き は 、 ラ ジ 
の ーー エー タ 、 ラ ジ エ ー タ ホー ス な どか ら の 水 漏れ の お それ が あり ます 。 
江 ※ エ ンジ ン オ イル | オイ ル の 量 が オイ ルレ ベル ・ ゲ ー ジ ( 油 量 計 ) で 示さ れ た 範囲 内 
検 | 内 装置 の 量 に ある か を 点検 し ます 。 

張 り 内 合 (1) ベル ト の 中 央 部 を 手 で 押し 、 ベ ルト が 少し た わ お 程度 で ある 
A フ ァ ン ベル ト | 人 坦 ・ か を 点検 し ます 。 


(2) ベ ルト に 損傷 が な いか を 点検 し ます 。 


※E 印 に つい て は 表 の 最後 の 備考 参照 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


誤 打 は こざ WS 司 


備考 1 


点検 の 実施 方 法 
前 日 また は 前 回 の 運行 中 に 異常 を 認め た 箇所 に つい て 、 運 行 に 


ペダ ル を いっ ぱい に 踏み 込ん だ と き 、 床 板 と の すき 間 (踏み 残り し ろ ) 
や 踏み ご た え が 適 当 で ある か を 点検 し ます 。 な お 、 床板 と の すき 間 が 少 
な く な っ て いる と き や 、 踏 み ご た え が 柔 ら か く 感 じ る と き は 、 ブ レー キ 
液 の 液 漏れ 、 空 気 の 混 入 に よる ブレ ー キ の きき 不良 の お それ が あり ます 。 


@ 〇 空気 圧力 計 


〇 ブレー キバ ル ブ 


灯火 装置 、 
方 向 指 示 器 


タイ ヤ 


9 中 ア * タ シ ジ ツ 


選 の 


くだ さい 。 


レバ パー を いっ ぱい に 引い た (踏ん だ ) と き 、 引 きしろ (踏み し ろ ) 
が 多 過 ぎ た り 、 少な 過ぎ た り し な いか を 点検 し ます 。 


エン ジン が 速やか に 始動 し 、 ス ムー ズ に 回 転 す る か を 点検 し ます 。 ま た 、 
エン ジン 始動 時 お よび アイ ドリ ング 状態 で 、 異 音 が な いか を 点検 し ます 。 


3 束 天 の 
点検 箇所 点検 項目 
運行 中 の 異常 箇所 当該 箇所 の 異常 支障 が な いか を 点検 し ます 。 
| ラー 
パー キン グ ・ 品 
ルー キ (-) | ( 鷺 み し る) 
Pa 
寺 原動機 
席 | (エン ジン ) ※ 低 速 、 加 速 の ズ に 続く か を 点検 し ます 。 
(GO 状態 
の 
し 
検 | ウィ イン ドウ ウォ ッ シ ャ | ※ 噴 射 状 能 


(1) エ ンジ ン を 暖 機 さ せ た 状 態 で 、 ア イド リン グ 時 の 回 転 が ス ムー 

(2) エ ンジ ン を 徐々 に 加速 し た と き 、 ア クセ ル ペ ダル に 引っ かかり が | 
な いか 、 ま た 、 エ ンス ト 、 ノ ッ キ ング な ど を 起こ すこ と な く ス ムー 
ズ に 回 転 す る か を 、 走 行 す る な ど し て 点検 し ます 。 

ウイ ンド ウ ・ ウ ォ ッ シャ 液 の 噴射 の 向き お よび 高 さ が 適当 か を 点検 し ます 。 


※ 記 寺 取 り の 
状態 


空気 圧力 の 
上 が り 具 合 


(1) ワ イ パ ー を 作動 させ 、 低 速 お よび 高速 の 作動 が 不良 で な いか 
を 点検 し ます 。 

(2) き れい に ふき 取れ る か を 点検 し ます 。 

エン ジン を か け て 、 空 気圧 力 の 上 が り 具 合 が 極端 に 遅く な いか 

を 点検 し ます 。 ま た 、 空 気圧 力 が 空気 圧力 計 の 表示 に 示さ れ 

た 範 囲 内 に ある か を 点検 し ます 。 


排気 音 


ブレ ー キ ペダ ル を 踏み 込ん で 放し た 場合 に 、 ブ レー キバ ル ブ か 
ら の 排気 音 が 正常 で ある か を 点検 し ます 。 


点灯 ・ 点 滅 具合 、 
汚れ 、 損 傷 


取り つけ の 状態 


晶 裂 、 損 傷 


異常 な 摩耗 
※ 溝 の 深 さ 


タン ク 内 の た まり 水 


※ 印 の 点検 項目 は 、 事 業 用 の 自動 車 や 自家 用 の 大 型 自動 車 お よび 中 型 自動 車 、 準 中 型 貨 物 自動 車 、 
普通 貨物 自動 車 、 大 型 特 殊 自動 車 、 レ ンタ カー な ど に つい て も 、 自 動車 の 走行 距離 、 運 行 時 の 状態 
な どか ら 判 断 し た 適切 な 時 期 に 行え ば よい も の で す 。 

⑥ 印 の 点検 箇所 は 、 エ アプ レー キ が 装着 され て いる 場合 に 点検 し な けれ ば な り ま せん 。 

全 印 の 点検 箇所 は 、 自 家用 の 普通 乗用 自動 車 お ご ど に あっ て は 、 定 期 点検 な どの 際 に 点検 し て こく だ さい 。 

印 の 点検 項目 は 、 車 両 総 重量 8t 以 上 また は 乗車 定員 30 人 以上 の 自動 車 の 場合 に 点検 し て 


(1) エ ンジ ンス イッ チ を 入れ 、 前 過 灯 、 制動 灯 な どの 灯火 装置 の 点灯 
合 や 方 向 指示 器 の 点滅 具合 が 不良 で な いか を 点検 し ます 。 

(2) レ ンズ な ど に 汚れ や 損傷 が な いか を 点検 し ます 。 

タイ ヤ の 接地 部 の た わ み の 状態 に より 、 空 気圧 が 不足 し て いな 

いか を 点検 し ます 。 


(1) デ ィ ス ク ・ ホ イー ル の 取り つけ 状態 に つい て 、 目 視 に より 次 の 点検 
を 行い ます 。 
ア ホイ ー ル ・ ナ ッ ト の 脱落 、 ホ イー ル ・ ボ ルト の 折損 等 の 異常 は な いか 。 
イ ホイ ー ル ・ ボ ルト 付近 に さび 汁 が 出 た こん 跡 は な いか 。 
ウ ホイ ー ル ・ ナ ッ ト か ら 突 出し て いる ホイ ー ル ・ ボ ルト の 長 さ に 不 ぞ ろ 

い は な いか が 。 

(2) デ ィ ス ク ・ ホ イー ル の 取り つけ 状態 に つい て 、 ホ イー ル ・ ナ ッ ト の 

ゆる みな ど が な いか を 点検 ハン マ な ど を 使用 し て 点検 し ます 。 


タイ ヤ の 全 周 に 著しい 重 裂 や 損傷 が な いか を 点検 し ます 。 ま た 、 
タイ ヤ の 全 周 に わた り 、 くぎ 、 石 、 そ の 他 の 異物 が 刺さ っ た り 、 
か み 込 ん だ り し て いな いか が を 点検 し ます 。 

タイ ヤ の 接地 面 に 、 極端 に すり 減っ て いる 箇所 が な いか を 点検 し ます 。 
溝 の 深 さ が 十分 で ある か を ウェ ア ・ イ ンジ ケー タ (スリ ッ プ ・ サ 
イン ) な ど に より 検 し ます 。 

ドレ ン ・ コ ッ ク を 開い て 、 タ ンク に 水 が た まっ て いな いか を 点検 し ます 。 


計ら :S 叶 di 振 個 民 本 工 呈 吉 | さ 担 呈 本 記 
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3-2 装備 品 な どの 点検 

発 災 筒 、 赤 ラン プ な どの 非常 信号 用 具 を 備え な けれ ば な り 
ませ ん 。 ま た 、 高 速 道路 (高速 自動 車 国道 また は 自動 車 専用 
道路 ) を 通行 する と き は 、 故 障 な ど で 停止 し て いる こと を 示 
す た め の 停止 表示 器材 を 備え つけ る よう に し まし よ ょ う 。 


3-3 定期 点検 

事業 用 の 自動 車 、 自 家用 の 大 型 自動 車 及 び 中 型 自 動車 や 準 中 型 貨物 自動 車 、 普 通貨 物 自動 車 
な どの レン タカ ー に つい て は 3 ヵ月 ご と に 、 自 家用 の 準 中 型 貨物 自動 車 及 び 普 通貨 物 自動 車 
や 普通 乗用 自動 車 な ご の レン タカ ー な ど に つい て は 6 ヵ月 ご と に 、 自 家用 の 普通 乗用 自動 車 
な ど に つい て は 1 年 ご と に 点検 し 、 必 要 な 整備 を し な けれ ば な り ま せん 。 


4 乗車 と 積載 


(1) 座 席 で な いと ころ に 人 を 乗せ た り 、 和 荷台 や 座席 で な いと ころ に 荷物 を 積ん だ り し て は いけ 
ませ ん 。 ま た 、 定 め ら れ た 乗車 定 貞 ( 軍 転 者 を 含み ます 。) や 積載 の 制限 を 超え て 、 人 を 乗 
車 さ せ た り 、 物 を 積ん だ り し て は いけ ませ ん 。 

(2) (1) の 場合 で あっ て も 、 荷 物 の 見 張り の た め 必 要 最 少 限度 の 人 を 乗せ る と き や 出 発 地 の 
警察 署長 の 許可 を 受け た と き は 別 で す 。 

(3) 自動 車 に 人 や 荷物 を の せる と き に は 、 運 転 の 妨げ に な っ た り 、 自 動車 の 安定 が 悪く な っ た 
り 、 外 か ら 方 向 指示 器 、 ナ ン バ ー プ レー ト 、 ブ レー キ 灯 、 尾 灯 な ど が 見 え に く く な っ た りす 
る よう な の せ 方 を し て は いけ ませ ん 。 

(4) 運転 者 は 、 人 が 転落 し た り 、 荷 物 が 転落 、 飛 散 し た り し な いよ うに ドア を 確実 に 閉め 、 ロ ー 
プ や シー ト を 使っ て 荷物 を 確実 に 積ま な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 荷 物 が 転落 、 飛 散 し て し 
まっ た と き は 、 速 や か に その 物 を 除去 する な ど 必 要 な 措置 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 そ 
の 場合 に は 後続 車 な ど に 十分 注意 し まし よう 。 

(5) 危 険 物 を 運搬 する と き は 、 包 装 、 積 載 な ど を 確実 に し 、 危 険 物 を 運搬 中 で ある こと を 示す 
標示 板 な ど を 掲げ る よう に し 、 ま た 、 駐 車 す る と き は 、 危 険 な 場所 を さけ 、 危 険 物 を 見 張り 
まし ょ う 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


大 型 自 動車 ・ 中 型 自動 車 ・ 準 中 型 自 動車 ・ 普 通 自動 車 


自動 車検 査証 か 軽 自動 車 届出 済 証 に 記載 され て いる 乗車 定員 (ミニ カー* と 特定 の 構 
乗車 定 貞 造 の 農業 用 薬剤 散布 車 # に あっ て は 1 人 (特定 の 構造 の 農業 用 薬剤 散布 車 * で 運転 者 
用 以外 の 座席 が ある も の は 2 人 ) ) 
積載 物 の 重量 自動 車検 査証 か 軽 自動 車 届出 済 証 に 記載 され て いる 最大 積載 量 (ミニ カー* に あっ て 
は 90kg、 特定 の 構造 の 農業 用 薬剤 散布 車 # に あっ て は 1.500kg) 
積載 物 の 大 き さ は 、 長 さ は 自動 車 の 長 さ X1.2 以 下 、 幅 は 自動 車 の 幅 X1.2 以 下 、 高 さ は 3.8m 以 
下 (三輪 の 普通 自動 車 と 総 排気 量 660cc 以 下 の 普 通 自動 車 に あっ て は 、 高 さ 2.5m 以 下 。 そ の 他 
の 自動 車 で 公安 委員 会 が 定め る も の に あっ て は 3.8m 以 上 4.1m を 超え な い 範 囲 内 に お いて 
公安 委員 会 が 定め る 高 さ 。 ) 
自動 車 の 長 さ X1.2 以 下 自動 車 の 幅 X1.2 以 下 
積載 物 の 大 き さ と | 積載 の 方 法 は 、 自動 車 の 車体 
積載 の 方 法 の 前 後 か ら 自 動車 の 長 さ の 
1/10 の 長 さ を 超え て は み 3.8m 
出さ な いこ と 。 自動 車 の 車体 以下 
の 左右 か ら 自 動車 の 幅 の 
1/10 の 幅 を 超え て は み 出 
さ な い こと 。 1/10 1710 1710 1/10 
大 型 自動 二輪 車 ( 側 車 付 大 型 自動 二輪 車 を 除く 。)・ 普 通 自動 二輪 車 ( 側 車 付 普通 自動 二輪 車 を 除く 。) 
乗車 定員 1 人 (運転 者 用 以外 の 座席 が ある も の は 2 人 ) 
| 
積載 物 の 重量 |60kg 
乗車 装置 や 積載 装置 の 長 さ +0.3m 以 下 乗車 装置 や 積載 装置 の 幅 左 右 0.15m 以 下 
積載 物 の 大 き さ と 8 
積載 の 方 法 2.0m 
販 
一 般 原動機 付 自転 車 
乗車 定員 1 人 
積載 物 の 重量 |30kg 
積載 装置 の 長 さ +0.3m 以 下 積載 装置 の 幅 十 左右 0.15m 以 下 
| | 
積載 物 の 大 き さ と は 
積載 の 方 法 2.0m 
取 
備考 1 12 歳 未満 の 子供 は 、 3 人 を 2 人 と し て 計算 し ます 。 
2 * 印 の ミニ カー と は 、 総 排気 時 に つい て は 50cc 以 下 、 定格 出力 に つい て は 0.60kW 以 下 の 原 動 


機 を 有する 普通 自動 車 を いい ます 。 
3 文 印 の 特定 の 構造 の 農業 用 薬剤 散布 車 と は 、 時 速 35km 以 上 の 速度 を 出す こと が で き な い 構造 
の 農業 用 薬剤 を 散布 する た め の 普 通 自 動車 を いい ます 。 


に に Oi と に に に ゴビ 2 に 1 


63 


y ら 午 ひ 部 隊 庫 青 四 才 洪 財 泊 洛 | さ 后 周 叩 ) 


ー 


約 


64 


5 安全 運転 に 必要 な 知識 な ど 

5-1 視覚 の 特性 

人 間 の 感覚 の うち 視覚 は 、 安 全 な 運転 の た め に 最も 大 切 で す 。 運 転 中 は 、 特 に 次 の よう な 点 

に 注意 し まし よう 。 

(1) 一 点 だ け を 注視 し た り 、 ぼ ん や り 見 て いる だ け で な く 、 た え ず 前 方 に 注意 する と と も に 、 
ルー ム ミ ラー や サイ ドミ ラー な ど に よっ て 周囲 の 交通 の 状況 に 目 を 配り まし ょ う 。 ま た 、 高 
速 に な る と 視力 が 低下 し 、 特 に 近く の も の が 見 え に く く な る の で 、 注 意 し まし ょ う 。 

(2) 疲労 の 影響 は 、 目 に 最も 強く 現われ ます 。 疲 労 の 度 が 高まる に つれ て 、 見 落と し や 見 間 違 
い が 多 く な る の で 気 を つけ まし ょ う 。 

(3) 明 る さ が 切 に 変わ る と 、 視 力 は 、 一 時 女 激 に 低下 し 
ます 。 ト ン ネ ル に 入る 前 や トン ネル か ら 出 る と き は 
速度 を 落と し まし ょ う 。 ま た 、 夜 間 は 対向 車 の ライ 
ト を 直視 し な いよ うに し まし ょ う 。 


5-2 自動 車 に 働く 自然 の 力 

安全 な 運転 を する た め に は 、 走 行 中 、 車 に 働く 自然 の 

力 と その 運転 に 与え る 影響 に つい て 、 正 し い 知識 を 身 

に つけ る こと が 必要 で す 。 

(1) 摩 擦 の 力 
走行 中 の 車 は 、 ク ラッ チ を 切っ て も 走り 続け よう と 
する 性 質 が ある た め 、 す ぐに は 止ま り ま せん 。 こ の 
車 を 止め る た め に は 、 ブ レー キ を か け て 車輪 の 回 
転 を 止め 、 タ イヤ と 路面 の 間 の 摩擦 抵抗 を 利用 し 
ます 。 ぬ れ た アス ファ ルト 路面 を 走る と き な ど は 、 
摩擦 抵抗 が 小さ べく な り 制 動 距離 が 長く な り ま す 。 
また 、 高 速 運転 中 に 急 ブ レー キ を か ける と 、 車 輪 が 
ロッ ク し 路上 を すべ る の で 特に 注意 し まし ょ う 。 

(2) 遠心 力 
自動 車 が カー ブ を 回 ろう と する と き に は 、 自 動車 
の 重心 に 遠心 力 が 働き 、 自 動車 は カー ブ の 外側 に 
すべ り 出 そう と し ます 。 こ の た め 、 荷 物 の 積み 方 が 
悪く 重心 の 位置 が 高く な っ た り 、 片 寄っ た りす る と 
自動 車 は 倒れ や すく な り ま す 。 遠 心 力 の 大 き さ は 、 
カー ブ の 半径 が 小さ べ い ほど 大 きく な り 、 速 度 の 2 乗 
に 比例 し て 大 きく な り ま す 。 安 全 に カー ブ を 回 る た 
め に は 、 カ ー ブ に 入る 前 の 直線 部 分 で 早め に ブ 
レー キ を か け 、 十 分 速度 を 落と し て お く 必 要 が あり 生 才 の 積み 方 が 悪い と 、 自 動車 は 側 れ や すく 
の し な り 危 険 で す 。 


自動 車 に 働く 遠心 力 の 方 向 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


(3) 衝 撃 力 
交通 事故 の 大 き さ は 、 車 が 衝突 し た と き に 
相手 に 与え た り 、 自 分 が 受け た りす る 衝撃 
力 の 大 き さ に 関係 し ます 。 衝 撃 力 は 速度 と 
重量 に 応じ て 大 きく な り 、 ま た 、 固 い 物 に 記 
つか る と き の よ うに 、 衝 撃 の 作用 が 短 時 間 
に 行わ れる ほど その 力 は 大 きく な り ま す 。 例 
えば 、 時 速 60km で コン クリ ー ト の 壁 に 激突 
し た 場合 は 、 約 14m の 高 さ (ビル の 5 階 程 
度 ) か ら 落 ち た 場合 と 同じ 程度 の 衝撃 力 を 


120km/h 


100km/h 
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受け ます 。 高 速 運転 する と き に は 、 特 に 注意 守 
し まし ょ う 。 60km 時 
(4) 速度 の 影響 40km/h 時 


制動 距離 、 遠 心 力 、 衝 撃 力 な ど は 、 い ずれ も 
速度 の 2 乗 に 比例 し て 大 きく な り ま す 。 速 度 
が 2 倍 に な れ ば 、 制 動 距離 、 カ ー ブ で 車 の 横 
すべ りや 転倒 を させ よう と する 力 、 交 通 事故 の 大 き さ に 関係 する 衝撃 力 は 、2 倍 に な る の 
で は な く 、4 倍 に な り ま す 。 


5-3 交通 公害 、 地 球 温暖 化 の 防止 な ど 

(1) 自 動車 の 排出 ガス や 騒音 、 振 動 に よっ て 、 披 害 を 受け て いる 住民 は 少な く あ り ま せん 。 
道路 を 通行 する と き は 、 最 高速 度 や 積載 制限 な どの 規制 を 守り 、 不 必要 な 急 発進 や 
女 ブ レーキ 、 空 か し を さけ る な ど 交 通 公害 を 少な くす る よう 努め まし ょ う 。 

(2) 自 動車 の 排出 ガス の 中 に は 、 一 酸化 炭素 、 炭 化 水素 窒素 酸化 物 な ど 人 体 に 有害 な 物質 
が 含ま れ て お り 、 こ れ ら の 排出 ガス が 大 気 を 汚染 する 原因 の ひと つと な っ て いま す 。 大 気 
汚染 に より 、 光 化学 スモ ッ グ が 発生 し た と き や 発 生 す る お それ の ある と き は 、 自 動車 の 使 
用 を 控え まし ょ う 。 

(3) 地球 温暖 化 の 一 因 と な っ て いる 二酸化 炭素 や 人 体 に 有害 な 物質 で ある 窒素 酸化 物 等 の 
排出 削減 の た め に 、 や さ し い 発進 、 加 速 ・ 減 速 の 少な い 運 転 、 駐 停車 時 の アイ ドリ ン ブ ス 
トッ プ な どの 環境 負荷 の 軽減 に 配慮 し た 自動 車 の 使用 (エコ ドラ イブ ) に 努め まし ょ う 
(P.20-P.23 参 照 )。 


5-4 運転 適性 
運転 に つい て の 適性 を 自覚 する こと は 、 安 全 な 運転 の た め に 大 切な こと で す 。 運 転 適性 に つ 
いて の 指導 は 、 各 都 道 府 県 の 交通 安全 活動 推進 セン ター (裏表 紙 参 照 ) な ど で 行っ て いま す 
の で 、 利 用 し まし ょ う 。 


に に の で iP に に に に 2 に 中 
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1 安全 な 発進 

1-1 車 の 乗り 降り 

(1) 乗 り 降 りす る と き は 、 周 囲 の 状況 、 特 に 後方 か ら の 車 の 有無 を 確か め 、 交 通 量 の 多い と こ 
ろ で は 左側 の ドア か ら 乗 り 降 り し まし ょ う 。 乗 っ て か ら ド ア を 閉め る と き は 、 少 し 手前 で 一 
度 止め 、 力 を 入れ て 閉め る よう に し まし ょ う 。 ま た 、 降 り る た め に ドア を 開け る と き は 、 ま ず 
少し 開け て 一 度 止め 、 安 全 を 確か め て か ら 降 り ま し ょ う 。 降 り る と き の 最 初 に 少し 開け る 動 
作 は 、 他 の 交通 へ の 合図 に も な り ま す 。 

(2) ド ア を 開け る と き や 、 車 か ら 降り る と き に は 、 運 転 者 は 後方 の 安全 を 確認 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 ま た 、 ド ア を ロッ ク し 、 同 乗 者 が ドア を 不用 意 に 開け た り し な いよ うに 注意 し な け 
れ ば な り ま せん 。 


1-2 運転 姿勢 な ど 

(1) ゆ と り の ある 正しい 運転 姿勢 は 、 安 全 運 転 の 第 一 歩 で す 。 
シー ト の 前 後 の 位置 は 、 ク ラッ チ を 踏み 込ん だ と き 、 ひ ざ が わ 
ず か に 曲がる 状態 に 合わ せ 、 シ ー ト の 背 は 、 ハ ンド ル に 両手 を 
か けた と き 、 ひ じ が わずか に 曲がる 状態 に 合わ せる こと が 
大 切 で す 。 体 を 終 め に し て 運転 する の は や め ま し ょ う 。 

(2) 運 転 す る と き は 、 活 動 し や すい よう な 服装 を し まし ょ う 。 
また 、 げ た や ハイ ヒー ル な ご ど を は いて 運転 し た り し て は いけ 
ませ ん 。 

(3) ひじ を 窓 わ むく に の せ て 運転 する の は や め ま し ょ う 。 

(4) 走行 中 に スマ ー ト フォ ン な どの 携帯 電話 な ど を 使用 し た り 、 ゆとり ある 正しい 運転 姿勢 を 
カー ナビ ゲー ショ ン 装 置 な ど に 表示 され た 画像 を 注視 し た り がけ ま し ょ う 。 
する こと に より 、 周 囲 の 交通 の 状況 な ど に 対す る 注意 が 不 十 分 に な る と 大 変 危険 で す 。 
自動 運転 車 に お いて 自動 運行 装置 を 適切 に 使っ て いる 場合 を 除き 、 走 行 中 は スマ ー ト 
フォ ン な どの 携帯 電話 な ど を 使用 し た り 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 装 置 な ど に 表示 され た 画像 
を 注視 し た り し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 ス マー ト フ ォ ン な どの 携帯 電話 な ど に つい て は 、 
運転 する 前 に 電源 を 切っ た り 、 ド ライ ブ モ ー ド に 設定 し た りす る な ど し て 呼出 音 が 鳴ら な 
いよ うに し まし よう 。 


1-3 シー ト ベ ルト の 着用 
(1) シ ー ト ベル ト は 、 交 通 事故 に あっ た 場合 の 被害 を 大 幅 に 軽減 する と と も に 、 正 し い 運 転 次 
勢 を 保 た せる こと に より 疲労 を 軽減 する な ど 、 さ ま ざ ま な 効果 が あり ます 。 シ ー ト ベル ト 


を 備え て いる 自動 車 を 運転 する と き は 、 運 転 者 自身 が こ 
れ を 着用 する と と も に 、 助 手 席 や 後部 座席 の 同乗 者 に も 
これ を 着用 させ な けれ ば な り ま せん (その 自動 車 が エア 
パッ グ を 備え て いる 場合 も 同じ で す 。) 。 し か し 、 病 気 な 
ど ご や お を 得 な い 理 由 が ある 場合 は 別 で す 。 


(2) シ ー ト ベル ト は 、 正 し く 着 用 し まし ょ う 。 正しい 着用 の 方 


法 は 次 の と お り で す 。 

シー ト の 背 は 倒さ ず に 、 シ ー ト に 深く 腰掛 け ま し ょ う 。 

今 違 ベルト は 骨盤 を 巻く よう に 、 し っ か り 締 め ま し よう 。 

人 @ 肩 ベル ト ( 三 点 式 ベル ト の 場合 ) は 、 苗 に か か ら な いよ 
うに し まし ょ う 。 ま た 、 肩 ベル ト が た る ん で いる と 事故 
の 際 に 危険 で す の で 注意 し まし よう 。 

⑱ パ バッ クル の 金具 は 確実 に 差し 込み 、 シ ー ト ベル ト が は 
ずれ な いよ うに し まし ょ う 。 

価 べ ベル ト が ね じ れ て いな いか が どう か 確認 し まし ょ う 。 


(3) 妊娠 中 の シー ト ベ ルト の 着用 


妊娠 中 で あっ て も 、 シ ー ト ベル ト を 正しく 着用 する こと に 
より 、 交 通 事故 に あっ た 際 の 被害 か ら 母体 と 胎児 を 守る 
こと が で きま す 。 た だ し 、 妊 娠 の 状態 は 個人 に より 異な り 
ます の で 、 シ ー ト ベル ト を 着用 する こと が 健康 保持 上 適 
当 か どう か 、 医 師 に 確認 する よう に し まし ょ う 。 
妊娠 中 は 、 事 故 な どの 際 の 胎児 へ の 影響 を 少な くす る 
た め に 、 腰 ベル ト の み の 着用 は 行わ ず 、 腰 ベル ト と 肩 べ 
ルト を 共に 着用 する と と も に 、 大 きく な っ た 腹部 を ベル 
ト が 横 切 ら な いよ うに する な ど 、 正 し く シ ー ト ベル ト を 着 
用 する こと が 必要 で す 。 


1 一 4 チャ イル ド シ ー ト の 使用 
(1) チ ャ イル ド シ ー ト は 、 交 通 事故 に あっ た 場合 の 被害 を 大 


幅 に 軽減 する と と も に 、 子 供 が 運転 操作 の 支障 と な る 
こと を 防止 する 効果 も あり ます の で 、 シ ー ト ベル ト を 適 
切 に 着用 させ る こと が で き な い 子供 に は チャ イル ド 
シー ト を 使用 させ まし ょ よう 。 特 に 、 幼 児 (6 歳 未 満 の 子供 ) 
を 自動 車 に 乗せ る と き は 、 そ の 幼児 に 発育 の 程度 に 応 
じ た 形 状 の チャ イル ド シ ー ト を 使用 させ な けれ ば な り ま 
せん 。 し か し 、 病 和 気 な ど や お を 得 な い 理 由 が ある 場合 は 
別 で す 。 


(2) チ ャ イル ド シ ー ト は 、 使 用 の 方 法 を 誤る と 、 効 果 が な く な 


り ま す の で 、 子 供 の 体格 に 合い 、 座 席 に 確実 に 固定 で き 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


天井 、 フ ロン ト ガ ラス 、 ハ ンド ル 、 計 器 
盤 な ど に 衝突 し ます 。 


骨 骨 を 巻く よう に 


ね じ れ て いな いか 


シー ト の 背 を 倒さ ず に 
シー ト に 深く 腰掛 ける 


妊娠 中 の 正しい シー ト ベ ルト 着用 法 
腰 ベ ルト 
肩 ベル ト 
共に 着用 


肩 ベ ルト は 胸 の 間 を 通し 、 
腹部 の 側面 に 通す 


肩 ベル ト は 首 に か か ら な いよ うに 


腰 ベ ルト は 腹部 の ふく ら み を さけ 、 
腰骨 の で きる だ け 低 い 位 置 を 通す 
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る チャ イル ド シ ー ト を 選ん だ 上 で 、 取 扱 説明 書 な ど に 従っ て 座席 に 確実 に 固定 し 、 正 し く 
使用 させ まし ょ う 。 


乳児 用 ベッ ド 


1-5 発進 に あめ た っ て の 安全 確認 

(1) 車 に 乗る 前 に 、 車 の 前 後に 入 が いな い 
か 、 車 の 下 に 子供 が いな いか を 確か め ま 
RS8 

(2) 方 向 指示 器 お ど に よっ て 発進 の 合図 を 
し 、 も う 一 度 パ ッ ク ミ ラー な ど ご で 前 後 左 
右 の 安全 を 確か め て か ら 発 進 し まし ょ う 。 

(3) バ パッ ク で 発進 する こと は 危険 で すか ら 、 
車庫 な ど に 入れ る と き は 、 あ ら か じ め 発 
進 し や すい よう に パッ ク で 入れ て お きま 
し ょ う 。 や お を 得 ず バッ ク で 発進 する 場合 で 、 後 方 の 見 通し が よく な い 場 合 や 狭い 道路 か 
ら 広 い 道 路 に 出る と き は 、 同 乗 者 な ど に 後方 の 確認 を 手伝っ て も らい まし ょ よう 。 


発進 の 前 に は 車 の か げに 人 が いな いか 、 確 か め ま し ょ う 。 


1-6 路 端 か ら の 発進 

大 型 自 動車 、 中 型 自動 車 お よび 準 中 型 自動 車 は 、 普 通 自動 車 に 比べ 、 車 軸 の 前 後に 車体 が 
長く 、 タ イヤ の 軌跡 の 外側 を 車体 が 通る の で 、 踏 端 に 駐 停 車 し て いる 状態 か ら 発進 する と き 
に は 、 車 体 の 前 後部 が 車 や 歩行 者 な ど に ぶつ か ら な いよ う 注 意 し まし ょ う 。 


1 一 Z 走行 に あたっ て の 安全 確認 

自動 車 の 運転 席 か ら 見 える 範囲 に は 、 そ の 自動 車 自体 の 構造 に より 差 が め ある も の の 、 車 や 歩 
行者 な ど が 見 えな く な る 範囲 が あり ます 。 特 に 、 大 型 自動 車 、 中 型 自動 車 お よび 準 中 型 邊 動車 
は 、 普 通 自動 車 に 比べ 、 運 転 席 か ら 車 や 歩行 者 が 見 えな く な る 範囲 が 広い の で 注意 し まし ょ う 。 


2 自動 車 の 通行 する と ころ 


2-1 道路 の 左側 を 走る こと 

道路 の 中 央 (中 央 線 が め る と き は 、 そ の 中 央 線 ) か ら 左 の 部 分 を 適合 し な けれ ば な り ませ ん 。 し 
か し 、 次 の 場合 に は 、 道 路 の 中 央 か ら 右 の 部 分 に は み 出し て 通行 する こと が で きま す が 、 こ の 場 
合 で も 、(1) の 場合 の ほか は 、 は み 出 し 方 が で きる だ け 少 な く な る よう に し な けれ ば な り ま せん 。 


部 交通 の 方 法 に 関す る 教則 


(1) 一 方 通行 と な か っ て いる と き 。 

(2) 工事 な どの た め 左 側 部 分 だ け で は 、 通 行 す る の に 十分 な 幅 が な いと き 。 

(3) 左側 部 分 の 幅 が 6m 未 満 の 見 通し の よい 道路 で ほか の 車 を 追い 越 そ うと する と き ( 標 識 
や 標示 で 、 追 越し の た め 右側 の 部 分 に は み 出し て 通行 する こと が 禁止 され て いる 場合 を 


除き ます 。) 。 
(4) こ う 配 の 急 な 道路 の 曲がり 角 付 近 で 、「 右 側 通行 ] の 標示 が ある と き 。 
追 越 し の た め の 右 側 部 分 は み 出し 通行 禁止 右側 通行 
① ② 

①、② は A お よび ③ は B の 部 分 を 
B の 部 分 を 通行 す 通行 する 車両 に 
る 車両 に 対し て 対し て 追 越し の 
追 越し の た め 右 た め 右 側 部 分 に 
側 部 分 に は み 出 は み 出 し て 通行 
し て 通行 する こと 開 証 する こと を 禁止 
を 禁止 する 場合 革 旨 する 場合 


2-2 人 道路 の 左 寄 り に 走る こと 
(1) 車両 通 行 帯 (車線 や レー ン と も いい ます 。) の な い 道 路 で は 、 追 越し な ど で や お を 得 な い 
合 の ほか は 、 道 路 の 左 に 寄っ て 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 

(2) 同 一 の 方 向 に 2 つの 車両 通行 帯 が ある と き は 、 左 側 の 車両 通行 帯 を 通行 し な けれ ば な り ま 
せん 。 ま た 、3 つ 以上 の 車両 通行 帯 が ある と き は 、 最 も 右側 の 車両 通行 帯 は っ 追 越し の た め 
に 空け て お き 、 そ れ 以 外 の 車両 通行 帯 を 通行 する こと が で きま す 。 こ の 場合 に は 、 速 度 の 
遅い 車 が 左側 、 速 度 が 速く な る に つれ て 順次 右側 寄り の 車両 通行 帯 を 通行 し まし ょ う 。 し か 
し 、 標 識 や 標示 に よっ て 通行 区 分 が 示さ れ て いる と き は 、 そ れ に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 


下 和 動車 
Ss。 ーー 
人 専用 通行 博 。 通行 指定 区 


(3) 追 越 し の た め 最 も 右側 の 車両 通行 帯 を 通行 する 場合 で あっ て も 、 前 の 車 を 追い 越し 終 
わっ た と き は 、 速 や か に それ 以外 の 車両 通行 帯 に 戻ら いな けれ ば な り ま せん 。 


2-3 車線 を 変え ず に 走る こと 

車両 通行 帯 の ある 道路 で は 、 追 越し な ど で や お を 得 な い 場 合 の ほか は 、 車 両 通行 帯 か ら は み 
出し た り 、2 つ の 車両 通行 帯 に また が っ た り し て 通行 し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 車 両 通行 帯 を 
みだりに 変え て 通行 する と 、 後 続 車 の 迷惑 と な り 、 ひ いて は 事故 の 原因 と も な り ま すか ら 、 同 
ー の 車両 通行 帯 を 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 
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2-4 高 さ に 制限 の ある 場所 の 通行 

大 型 自動 車 、 中 型 自動 車 お よび 準 中 型 自動 車 は 、 普 通 自動 車 に 比べ 、 車 体 の 高 さ が 高い こと 
か ら 、 通 行 で きる 自動 車 の 高 さ に 制限 の ある 場所 を 通過 する 場合 に は 、 そ の 高 さ の 制限 以下 
で ある こと を 確認 し まし ょ う 。 特 に 、 荷 台 の 積載 物 の 高 さ が 通行 で きる 自動 車 の 高 さ の 制限 を 
超え て し まう 場合 が ある の で 注意 し まし ょ う 。 


2-5 緊 如 自 動車 の 優先 
柴 如 自 動車 が 近づい て きた と き は 、 交 差 点 の 付近 で は 、 交 差 点 を さけ て 、 道 路 の 左側 に 寄っ 
て 一 時 停止 を し 、 そ の ほか の と ころ で は 、 人 道路 の 左側 に 寄っ て 進路 を ゆず ら な けれ ば な り ま せ 
ん 。 し か し 、 一 方 通行 の 道路 で 左側 に 寄る と 、 か えっ て 皿 急 自動 車 の 妨げ に な る よう な と き は 、 
右側 に 寄ら な けれ ば な り ま せん 。 


2-6 路線 バス な どの 優先 

(1) 停 留 所 で 止ま っ て いる 路線 バス な ど が 方 向 指示 器 な ど で 発 進 の 合図 を し た と き は 、 後 方 
の 車 は その 発進 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 し か し 、 旋 ブレ ー キ や 旋 ハ ンド ル で さけ な けれ ば 
な ら な いよ うな 場合 は 別 で す 。 

(2) 標識 や 標示 に よっ て 路線 バス な どの 専用 通行 帯 が 指定 され て いる 道路 で は 、 小 型 特殊 自動 車 、 
原動機 付 自転 車 、 軽 車両 を 除く ほか の 車 は 、 そ の 車両 通行 帯 を 通行 し て は いけ ませ ん 。 た だ し 、 
標識 や 標示 に よっ て 普通 自転 車 の 専用 通行 帯 が 指定 され て いる 道路 で は 、 特 定 小型 原動機 付 
自転 車 、 軽 車両 を 除く ほか の 車 は 、 そ の 車両 通行 帯 を 通行 し て は いけ ませ ん 。 し か し 、 右 左折 を 
する た め 道 路 の 右端 、 中 央 や 左端 に 寄る 場合 な ど や 工事 な ど で や お を 得 な い 場 合 は 別 で す 。 

(3) 標識 や 標示 に よっ て 路線 バス な どの 優先 通行 帯 
が 指定 され て いる 道路 で は 、 優 先 通行 帯 を 通行 し 
て いる 自動 車 は 、 路 線 バ パス な ど が 近づい て きた と 
き は 、 速 や か に そこ か ら 出 な けれ ば な り ま せん 。 
また 、 交 通 が 混雑 し て いて 、 路 線 バ パス な ど が 近 づ 
いて き て も そこ か ら 出 られ な く な る お それ が ある 
と き は 、 は じ め か ら その 通行 帯 を 通行 し て は いけ が 二 され て いる 道 史 で は 
ませ ん 。 し か し 、 右 左折 を する た め 道 路 の 右端 、 一 部 の 車両 を 除い て は その 通行 帯 を 通行 し て は 
中 央 や 左端 に 寄る 場合 な ど や 工事 な ど で や む お を 
得 な い 場 合 は 別 で す 。 専用 通行 帯 


ト 中 二 | が 
2-7 通行 し て は いけ な いと ころ ] 究 画 
(1 [通行 止め 」、「 車 両 通行 止め 」、「 普 通 自 転 車 等 【 條 2 LN4 


歩行 者 等 専用 |、「 歩 行者 等 専用] な どの 標識 に よっ て 還 呈 線 バス 侍 
通行 が 禁止 され て いる 道路 を 通行 し て は いけ ませ ん 。 専有 通行 帯 優先 通行 帯 
(2) 歩道 や 路側 帯 や 自転 車道 な ど を 通行 し て は いけ ま | 
せん 。 し か し 、 人 道路 に 面 し た 場所 に 出入 りす る た 

め に 横切る 場合 な ど は 別 で す 。 


(3) 「 安 全 地帯 ] や 「 立 入り 禁止 部 分 ] の 標示 に よっ て 車 の 
通行 が 禁止 され て いる 場所 に 入っ て は いけ ませ ん 。 

(4) 歩道 や 路側 帯 の な い 人 道路 を 通行 する と き は 、 路 肩 ( 路 端 
か ら 0.5m の 部 分 ) に は み 出 し て 通行 し て は いけ ませ ん 。 

(5) 軌道 敷 内 を 通行 し て は いけ ませ ん 。 し か し 、「 軌 道 敷 内 
通行 可 」 の 標識 に よっ て 認め られ た 車 が 通行 する 場合 
や 右折 する 場合 な ど は 別 で す 。 

(6) 軌道 敷 内 を 通行 し て いる 車 は 、 後 方 か ら 路 面 電車 が 
近づい て きた と き は 、 路 面 電車 の 進行 を 妨げ な いよ う 
に 速やか に 軌道 敷 外 に 出る か 、 十 分 な 距離 を 保 た な け 
れ ば な り ま せん 。 


3 歩行 者 の 保護 な ど 

3-1 歩行 者 の そば を 通る と き 

1) 歩行 者 の そば を 通る と き は 、 歩 行者 と の 間 に 安全 な 間 
隔 を 空け る か 、 徐 行 し な けれ ば な り ま せん 。 

(2) 歩行 者 が いる 安全 地帯 の そば を 通る と き は 、 徐 行 し な 
けれ ば な り ま せん 。 

(3) 停 留 所 で 止ま っ て いる 路面 電車 の 後方 で は 停止 し 、 乗 り 
降り する 人 や 道路 を 横断 する 人 が いな く な る まで 待た 


普通 自転 車 等 及び 歩行 者 等 専用 
歩行 者 等 専用 


立入 り 禁 止 
分 


軌道 敷 内 通行 可 
Gasnigs 


固 


な けれ ば な り ま せん 。 し か し 、 乗 り 降 りす る 人 が いな いと き で 路面 電車 と の 間 に 1.5m 以 上 
ある と き や 安 全 地 帯 が あめ る と き は 、 徐 行 し て 進 お こと が で きま す 。 
(4) ぬ か る みや 水たまり の ある と ころ で は 、 泥 や 水 を は ね て 他人 に 迷惑 を か け な い よう に 


徐行 する な ど 注 意 し て 通ら な けれ ば な り ま せん 。 

(5) 止 まっ て いる 車 の そば を 通る と き は 、 旋 に ドア が 開 
いた り 、 車 の か げ か ら 人 が 飛び 出し た りす る 場合 が 
ある の で 注意 し まし ょ う 。 


3-2 歩行 者 が 横断 し て いる と き な ど 

(1) 横 断 歩道 の な い 交 差 点 や その 近く を 歩行 者 が 横断 
し て いる と き は 、 そ の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 

(2) 横 断 歩道 や 自転 車 横断 帯 に 近づい た と き は 、 横 断 
する 人 や 自転 車 が いな いこ と が 明らか な 場合 の ほ 
か は 、 そ の 手前 で 停止 で きる よう に 速度 を 落と し 


て 進ま な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 歩 行者 や 自転 。 車 の か げ か ら の 飛び 出し に 気 を つけ まし ょ う 。 


車 が 横断 し て いる と き や 横 断 し よう と し て いる と 


ビリ ーー ニー ヘ 


き は 、 横 断 歩道 や 自転 車 横断 帯 の 手前 (停止 線 が ある と き は 、 そ の 手前 ) で 一 時 停止 を 


し て 歩行 者 や 自転 車 に 道 を ゆず ら な けれ ば な り ま せん 。 
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(③) 横断 歩道 や 自転 車 横断 帯 や その 手前 で 止ま っ て いる 車 が ある と き は 、 そ の そば を 通っ て 
前 方 に 出る 前 に 一 時 停止 を し な けれ ば な り ま せん 。 

(4) 横断 歩道 や 自転 車 横断 帯 と その 手前 か ら 30m 以 内 の 場所 で は 、 ほ か の 車 を 追い 越し た り 、 
追い 抜い た り し て は いけ ませ ん 。 

(5) 横断 歩道 や 自転 車 横断 帯 の な い 場所 で も 、 歩 行者 が 横断 する こと が あり ます の で 、 注 意 


し まし よう 。 


3-3 身体 の 不 自由 な 人 の 保護 

身体 障害 者 用 の 車 で 通行 し て いる 人 が いる 場合 や 白 や 黄 の 
つえ を 持っ た 人 や 盲導犬 を 連れ た 人 が 歩い て いる 場合 
に は 、 一 時 停止 か 徐行 を し て 、 こ れ ら の 人 が 安全 に 通れ る 
よう に し な けれ ば な り ま せん 。 


3-4 子供 の 保護 計 導 犬 を 連れ た 人 な ど が 安全 に 通れ 

(1) 子 供 が ひと り で 歩い て いる 場合 に は 、 一 時 停止 か 徐行 を 
し て 、 安 全 に 通れ る よう に し な けれ ば な り ま せん 。 子 供 は 、 
興味 を ひく も の に 夢中 に な り 、 突 然 路上 に 飛び 出し た り 、 
判断 力 が 未熟 な た め に 、 無 理 に 道路 を 横断 し よう と し た り 
する こと が ある の で 、 特 に 注意 し まし よう 。 

(2) 止ま っ て いる 通学 通園 バス の そば を 通る と き は 、 徐 行 し 
て 安全 を 確か め な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 学校 、 幼 稚 園 、 遊 園地 な どの 付近 や 通学 路 の 標識 の ある 
と ころ で は 、 子 供 が 突然 飛び 出し て くる こと が ある の で 、 
特に 注意 し まし ょ う 。 


3-5 高齢 者 の 保護 

つえ を 持っ て 歩い て いた り 、 歩 行 補助 車 を 使っ て いた り 、 そ の 通行 に 支障 の ある 高齢 者 が 
通行 し て いる 場合 に は 、 一 時 停止 か 徐行 を し て 、 こ れ ら の 人 が 安全 に 通れ る よう に し な けれ 
ば な り ま せん 。 高 齢 者 は 、 加 齢 に 伴う 身体 の 機能 の 変化 に より 、 個 人 差 が ある も の の 、 一 般 
的 に 歩行 が 遅く な っ た り 、 危 険 を 回 避 す る た め に と っ さ の 行動 を と る こと が 困難 と な っ た り 、 
危険 の 発見 や 回 避 が 遅れ が ち に な っ た り 、 歩 行 が 不安 定 に な っ た りす る の で 、 特 に 注意 し ま 
し ょ う 。 ま た 、 高 齢 の 歩行 者 の 事故 は 、 高 齢 者 が 車 の 直前 また は 直後 を 横断 し て いる と き に 
多く 起こ っ て いま す の で 、 注 意 し まし よう 。 


3-6 歩行 者 用 道路 を 通行 する と き 

(1) 歩行 者 用 道路 で は 、 治 道 に 車庫 を 持つ 車 な ど で 特 に 通行 を 認め られ た 車 だ けが 通行 で き 
ます 。 こ の 場合 は 、 特 に 歩行 者 に 注意 し て 徐行 し な けれ ば な り ま せん 。 

(2) 道 路 に 面 し た 場所 に 出入 りす る た め 歩 道 や 路側 帯 を 横切る 場合 に は 、 そ の 直前 で 一 時 停 
止 を する と と も に 、 歩 行者 の 通行 を 妨げ な いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 


、 交 通 の 方 法 に 関す る 教則 


3-7 特定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 の 保護 

(1) 特 定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 は 車両 の 一 種 で あり 、 原 則 と し て 車道 を 通行 する こと 
と され て いま す 。 特 定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 は 、 不 安定 で あり 、 運 転 者 の 身体 を 
防護 する 機能 が な いと いう 構造 上 の 特性 を 持っ て いる の で 、 車 道 を 通行 する 特定 小型 原 
動機 付 自転 車 や 自転 車 の 安全 に 十分 配慮 し まし ょ う 。 

(2) 追 越し な どの た め 特 定 小型 原動機 付 自 転 車 や 自転 車 の そば を 通る と き は 、 特 定 小型 原 動 
機 付 自転 車 や 自転 車 の ふら つき な ど を 予想 し 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 と の 間 
に 安全 な 間隔 を 空け る か 、 徐 行 し な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 道路 に 面 し た 場所 に 出入 りす る た め 歩 道 や 路側 帯 や 自転 車道 を 横切る 場合 に は 、 そ の 
直前 で 一 時 停止 を し 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 が いな いか を 確か め る よう に 
し まし ょ う 。 

(4) 交差 点 を 通行 する と き は 、 交 差す る 道路 や 交差 点 内 を 通行 する 特定 小型 原動機 付 自転 車 
や 自転 車 と の 衝突 や 、 左 側 を 通行 し て いる 特定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 の 巻き 込み 
な ど に 十分 注意 する と と も に 、 特 定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 の 運転 者 が 自動 車 の 
存在 を 認識 し て いる か どう か 確認 し な が ら 通 行 する よう に し まし ょ よう 。 


3-8 初心 運転 者 な どの 保護 
(1) 危 険 を さけ る た め や お を 得 な い 場 合 の ほか 、 次 の 車 の 側 方 に 幅 寄 せ を し た り 、 前 方 に 無 
理 に 割り 込ん で は いけ ませ ん 。 
劉 準 中 型 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いな い 初 心 運転 者 が 運転 し て いる 初心 者 マー ク \* 
を つけ た 準 中 型 自動 車 。 
人 @ 準 中 型 免 許 ま た は 普通 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いな い 初 心 運転 者 が 運転 し て い 
る 初心 者 マー ク * を つけ た 普通 自動 車 。 
信 70 歳 以上 の 高齢 者 が 運転 し て いる 高齢 者 マー フク * を つけ た 普通 自動 車 。 
信 聴 覚 障害 の ある 運転 者 が 運転 し て いる 聴覚 障害 者 マー クノ" を つけ た 準 中 型 自動 車 ま た 
は 普通 自動 車 。 
人 @ 身 体 の 不 自由 な 運転 者 が 運転 し て いる 身体 障害 者 マー ク *" を つけ た 普通 自動 車 。 
供 仮 免許 で 練習 中 の 者 が 運転 し て いる 自動 車 。 
(2) 聴覚 障害 者 マー ク *『 を つけ た 準 中 型 自動 車 ま た は 普通 自動 車 の 運転 者 は 警 音 器 の 音 が 
聞こ えな いこ と が ある の で 、 安 全 に 通行 で きる よう に 配慮 し まし ょ う 。 
※(P.57 参 照 ) 


3-9 暴走 行為 の 禁止 
車 を 運転 し て 集団 で 走行 する 場合 は 、、 ジ ブ ザ グ 運転 や 巻き 込み 運転 な ど 、 ほ か の 車 に 危険 を 
生じ させ た り 、 迷 惑 を お よ ぼ すこ と と な る よう な 行為 を し て は いけ ませ ん 。 


3-10 騒音 運転 な どの 禁止 
著しく 他人 に 迷惑 を お よ ぼ す 駐 音 を 生じ させ る よう な 急 発 進 、 急 加速 や 空 記 か し を し て は い 
け ま せん 。 
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4 安全 な 速度 と 車間 距離 

4-1 安全 な 速度 

(1) 自 動車 を 運転 する 場合 は 、 標 識 や 標示 に よっ て 示さ れ て いる 最高 速度 を 超え て 運転 し て は 
いけ ませ ん 。 標 識 や 標示 で 指定 され て いな いと き は 、 時 速 60km を 超え て 運転 し て はい け ま 
せん (高速 自動 車 国道 に つい て は 、P.93 の 2-2 を 参照 。) 。 

(2) 一般 原動機 付 自転 車 を 運転 する 場合 は 、 時 速 30km を 超え 
て 運転 し こ は い け ま せん 。 標 識 や 標示 に よっ て 時 速 30km 
以下 の 最高 速度 が 示さ れ て いる と き は 、 そ の 最高 速度 を 超 
えて 運転 し こ は い け ま せん 。 

(3) 決 め ら れ た 速度 の 範囲 内 で あっ て も 、 道 路 や 交通 の 状況 、 
天候 や 視界 な ど を よく 考え て 、 安 全 な 速度 で 走り まし ょ う 。 


4 一 2 停止 距離 と 車間 距離 

(1) 車 は 、 急 に は 止ま れ ま せん 。 停 止 する まで に は 、 運 転 者 が 危険 を 感じ て か ら ブ レー キ を 牙 み 、 
ブレ ー キ が 実際 に きき 始め る まで の 間 に 車 が 走る 距離 ( 空 走 距離 ) と 、 ブ レー キ が きき 始め て 
か ら 車 が 停止 する まで の 距離 (制動 距離 ) と を 合わ せ た 距 離 (停止 距離 ) を 必要 と し ます 。 こ の 
停止 距離 を 考え て 、 危 険 が 発生 し た 場合 で も 、 安 全 に 停止 で きる よう な 速度 で 運転 し まし ょ う 。 

(2) 運 転 者 が 疲れ て いる と き は 、 危 険 を 認知 し て 判断 する まで に 時 間 が か か る の で 、 空 走 距 
離 は 長く な り ま す 。 ま た 、 雨 に ぬれ た 道路 を 走る 場合 や 重い 荷物 を 積ん で いる 場合 な ど は 
制動 距離 が 長く な り ま す 。 

(③) 路 面 が 雨 に ぬれ 、 タ イヤ が すり 減っ て いる 場合 の 停止 距離 は 、 乾 燥 し た 路面 で タイ ヤ の 
状態 が 良い 場合 に 比べ て 2 倍 程 度 に 延び る こと が あり ます 。 

(2) 天候 、 路 面 や タイ ヤ の 状態 、 荷 物 の 重 さ な ど を 考え に 入れ 、 前 の 車 が 急 に 止ま っ て も 、 こ れ 
に 追突 し な いよ うな 安全 な 車間 距離 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 特 に 、 大 型 自動 車 、 中 型 自 
動車 お よび 準 中 型 自動 車 は 、 普 通 自動 車 に 比べ 、 運 転 席 の 位置 が 高く 、 見 下ろ す 形 に な り 、 
車間 距離 が 実際 より 長く 感じ られ る た め 、 車 間 距 離 が 短く な りや すい の で 注意 し まし よう 。 


4 一 3 ブレ ー キ の か が け 方 

ブレ ー キ は 、 次 の 注意 に 従っ て 上 手 に か け ま し ょ う 。 

(1 最初 は で きる だ け 軽 く 踏 み 込 み ま し ょ う 。 そ れ か ら 必 要 な 強 さ まで 徐々 に 踏み 込ん で いき ます 。 

(2) ブ レー キ は 数 回 に 分 け て 使い まし ょ う 。 こ の 方 法 は 、 道 路 が すべ りや すい 状態 の と き に は 、 
と り わ け 効 果 的 で す 。 ま た 、 数 回 に 分 け て 使え ば 、 ブ レー キ 灯 が 点滅 し 、 後 車 へ の 合図 と 
な っ て 追突 事故 防止 に 役立ち ます 。 

(3) 危険 を さけ る た め に や お を 得 な い 場 合 の ほか は 、 切 ブレ ー キ を か け て は いけ ませ ん 。 な お 、 
アン チロ ッ ク ブ レー キシ ステ ム (走行 中 の 自動 車 の 制御 に 著しい 支障 を お よ ぼ す 車 輸 の 回 転 運動 
の 停止 を 有効 に 防止 で きる 装置 を いい ます 。) を 備え た 自動 車 急 プレ ー キ を か ける 場合 に は 、 
シス テム を 作動 させ る た め に 、 一 気 に 強 く 踏 み 込 み 、 そ の まま 踏み 込み 続け る こと が 必要 で す 。 

(4) お や み に ブ レー キ を 使わ ず 、 な る べく アク セル の 操作 で 徐々 に 速度 を 落と し て か ら 止 まる よう に し まし ょ う 。 
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4-4 緒 行 

次 の 場所 を 通行 する と き は 、 徐 行 し な けれ ば な り ま せん 。 徐行 と は 、 車 が すぐ 停止 で きる よう 

な 速度 で 進 お むこ と を いい ます 。 

(1) 「 徐 行 」 の 標識 が ある と ころ 。 

(2) 左 右 の 見 通し が きか な い 交 差 点 (信号 機 な ど に よる 交通 整理 が 行わ れ 
て いる 場合 や 優先 道路 を 通行 し て いる 場合 を 除き ます 。) 。 

(3) 道 路 の 曲がり 角 付 近 。 

(4) 上 り 坂 の 頂上 付近 や こう 配 の 為 な 下り 坂 。 


5 進路 変更 な ど 

5-1 安全 の 確認 と 合図 

(1) 進 路 変 更 、 転 回 (ター ン ) 、 後 退 ( パ ッ ク ) な ど を し よう と する と き (環状 交差 点 で これ ら の 
行為 を し よう と する と き を 除き ます 。) は 、 あ ら か じ め バ パッ クミ ラー な ど で 安 全 を 確か め て 
か ら 合図 を し な けれ ば な り ま せん 。 合 図 の 仕方 は 次 の 表 の と お り で す 。 


合図 を 行う 場合 


合図 を 行う 場所 


左折 し よう と する 地点 (交差 
点 で 左折 する 場合 は 、 そ の 


左側 の 方 向 指示 器 を 操 


右折 か 転回 を する と ぎ 。 


地点 (交差 点 で 右折 する 場 
合 は 、 そ の 交差 点 ) か ら 30m 
手前 の 地点 に 達し た と き 。 


回 よさ 
同一 方 向 に 進行 し な が ら 


進路 を 変え よう と する と き 
進路 を 右 方 に 変え る と き 。 | の 約 3 秒 前 。 
ター 徐行 か 停止 を し よう と する 
徐行 か 停止 を する と き 。 とぎ 。 
後退 する と き 。 後退 し よう と する と き 。 


細 に 1 交差 点 ) か ら 30m 手 前 の 地 | の の で 

点 に 達し た と き の ICH 

< を 垂直 に 上 に 曲げ る か 、-- 
は Ear KON 左腕 を 車 の 左側 の 外 に 
同一 方 向 に 進行 し な が ら | 進路 を 変え よう と する と き 左側 6 
進路 を 左 方 に 変え る と き 。| の 約 3 秒 前 。 出し て 水平 に 伸ばす 。 

人 NM 
右折 か 転回 を し よう と する 右側 の 方 向 指 示 器 を 操 


作 す る か 、 右 腕 を 車 の 右 
側 の 外 に 出し て 水平 に 
伸ばす か 、 左 腕 を 車 の 左 
側 の 外 に 出し て ひじ を 
垂直 に 上 に 曲げ る 。 


プレ ー キ 灯 を つけ る か 、 
腕 を 車 の 外 に 出し て 斜 
め 下 に 伸ばす 。 


SHS 華 憶 S 二 区 四 誠 藻 央 束 | で 韻 加 議 加 計 


後退 条 を つけ る か 、 腕 を 
車 の 外 に 出し て 斜め 下 


に 伸ばし 、 手 の ひら を 後 』 


ろ に 向け て その 腕 を 前 
後に 動か す 。 


Z5 
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(2) 環状 交差 点 を 出 よ うと する と き や 環 状 交差 点 で 後退 な ど を し よう と する と き は 、 あ ら か じ 
め バ パッ クミ ラー な ど で 安 全 を 確か め て か ら 合 図 を し な けれ ば な り ま せん 。 合 図 の 仕方 は 
次 の 表 の と お り で す 。 


環状 交差 点 を 出る と き 。 


合図 を 行う 場合 合図 を 行う 場所 


出 よ うと する 地点 の 直前 の 
出口 の 側 方 を 通過 し た と ぎ 
(環状 交差 点 に 入っ た 直後 
の 出口 を 出る 場合 は 、 そ の 
環状 交差 点 に 入 つ た と き ) 。 


合図 の 方 法 


| 


左側 の 方 向 指示 器 を 操 
作 す る か 、 右 腕 を 車 の 
右側 の 外 に 出し て 肘 を 
垂直 に 上 に 曲げ る か 、 
左腕 を 車 の 左側 の 外 に 
出し て 水平 に 伸ばす 。 


環状 交差 点 に お いて 徐 
行か 停止 する と き 。 


環状 交差 点 に お いて 後 
退 す る と ぎ き 。 


徐行 か 停止 を し よう と する 
と き 。 


トーーー ーー ーー-ーー-ー ーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーー 一 


ブレ ー キ 灯 を つけ る か 、 
腕 を 車 の 外 に 出し て 斜 
め 下 に 伸ばす 。 


後退 し よう と する と ぎ 。 


後退 灯 を つけ る か 、 肢 
を 車 の 外 に 出し て 斜め 
下 に 伸ばし 、 手 の ひら 
を 後ろ に 向け て その 腕 
を 前 後に 動か す 。 


(3) こ れ ら の 行為 を 終わ っ た と き は 、 速 や か に 合図 を や め な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 必 要 が 
な い の に 合図 を し て は いけ ませ ん 。 

(4) 夕日 の 反射 な ど に よっ て 方 向 指示 器 が 見 え に く い 場 合 に は 、 方 向 指示 器 の 操作 と あわ せ 
て 、 手 に よる 合図 を 行う よう に し まし ょ う 。 


(5) 警 音 器 は 「 称 笛 鳴 ら せ 」 の 標識 が ある 場所 を 通る と き や 、 閉 震 呈 ら せ 


「 警 笛 区 間 ] の 標識 が ある 区 間 内 で 見 通し の きか な い 交 差 
点 、 曲 が り 角 、 上 り 坂 の 頂上 を 通る と き に は 、 鳴 ら さ な けれ 
ば な り ま せん 。 ま た 、 危 険 を さけ る た め や お む を 得 な い 場 合 
は 、 鳴 ら す こと が で きま す が 、 こ れ ら の 場合 以外 は 鳴ら し 


て は いけ ませ ん 。 


5-2 進路 変更 


(1) み だ り に 進路 を 変更 し て は いけ ませ 
ん 。 ま た 、 進 路 を 変更 する と 、 後 か ら 来 
る 車 が 急 ブ レー キ や 女 ハ ンド ル で さ 
け な け れ ば な ら な いよ うな 場合 に は 、 
進路 を 変え て は いけ ませ ん 。 や お を 
得 ず 進 路 を 変更 する と き は 、 パ ッ ク ミ 
ラー や 目視 で 安全 を 確認 し て か ら 変 


更 し まし ょ う 。 


(2) 車両 通行 帯 が 黄 の 線 で 区 画 さ れ て い 


る 場合 は 、 こ の 黄 の 線 を 越え て 進路 を 


進路 変更 禁止 


通行 し て いる 車両 通行 帯 側 
が 黄 の 線 で 区 画 さ べ れ て いる 
場合 、 進 路 変更 禁止 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


変更 し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 白 の 線 で 区 画 さ れ て いる 場合 で も 、 自 分 が 通行 し て いる 
車両 通行 帯 の 側 に 平行 し て 黄 の 線 が 引か れ て いる と き は 同じ で す 。 


5-3 横断 な ど 

(1) 歩行 者 の 通行 や ほか の 車 な どの 正常 な 通行 を 妨げ 車両 横断 禁止 転回 禁止 
る お それ が ある と き は 、 横 断 や 転回 (U タ ー ン ) や 後 
退 ( パ バック ) を し た り 、 道 路 に 面 し た 場所 に 出入 りす る 
た め に 右左 折 や 横断 を し た り し て は いけ ませ ん 。 

(2) 標識 や 標示 に よっ て 横断 や 転回 が 禁止 され て いる と 
ころ で は 、 横 断 や 転回 を し て は いけ ませ ん 。 

(3) 道 路 外 に 出る た め 、 左 折 し よう と する と き は 道路 の 
左端 に 、 右 折 し よう と する と き は 道路 の 中 央 (一 方 通 
行 の 道路 で は 、 右 端 ) に 、 あ ら か じ め で きる だ け 寄 っ 
て 徐行 し な けれ ば な り ま せん 。 

(4) 前 の 車 が 道路 外 に 出る た め 道 路 の 左端 や 中 央 や 右 
端 に 寄 ろ うと し て 合図 を し て いる 場合 は 、 そ の 進路 の 変更 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 し か 
し 、 旋 ブレー キ や 女 ハ ンド ル で さけ な けれ ば な ら な いよ うな 場合 は 別 で す 。 


転回 禁止 


6 追 越し な ど 


6-1 追 越 し の 禁止 
(1) 追 越し と は 、 車 が 進路 を 変え て 、 進 行 中 の 前 の 車 の 前 方 に 出る こと を いい ます 。 追 越し は 、 
進路 を 変え 、 加 速 し た うえ で 再び 進路 を 戻す と いう 複雑 な 運転 操作 を 必要 と し ます 。 
(2) 次 の 場合 は 危険 で すか ら 追 越し を し て は いけ ませ ん 。 
@ 前 の 車 が 自動 車 を 追い 越 そ うと し て いる と き ( 二 重 追 越し ) 。 
信 前 の 車 が 右折 な どの た め 右 側 に 進路 を 変え よう と し て いる と き 。 
@ 道 路 の 右側 部 分 に 入っ て 追 越し を し よう と する 場合 に 、 反 対 方 向 か ら の 車 や 路面 電車 
の 進行 を 妨げ る よう な と き や 前 の 車 の 進行 を 妨げ な けれ ば 道路 の 左側 部 分 に 戻る こ 
と が で き な い よう な こと き 。 
@ 後 ろ の 車 が 自分 の 車 を 追い 越 そ うと し て いる と き 。 
(3) 次 の 場所 で は 、 自 動車 や 一 般 原動機 付 自転 車 を 追い 越す た め 、 進 路 を 変え た と り 、 そ の 横 を 
通り 過ぎ た り し て は いけ ませ ん 。 
@ 識 に より 追 越し が 禁止 され て いる 場所 追 越し 禁止 me 
久道 路 の 曲がり 角 付 近 。 し 通行 禁止 
@ 上 り 坂 の 頂上 付近 や こう 配 の 急 な 下り 坂 。 
トンネル (車両 通行 帯 が ある 場合 を 除き ます 。)。 
@ 交 差 点 と その 手前 か ら 30m 以 内 の 場所 (優先 道 
路 を 通行 し て いる 場合 を 除き ます 。)。 
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今 踏切 、 横 断 歩道 、 自 転 車 横断 帯 と その 手前 か ら 
30m 以 内 の 場所 。 
(4) 標識 や 標示 で 示さ れ て いる と き は 、 追 越し の た め 
に 道路 の 右側 部 分 に は み 出 し て 通行 し て は いけ ま 
せん 。 


6-2 追 越 し の 方 法 

(1) ほ か の 車 を 追い 越す と き は 、 そ の 右側 を 通行 し な け 
れ ば な り ま せん 。 し か し 、 ほ か の 車 が 右折 する た め 、 ジア / 
道路 の 中 央 (一 方 通行 の 道路 で は 、 右 端 ) に 寄っ て 追 越し の た め の 右側 部 分 は み 出 し 通行 
通行 し て いる と き や 、 路 面 電車 を 追い 越 そ うと する 禁止 の 標識 が ある と き 
PoE その 左側 を 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 追 越し の た め の 台 側 部 分 

(2) 追 越し 中 は 、 追 い 越す 車 と の 間 に 、 安 全 な 間隔 を 保 は み 出 し 通行 禁止 
つよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 車両 通行 帯 の ある 道路 で 、 最 も 右側 の 車両 通行 帯 
を 通行 し て 追 越 し を する 場合 は 、 追 越し が 終わ っ た 
と き は 、 速 や か に それ 以外 の 車両 通行 帯 に 戻ら な け 
れ ば な り ま せん 。 最 も 右側 の 車両 通行 帯 を 通行 し 続 
ける と 、 速 度 超過 に な っ た り 、 車 間 距 離 が 短く な っ た ①、 ⑳ は A お よび B の 部 分 を 通行 する 車 


両 に 対し て 追 越し の た め 右側 部 分 に は 
り し て 危険 で すす 。 ま た 、 ほ か の 車 の 追 越し を 妨害 し 、 のみ HB し て 通行 する こと を 禁止 する 場合 
交通 の 流れ を 阻害 する な ど 、 迷 惑 に も な り ます 。 に 0 
(4) 追 い 越 さ れる と き は 、 追 越し が 終わ る まで 速度 を あ ま て MY 
げ て は いけ ませ ん 。 ま た 、 追 越し に 十分 な 余地 の な め 右側 部 分 に は 
い 場合 は 、 で きる だ け 左 に 寄り 進路 を ゆず ら な けれ ry 
場合 


- ば なり ま せん 。 


6-3 追 越 し の 運転 手順 

追 寺 し は 、 次 の 順序 で し まし ょ う 。 

(1) 追 越し 禁止 の 場所 で な いこ と を 確か め る 。 

(2) 前 方 の 安全 を 確か め る と と も に 、 パ バッ クミ ラー な ど で 右 側 や 右 斜め 後方 の 安全 を 確か 
め る 。 道 路 の 右側 部 分 に は み 出し た 追 越 し を する 場合 に は 反対 方 向 の 安全 を 必ず 確 
か め る 。 

(3) 右側 の 方 向 指示 器 を 出す 。 

(4) 約 3 秒 後 、 最 高速 度 の 制限 内 で 加速 し な が ら 進 路 を ゆる や か に 右 に と り 、 前 の 車 の 右側 を 
安全 な 間隔 を 保ち な が ら 通 過す る 。 

(5) 左側 の 方 向 指示 器 を 出す 。 

(6) 追い 越し た 車 が ルー ム ミ ラー で 見 える くら い の 距 離 ま で その まま 進み 、 進 路 を ゆる や か 
に 左 に と る 。 

(2) 合図 を や め る 。 


、 交 通 の 方 法 に 関す る 教則 


6-4 割込み な ど 


前 の 車 が 交差 点 や 踏切 な ど で 停止 や 徐行 し て いる と き は 、 


その 前 に 割り 込ん だ り 、 そ の 前 を 横切っ た り し て は いけ ま ea 
せん 。 ま た 、 そ の ほか の 場合 で も 、 ほ か の 車 の 前 方 に 急 に 割 ww 

り 込 ん だ り 、 並 進 し て いる 車 に 幅 寄せ を し た り し て は いけ ま 

時 | 1 
6-5 行き 違い 右側 方 向 指示 器 を 出す 


(1) 対 向 車 と 行き 違う と き は 、 安 全 な 間隔 を 保つ よう に し ま 


し ょ う 。 
(2) 進 路 の 前 方 に 障害 物 が ある と き は 、 あ ら か じ め 一 時 信 、 こ 侍 


止 か 減速 を し て 、 反 対 方 向 か ら の 車 に 道 を ゆず り ま 制限 速度 内 で 加速 する 
ゆま 8 


Z 交差 点 の 通り 方 


7ー1 交差 点 を 通行 する と き の 注意 左側 方 向 指示 器 を 出す 
(1) 交差 点 と その 付近 は 、 最 も 事故 が 多い 場所 で す 。 交 差 点 wu 


(環状 交差 点 を 除き ます 。) に 入ろう と する と き や 、 交 差 
点 内 (環状 交差 点 内 を 除き ます 。) を 通行 する と き は 、 右 
折 車 、 歩 行者 な ど に 気 を 配り な が ら 、 交 差 点 の 状況 に 応 クモ (靖夫 
じ て で きる 限り 安全 な 速度 と 方 法 で 進行 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 特 に 右折 し よう と する と き は 、 対 向 車線 を 直進 
する 二輪 車 が 見 え に く く な る こと が ある の で 、 十 分 注意 
し まし ょ う 。 

(2) 環状 交差 点 に 入ろう と する と き や 、 環 状 交差 点 内 を 通 
行 す る と き は 、 環 状 交差 点 内 を 通行 する 車 、 環 状 交差 
点 に 入ろう と する 車 、 歩 行者 な ど に 気 を 配り な が ら 、 環 
状 交差 点 の 状況 に 応じ て で きる 限り 安全 な 速度 と 方 法 
で 進行 し な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 車 が 右左 折 す る と き は 、 内 輸 差 (曲がる と き 後 輪 が 前 輸 3 
より 内 側 を 通る こと に よる 前 後 輪 の 軌跡 の 差 を いい 右左 折 時 は 内 輸 差 に 注意 し まし ょ う 。 
ます 。) が 生じ ます 。 
特に 大 型 車 は 内 輪 差 が 大 きく 、 左 後方 が 見 え に く い の で 左側 を 通行 し て いる 歩行 者 、 
特定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 な ど を 巻き 込ま な いよ う 注 意 し まし ょ う 。 


MGHS 肖 隊 S 峡 前 四 惹 | 軍 呈 mp 計 


Zー2 交差 点 (環状 交差 点 を 除き ます 。) の 通行 方 法 
(1) 左 折 し よう と する と き は 、 あ ら か じ め で きる だ け 道 路 の 左端 に 寄り 、 交 差 点 の 側 端 に 沿っ 
て 徐行 し な が ら 通 行 し な けれ ば な り ま せん 。 
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(2) 右折 し よう と する と き は 、 あ ら か じ め で きる だ け 道 路 
の 中 央 に 寄り 、 交 差 点 の 中 心 の すぐ 内 側 を 徐行 し な が 
ら 通 行 し な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 一 般 原 動機 付 
自転 車 が 二 段 階 の 右折 方 法 に より 右折 し よう と する と 
き は 別 で す 。 

(3) 一 方 通行 の 道路 か ら 右 折 す る と き は 、 道 路 の 右端 に 
寄り 、 交 差 点 の 中 心 の 内 側 を 徐行 し な が ら 通行 し な け 
れ ば な り ま せん 。 た だ し 、 一 般 原 動機 付 自転 車 が 二 段 
階 の 右折 方 法 に より 右折 し よう と する と き は 別 で す 
(P.99 の 3-3(2) 参照) 。 

(4) 右左 折 の 場合 、 矢 印 な どの 標示 で 通行 方 法 を 指定 さ 
れ て いる と き は 、 そ れ に 従わ ね ば な り ま せん 。 

(5) 右折 し よう と する 場合 に 、 そ の 交差 点 で 直進 か 左折 
を する 車 や 路面 電車 が あめ る と き は 、 自 分 の 車 が 先 に 
交差 点 に 入っ て いて も 、 そ の 進行 を 妨げ て は いけ ま 
せん 。 

(6) 車両 通行 帯 の ある 道路 で 、 標 識 や 標示 に よっ て 交差 
点 で 進行 する 方 向 ど と に 通行 区 分 が 指定 され て い 
る と き は 、 緊 急 自 動車 が 近づい て きた 場合 や 道路 
工事 な ど で や お を 得 な い 場 合 の ほか は 、 指 定 され 
た 区 分 に 従っ て 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 
右折 に つき 二 段 階 の 右折 方 法 に よら な けれ ば な ら 
な い 交 差 点 に お いて 右左 折 し よう と する 一 般 原 動 
機 付 自転 車 は 、 道 路 の 左端 に 寄っ て 通行 し な けれ ば 
な り ま せん 。 

(⑦) 標識 に よっ て 直進 や 左折 な ど 進 行方 向 が 指定 され て 
いる 交差 点 で は 、 そ の 指定 され た 方 向 に し か 進行 し て 
は いけ ませ ん 。 

(8) 前 の 車 が 、 右 左折 する た め や 標 識 や 標示 に より 指定 さ 
れ た 車両 通行 帯 を 通行 する た め な ど で 進 路 を 変え よ 
うと し て 合図 を し た と き は 、 そ の 車 の 進路 の 変更 を 妨 
げ て は いけ ませ ん 。 し か し 、 旋 ブレ ー キ や 女 ハ ンド ル 
で さけ な けれ ば な ら な いよ うな 場合 は 別 で す 。 

(9⑨) 前 方 の 交通 が 混雑 し て いる た め 交 差 点 内 で 止ま っ て 
し まい 交差 方 向 の 車 の 通行 を 妨げ る お それ が ある と 
き は 、 信 号 が 青 で も 交差 点 に 入っ て は いけ ませ ん 。 ま 
た 、 警 察 署 や 消防 署 の 前 な ど で 「 停 止 禁 止 部 分 」 の 標 
示 の ある 場所 や 横断 歩道 や 踏切 で 動き が と れ な く な 
る お それ が ある と きも 同じ で す 。 


標識 や 標示 に よっ て 通行 区 分 が 指定 され 
て いる と き は 、 指 定 さ れ た 区 分 に 従っ て 
通行 し まし ょ う 。 


右左 折 の 方 法 


進行 方 向 別 通行 区 分 


指定 方 向 外 進 行 禁止 


@ ぐ 
6 
に 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


停止 禁止 部 分 


前 方 の 交通 が 混雑 し て いる た め 交 差 点 内 で 止ま っ て し 警察 暫 や 消防 署 の 前 な ど で 停 上 茜部 分 の 標示 が ある 坦 
まう 場合 、 信 号 が 青 で も 交差 点 に 入っ て は いけ ませ ん 。 所 で 此 ま っ て し まう 場合 、 そ の 部 分 に 入っ て は いけ ませ ん 。 


Z-3 交通 整理 の 行わ れ て いな い 交 差 点 (環状 交差 点 を 除き ます 。) の 
通行 方 法 

(1) 交 差す る 道路 が 優先 道路 で ある と き や そ の 幅 が 広い と き は 、 徐 行 す る と と も に 、 交 差す る 
道路 を 通行 する 車 や 路面 電車 の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 

(2) 道 幅 が 同じ よう な 道路 の 交差 点 で は 、 路 面 電 車 や 左 方 か らく る 車 が め る と き は 、 そ の 路面 
電車 や 車 の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 

(3) 「 一 時 停止 」 の 標識 が ある と き は 、 停 止 線 の 直前 (停止 線 が な いと き 一 時 停止 
は 、 交 差 点 の 直前 ) で 一 時 停止 を する と と も に 、 交 差す る 道路 を 通 
行 する 車 や 路面 電車 の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 ま た .、 進 行方 向 
に 赤 の 点滅 信号 が ある と きも 同じ で す 。 

(4) 進行 方 向 に 黄 の 点滅 信号 が ある と き は 、 ほ か の 交通 に 注意 し て 進 
行 する こと が で きま す 。 


7ー4 環状 交差 点 の 通行 方 法 

(1) 左折 、 右 折 、 直 進 、 転 回 し よう と する と き は 、 あ ら か じ め で きる だ け 環状 の 交差 点 に お ける 
道路 の 左端 に 寄り 、 環 状 交差 点 の 側 端 に 沿っ て 徐行 し な が ら 通行 で 四 り 寺 行 の 標識 
し な けれ ば な り ま せん 。 

(2) 左折 、 右 折 、 直 進 、 転 回 の 場合 、 矢 印 な どの 標示 で 通行 方 法 を 指定 
され て いる と き は 、 そ れ に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 

3) 環状 交差 点 に 入ろう と する と き は 、 徐 行 する と と も に 、 環 状 交差 点 。 pooy 
内 を 通行 する 車 や 路面 電車 の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 


8 駐車 と 停車 


8-1 駐車 と 停車 の 意味 
駐車 と は 、 車 が 継続 的 に 停止 する こと や 運転 者 が 車 か ら 離れ て いて すぐ に 運転 で き な い 状態 
で 停止 する こと を いい ます 。 人 の 乗り 降り や 、5 分 以内 の 荷物 の 積 邊 し の た め の 停止 の 場合 
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は 駐車 に な り ま せん 。 
停車 と は 、 駐 車 に あたら な い 短 時 間 の 車 の 停止 を いい ます 。 2 
8-2 駐車 、 停 車 の 禁止 

(1) 違 法 な 駐 停 車 は 付近 の 交通 を 混雑 させ る と と も に 、 道 路 の 見 通し を 
悪く する た め 、 飛 び 出 し 事故 な どの 原因 と な り ま す 。 ま た 、 パ トカ ー、 
消防 車 な ど 緊 急 自 動車 の 通行 を 妨げ る お それ も あり ます 。 駐 停車 し 
よう と する 場合 に は 必ず 駐 停車 で きる 場所 で ある こと を 確認 し ま 
じ よ う 。 

(2) 次 の 場所 で は 、 駐 車 や 停車 も し て は いけ ませ ん 。 た だ し .、 赤 信号 や 危 
険 防止 の た め に 一 時 停止 する 場合 な ど は 別 で す 。 駐車 禁止 
@「 駐 停車 禁止 」 の 標識 や 標示 の ある 場所 
@ 軌 道 敷 内 
@ 坂 の 頂上 付近 や こう 配 の 女 な 坂 
@ ト ン ネ ル 
@ 交 差 点 と その 端 か ら 5m 以 内 の 場所 
@ 道 路 の 曲がり 角 か ら 5m 以 内 の 場所 
@ 横 断 歩 道 、 自 転 車 横断 帯 と その 端 か ら 前 後に 5m 以 内 の 場所 
@ 踏 切 と その 端 か ら 前 後 10m 以 内 の 場所 
の 安全 地帯 の 左側 と その 前 後 10m 以 内 の 場所 
バス 、 路 面 電車 の 停留 所 の 標示 板 (標示 柱 ) か ら 10m 以 内 の 場所 

(運行 時 間 中 に 限り ます 。) 

(3) 次 の 場所 で は 、 駐 車 し て は いけ ませ ん 。 し か し 、 警 察 署長 の 許可 を 受 

けた と き は 別 で す 。 

@ 標 識 や 標示 に よっ て 駐車 が 禁止 され て いる 場所 

@ 火 災 報 知 機 か ら 1m 以 内 の 場所 

人 駐車 場 、 車 庫 な どの 自動 車 用 の 出入 口 か ら 3m 以 内 の 場所 

@ 道 路 工 事 の 区 域 の 端 か ら 5m 以 内 の 場所 

人 @ 消 防 用 機械 器具 の 置場 、 消 防 用 防火 水 そ う 、 こ れ ら の 道路 に 接 す 
る 出入 口 か ら 5m 以 内 の 場所 

@ 消 火 栓 、 指 定 消防 水利 の 標識 が 設け られ て いる 位置 や 消防 用 防 
炎 水 そう の 取り 入れ 口 か ら 5m 以 内 の 場所 

(4) 駐 車 し た 場合 、 車 の 右側 の 道路 上 に 3.5m 以 上 の 余地 が な く な る 場 
所 で は 駐車 し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 標 識 に より 余地 が 指定 され て い 
る と き に は 、 そ の 余地 が と れ な い 場 所 で は 駐車 し て は いけ ませ ん 。 
し か し 、 荷 物 の 積 卸し で 運転 者 が すぐ 運転 で きる と き や 傷 病 者 の 救 停車 可 
護 の た め や お む を 得 な いと き は 、 駐 車 で きま す 。 あ 

(5) 駐 停車 や 駐車 が 禁止 され て いる 場所 で あっ て も 標識 に より 特に 認め 
られ て いる 場合 は 駐車 や 停車 が で きま す 。 Sd 
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交通 の 方 法 に 関す る 教則 


8-3 駐車 、 停 車 の 方 法 

駐車 や 停車 は 、 次 の 方 法 で し な けれ ば な り ま せん 。 

(1) 歩道 や 路側 帯 の な い 人 道路 で は 、 道 路 の 左端 に 沿う こと 。 

(2) 歩道 や 路側 帯 の ある 一 般 道 路 で は 、 車 道 の 左 端 に 沿う こと 。 

(3) 路 側帯 の 幅 が 広い 場合 に は 、 路 側帯 に 入れ ます が 、 こ の と き は 0.75m 以 上 の 衝 地 を 空け 
て お か な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 路 側帯 の 幅 が 広い 場合 で も 、 白 の 実線 と 破線 の 標示 
や 、 白 の 2 本 線 の 標示 の ある と ころ で は 、 路 側帯 に 入れ ませ ん 。 

(4) 高 速 道路 で は 歩行 者 の 通行 が 禁止 され て いる の で 、 路 側帯 に 入っ て 、 道 路 の 左端 に 沿う こと 。 

(5) 道路 に 平行 し て 駐 停車 し て いる 車 と 並ん で 駐 停車 し な いこ と 。 

(6) 標識 や 標示 に より 駐 停車 の 方 法 が 指定 され て いる と き は その 方 法 に 従う こと 。 
人 うー 


外側 帯 の 幅 が 広い 場合 は 、 路 0.75m 以 F の 放 人 事 に は 、 入 
側帯 に 入れ ます が 0.75m 以 れ ま せん 
上 の 余地 を 空け ます 。 


SS 


平行 駐車 


8-4 時 間 制 限 駐車 区 間 で の 駐車 

都市 部 に お いて は 、 多 く の 場 合 、 駐 車 が 禁止 され て いま すか ら 、 パ ー キ ング ・ パー キン グ ・ 

メー ター や パー キン グチ ケッ ト 発 給 設備 の ある 場所 で 手数 料 を 支払 っ て 駐車 テ ケ ッ ト _ 
する 場合 の ほか は 、 道 路上 で の 駐車 は 原則 と し て で きま せん 。 パ ー キ ング メー | 
ター な ご ど が ある 場所 で 駐車 する と き は 、 次 の よう に し な けれ ば な り ま せん 。 

(1) パ ー キ ング ・ メ ー タ ー が ある 時 間 制 限 駐 車 区 間 で 駐車 する と き は 、 パ ー キ 
ング ・ メ ー タ ー を た だ ち に 作動 させ る こと 。 

(2) パ ー キ ング ・ チ ケッ ト 発 給 設備 が ある 時 間 制 限 駐 車 区 間 で 駐車 する と き は 、 
パー キン グ ・- チ ケッ ト 発 給 設備 か ら パ ー キ ング ・ チ ケッ ト の 発給 を た だ ち に 
受け 、 駐 車 し て いる 間 、 こ れ を 車 の 前 面 の 見 や すい 場所 (フロ ント ガラ ス の 
ある 車 で は 、 そ の 内 側 ) に 前 方 か ら 見 や すい よう に 掲示 する こと 。 

(3) 時 間 制 限 駐 車 区 間 で は 、 パ ー キ ング ・ メ ー タ ー が 車 を 感知 し た と き 、 ま た 
は パー キン グ ・ チ ケッ ト の 発給 を 受け た と きか ら 、 標 識 に よっ て 表示 され 
て いる 時 間 を 超え て 駐車 し な いこ と 。 


RS に に LEIPF に に 1E7: に 1 
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8-5 高齢 運転 者 等 専用 場所 等 で の 駐車 、 停 車 

(1) 駐 停車 や 駐車 が 禁止 され て いる 場所 で あっ て も 、 標 識 に より 
標 章 車 に か ざり 駐車 や 停車 が 認め られ て いる 場所 (高齢 運転 
者 等 専用 場所 ) で は 、 専 用 場所 駐車 標 章 に 登録 (車両) 番号 が 
記載 され て いる 普通 自動 車 の み が 駐 車 や 停車 が で きま す 。 

(2) 標識 に より 標 章 車 に か ぎり 駐車 が 認め られ て いる 時 間 制 限 駐 車 
区 間 (高齢 運転 者 等 専用 時 間 制 限 駐 車 区 間 ) で は 、 専 用 場所 駐 
車 標 章 に 登録 (車両) 番号 が 記載 され て いる 普通 自動 車 の み が 
駐車 で きま す 。 

(3) 専用 場所 駐車 標 章 は 、 普 通 自動 車 を 運転 する こと が で きる 免許 
を 受け た 者 で 次 に あたる 者 に か ぎり 、 公 安 委員 会 に 申請 し て 、 
交付 を 受け る こと が で きま す 。 

@70 歳 以上 の 高齢 運転 者 
@ 両 耳 の 聴力 が 補聴器 を 用 いて も 10 メ ー ト ル の 距離 で 90 デ シ 
ベル の 警 音 器 の 音 が 聞こ えな い 程 度 の 聴覚 障害 の ある こと を 


理由 に 免許 に 条件 を 付 さ れ て いる 運転 者 専用 場所 駐車 禁 章 
代 肢 体 不 自 由 で ある こと を 理由 に 免許 に 条件 を 付 さ れ て いる ao 内 RI 


運転 者 CETI 1234 
@ 洗 娠 中 また は 出産 後 8 週間 以内 の 運転 者 の 靖 6 
(4) 高齢 運転 者 等 専用 場所 また は 高齢 運転 者 等 専用 時 間 制 限 駐 き Cm 
車 区 間 で 駐車 や 停車 を する と き は 、 駐 車 や 停車 を し て いる 問 、 ae 
専用 場所 駐車 標 章 を 普通 自動 車 の 前 面 の 見 や すい 場所 (フロ 専用 時 間 制 限 
ント ガラ ス の ある 普通 自動 車 で は 、 そ の 内 側 ) に 掲示 し な けれ 
ば な り ま せん 。 
(5) 高 齢 運転 者 等 専用 場所 また は 高齢 運転 者 等 専用 時 間 制 限 駐車 
区 間 で は 、 公 安 委員 会 か ら 専用 場所 駐車 標 章 の 交付 を 受け て い 
な い 者 は 、 駐 車 や 停車 を し て は いけ ませ ん 。 


8-6 車 の 移動 な ど 

(1) 違法 に 駐車 し て いる 車 の 運転 者 や その 車 の 管理 に つい て 責任 が ある 者 は 、 現 場 で 警察 官 
や 交通 巡視 員 か ら そ の 車 を 移動 する よう に 命じ られ た と き は 、 た だ ち に その 車 を 移動 し な 
けれ ば な り ま せん 。 

(2) 違法 に 駐車 し て いる 車 に つい て は 、 現 場 に 運転 者 や その 車 の 管理 に つい て 責任 が ある 者 
が いな いた め に 、 警 察 官 や 交通 巡視 員 が その 車 を 移動 すべ きこ と を 命令 する こと が で き 
な いと き は 、 レ ッ カ ー 車 に より 移動 され る こと が あり ます 。 

(3) 車 の 移動 、 保 管 な ど に 要 し た 費用 は 、 車 の 運転 者 、 使 用 者 、 所 有 者 な どの 負担 と な り ま す 。 


8-Z 放置 車両 確認 標 章 
(1) 違法 に 駐車 し て いる 車 に 対し て は 、 放 置 車両 確認 標 章 が 取り つけ られ る こと が あり ます 。 
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放置 車両 確認 標 章 を 取り つけ られ た 車 の 使用 者 は 、 放置 車両 確認 標 章 
公安 委員 会 か ら 、 放 置 違反 金 の 納付 を 命ぜ られ る こ つう タフ 
と が あり ます 。 

(2) 放置 車両 確認 標 章 は 、 破 っ た り 、 汚 し た り 、 取 り 除 いた り 
し て は いけ ませ ん 。 

(3) 放置 車両 確認 標 章 を 取り つけ られ た 車 の 使用 者 運転 
者 や その 車 の 管理 に つい て 責任 が ある 者 は 、 こ れ を 取 
り 除 く こ と が で きま す 。 運 転 す る と き は 、 交 通 事 故 防止 
の た め 、 放 置 車両 確認 標 章 を 取り 除 ぎ まし よう 。 


8-8 自動 車 の 保管 場所 

(1) 自 動車 の 保有 者 は 、 住 所 な ど 自 動車 の 使用 の 本 拠 の 位置 か ら 2km 以 内 の 、 道 路 以外 の 
場所 に 保管 場所 を 確保 し な けれ ば な り ま せん 。 

(2) 道 路 を 車庫 が わり に 使用 し て は いけ ませ ん 。 道 路上 に 駐車 する 場合 、 同 じ 場所 に 引き 
続き 12 時間 (夜間 は 8 時 間 ) 以 上 駐車 し て は いけ ませ ん (特定 の 村 の 区 域内 の 道路 を 
除き ます 。) 。 


保管 場所 法 違反 は 、 標 識 等 に より 駐車 が 禁止 され て いる か が 否 か に か か わら ず 成 立 し ます 。 


8-9 車 か ら 離 れる と き の 義 務 
(1) 危 険 防止 の た め の 措置 
車 か ら 離れ る と き は 、 車 が 暴走 し な いよ うに 次 の 措置 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 
@ エ ンジ ン を 止め 、 パ ー キ ング ブレ ー キ (駐車 ブレーキ) を か ける こと 。 
ギア は 、 平 地 や 下り 坂 で は パッ ク 、 上 り 坂 で は ロー に 入れ て お く こ と 。 オ ー ト マチ ッ ク 車 
で は 、 チ ェ ン ジレ バー を P に 入れ て お く こ と 。 
念 坂道 で は 、 輪 止め を する こと 。 
(2) 盗難 防止 の た め の 措 軒 
盗難 車 が 犯罪 に 使用 され る 例 が 多く み ら れ ます 。 そ の よう な 犯罪 を 防止 する た め に も 、 
車 か ら 離 れる と き は 、 車 を 盗ま れ な いよ うに 次 の 措置 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 
@ エ ンジ ン を 止め 、 エ ンジ ン キ ー を 携帯 する こと 。 
旬 窓 を 確実 に 閉め 、 ド ア を ロッ ク す る こと 。 
@ ハ ンド ル の 施錠 装置 な ど 盗難 防止 装置 が め る と き は 、 そ れ を 作動 させ る こと 。 
価 買 重 品 な ど を 持ち 出さ な い 場 合 は 、 ト ラン ク に 入れ て 施錠 する こと 。 


WSHS 十 届 S 同 基 四 蔵 叶 洒 束 | 二 き 議 計 
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9 オー トマ チッ ク 車 な どの 運転 


9 一 1 オー トマ チッ ク 車 の 運転 
オー トマ チッ ク 車 は 、 マ ニュ アル 車 と 運転 の 方 法 が 異な る と ころ が あり 、 そ れ を 知ら な いと 思 
い が け な い 事 故 を 起こ すこ と が ある の で 注意 し まし よう 。 
(1) 運転 に あたっ て の 心構え 
オー トマ チッ ク 車 の 運転 に は 、 ク ラッ チ 操 作 が いら な い の で 、 そ の 
分 操作 の 負担 が 軽減 され 、 運 転 が 楽 に は な り ま す が 、 安 易 な 気持 ち 
で 取り 扱っ て は いけ ませ ん 。 オ ー ト マチ ッ ク 車 の 運転 の 基本 を 理 
解 し 、 正 確 に 操作 する こと が 安全 運転 の た め に 必要 で す 。 
(2) エ ンジ ン の 始動 
但 エ ンジ ン を 始動 する 前 に 、 ブ レー キ ペ ダル を 踏ん で その 


は 6 エン ジン 始動 前 に 、 プ レー キ ペ 
位置 を 確認 し 、 ア クセ ル ペ ダル の 位置 を 目 で 見 て 確認 し ま ダル 、 ア クセ ル ペ ダル 、 チェンジ 


の レ パ ー を 確認 し まし よう 。 
b 病 光 Rh 


パー キン グ プ ブレーキ (駐車 プレ リー キ ) が か か っ て お り 、 チ ェ ン ジレ バー が P の 位置 に ある 
こと を 確認 し た うえ で 、 プ ブレーキ ペ ダル を 踏み 、 エ ンジ ン を 始動 し まし ょ う 。 

(3) 発 進 
プレ ー キ ペダ ル を し っ か り と 踏ん だ まま 、 チ ェ ン ジレ バー を 前 進 の と き は D に 、 後 退 の と き 
は R に 入れ 、 そ の 位置 が 間違っ て いな いこ と を 目 で 見 て 確認 し た うえ で 、 パ ー キ ング ブ 
レー キ (駐車 ブレーキ ) を 戻し こし 、 ブ レー キ ペ ダル を 徐々 に 放し 、 ア フ セ ル ペダ ル を 静か に 
踏ん で 発進 し まし ょ う 。 ブ レー キ ペ ダル を し っ か り 踏 ん で チェ ンジ レバ ー を 操作 し な いと 、 
部 発進 し た り 、 突 然 後退 し た りす る こと が あり ます 。 な お 、 エ ンジ ン 始 動 直後 や エア コン 
作動 時 は 、 エ ンジ ン の 回 転 数 が 高く な り 、 急 発進 する 危険 が あり ます の で 、 ブ レー キ ペ ダル 
を 特に し っ か り と 踏み まし よう 。 

(2) 交差点 な ど で 停 止 し た と き ぎ 
停止 中 は 、 必 ず プ レー キ ペ ダル を し っ か り 踏 ん で お き 、 意 の た め パ ー キ ング ブレ ー キ (駐車 ブレ リー 
キ ) も か け て お きま し ょ う 。 停 止 時 間 が 長く な り そ う な と き は 、 チ ェ ン ジレ バー を N に 入れ て お きま 
し ょ う 。 プレ ー キ ペダ ル を し っ か り 踏 ん で お か な いと 、 ア フク フ セ ル ペダ ル を 踏ま な く て も 自動 車 が ゆっ 
くり 動き 出し (フリ ー プ 現象 )、 追 内 な どの 思わ ぬ 事 故 を 起こ すこ と が あり ます の で 注意 し まし ょ う 。 

(5) 駐 車 
駐車 の 際 に は 、 ブ プレ ー キ ペダ ル を 踏ん だ まま パー キン グ ブ レー キ (駐車 ブ プレー キ ) を 確実 
に か け て か ら 、 チ ェ ン ジレ パー を P に 入れ まし ょ う 。 自 動車 が 完全 に 停止 し な いう ち に 
チェ ンジ レバ ー を P に 入れ る の は や め ま し ょ う 。 


9-2 先進 安全 自動 車 (ASV) の 運転 

先進 安全 自動 車 (ASV)* は 、 先 進 技術 を 利用 し て 運転 者 の 安全 運転 を 支援 する シス テム が 搭 
載 さ れ た 自動 車 で す が 、 こ の シス テム は 、 例 えば 、 一 定 以上 の 速度 で 走行 し て いる 場合 に は 、 
適切 に 作動 し な い 場 合 が ある な どの 限界 が あり ます 。 自 動 運行 装置 と は 異な り 、 運 転 者 が 絶 
え ず 周囲 の 状況 を 確認 し な が ら 必要 な 運転 操作 を 行う こと を 前 提 と し た 運転 支援 技術 で す 
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の で 、 そ の 限界 や 注意 点 を 正しく 理解 し 、 そ の 技術 を 過信 せ ず に 運転 し まし よう 。 


* 先 進 安全 目 動車 (ASV) と は 、 先進 技術 を 利用 し て 運転 者 の 安全 運転 な 支援 する シス テム を 搭載 し た 自動 車 で あり 、 衝 突 被害 
軽減 ブレ ー キ 、ACC ( 定 速 走行 ・ 車 間 距 離 制 御 シ ステ ム ) 等 の 技術 を 搭載 し た 車両 が すでに 実用 化 さ れ て いま す 。(P115 参 照 ) 


9-3 自動 運転 車 の 運転 

自動 運転 車 は 、 自 動 運行 装置 (使用 条件 内 で は 運転 者 の 操縦 に 必要 な 認知 、 予 測 、 判 断 お よ 

び 操 作 の 能力 を すべ て 代替 する 機能 を 有する 装置 ) が 搭載 され た 自動 車 を いい ます 。 

(1) 運 転 に あたっ て の 心構え 
自動 運行 装置 を 使っ て 運転 する 場合 で あっ て も 、 運 転 者 と し て 責任 を 持っ て 安全 運転 を し 
な けれ ば な り ま せん 。 自 動 運 行 装置 を 使っ て 運転 する 際 に は 、 そ の 自動 運行 装置 の 使用 条 
件 の 内 容 、 性 能 お よび 使用 方 法 を 正しく 理解 し 、 過 信 せ ず に 適切 に 使っ て 運転 し まし よう 。 

(2) 使用 条件 外 で の 自動 運行 装置 を 使っ た 運転 の 禁止 
使用 条件 外 で は 、 自 動 運 行 装置 を 使っ て 運転 し こ は い け ま せん 。 

(3) 自動 運行 装置 を 使っ て 運転 する 場合 の 遵守 事項 
自動 運行 装置 を 使っ て 自動 車 を 運転 し こい る と き は 、 自 動 運行 装置 か ら 発 せら れる 運転 
操作 の 引継 ぎ 要 請 や 自動 運転 車 の 異常 を た だ ち に 認知 し 、 か つ 、 運 転 操作 を 引き 継ぐ こ 
と が で きる 状態 で いな けれ ば な り ま せん 。 

(4) 運転 操作 の 引継 ぎ 
自動 運行 装置 か ら 発せ られ る 運転 操作 の 引継 ぎ 要 請 や 自動 運転 車 の 異常 を 認知 し た と 
き は 、 た だ ち に 周囲 の 状況 を 確認 し て 必要 な 運転 操作 を 始め な けれ ば な り ま せん 。 

(5) 安全 運転 を 支援 する シス テム を 使っ た 運転 
自動 運転 車 は 、 自 動 運 行 装置 の ほか に 運転 者 の 安全 運転 を 支援 する シス テム を 搭載 し て 
いる 場合 が あり ます 。 自 動 運行 装置 と 運転 者 の 安全 運転 を 支援 する シス テム で は 、 そ れ 
ぞ れ の 性 能 、 使 用 方 法 な ど が 異な り ま す 。 自 動 運転 車 を 運転 する 場合 に は 、 作 動 し て いる 
装置 ・ シ ステ ム を 常に 把握 し 、 過 信 す る こと な く 、 適 切 に 運転 し まし ょ う 。 


1 踏切 

1 一 1 一 時 停止 と 安全 確認 

(1) 踏 切 で は 、 死 亡 ・ 重 傷 事 故 の よう な 大 き な 事 故 が 起こ と り が ち で す 。 踏 切 を 通過 し よう と す 
る と き は 、 そ の 直前 (停止 線 が ある と き は 、 そ の 直前 ) で 一 時 停止 を し 、 窓 を 開け る な ど し 
て 自分 の 目 と 耳 で 右 と 左 の 安全 を 確か め な けれ ば な り ま せん 。 な お 、 踏 切 に 信号 機 の あ 
る 場合 は 、 信 号 に 従っ て 通過 する こと が で きま す 。 
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(2) 安全 を 確認 する 場合 、 一 方 か ら の 列車 が 通過 し て も 、 そ の 直後 に 反対 の 方 向 か ら の 列車 
が 近づい て くる こと が あり ます か ら 十 分 注意 し まし ょ う 。 

(3) 警報 機 が 鳴っ て いる と き や 、 し ゃ 断 機 が 降り て いた り 、 降 り 始め て いる と き は 、 踏 切 に 入っ 
て は いけ ませ ん 。 

(4) 前 の 車 に 続い て 通過 する と き で も 、 一 時 停止 を し 、 安 全 を 確か め な けれ ば な り ま せん 。 ま 
た 、 踏 切 の 向こう 側が 混雑 し て いる た め 、 そ の まま 進む と 踏切 内 で 動き が と れ な く な る お 
それ が ある と き は 、 入 っ て は いけ ませ ん 。 

(⑤5) 踏 切 内 で は 、 エ ンス ト を 防止 する た め 、 変 速 し な いで 、 発 進 し た と き の 低速 ギア の まま 一 
気 に 通過 し まし ょ う 。 ま た 、 歩 行者 や 対向 車 に 注意 し な が ら 、 落 輪 し な いよ うに や や 中 央 寄 
り を 通り まし よう 。 


1-2 踏切 で 故障 し た と き 

踏切 で 動か な く な っ た と き は 、 次 の 要領 で 一 刻 も 早く 列車 の 運転 

士 な ど に 知ら せる と と も に 、 車 を 踏切 の 外 に 移動 させ な けれ ば な 

り ま せん 。 

(1) 警報 機 の ある 踏切 で は 、 警 報 機 の 柱 な ど に 取り つけ られ て い 
る 押し ボタ ン 式 の 踏切 支障 報知 装置 を 活用 する 。 

(2) 踏 切 支 障 報知 装置 の な いと ころ で は 、 携 帯 し て いる 発 災 筒 な 
ご ど を 使い 列車 に わか る よう に で きる だ け 早 く 合図 を する 。 

(3) 発 炎 筒 な ど が な か っ た り 、 使 い 切っ て し まっ た り し た と き は 、 
煙 の 出 や すい も の を 付近 で 燃やす な ど し て 合図 を する 。 


中 切 内 で 異常 を 認め た ら 、 直 
2 坂道 ・ カ ー ブ HO 
2-1 坂道 ・ 山 道 

(1) 上 り 坂 で 前 の 車 に 続い て 停車 する と き は 、 あ まり 接 
近 し 過ぎ な いよ うに し まし ょ う 。 前 の 車 が 後退 し て 衝 
突 す る こと が あり ます 。 

(2) 上 り 坂 で 発進 する と き は 、 で きる だ け ハ ンド ブレーキ 0 
(駐車 ブレ ー キ ) を 利用 し まし ょ う 。 ク ラッ チ 操 作 だ け 
で 発進 し よう と する と 、 和 失敗 し て 車 が 後退 し 、 後 ろ の 
車 と 衝突 する こと が あり ます 。 

(3) 上 り 坂 の 頂上 付近 は 見 通し が 悪い の で 、 徐 行 し まし ょ 9 間 生 25 し し し し | 
う 。 ま た 、 そ こ で は 追 越し を し て は いけ ませ ん 。 

(4) 下り 坂 で は 、 低 速 の ギア を 用 い ( オ ー ト マチ ッ ク 車 で は チェ ンジ レバ パー を 2 か L (また は 1) に 
入れ ) 、 エ ンジ ン ブ レ ー キ を 活用 し まし ょ う 。 長 い 下り 坂 で 、 フ ッ ト プ レー キ を ひん ぱん に 使 
い 過 ぎる と 、 切 に ブレ ー キ が きか な く な る こと が あり 危険 で す 。 

(5) 下 り 坂 で は 、 車 間 距 離 を 広く と り まし ょ う 。 加 速 が つき 、 停 止 距離 が 長く な る の で 危険 で す 。 

(6) 坂道 で は 、 上 り 坂 で の 発進 が 難し いた め 、 下 り の 車 が 、 上 り の 車 に 道 を ゆず り ま し ょ う 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


し か し 、 近 くに 待避 所 が ある と き は 、 上 り の 車 で も 、 そ の 待避 所 に 入っ て 待ち まし ょ う 。 

(7) こ う 配 の 女 な 下り 坂 で は 追 越し を し て は いけ ませ ん 。 

(8) 片側 が 転落 の お それ の ある が け に な っ て いる 道路 で 、 安 全 な 行き 違い が で き な い と き 
は 、 が け 側 の 車 は 一 時 停止 を し て 道 を ゆず り ま し ょ う 。 

(9) 山道 で は 、 路 肩 が くず れ や すく な っ て いる こと が あり ます 。 こ の よう な 場合 の 行き 違い で 
は 、 路 肩 に 寄り 過ぎ な いよ う 注 意 し まし よう 。 


2-2 曲がり 角 ・ カ ー ブ 

(1) 曲がり 角 や カー ブ に 近づく と き は 、 そ の 手前 の 直線 部 分 で 十分 スピ ー ド を 落と し まし ょ 
う 。 高 速 の まま ハン ドル を 切っ た り 、 ハ ンド ル を 切り な が ら ブ レー キ を か けた りす る と 、 横 
転 や 横 す べり を 起こ し や すく な り ま す 。 

(2) ハ ンド ル は 切 ハ ンド ル に な ら な いよ う ゆ る や か に 操作 し まし ょ う 。 

(3) 曲がり 角 や カー ブ で は 道路 の 中 央 か ら は み 出 さ な い よう に し まし ょ う 。 ま た 、 対 向 車 が 
道路 の 中 央 か ら は み 出 し て くる こと が あり ます か ら 注 意 し まし ょ よう 。 

(4) 道 路 の 曲がり 角 や カー ブ を 通行 する と き に は 、 車 の 内 輪 差 の た め 、 内 側 に いる 歩行 者 、 
特定 小型 原動機 付 自転 車 や 自転 車 な ど を 巻き 込ん だ り 、 後 車輪 が 路肩 か ら は み 出 し た 
りす る お それ が あり ます か ら 注 意 し まし ょ う 。 

(5) 曲がり 角 や カー ブ で は 前 の 車 を 追い 越し て はい け ま せん 。 


3 夜 間 


3-1 夜間 の 走行 

(1) 夜間 は 視界 が 悪く な る た め 、 歩 行者 、 特 定 小型 原動機 
付 自転 車 や 自転 車 な どの 発見 が 遅れ ます 。 ま た 、 速 度 
感 が に ぶり 、 速 度 超過 に な り が ち で す 。 そ の 上 、 夜 間 
は 、 過 労 運 転 や 酒 酔い 運転 を する 者 や 、 酔 っ て 歩く 者 
な ど が いた りす る の で 、 昼 間 よ り 速 度 を 落と し て 憎 重 人 3 
に 運転 し まし ょ う 。 少 し で も 危な いと 感じ た と き は 、 奈 発 現象 で 歩行 者 が 見 えな く な る こと が あ 
まず 速度 を 落と すこ と が 大 切 で す 。 Ge 

(2) 走行 中 に は 、 自 分 の 車 と 対向 車 の ライ ト で 、 道 路 の 中 央 付近 の 歩行 者 が 見 えな く な る こと 
(蒸発 現象 ) が ある の で 、 十 分 注意 し まし ょ う 。 

(3) 視線 は 、 で きる だ け 先 の 方 へ 向け 、 少 し で も 早く 前 方 の 障害 物 を 発見 する よう に し ま 
但 寺 名 。 

(4) 前 の 車 に 続い て 走る と き は 、 そ の 車 の ブレ ー キ 灯 に 注意 し まし よう 。 

(5) 幹線 道路 な ど で 長 時 間 単 調 な 運転 を 続け る と 眠く な り ま す 。 眠 気 を 防ぐ た め に 窓 を 開け 
て 新鮮 な 空気 を 入れ 、 少 し で も 眠く な っ た ら 安 全 な 場所 に 車 を 止め て 、 休 息 を と る よう に 
し まし よう 。 

(6) 薄暮 時 に は 事故 が 多く 発生 し ます の で 、 早 め に ライ ト を 点灯 し 、 自 分 の 車 の 存在 を 知ら せ 
る よう に し まし ょ う 。 
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き ー2 に = 机 庄 
1) 夜間 、 道 路 を 通行 する と き は 、 前 照 灯 、 車 幅 灯 、 尾 灯 な ど を つけ な けれ ば な り ま せん 。 昼 間 
で も 、 ト ン ネ ル の 中 や 濃い 邑 の 中 な ど で 50m (高速 道路 で は 200m) 先 が 見 えな いよ うな 
場所 を 通行 する と きも 同じ で す 。 

(2) 煎 灯 は 、 交 通 量 の 多い 市 街 地 な ど を 通行 し て いる と き を 除き 、 上 向き に し て 、 歩 行者 な 
ご ど を 少し で も 早く 発見 する よう に し まし ょ う 。 た だ し 、 対 向 車 と 行き 違う と き や 、 ほ か の 車 の 
直後 を 通行 し こい る と き は 、 煎 条 を 減 光 す る か 、 下 向き に 切り 替え な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 交通 量 の 多い 市 街 地 の 道路 な ど で は 、 前 照 灯 を 下向き に 切り 替え て 運転 し まし ょ う 。 
また 、 対 向 車 の ライ ト が まぶし いと き は 、 視 点 を や や 左前 方 に 移し て 、 目 が くら まな いよ う 
に し まし よう 。 

(4) 見 通し の 悪い 交差 点 や カー ブ な どの 手前 で は 、 煎 条 を 上 向き に する か 点滅 させ て 、 
ほか の 車 や 歩行 者 に 交差 点 へ の 接近 を 知ら せま し ょ う 。 

(5) 室内 灯 は 、 バ パス の ほか は 、 走 行 中 に つけ な いよ うに し まし よう 。 

(6) 夜間 、 道 路 に 駐 停 事 する と き は 、 非 常 点滅 表示 灯 、 駐 車 灯 また は 尾灯 を つけ な けれ ば な り 
ませ ん 。 昼 間 で も 、 ト ン ネ ル の 中 や 濃い 只 の 中 な ど で 50m 先 が 見 えな いよ うな 場所 に 
駐 停 車 す る と きも 同じ で す 。 し か し 、 道 路 照 明 な ど に より 、50m 後 方 か ら 見 える 場所 に 
駐 停 車 し て いる と き や 、 停 止 表 示 器 材 を 置い て 駐 停車 し こい る と き は 別 で す 。 夜 間 、 高 速 
道路 で や お を 得 ず 駐 停車 する 場合 に は 、 非 常 点滅 表示 灯 、 駐 車 灯 また は 尾灯 を つけ る 
ほか 、 停 止 表 示 器 材 を 置か な けれ ば な り ま せん 。 


4 悪天候 な ど 


悪天候 で 道路 の 状態 が 悪い と 思わ れる と き や 交 通 が 混雑 し そう な 道路 を 通行 する と き な ど 
は 、 ま ず ラ ジオ を 聞い た り 、 日 本 道路 交通 情報 セン ター に 電話 を か けた り し て 、 道 路 や 交通 の 
状況 を 確認 し まし ょ う 。 


4-1 雨 の 日 の 運転 

(1) 雨 の 日 は 視界 が 悪く な る うえ 、 窓 ガラ ス が 曇っ た り 、 路 面 が すべ りや すく な る な ど 悪 条件 
が 重なり 、 危 険 度 が 高く な り ます 。 

(2) 雨 の 日 は 、 晴 れ の 日 より も 速度 を 落と し 、 車 間 距 離 を 十分 と っ て 慎重 に 運転 し まし ょ う 。 
急 発進 、 急 ハン ドル 、 急 プレ ー キ な ど は 横転 、 横 すべ りな どの 原因 と な り 、 特 に 危険 で す 。 

(3) 地 長 が ゆる ん で いる こと が ある の で 、 山 道 な ど で は 路肩 に 寄り 過ぎ な いよ うに し まし ょ う 。 

(4) 雨 の 降り 始め の 舗装 道路 は スリ ッ プ し や すい の で 気 を つけ まし ょ う 。 ま た 、 工 事 現場 の 
鉄板 、 路 面 電 車 の レー ル な ども すべ りや すい の で 危険 で す 。 

(5) 歩行 者 の そば や 店 先 な ど を 通る と き は 、 速 度 を 落と し て 、 泥 や 水 を は ね な いよ うに し な け 
れ ば な り ま せん 。 

(6) 深い 水たまり を 通る と 、 ブ レー キ ド ラム に 水 が 入 る た め 、 ブ レー キ が きか な く な っ た り 、 
きき が 悪く な っ た りす る こと が ある の で 、 さ け て 通り まし ょ う 。 

(7) ワ イ パ ー は 、 常 に 整備 し て お きま し ょ う 。 雨 の 降り 始め に ワイ パー を 使っ て 、 油 膜 な ど で 前 面 


ガラ ス が 見 に くく な っ た と き は 、 洗 浄 液 で きれ い に し ま し ょ う 。 ま た 、 車 内 の ガラ ス が 曇る こ 
と が 多い の で 、 デ フロ スタ ー を 使っ た り 、 側 面 ガ ラス を 開け る な ど し て 、 曇 り を 防 ざ まし ょ う 。 


4-2 圭 道 な どの 運転 タイ ヤ チ ェ ー ン を 
取り 付け て いな い 
(1) 寺 道 や 凍り つい た 道 は 大 変 す べり や すく 危険 で す 。 タ イヤ に タイ ヤ 車両 通行 止め 


チェ ー ン な どの すべ り 止 め 装置 を 取り 付け まし ょ う 。 た だ し 、 標 識 に よっ て 
タイ ヤ チ ェ ー ン を 取り 付け て いな い 車 の 通行 が 禁止 され て いる 道路 で は 、 
タイ ヤ に タイ ヤ チ ェ ー ン を 取り 付け な いで 通行 し て は いけ ませ ん 。 


(2) 速度 を 十分 落と し 、 車 間 距 離 を 十分 と っ て 運転 し まし ょ う 。 横 すべ り を (P.110 の 11 の 2) 
起こ すこ と が 多い の で 、 ハ ンド ル や ブレ ー キ の 操作 は 特に 慎重 に し まし ょ う 。 急 発進 、 
急 ブ レー キ 、 急 ハン ドル は 絶対 に や め ま し ょ う 。 

(3) で きる だ け 車 の 通っ た 跡 を 選ん で 走る よう に し まし ょ う 。 

(4) ス パイ クタ イヤ は 、 圭 道 や 凍り つい た 道 以外 の 道 で は 、 路 面 の 損傷 や 粉じん の 発生 の 原 
因 と な る の で 、 使 用 し な いよ うに し まし ょ よう 。 


4-3 駐 な どの と き の 運 転 

(1) や 吹雪 な ど は 、 視 界 を 極め て 狭く し ます 。 明 灯 ( 淡 黄色 な どの 補助 前 照 灯 ) の ある と き は 
肥 灯 を 、 な いと き は 前 照 条 を 早め に つけ まし ょ う 。 中心 線 や ガー ドレ ー ル や 前 の 車 の 尾 条 
を 目安 に し 、 速 度 を 落と し て 運転 し まし ょ う 。 

(2) 危 険 を 防止 する た め 、 必 要 に 応じ 警 音 器 を 使い まし ょ う 。 


5 緊 誠 時 の 措置 


(1) 踏 切 や 交差 点 の 中 で エン スト し た と き は 、 気 が 焦 れ ば 焦る ほど エン ジン が か か ら な いも の 
で す 。 こ の よう な と き は 非常 手段 と し て ギア を ロー か セカ ンド に 入れ 、 セ ル モ ー タ ー( 始 動 
電動 機 ) を 使っ て 車 を 動か すこ と も で きま す (た だ し 、 オ ー ト マチ ッ ク 車 や フラ ッ チ ペダ ル 
を 踏ま な いと エン ジン が 始動 し な い 装 置 を 備え て いる 車 に は 、 こ の 方 法 は 使え ませ ん 。)。 

(2) ぬか る みな ど で 車 輪 が か ら 回 りす る と き は 、 古 毛布 、 砂 利 な ど が あれ ば 、 そ れ を すべ り 止 
め に 使う と 効果 的 で す 。 

(3) 走行 中 に エン ジン の 回 転 数 が あがっ た 後 、 故 障 な ど ご に より 、 さ が ら な く な っ た と き は 、 四 輪 
車 の 場合 は ギア を ニュ ー ト ラル に し て 車輪 に エン ジン の 力 を か け な い よう に し な が ら 路 
肩 な ど 安全 な 場所 に 行き 、 そ こ で 停止 し た 後に エン ジン スイ ッ チ を 切る こと 、 二 輸 車 の 場 
合 は 点火 スイ ッ チ を 切っ て エン ジン の 回 転 を 止め る こと が 大 切 で す 。 

(4) 走行 中 に タイ ヤ が パン ク し た と き は 、 ハ ンド ル を し っ か り と 握り 、 車 の 方 向 を 直す こと に 全 
力 を 傾け ます 。 急 ブレ ー キ を さけ 、 断 続 的 に ブレ ー キ を 踏ん で 止め ます 。 

(5) 後 輪 の 横 す べり は 、 ス ピー ド の 出し 過ぎ 、 急 ハン ドル また は 急 加速 が 原因 で 生じ ます 。 後 
輪 が 模 す べり を 始め た と き は 、 ブ プレ ー キ を か け て は いけ ませ ん 。 ま ず ア クセ ル を ゆる め 、 
同時 に ハン ドル で 車 の 向き を 立て 直す よう に し ます 。 こ の 場合 、 後 輪 が 右 ( 左 ) に すべ っ た 
と き は 、 車 は 左 ( 右 ) に 向く の で 、 ハ ンド ル を 右 ( 左 ) に 切り ます 。 

(6) 下 り 坂 な ど で ブ レー キ が きか な く な っ た と き は 、 手 早く 減速 チェ ンジ を し 、 ハ ンド ブレーキ 
(駐車 プレー キ ) を 引き ます 。 そ れ で も 停止 し な いよ うな と き は 、 山 側 の 溝 に 車輪 を 落と し た 
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り 、 ガ ー ド レー ル に 車体 を すり 寄せ た り 、 道 路 わ き の 砂利 な ど に 突っ 込ん だ り し て 止め ます 。 

(2) 対向 車 と 正面 衝突 の お それ が 生じ た と き は 、 警 音 器 と ブレ ー キ を 同時 に 使い 、 で きる 限り 
左側 に よ け ま す 。 衝 突 の 寸前 まで あき ら め な いで 、 少 し で も ブレ ー キ と ハン ドル で か わす 
よう に し ます 。 も し 道路 外 が 危険 な 場所 で な いと き は 、 道 路 外 に 出る こと を た め ら っ て は 
いけ ませ ん 。 


高速 道路 と は 、 高 速 自動 車 国道 と 自動 車 専用 道路 を いい ます 。 高 速 道路 で は 、 ミ ニカ ー、 小 型 
王 輸 車 "、 一 般 原動機 付 自転 車 は 通行 で きま せん 。 ま た 、 農 耕 用 作業 車 の よう に 構造 上 毎時 
50km 以 上 の 速度 の 出 な い 自動 車 や ほか の 車 を けん 引 し て いる た め 毎 時 50km 以 上 の 速度 
で 走る こと の で き な い 自動 車 も 、 高 速 自動 車 国道 を 通行 する こと は で きま せん 。 


* 小 型 二輪 車 と は 、 総 排気 量 に つい て は 125cc 以下 、 定格 出力 に つい て は 1.00kW 以下 の 原動機 を 有する 
普通 上 自動 二輪 車 を いい ます 。 


1 高速 道路 に 入る 前 の 心得 

(1) 車 を 点検 する こと 
高速 道路 を 通行 する 場合 は 、 特 に 次 の 点検 を し な けれ ば な り ま せん 。 高 速 道路 で 、 燃 料 、 
冷却 水 、 エ ンジ ン オ イル の 不足 に より 、 停 止 す る こと の な いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 
傘 燃 料 の 量 が 十分 で ある か 。 
介 冷 却 水 の 量 が 規定 の 範囲 内 に ある か 。 
ラジ エー タキ ャ ッ プ が 確実 に 締まっ て いる か 。 
$ エ ンジ ン オ イル の 量 が 適当 で ある か 。 停止 表示 器材 
ファ ン ベ ル ト の 張り 具合 が 適当 で ある か 、 ま た 、 損 傷 が な いか 。 
@ タ イヤ の 空気 圧 が 適当 で ある か (高速 道路 を 走行 する と き は 、 空 気圧 

を や や 高め に する 。)。 

タイ ヤ の 溝 の 深 さ が 十分 で ある か 。 

(2) 積荷 の 状態 を 調べ る こと 
高速 で 走行 する と 、 荷 物 が 転落 、 飛 散 し や すく な る の で 、 高 速 道路 を 通行 
する と き は 、 前 も っ て 、 荷 物 が 転落 、 飛 散 し な いよ うに 点検 し 、 荷 物 を 積 
み 直 す な ど 必要 な 措置 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 停止 表示 器材 を 用 意 す る こと 
高速 道路 上 で 故障 な ど に よっ て 停止 する と き は 、 停 止 し て いる こと を 表  「? マ ー ク 
示す る 停止 表示 器材 を 置か な けれ ば な り ま せん の で 、 前 も っ て 準備 し て 
お きま し ょ う 。 停 止 表示 器材 は 、 努 め て TS マーク の つい た も の を 使い ま 
財 時 98 


(4) 無理 の な い 運 転 計 画 を 立て る こと 
長 時 間 連 続 し て 高速 運転 を する こと は 危険 で す 。 適 当 な 休息 時 間 を 織り 込ん だ ゆとり の 
ある 運転 計画 を 立て まし ょ う 。 

(5) 高速 道路 に 入る 前 に は 、 ラ ジオ を 聞い た り 、 日 本 道路 交通 情報 セン ター に 問い 合わ せる 
な ど し て 、 人 道路 や 交通 の 状況 を 確認 し まし ょ う 。 


2 走行 上 の 注意 
2-1 本 線 車道 へ 入る と き の 注 意 
本 線 車道 と は 、 高 速 道路 で 通常 高速 走行 を 
する 部 分 (加速 車線 、 減 速 車線 、 登 坂 車線 、 
路側 帯 、 路 肩 を 除い た 部 分 ) を いい ます 。 NN ーー 
車線 が ある と き は 、 加 速 車 線 を 通行 し 
て 、 十 分 加速 し な けれ ば な り ま せん 。 加速 車線 を 通行 し 、 十 分 加速 し て か ら 本 線 車道 へ 入り まし ょ う 。 
(2) 本 線 車道 へ 入ろう と する と き は 、 本 線 車道 を 通行 し て いる 車 優先 本 線 車道 
の 進行 を 妨げ て は いけ ませ ん 。 ま た 、 本 線 車道 と 本 線 車道 が 
合流 する と ころ で 、 標 示 に より 前 方 の 本 線 車 道 の 優先 が 指定 
され て いる と き は 、 そ の 本 線 車 道 を 通行 し て いる 車 の 進行 を 
妨げ て は いけ ませ ん 。 


2-2 速度 

(1) 標識 や 標示 で 最高 速度 や 最低 速度 が 指定 され て いる と ころ で は 、 そ の 最高 速度 を 超え た り 、 
最低 速度 に 達し な い 速 度 で 運転 し こ は い け ま せん 。 

(2) 悪 天 師 の と き は 、 そ の 状況 に 応じ た 速度 で 走ら な けれ ば な り ま せん 。 長 い 時 間 高速 で 走っ た り 、 夜 間 
高速 で 走っ た り し て いる と 速度 感 が に ぷり 、 速 度 を 出し 過ぎ が ち で す 。 速 度 計 で 確か め ま し ょ う 。 

(3) 標識 や 標示 で 最高 速度 や 最低 速度 が 指定 され て いな い 高 速 自 動車 国道 の 本 線 車道 で は 、 
下 の 表 の 最高 速度 を 超え た り 、 最 低速 度 に 達し な い 速 度 で 運転 し こ は い け ま せん 。 


高速 自動 車道 国道 (本線 車道 ) に お ける 最高 速度 と 最低 速度 
自動 車 の 種類 


"中 準用 上 動車 、 軸 重量 トン 未満 また は 最大 本 時 5 トン 机 
の 人 上 動車 、 大 重症 所 量 125cC な 組 え る も の ) 
車両 総 重量 8 トン 以上 また は 最大 積載 量 5 ト ン 以上 の 貨物 自動 車 
| 大 型 特殊 自動 車 、 三 輪 の 自動 車 ( 一 輪 の 自動 車 と みなす も の を 除く ) | 
ほか の 車 を けん 引 す る と き 


備考 1 本 線 車道 が 道路 の 構造 上 往復 の 方 向 別に 分 離さ れ て いな い 区 間 で は 、 こ の 表 の 適用 は な く 、 一 般 道路 と 同じ で す 。 
2 高速 自動 車 国道 で ほか の 車 を けん 引 し て 走る こと が で きる の は 、 けん 引 す る た め の 構 造 と 装置 の ある 
車 が けん さ れる た め の 構 造 と 装置 の ある 東宮 けん 引 す る 場合 に か ぎり ます 。 
3 本 線 車道 に 接する 加速 車線 また は 減速 車線 を 通行 する 場合 の 最高 速度 は 、 本 線 車道 と 同一 と な り ま す 。 
注 自動 車 専用 道路 で は この 表 の 適用 は な く 、 一 般 道路 と 同様 に 、 公 安 委員 会 が 指定 する 速度 と な り ま す 。 


最低 速度 (km ン h) 


最高 速度 (km ン h) 
100 


50 
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(4) 車間 距離 を 十分 と っ て 走り まし ょ う 。 路 面 が 乾燥 し て いて 、 タ イヤ が 新しい 場合 は 、 時 束 
100Km で は 約 100m、 時 速 80Kkm で は 約 80m の 車間 距離 を と る 必要 が あり ます 。 ま た 、 
路面 が 雨 に ぬれ 、 タ イヤ が 減っ て いる 場合 は 、 こ の 約 2 倍 程 度 の 車間 距離 が 必要 と な る こ 
と が あり ます 。 

(5) 雨 や 雪 や 邑 な ど 悪 天候 下 で の 高速 走行 は 特に 危険 で す 。 雨 の 中 を 高速 で 走行 する と 、 ス 
リッ プ を 起こ し た り 、 タ イヤ が 浮い て 、 ハ ンド ル や ブレ ー キ が きか な く な る こと が あり ます 
(ハイ ドロ プレ ー ニ ング 現象 ) 。 ま た 寺 の 日 は 路面 が すべ りや すく 、 視 界 も 悪く な る の で 、 
高速 で の 走行 は さけ まし ょ う 。 こ れ ら 悪天候 下 で は イン ター チェ ンジ が 閉鎖 され 通行 止め 
に な る こと が あり ます の で 、 交 通 情報 に 特に 注意 し まし ょ う 。 


2-3 走行 方 法 

(1 走行 中 は 、 左 側 の 白 の 線 を めやす に し て 車両 通行 帯 の や や 左 寄 り を 通行 する よう に し ま 
し ょ う 。 後 方 の 車 が 追い 越す 場合 に 十分 な 間隔 が と れ て 、 接 触 事故 の 防止 に 役立ち ます 。 

(2) 高 束 道 路 の 路側 帯 や 路肩 を 通行 し て は いけ ませ ん 。 

(3) 登坂 車線 の ある 道路 で は 、 荷 物 を 積ん だ トラ ッ ク な ど 速 度 の 遅い 車 は 、 登 坂 車線 を 利用 し 
まし よう 。 

(4) 本 線 車 道 で は 、 転 回 (0 ター ン ) し た り 、 後 退 (パッ ク ) し た り 、 中 央 分 離 帯 を 横切っ た り し て 
は いけ ませ ん 。 

(5) 追 越し を する 場合 は 、 早 め に 合図 を し 、 師 越し 車線 の 車 の 動き な ど に 注意 し て か ら 行 いま 
し ょ う 。 特 に 、 進 路 を 戻す と き は 、 追 い 越し た 車 全体 が ルー ム ミ ラー に 映っ た こと を 確認 し 
て か ら 行 いま し ょ う 。 

(6) 臣 急 自動 車 が 本 線 車道 へ 入ろう と し て いる と き や 本 線 車 座 引 邊 動車 の 自動 還 専用 道中 
道 か ら 出 よ うと し て いる と き は 、 そ の 通行 を 妨げ て は いけ 理 電 行 通行 指定 区 間 
ませ ん 。 

() 車 の 総 重量 が 750kg を 超え る 車 を 牽引 し て いる 車 で 
率 引 する た め の 構 造 と 装置 の ある も の は 、 車 両 通行 帯 が 
設け られ た 自動 車 専用 道路 (標識 や 標示 に より 指定 され 
た 区 間 に 限り ます 。) や 高速 自動 車 国道 の 本 線 車道 で は 、 
その 最も 左側 の 車両 通行 帯 を 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 
し か し 、 高 速 自動 車 国道 で は 、 標 識 や 標示 に よっ て 通行 
区 分 が 示さ れ て いる と き は 、 そ れ に 従わ な けれ ば な り ま 
せん 。 

(8) 高速 で 走行 中 に 急 ブ レーキ を か ける こと は 、 た い へ ん 危 
険 で す 。 ブ レーキ を か ける と き は 、 一 段 低 い ギア に 落と し 
エン ジン ブレー キ を 使う こと も に 、 フ ッ ト ブ レー キ を 数 回 に 
分 け て 踏 お よう に し まし ょ う 。 

(9) 高速 走行 中 の 急 ハン ドル は さけ まし ょ う 。 

(10) 強風 の と き は 、 ハ ンド ル を 取ら れ や すい の で 速度 を 落と 
し 、 注 意 し て 運転 し まし ょ う 。 特 に 、 ト ン ネ ル や 切り 通し の 


出口 な ど で は 、 横 風 の た め に ハン ドル を 取ら れる こと が ある の で 注意 し まし ょ う 。 

(11) 高 速 で トン ネル に 入る と 、 視 力 が 急激 に 低下 する の で 、 あ ら か じ め 手 前 で 速度 を 落と し ま 
っ に 

(12) 夜間 は 、 対 向 車 と 行き 違う と き や ほ か の 車 の 直後 を 通行 し て いる と き を 除き 、 前 照 条 を 
上 向き に し て 、 落 下 物 や 交通 事故 な ど に より 停止 し た 車 を 少し で も 早く 発見 する よう に 
双 ま まう 8 

(13) あや まっ て 本 線 車道 な ど に 進入 し 、 反 対 方 向 か ら 進行 し て くる 車 や 、 歩 行者 が いる こと 
が あり ます の で 、 高 速 道 路上 に 設置 され た 道路 情報 板 な どの 情報 に 注意 し て 走行 し ま 
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2-4 駐車 、 停 車 の 禁止 な ど 

(1) 高 速 道路 で は 、 次 の 場合 の ほか は 、 駐 車 や 停車 を し て は いけ ませ ん 。 
環 怖 険 防止 な ご の た め 一 時 停止 を する と き 。 
信 改 障 な どの た め 十 分 な 幅 の ある 路肩 や 路側 帯 に や お を 得 ず 駐 停 車 す る と き 。 
⑱ パ ー キ ング エリ ア で 駐 停 車 し た り 、 料 金 の 支払 いな どの た め 停 車 す る と き 。 

(2) 高 速 道路 で 故障 、 燃 料 切れ 、 交 通 事 故 な ど に より 運転 する こと が で き な く な っ た と き は 、 
自動 車 の 後方 の 路上 に 停止 表示 器材 を 置き (歩行 が 困難 で 自動 車 の 後方 の 路上 に 停止 
表示 器材 を 置く こと が で き な い 場合 に は 、 停 止 表示 灯 に つい て は 自動 車 の 側 方 の 路上 な 
どの 後方 か ら 見 や すい 場所 に 置く こと も で きま す 。) 、 後 続 車 の 運転 者 に 停止 し て いる こ 
と が わか る よう に し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ と あわ せ て 夜間 (昼間 に お いて 視界 が 
200m 以 下 の 場合 も 同じ で す 。) は 、 非 常 点 減 表 示 灯 、 駐 車 条 や 尾灯 を つけ な けれ ば な り 
ませ ん 。 停止 表示 器材 を 置く と き に は 、 発 炎 筒 を 使っ て 合図 を する な ど 後 続 車 に 十分 注意 
し まし ょ う 。 ま た 、 風 の 強い と き な ど に 停止 表示 板 を 用 いる 場合 に は 、 倒 れ た りす る こと の 
な いよ う 必 要 な 措置 を 講じ まし ょ う 。 特 に 車体 の 後部 に 連結 し て 補強 措置 を 講ず る 場合 に 
は 、 き ちん と 連結 し まし ょ う 。 な お 、 修 理 な ど が 終わ り 現場 を 立ち 去る と き は 、 停 止 表 示 器 
材 を 置き 忘れ な いよ うに し まし ょ よう 。 

3) 故障 、 燃 料 切れ 、 交 通 事 故 な どの 理由 に より 運転 する こと が で き な く な っ た と き は 、110 
番 通報 で 警察 に 連絡 する と と も に 、 近 く の 非 常 電 話 で レッ カー 車 を 呼ぶ な ど し て 、 速 や か 
に 安全 な 場所 へ 移動 させ な けれ ば な り ま せん 。 ま た 可能 で あれ ば 、 ギ ア を ロー か セカ ン 
ド に 入れ 、 セ ル モ ー タ ー を 使っ て 路側 帯 や 路肩 へ 移動 ざ で せま し ょ う ( た だ し 、 オ ー ト マチ ッ 
ク 車 や クラッ チ ペ ダル を 踏ま な いと エン ジン が 始動 し な い 装 置 を 備え て いる 車 に は 、 こ 
の 方 法 は 使え ませ ん 。) 。 

(4) 高 速 道路 上 で 運転 する こと が で き な く な っ た 車 に と ど ま る こと は 、 後 続 車 が 衝突 する 交通 
事故 が 発生 する お それ が 大 きく 、 大 変 大 険 で す 。 必 要 な 危険 防止 措置 を こっ た 後 は 、 車 に 
残ら ず 、 ガ ー ド レー ル の 外側 な どの 安全 な 場所 に 避難 し まし ょ う 。 

(5) 高 速 道路 上 は 危険 で すか ら 、 荷 物 が 転落 、 飛 散 し た た め 、 そ の 物 を 除去 する な ど 必 要 な 措 
置 を と る と き に は 、1 10 番 通報 で 警察 に 連絡 する と と も に 、 非 常 電話 を 利用 し て 、 荷 物 の 
除去 の 依頼 な ど を し まし ょ う 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 
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2-5 本 線 車道 か ら 出る と き 

(1) あら か じ め 、 目 的 地 へ の 方 向 と 出口 を 予告 する 案 
内 標識 に 注意 し まし ょ う 。 

(2) 出口 に 近づい た と き は 、 あ ら か じ め 出 口 に 接続 す 
る 車両 通行 帯 を 通行 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 
場合 、 減 速 車線 が ある と き は 、 そ の 車線 を 通り 、 
感覚 に 頼ら ず に 速度 計 で 確か め な が ら 速 度 を 落 
と さ な け れ ば な り ま せん 。 

(3) 一 般 道 路 へ 出 た と き は 、 速 や か に 一 般 道 路 に 見 
合っ た 運転 方 法 を と り ま し ょ う 。 特 に 、 高 速 運転 に 
慣れ た 後 は 速度 を 出し 過ぎ に な り が ち で すか ら 、 
速度 に は 十分 注意 し まし ょ う 。 


方 面 、 車 線 と 出口 の 予告 


この 章 は 、 二 輸 車 を 運転 する 人 に 特に 知っ て いた だ きた い 運 転 の 方 法 を 掲げ て いま す の で 、 
運転 する 前 の 心得 や 一 般 的 な 運転 の 方 法 な ど に つい て は 、 自 動車 と 一 般 原動機 付 自転 車 の 
と ころ (第 2 章 一 第 5 章 ) を 参照 し こく だ さい 。 な お 二輪車 と は 、 大 型 自動 二輪 車 、 普 通 自動 二 
輪 車 及 び 一 般 原 動機 付 自 転 車 の こと を いい ます 。 


1 二輪 車 の 運転 者 の 心得 

一 輸 車 は 、 体 で 安定 を 保ち な が ら 走 り 、 停 止 す れ ば 安定 を 失う と いう 構造 上 の 特性 を 持っ て 
いる た め 、 四 輪 車 と は 違っ た 運転 技術 を 必要 と し ます 。 ま た 、 二 輸 車 の 動き が 四 輪 車 か ら は 見 
えな いこ と が ある の で 、 ま わり の 交通 の 動き に つい て いっ そう の 注意 が 必要 と な り ま す 。 手 軽 
な 乗り 物 で ある と 気 を 許さ な いで 、 常 に 慎重 に 運転 し まし ょ う 。 


1-1 車種 の 選定 

(1) 体格 に 合っ た 車種 を 選 点 よう に し まし ょ う 。 体 力 に 自信 が あっ て も いき な り 大 型 車 に 乗る 
の は 危険 で す 。 最 初 は 小型 の 車種 か ら 始め 、 熱 練 度 に 応じ て 大 型 の 車種 に 乗る よう に し ま 
よら 55 
車種 の 選定 に あたっ て は 、 次 の こと が で きる か どう か を 確か め ま し ょ う 。 
信平 地 で セン ター スタ ンド を 立て る こと が 楽に で きる こと 。 
信 二 輪 車 に また が っ た と き 、 両 足 の つま 先 が 地 面 に 届く こと 。 
人 で 8 の 字 型 に 押し て 歩く こと が 完全 に で きる こと 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


(2) 大 型 自動 二輪 車 や 普通 自動 二輪 車 の 二 人 乗り を する 場合 に 
は 、 後 部 座席 に ゆとり が ある 車種 を 選ぶ よう に し まし ょ う 。 


1--2 乗車 用 ヘル メッ ト の 着用 競 

乗車 用 ヘル メッ ト を か ぶら な いで 大 型 自動 二輪 車 や 普通 自動 二輪 車 や 一 般 原動機 付 自転 車 
を 運転 し こ て は いけ ませ ん 。 ま た 、 乗 車 用 ヘル メッ ト を か ぶら な い 者 を 乗せ て 大 型 自 動 二 輸 車 
や 普通 自動 二輪 車 を 運転 し こ は い け ま せん 。 乗 車 用 ヘル メッ ト は 、PS (Cc) マー ク か JIS マー ク 
の つい た も の を 使い 、 あ ご ひも を 確実 に 締め る な ど 正 し く 区 用 し まし ょ う 。 工 事 用 安全 帽 は 
乗車 用 ヘル メッ ト で は あり ませ ん 。 


1 一 3 服装 な ど 

二輪 車 に 乗る と き は 、 体 の 酷 出 が な る べく 少な く な る よう な 服装 を し 、 で きる だ け プ ロ テ ク フ 
ター を 着用 し まし ょ う 。 大 型 自動 二輪 車 や 普通 自動 二輪 車 の 同乗 者 に つい て も 同様 で す 。 ま 
た 、 ほ か の 運転 者 か ら 見 て 、 よ く 目 に つき や すい も の を 着用 する よう に し まし ょ う 。 夜 間 は 、 反 
射 性 の 衣服 また は 反射 材 の つい た 乗車 用 ヘル メッ ト を 着用 する よう に し まし ょ う 。 


1-4 二 人 乗り の 禁止 

次 の 場合 に は 、 二 人 乗り を し て は いけ ませ ん 。 

(1) 大 型 自動 一 輪 車 や 普通 自動 一 輪 車 で 後部 座席 が な いも の や 一 般 原動機 付 自転 車 を 運転 
する と き 。 

(2) 大 型 二輪 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いな い 者 が 大 型 自動 二輪 車 や 普通 自動 二輪 車 を 
運転 する と き 。 (た だ し 、 普 通 二輪 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いる 場合 は 二 人 乗り を する 
こと が で きま す 。) 

(3) 普 通 二輪 免許 を 受け て 1 年 を 経過 し て いな い 者 が 普通 自動 一 輪 車 を 運転 する と き 。 

(4) 大 型 二 輸 免許 を 受け た 者 で 、20 歳 未満 の 者 また は 大 型 二輪 免許 を 受け て いた 期間 が 3 
年 未満 の 者 が 、 高 速 道路 で 大 型 自動 二輪 車 や 普通 自動 二輪 車 を 運転 する と き 。( た だ し 、 
20 歳 以上 で 、 か つ 、 普 通 二輪 免許 を 受け て 3 年 を 経過 し て いる 場合 は 二 人 乗り を する こと 
GSe ま 9 

(5) 普通 一 輪 免許 を 受け た 者 で 、20 歳 未満 の 者 また は 普通 二輪 免許 を 受け て いた 期間 が 3 
年 未満 の 者 が 、 高 速 道路 で 普通 自動 二輪 車 を 運転 する と き 。 


1-5 二 人 乗 り を する と き の 心 得 

大 型 自動 二輪 車 や 普通 自動 二輪 車 の 二 人 乗り は 、 一 人 乗り と 比べ て 運転 特性 に 違い が み ら れ 
る 面 が あり ます 。 二 人 乗り が 禁止 され て いな い 場 合 で あっ て も 、 二 人 乗り は 一 人 乗り で の 運転 
に 習 熟 し こ か ら す る よう に し まし ょ う 。 ま た 、 二 人 乗り に 関す る 講習 を 受講 する よう に し まし ょ う 。 


輸 
車 
の 
運 
転 
の 
方 
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1-6 二輪車 の 点検 

点検 に あたっ て は 次 の こと が ら を 確か め ま 

じ ま う 。 

(1) プ レー キ の あそび や きき は 十分 か 。 

(2) 車輪 に ガタ や ゆがみ は な いか 。 

(3) タ イヤ の 空気 圧 は 適正 か 。 

(4) チ ェ ー ン が ゆる み 過 ぎざぎざ て いた り 、 張 り 過 
ぎ て いた り し な いか (ゆる み は 、 チ ェ ー ン 
の 中 央 部 を 指 で 押し て みて 調べ る 。) 。 適 
当 な 注油 が な され て いる か 。 

(5) ハン ドル が 重く な いか 。 ワ イヤ ー が 引っ か 
か っ て いな いか 。 ガ タ は な いか 。 

6) 灯火 は すべ て 正常 に 働く か 。 

(7) パ ッ ク ミ ラー は 、 よ く 調 整 さ れ て いる か 。 アメ 1P29 チェ ンジ ペダル 

(8) マフ ラー は 、 完 全 に 取り つけ られ て いる か 。 破 損し て いな いか 。 


2 正しい 乗り 方 


次 の 点 に 注意 し 、 運 転 し や すい 正しい 乗車 姿勢 を と り ま し よう 。 

(1) ス テッ プ に 土踏まず を の せ て 、 足 の 裏 が ほぼ 水平 に な る よう に す 
る 。 ま た 、 足 先 が ま っ すぐ 前 方 を 向く よう に し て 、 タ ンク を 両 ひ ざ で 
し め る 。 

(2) 手 首 を さげ て 、 ハ ンド ル を 前 に 押す よう な 気持 ち で グリ ッ プ を 軽く 
持つ 。 

(3) 肩 の 力 を 抜き 、 ひ じ を わずか に 曲げ る 。 

(4) 育 すじ を 伸ばし 、 視 線 は 先 の 方 へ 向け る 。 


3 安全 な 運転 の 方 法 

二輪 車 は 機動 性 に 富ん で いま す が 、 車 の 間 を ぬっ て 走っ た り 、 ジ グ ザ 運転 、 無 理 な 追 越し や 
割込み を し た り し て は いけ ませ ん 。 そ の よう な 運転 方 法 は 極め て 危険 で め る ば か り で な く 、 
周囲 の 運転 者 に も 不安 を 与え ます 。 車 間 距 離 や 側 方 間隔 を 十分 に 保ち まし ょ う 。 交 通 滞 の 
と き な ど に は 、 前 の 車 に 乗っ て いる 人 が 切 に ドア を 開け た り 、 歩 行者 が 車 の 間 か ら 飛 び 出 し た 
りす る こと が ある の で 注意 し まし ょ う 。 ま た 、 げ た や サン ダル な ど ご 運転 の 妨げ に な る 履物 を 
履い て 運転 し て は いけ ませ ん 。 


3-1 カー ブ で の 運転 方 法 
(1) カ ー ブ の 手前 の 直線 部 分 で 、 あ ら か じ め 十 分 速度 を 落と し まし ょ う 。 ま た 、 カ ー ブ で は 右側 
部 分 に は み 出さ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


(2) 曲 が る と き は 、 ハ ンド ル を 切る の で は な く 、 車 体 を 傾け る こと に よっ て 自然 に 曲がる よう な 
要領 で 行い まし ょ う 。 

(3) カ ー ブ の 途中 で は 、 ス ロッ トル で 速度 を 加減 し まし ょ よう 。 フ ラッ チ を 切ら な いで 常に 車 輸 に 
エン ジン の 力 を か け て お き 、 カ ー ブ の 後半 で 前 方 の 安全 を 確か め て か ら 、 や や 加速 する よ 
うに し まし よう 。 


3-2 ぬか る み 、 砂 利 道 な ど で の 運転 方 法 

(1) ぬ か る みや 砂利 道 な ど で は 、 低 速 ギ ア な ど を 使っ て 速度 を 落と し て 通行 し まし ょ う 。 

(2) ブ レー キ を か けた り 、 急 に 加速 し た り 、 大 き な ハ ンド ル 操 作 を し た り し な いよ うに し まし ょ よう 。 
スロ ッ ト ル で 速度 を 一 定 に 保ち 、 パ ラン ス を と りな が ら 通 行 し まし ょ う 。 


3-3 右折 する と き の 運 転 
(1) 大型 自 動 二 輪 車 や 普通 自動 二輪 車 の 右折 

交差 点 (環状 交差 点 を 除き ます 。) で 右折 し よう と する と き は 、 あ ら か じ め で きる だ け 道 路 

の 中 央 に 寄り 、 交 差 点 の 中 心 の すぐ 内 側 を 徐行 し な が ら 進行 し な けれ ば な り ま せん 。 幅 の 

広い 道路 で 右折 し よう と する と き ( 環 状 交差 点 で 右折 し よう と する と き を 除き ます 。) は 、 

十分 手前 の と ころ か ら 徐 々 に 右折 の 車線 に 移る よう に し まし ょ う 。 急 に 左側 の 車線 か ら 

右側 の 車線 に 移動 する と 極め て 危険 で す 。 

(2) 一 般 原 動機 付 自転 車 の 右折 

交差 点 (環状 交差 点 を 除き ます 。) で の 右折 は 、 次 の 方 法 で し な けれ ば な り ま せん 。 

@ 二 段階 の 右折 方 法 二村 自転車 ” 一般 原動機 付 自転 車 

[一 般 原 動機 付 自転 車 の 右折 方 法 (一 段階 」 の 7 に 下 科 大 カ 法 ON 四 り 
標識 の ある 道路 や 車両 通行 帯 ( 交 差 点 の 付近 
に 設け られ た 右左 折 の た め の 車 両 通 行 帯 を 含 
み ま す 。) が 3 以上 ある 道路 (「 一 般 原動機 付 自 
転 車 の 右折 方 法 (小回り )」 の 標識 の ある 道路 (P.111 の 35 の 2) (P.111 の 35 の 3) 
を 除き ます 。) の 信号 機 な ど に より 交通 整理 の 
行わ れ て いる 交差 点 で は 、 あ ら か じ め で きる だ 
け 道 路 の 左端 に 寄っ て 、 そ の 交差 点 の 手前 の 
側 端 か ら 30m の 地点 に 達し た と き に 右折 の 合 ー ク 崇 前 CGNKGE 
図 を 行い 、 青 信号 で 徐行 し な が ら 交 差 点 の 向 こ 
う 側 まで まっ すぐ に 進み 、 そ の 地点 で 止ま っ て 
右 に 向き を 変え 、 こ こ で 合図 を や め 、 前 方 の 信 
号 が 青 に な っ て か ら 進 お よう に し な けれ ば な り 
ませ ん 。 な お 、 こ の よう な 場合 は 、 青 の 矢印 の 人 
信号 に よっ て 右折 する こと は で きま せん 。 一 般 原 動機 付 自転 車 の 二 段 階 右折 

代 小 回 り の 右折 方 法 
「 一 般 原 動機 付 自転 車 の 右折 方 法 ( 小 回 り )」 の 標識 の ある 道路 の 交差 点 な ど 上 記 
( 二 段 階 の 右折 方 法 ) 以外 の 交差 点 で は 、 あ ら か じ め で きる だ け 道 路 の 中 央 に 寄り 、 
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交差 点 の 中 心 の すぐ 内 側 を 徐行 し な が ら 進 行 し な けれ ば な り ま せん 。 幅 の 広い 道路 
で 右折 し よう と する と き は 、 十 分 手前 の と ころ か ら 人 徐々 に 右折 の 車線 に 移る よう に し 
まし ょ う 。 切 に 左側 の 車線 か ら 右側 の 車線 に 移動 する と 極め て 危険 で す 。 な お 、 こ の よ 
うな 場合 は 、 青 の 矢印 の 信号 に 従っ て 右折 する こと が で きま す 。 


4 ブレ ー キ の か が け 方 


4ー1 。 誠 。 法 

ブレ ー キ の か け 方 に は 次 の 3 つが あり ます 。 

(1) ブ レー キレ バー を 使う 前 輪 ブ レー キ 。 

(2) ブ レー キ ペ ダル また は ブレ ー キ レバ ー を 使う 後 輸 ブ レー キ 。 

(3) スロ ッ ト ル (アク セル ) の 戻し また は シフ ト ダ ウン (低速 ギア に 入れ る こと ) に よる エン ジン 
プレ デー キ 。 


4 一 2 ブレ ー キ を か ける と き の 注 意 

(1) プ レー キ を か ける と き は 、 車 体 を 垂直 に 保ち 、 ハ ンド ル を 切ら な い 状 態 で 、 エ ンジ ン ブ レ ー 
キ を きか せな が ら 前 後 輪 の ブレ ー キ を 同時 に か け ま し ょ う 。 こ の と き 乗 車 姿 勢 を 正しく 
保 た な いと 前 の め り に な り ま す 。 

(2) 乾 燥 し た 路面 で ブレ ー キ を か ける と き は 、 前 輪 ブ レー キ を や や 強く 、 路 面 が すべ りや すい 
と き は 、 後 輪 ブ レー キ を や や 強く か け ま し ょ う 。 

(3) エ ンジ ダン ブ レ ー キ は 、 低 速 ギ ア に な る ほど 制動 力 が 大 きく な り ま す 。 し か し 、 ギ ア を いき 
な り 高 速 か ら ロー に 入れ る と エン ジン を いた め た り 、 転 倒し た りす る お それ が あり ます 
の で 、 順 序 よ く シ フト ダウ ン し まし ょ う 。 

(4) 急 ブレ ー キ を か ける と 、 車 輪 の 回 転 が 止ま り 、 横 すべ り を 起こ す 原 因 に な り ま す 。 ブ レー キ 
は 数 回 に 分 け て 使い まし ょ う 。 


5 オー トマ チッ ク 二 輸 車 の 運転 


オー トマ チッ ク 二 輪 車 は 、 マ ニュ アル 二 輸 車 と 運転 の 方 法 が 異な る と ころ が あり 、 そ れ を 知ら 
な いと 思い が け な い 事故 を 起こ すこ と が ある の で 注意 し まし よう 。 


5-1 運転 に あめ た っ て の 心構え 

オー トマ チッ ク 二 輸 車 の 運転 に は 、 フ ラッ チ 操作 が いら な い の で 、 そ の 分 操作 の 負担 が 軽減 
され 、 運 転 が 楽に より ます が 、 安 易 な 気持 ち で 取り 扱っ て は いけ ませ ん 。 オ ー ト マチ ッ フ ク 二輪 
車 の 運転 の 基本 を 理解 し 、 正 確 に 操作 する こと が 安全 運転 の た め に 必要 で す 。 


5-2 発 准 
クラ ッ チ 操作 が いら な い 分 、 ス ロッ トル を 急 に 回 転 さ せる と 急 発 進 す る 危険 が め あります ので 
注意 し まし ょ う 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


5-3 低速 で 走行 する と き 

オー トマ チッ ク 二 輸 車 に 無 段 変速 装置 が 採用 され て いる 場合 、 エ ンジ ン の 回 転 数 が 低い と き に は 、 
車輪 に エン ジン の 力 が 伝わり に くい 特性 が あり ます 。 こ の た め 、 低 速 で 走行 し て いる 際 に スロ ッ ト ル 
を 完全 に 戻す と 車輪 に エン ジン の 力 が 伝わら な く な り 、 安 定 を 失う こと が ある の で 注意 し まし ょ う 。 


6 その 他 注 意 し な けれ ば な ら な いこ と 

6-1 改造 の 禁止 

変形 ハン ドル は 運転 の 妨げ と な り 、 ま た 、 マ フラ ー を 取り は ず し た り 、 切 断 し た り 、 マ フラ ー の 記 を 抜 
いた り 、 マ フラ ー に 穴 を 開け た りす る と 騒音 が 大 きく な る の で 、 こ の よう な 改造 を し て は いけ ませ ん 。 


6-2 ペダ ル 付 き 原 動機 付 自転 車 

ペダ ル 付 き 原 動機 付 自転 車 ( ペ ダル が 備え られ て いる 原動機 付 
自転 車 を いい ます 。) を 原動機 を 作動 させ ず に ペダ ル を 用 いて 
運転 する 場合 で あっ て も 、 原 動機 付 自転 車 と し て 扱わ れ ま す 。 

※ 定 格 出力 に よっ て は 自動 車 に 該当 する も の も あり ます 。 


6-3 押し て 歩く と き 
二 輸 車 を 押し て 歩く と き は 、 歩 行者 と し て 扱わ れ ま す 。 し か し 、 エ ンジ ン を か け て いる も の や ほか の 
車 を けん 引 し て いる も の や 側 車 つ を の も の を 押し て いる と き は 、 歩 行者 と し て は 扱わ れ ま せん 。 


1 旅客 な ど 利 用 客 の 保護 
(1) 旅客 自動 車 ( パ バス 、 タ フク シー、 ハ イヤ ー) や 代行 運転 自動 車 の 運転 者 は 、 常 に 旅客 な ど 利用 客 の 
安全 を 考え 、 ほ か の 車 や 歩行 者 が 危険 な 行動 に 出 て も 交通 事故 を さけ る こと が で きる よう 
慎重 に 運転 し まし ょ う 。 ま た 、 利 用 客 に ショ ッ ク を 与え な いよ う 切 プ レー キ や 意 発進 を さけ る と 
と も に 、 悪 路 で ゆれ る よう な 場合 な ど に は 、 事 前 に 利用 客 に 声 を か け 注 意 を 促し まし ょ う 。 
(2) 旅客 自動 車 を 運転 する 場合 は 、 特 に 次 の こと が ら を 守り まし ょ う 。 
仙 病 気 や 疲れ な どの 理由 に より 安全 運転 が で き な い お それ が ある と き は 、 そ の 旨 を 事業 者 に 申し 出る こと 。 
@ 運 転 中 重大 な 故障 を 発見 し た と き や 重 大 な 事故 が 発生 する お それ が ある と き は 、 た だ 
ち に 運転 を 中 止 する こと 。 
人 @ 坂 道 で 車 か ら 離れ る と き や 危 険 な 場所 を 通過 する と き は 、 旅 客 を 降ろ すこ と 。 
信 改 障 な どの た め 踏 切 内 で 動か な く な っ た と き は 、 速 や か に 旅客 を 誘導 し て 退避 させ る 
と と も に 、 発 炎 筒 な ど で 列 車 に 合図 を する こと 。 
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人 業務 を 交代 する と き は 、 人 道路 や 車 の 状況 に つい て 申し 継ぎ を する こと 。 申 し 継ぎ を 受け 
た 運転 者 は 、 ハ ンド ル 、 プ レー キ な どの 機能 こつ いて 点検 する こと 。 

の 乗降 の ドア は 、 停 車 を 確認 し た 後 で 開き 、 ま た 確実 に 閉め て か ら 発車 する こと 。 

念 事故 が 起き た と き は 、 応 切 救護 処置 や 遣 留 品 の 保管 な ど 負 傷 者 の 保護 に あたる こと 。 

信 運 転 操作 が 円 滑 に 行え な く な る お それ が ある 服装 を し な いこ と 。 

@ バ ス の 運転 者 は 、 発 車 する に あたり 、 そ の 直前 に 安全 が 確認 で きた 場合 を 除き 、 警 音 器 を 吹鳴 する こと 。 

⑱ パ バス に 車掌 が 乗務 し て いる 場合 は 、 発 車 は 、 車 掌 の 合図 に よっ て 行い 、 警 報 装置 の 設備 や 踏切 
警 手 の 配置 の な い 踏 切 を 通過 する と き や バ ス を 後退 させ る と き は 車掌 の 誘導 を 受け る こと 。 


2 その 他 の 心得 

この ほか 、 旅 客 自動 車 な どの 運転 者 その 他 の 乗務 員 や 事業 者 は 、 次 の こと が ら を 守り まし よう 。 

(1) 路 線 パ ス は 、 夜 間 、 道 路 を 通行 する と き は 、 室 内 灯 を つけ る こと 。 

(2) バ パス の 運転 者 は 、 旅 客 の いる バス の 走行 中 は 、 職 務 に 必要 の な い 話 は し な いよ うに する こと 。 

(3) タク シー の 運転 者 は 、 食 事 や 休憩 、 回 送 の た め 旅 客 を 乗せ する こと が で き な い と き は 、 回 送 板 を 掲示 する こと 。 

(4) 乗務 距離 の 最高 限度 が 定め られ て いる タク シー の 運転 者 は 、 そ の 最高 限度 を 守る こと 。 

(5) 旅客 自動 車 の 乗務 員 は 、 旅 客 の いる 車内 で は 喫煙 し な いこ と 。 

(6) 旅客 自動 車 の 事業 者 は 、 ガ ソリ ン 、 灯 油 、 塩 酸 な ど で 危 険 な 状態 の も の を 持っ て いる 者 を 
乗車 させ な いこ と 。 

(7) バ パス の 乗務 員 は 、 旅 客 が 車内 で 法令 の 規定 な ど に 反する 行 潟 を する と き は 、 こ れ を 制止 
する な ど 必 要 な 措置 を と る こと 。 

(8) 旅客 自動 車 の 事業 者 は 、 旅 客 自動 車 が 踏切 を 通行 する と き は 、 赤 色 旗 、 赤 ラン プ な どの 非 
常 信号 用 具 を 備え つけ る こと 。 代行 運転 自動車 本職 

(9) 旅客 自動 車 の 運転 者 は 、 一 日 一 回 、 運 行 の 開始 前 に 日 常 点 検 を 
実施 し 、 ま た は その 確認 を し 、 事 業者 に その 結果 を 報告 する こと 。 

(10) 代行 運転 自動 車 の 運転 者 は 、 代 行 運転 自動 車 標識 を 表示 し な 
けれ ば な ら な いこ と 。 


We 』 ・、 パ 


交通 事故 故障 、 災 害 な どの と き < っ 


1 交通 事故 の と き 


1-1 運転 者 な どの 義務 

交通 事故 が 起き た と き は 、 運 転 者 や 乗務 員 は 次 の よう な 措置 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 

(1) 事故 の 続発 を 防ぐ た め 、 他 の 交通 の 妨げ に な ら な いよ うな 安全 な 場所 (路肩 、 空 地 な ど ) 
に 車 を 止め 、 エ ンジ ン を 切る 。 

(2) 負傷 者 が いる 場合 は 、 医 師 、 救 急 車 な ど が 到着 する まで の 間 、 ガ ー ゼ や 清潔 な ハン カチ な 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


ど で 止 血 す る な ど 、 可 能 な 応急 救護 処置 を 行う 。 こ の 場合 、 お や み に 負 傷 者 を 動か さ な い 
(特に 頭 部 に 傷 を 受け て いる と き は 動か さ な い 。) よう に する 。 た だ し 、 後 続 事故 の お それ 
が ある 場合 は 、 早 く 負 傷 者 を 救出 し て 安全 な 場所 に 移動 させ る 。 

(3) 事故 が 発生 し た 場所 、 負 傷 者 数 や 負傷 の 程度 、 物 の 損壊 の 程度 、 事 故に あっ た 車 の 積載 
物 な ど を 警察 官 に 報告 し 、 指 示 を 受け る 。 な お 、 緊 急 自動 車 、 け が 人 や 病人 を 運搬 中 の 車 
や 、 乗 合 バ ス な どの 運転 者 は 、 業 務 の た め に 引き 続き その 車 を 運転 する 必要 が ある と き 
は 、 他 の 乗務 員 に 負傷 者 の 救護 や 警察 官 へ の 報告 な ど 必 要 な 措置 を 行わ むせ て 、 運 転 を 続 
ける こと が で きる 。 


1-2 医師 の 診断 を 受け る こと 
軽い けが で も 、 必 ず 警 察 官 に 届け 、 外 傷 が な く て も 頭 部 な ど に 強い 衝撃 を 受け た と き は 、 医 
師 の 診断 を 受け まし ょ う 。 後 に な っ て 後遺 症 が 起き て 困る こと が あり ます 。 


1-3 現場 に 居合 わせ た 人 の 協力 

(1) 交 通 事故 の 現場 に 居合 わせ た 人 は 、 人 負傷 者 の 救護 、 事 故 車両 の 移動 な ど に つい て 進ん で 
協力 し まし ょ う 。 

(2) ひ き 逃 げ を 見 か けた と き は 、 負 傷 者 を 救護 する と と も に 、 そ の 車 の ナン バー、 車 種 、 色 な ど 
車 の 特徴 を 110 番 通報 な ど で 入 察 官 に 届け 出 ま し ょ う 。 

(3) 事故 現場 に は 、 ガ ソリ ン が 流れ た り 、 積 荷 に 危険 物 が あっ た りす る の で 、 た ば こ を 吸っ た 
り 、 マ ッ チ を 捨て た り し な いよ うに し まし ょ う 。 


1-4 交通 事故 に つい て の 相談 
各 都 道府県 の 交通 安全 活動 推進 セン ター (裏表 紙 参照 ) は 、 交 通 事 故に つい て の 相談 に 応じ 
て いま す の で 、 利 用 し まし ょ う 。 


2 故障 な どの と き 


(1) 車 が 故障 し た と き や 、 燃 料 、 冷 却 水 な ど が 切れ た と き は 、 他 の 交通 の 妨げ に な ら な い 場 所 
に 駐車 し 、 速 や か に 修理 また は 補給 の 措置 を と り ま し ょ う 。 高 速 道路 で や む を 得 ず 駐車 す 
る 場合 に は 、 ほ か の 車 の 走行 の 妨害 に な ら な いよ う 路 肩 ま た は 路 側帯 に 車 を 駐車 させ な 
けれ ば な り ま せん 。 

(2) 夜間 や お を 得 ず 一 般 道路 で 駐車 する 場合 に は 、 非 常 点滅 表示 灯 な ど を つけ る か 、 停 止 表 
示 器 材 を 置く な ど 、 ほ か の 車 に 停止 し て いる こと が わか る よう に し な けれ ば な り ま せん 。 
昼間 、 一 般 道 路 で 駐車 する 場合 に も 、 停 止 表示 器材 を 置い た り 、 ト ラン ク を 開け た り し て 
駐車 し こい る こと を 表示 する よう に し まし ょ う 。 

(3) 高 速 道 路 で や お を 得 ず 駐車 する 場合 に は 、 時 間 帯 に 応じ て 、 昼 間 用 また は 夜間 用 の 停止 
表示 器材 を 車 の 後方 に 置か な けれ ば な り ま せん (歩行 が 困難 で 自動 車 の 後方 の 路上 に 
停止 表示 器材 を 置く こと が で き な い 場合 に は 、 停 止 表 示 灯 に つい て は 自動 車 の 側 方 の 路 
上 な どの 後方 か ら 見 や すい 場所 に 置く こと も で きま す 。)。 
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借 夜 間 の 場合 、 非 常 点滅 表示 灯 、 駐 車 灯 また は 尾灯 を あわ せ て つけ な けれ ば な り ま せん 。 

人 @ 停 止 表 示 器 材 を 置く と き に は 、 発 炎 筒 を 使っ て 合図 を する な ど 後 続 車 に 十分 注意 し ま 
しよう 。 

(4) 道路 に 故障 車両 を 放置 する こと は 、 追 突 事故 な どの 原因 と な り 非常 に 危険 で す 。 

借 停 止 表 示 器 材 を 置く な ど 、 一 次 措置 を 終え る と すぐ に 、 近 く の 電 話 な ど で JAF (日 本 自動 
車 連盟 ) や 修理 業者 な どの 車 を 呼ん で 、 速 や か に 道路 外 へ 移動 で せる よう に し まし ょ う 。 

信 や お む を 得 ず 一 般 車 両 で けん 引 す る と き は 、 け ん 引 す る 車 と 故障 車 の 間 に 安 全 な 間隔 
(5m 以 内 ) を 保ち な が ら 丈 夫 な 
ロー プ な ど で 確 実に つなぎ 、 ロ ー プ 
に 白い 布 (30cm 平 方 以上 ) を 付け 


5| 
な けれ ば な り ま せん 。 し - 還 和 ーー 


3 災害 な どの と き 


3-1 地震 災害 に 関す る 警戒 宣言 が 発せ られ た と き 
大 規模 地震 対策 特別 措置 法 に より 、 大 規模 な 地 居 災害 が 生じ る お それ の ある 地域 が 強化 地域 
(地震 防災 対策 強化 地域 を いい ます 。) と し て 指定 され ます 。 現 在 の と ころ 、 東 海 地 須 に 関し て 静岡 
県 の 全域 と 東京 、 神 奈川 、 山 梨 、 長 野 、 岐 阜 、 愛 知 、 三 重 の 7 都 県 の 一 部 が 指定 され て いま す 。 こ の 
強化 地域 に お いて 、 大 規模 な 地震 の 発生 する お それ が 迫っ て お り 、 か つ 、 地 民 防 災 応 急 対 策 を 実 
施す る こと が 四 急 に 必要 で ある と き は 、 内 閣 総理 大 臣 が 警戒 宣言 発する こと に な っ て いま す 。 
警戒 宣言 が 発せ られ た 場合 、 強 化 地域 内 で の 一 般 車両 の 通行 は 禁止 され 、 ま た は 制限 され 
ます 。 強 化 地域 内 の 運転 者 は 、 次 の よう な 措置 を と る よう に し まし よう 。 
(1) 車 を 運転 中 に 警 戒 宣言 が 発せ られ た と き 
人 @ 普 戒 宣言 が 発せ られ た こと を 知っ た と き は 、 地 震 の 発生 に 備え て 、 あ わ て る こと な く 、 低 
速 で 走行 する と と も に 、 カ ー ラ ジオ 等 に より 継続 し て 地 民 情 報 や 交通 情報 を 聞き 、 そ の 
情報 に 応じ て 行動 する こと 。 
@ 車 を 置い て 避難 する と き は 、 で きる だ け 道 路 外 の 場所 に 移動 し て お く こ と 。 や お を 得 ず 
道路 上 に 置い て 避難 する と き は 、 道 路 の 左側 に 寄せ て 駐車 し 、 エ ンジ ン を 止め 、 エ ンジ 
ン キ ー は つけ た まま と する が 運転 席 な どの 車内 の 分 か りや すい 場所 に 置い て こ お く こと 
と し 、 窓 を 閉め 、 ド ア は ロッ ク し な いこ と 。 駐 車 す る と き は 、 避 難 す る 人 の 通行 や 地震 防災 
亡 対策 の 実施 の 妨げ と な る よう な 場所 に は 駐車 し な いこ と 。 
(2) 車 を 運転 中 以外 の 場合 に 警戒 宣言 が 発せ は られ た と き 
津波 か ら 避 難 す る た め や お を 得 な い 場 合 を 除き 、 避 難 の た め に 車 を 使用 し な いこ と 。 


3-2 緊 如 地 震 速報 が 発表 され た と き 

緊急 地震 速報 は 、 気 象 庁 が 、 予 想 され る 地震 動 の 大 き さ が お お お むね 民度 5 弱 以 上 で ある 場合 な ど に 、 
農 度 4 以上 を 予想 し た 区 域 な ど を 、 そ の ゆれ が くる 前 に 発表 する も の で す 。 車 を 運転 中 に 緊急 地震 束 
報 が 発表 され た こと を 知っ た と き は 、 運 転 者 は 、 周 囲 の 状況 に 応じ て 、 あ わ て る こと な く 、 非 常 点 滅 表 示 
灯 を つけ る な ど し て 周囲 の 車 に 注意 を 促し た 後 、 急 ブ プレー キ を さけ 、 ゆ る や か に 速度 を 落と し まし ょ う 。 


3-3 大 地震 が 発生 し た と き 
大 地震 が 発生 し た 場合 、 運 転 者 は 次 の よう な 措置 を と る よう に し まし ょ う 。 
(1) 車 を 運転 中 に 大 地 居 が 発生 し た と き 
信 急 ハン ドル 、 急 ブ プレー キ を さけ る な ど 、 で きる だ け 安 全 な 方 法 に より 道路 の 左側 に 停止 
させ る こと 。 
@ 停 止 後 は 、 カ ー ラ ジオ 等 に より 地震 情報 や 交通 情報 を 聞き 、 そ の 情報 や 周囲 の 状況 に 
応じ て 行動 する こと 。 
引き 続き 車 を 運転 する と き は 、 道 路 の 損壊 、 信 号機 の 作動 停止 、 道 路上 の 障害 物 な ど に 
十分 注意 する こと 。 
人 @ 車 を 置い て 避難 する と き は 、 で きる だ け 道 路 外 の 場所 に 移動 し てこ おく こと 。 や お を 得 ず 
道路 上 に 置い て 避難 する と き は 、 道 路 の 左側 に 寄せ て 駐車 し 、 エ ンジ ン を 止め 、 エ ンジ 
ン キ ー は つけ た まま と する か が 運転 席 な どの 車内 の 分 か りや すい 場所 に 置い こ お く こと 
と し 、 窓 を 閉め 、 ド ア は ロッ ク し な いこ と 。 駐 車 す る と き は 、 避 難 す る 人 の 通行 や 災害 応急 
対策 の 実施 の 妨げ と な る よう な 場所 に は 駐車 し な いこ と 。 
(2) 車 を 運転 中 以外 の 場合 に 大 地震 が 発生 し た と き 
@ 津 波 か ら 避 難 す る た め や お を 得 な い 場 合 を 除き 、 避 難 の た め に 車 を 使用 し な いこ と 。 
人 津波 か ら 避 難 す る た め や お む を 得 ず 車 を 使用 する と き は 、 道 路 の 損壊 、 信 号機 の 作動 停 
止 、 道 路上 の 障害 物 な ど に 十分 注意 し な が ら 運 転 す る こと 。 


3-4 災害 が 発生 し た と き な ど に 災害 対策 基本 法 に よる 交通 の 規制 が 行 
われ た と き な ど 
災害 対策 基本 法 に より 、 災 害 が 発生 し 、 又 は まさ に 発生 し よう と し て いる 都 道 府 県 ( こ れ に 
隣接 し また は 近接 する 都 道 府 県 を 含む お 。) に お いて 、 災 害 応急 対策 が 的 確か つ 円 滑 に 行わ 
れる よう に する た め 緊 急 の 必要 が ある と き は 、 上 緊急 通行 車両 以外 の 車両 の 通行 が 禁止 され 、 
又は 制限 され ます 。 
また 、 原 子 力 災 害 対策 特別 措置 法 に より 、 原 子 力 緊 急 事 態 宣 言 が あめ っ た と きか ら 原 子 力 緊 女 
事態 解除 宣言 が あめ る まで の 間 に つ いて も 同様 で す 。 
この 交通 の 規制 が 行わ れ た 場合 、 通 行 禁止 区 域 等 (交通 の 規制 が 行わ れ て いる 区 域 又 は 
道路 の 区 間 を いい ます 。) 内 の 一 般 車両 の 運転 者 は 次 の 措置 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 
(1) 速 や か に 、 車 を 次 の 場所 へ 移動 させ る こと 。 
久道 路 の 区 間 を 指定 し て 交通 の 規制 が 行わ れ た と き は 、 規 制 が 行わ れ て いる 道路 の 区 間 
以外 の 場所 
念 区 域 を 指定 し て 交通 の 規制 が 行わ むれ た と き は 、 道 路 外 の 場所 
(2) 速やか な 移動 が 困難 な と き は 、 車 を で きる だ け 道 路 の 左端 に 沿っ て 駐車 する な ど 、 緊 急 
通行 車両 の 通行 の 妨害 と な ら な い 方 法 に より 駐車 する こと 。 
(3) 警察 官 の 指示 を 受け た と き は 、 そ の 指示 に 従っ て 車 を 移動 また は 駐車 する こと 。 
な お 、 警 察 官 は 、 通 行 禁止 区 域 等 に お いて 車 な ど が 緊急 通行 車両 の 通行 の 妨害 こと な っ て 
いる と き は 、 そ の 車 の 運転 者 な ど に 対し て 必要 な 措置 を と る こと を 命じ る こと が あり ます 。 
運転 者 な ど が 命令 され た 措置 を と ら な か っ た り 、 現 場 に いな いた め に 措置 を と る こと を 
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0 警察 官 が 、 み ず か ら そ の 措置 を と る こと が あり ます 。 こ の 
合 、 や む お を 得 な い 限 度 に お いて 、 車 な ど を 破損 する こと が あり ます 。 ま た 、 こ れ ら の 警察 
の 命令 等 の 職務 に つい て は 、 警 察 官 が その 場 に いな い 場 合 に か ぎり 、 災 害 派遣 に 従事 
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3-5 武力 攻撃 事態 等 に お ける 国民 の 保護 の た め の 措 置 に 関す る 法律 な ど 
に よる 交通 の 規制 が 行わ れ た と き 

武力 攻撃 事態 等 に お ける 国民 の 保護 の た め の 措 置 に 関す る 法律 に より 、 国 民 の 保護 の た め 
の 措置 が 的 確か つ 迅 速 に 行わ れる よう に する た め 緊 急 の 必要 が ある と き は 、 緊 急 通行 車両 
以外 の 車両 の 通行 が 禁止 され 、 又 は 制限 され ます 。 ま た 、 道 路 交通 法 に より 、 自 衛 隊 等 に よる 
我が国 に 対す る 外部 か ら の 武力 攻撃 を 排除 する た め の 行動 が 的 確か つ 円 滑 に 実施 され る よ 
うに する た め 緊 怠 の 必要 が ある と き は 、 自 衛 隊 等 の 使用 する 車両 以外 の 車両 の 通行 が 禁止 
され 、 又 は 制限 され ます 。 こ れ ら の 交通 の 規制 が 行わ れ た 場合 、 通 行 禁止 区 域 等 内 の 一 般 還 
両 の 運転 者 は 、 災 害 対策 虹 本 法 に よる 交通 規制 が 行わ れ た 場合 の 通行 禁止 区 域 等 内 の 一 般 
車両 の 運転 者 と 同様 の 措置 を と うら な けれ ば な り ま せん 。 


白 有 コロ ナー 


第 ヴ * 上 者 な と の 0 人 


1 邊 動車 所 有 者 な どの 義務 
自動 車 を 所 有する 人 や 使用 、 管 理 す る 人 は 次 の こと を 守ら な けれ ば な り ま せん 。 


1-1 自動 車 の 保管 場所 の 確保 な ど 保管 場所 標 章 

(1) 住所 な ど 自 動車 の 使用 の 本 拠 の 位置 か ら 2km 以 内 の 、 道 路 以 外 の 
場所 に 自動 車 の 保管 場所 を 確保 し な けれ ば な り ま せん 。 

(2) 自動 車 を 運行 の 用 に 供し よう と する と き な ど は 、 警 察 署 長 の 交付 する 保管 坦 
所 標 章 を 自動 車 の 後面 ガラ ス な ど に 貼り つけ て 表示 し な けれ ば な り ま せん 。 


1 一 2 自動 車 の 登録 (届け出) 等 

自動 車 は 登録 を 受け ( 軽 自動 車 は 届け 出 ) て 、 番 号 標 (ナン パー プレ ー ト ) 
を 付け な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 原 動機 付 自転 車 は 申告 を し て 、 標 識 
(ナン パー プレ ー ト ) を 付け な けれ ば な り ま せん 。 


1-3 自動 車 の 検査 生 
自動 車 は 、 一 定 の 時 期 に 検査 を 受け な けれ ば な り ませ ん 。 検 査 標 章 の 表面 に 表示 され て いる 
数 字 は 、 自 動車 検査 証 の 有効 期限 の 満了 する 年 月 を 表し て いま す 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


1-4 強制 保険 な どの 加入 

自賠責 保険 か 責任 共済 に 加入 し な けれ ば な り ま せん 。 原 動機 付 自転 車 も 必ず 自賠責 保険 か 
責任 共済 に 加入 し な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 な る べく 一 般 の 任意 保険 に も 加入 する よう に 
し まし よう 。 


1-5 自動 車 の 管理 
無 免 許 の 人 や 酒 を 飲ん だ 人 に 車 を 貸し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 車 を 勝手 に 持ち 出さ れ な いよ 
うに 、 車 の 鍵 の 保管 に 十分 注意 し まし ょ う 。 


2 使用 者 、 安 全 運 転 管理 者 、 自 動車 運転 代行 業者 な どの 義務 


2 一 1 使用 者 の 義務 な ど 

(1) 車 の 使用 者 は 、 運 転 者 に 交通 規則 を 守ら せ 、 安 全 運 転 管理 者 な ど に 安全 運転 の 管理 を さ 
せる よう に 努め な けれ ば な り ま せん 。 自 動車 運転 代行 業者 が 、 そ の 業務 に 従事 する 運転 
者 に 代行 運転 自動 車 を 運転 させ る 場合 も 同様 で す 。 

(2) 消防 用 自動 車 な どの 緊 女 自動 車 や 道路 維持 作業 用 自動 車 の 使用 者 は 、 安 全 運 転 管理 者 
を 置い て いる 場合 を 除き 、 運 転 者 に 対し 、 安 全 運 転 に 必要 な 交通 安全 教育 を 行う よう 
努め ゆめ な けれ ば な り ま せん 。 

(3) 車 の 使用 者 は 、 車 の 適正 な 駐車 の た め に 必要 な 措置 を 講じ な けれ ば な り ま せん 。 

(4) 運 転 者 が 次 の よう な こと を し た と き に は 、 公 安 委 員 会 か ら 、 そ の 車 の 使用 者 に 対し て 、 
再発 を 防止 する た め に 必要 な 措置 を と る こと を 指示 され る こと が あり ます 。 そ れ で も 、 
な お この よう な こと が 繰り 返さ れ た 場合 に は 、 使 用 者 は 、 一 定期 間 そ の 自動 車 を 運転 し 
た り 、 運 転 さ せ た り する こと が で き な く な る 処分 を 受け る こと が あり ます 。 

ア 最高 速度 違反 行為 (最高 速度 を 超え る 速度 で 車 を 運転 する 行為 を いい ます 。) 

イ 過 積 載 運転 行為 ( 過 積 載 を し て 車 を 運転 する 行為 を いい ます 。) 

ウ 週 労 運転 (過労 に より 正常 な 運転 が で き な い お それ が ある 状態 で 車 を 運転 する 行為 を いい ます 。) 
な お 、 自 動車 運転 代行 業者 は 、 代 行 運転 自動 車 や 随伴 用 自動 車 の 運転 者 が ア ・ ウ の 行為 
や 駐 停 車 違反 行為 (違法 に 駐車 また は 停車 を する 行為 を いい ます 。) を し た と き に も 、 
公安 委員 会 か ら 、 再 発 を 防止 する た め に 必要 な 措置 を と る こと を 指示 され た り 、 そ の 業 
を 停止 する 処分 を 受け た りす る こと が あり ます 。 

(5) 公安 委員 会 か ら 放置 違反 金 の 納付 を 命ぜ られ た 車 の 使用 者 は 、 そ れ 以前 に 放置 違反 金 
の 納付 を 命ぜ られ た こと が ある と き は 、 一 定期 間 そ の 車 を 運転 し た り 、 運 転 さ せ た り する 
こと が で き な く な る 処分 を 受け る こと が あり ます 。 

(6) 放置 違反 金 を 納付 の 期限 まで に 納付 せ ず 、 公 安 委員 会 か ら 普 促 を 受け た 自動 車 の 使用 
者 は 、 そ の 放置 違反 金 、 延 滞 金 お よび 手数 料 を 納付 し た こと な ど を 証する 書面 を 提示 し 
な けれ ば 、 新 た に 自動 車検 査証 を 受け る こと が で きま せん 。 


2-2 安全 運転 管理 者 な ど 
(1) 自 動車 の 使用 者 は 、 自 動車 の 安全 な 運転 に 必要 な 業務 を 行わ せる た め 、 乗 車 定員 が 11 


7? 〇 rc9 準 半 簡 司 婁 思 , 蝶 骨 咽 水 瑞 胴 / 昌 通 汐 , 忠 対 昌 財 四 


ピコ 


| o 記 


0 」 人 Sic 計 昌 漆 さぶ 開 科 屋 豊 , 虹 骨 呈 隊 陸 短 , 昌 浴 員 半 剛 叶 相 
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人 以上 の 自動 車 に あっ て は 1 台 、 そ の 他 の 自動 車 に あっ て は 5 台 ( 大 型 自動 二輪 車 と 普通 
自動 二輪 車 は それ ぞ れ 0.5 台 と し て 計算 し ます 。) 以 上 の 車 を 使用 する 事業 所 ご と に 、 
安全 運転 管理 者 を 置か か けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 自 動車 運転 代行 業者 は 、 そ の 堂 業 所 
ご と に 安全 運転 管理 者 を 置か か けれ ば な り ま せん 。 


(2) 20 台 以上 の 自動 車 (大 型 自動 二 輸 車 と 普通 自動 二 輸 車 は それ ぞ れ 0.5 台 と し て 計算 し ます 。) を 


使用 する 事業 所 (自動 車 運転 代行 業者 に あっ て は 、10 台 以上 の 随伴 用 自動 車 を 使用 する 営業 所 ) 
に は 、 そ れ ぞ れ 使 用 する 台数 に 応じ て 所 定 の 数 の 副 安全 運転 管理 者 を 置か か けれ ば な り ま せん 。 


(3) 安全 運転 管理 者 は 、 次 の こと を 確実 に 行っ て 、 運 転 者 に 安全 な 運転 を させ る よう に し な け 


れ ば な り ま せん 。 ま た 、 副 安全 運転 管理 者 は 、 こ れ ら の 業務 に つい て 安全 運転 管理 者 を 

補助 し な けれ ば な り ま せん 。 

久 交 通 安全 教育 を 行う こと 。 

人 自動 車 の 運転 に つい て の 運転 者 の 適性 、 技 能 、 知 識 や 運転 者 が 交通 規則 を 守っ て い 
る か を 把握 する た め の 措 置 を と る こと 。 

で 最高 速度 違反 行為 、 過 積載 運転 行為 、 過 労 運転 、 違 法 な 駐車 を し た 場合 に お いて 、 運 転 者 が 
車 を 離れ て た だ ち に 運転 する こと が で き な い 状態 に する 行為 (代行 運転 自動 車 お よび 随伴 用 
自動 車 に つい て は 駐 停 車 違反 行為 ) の 防止 な ど に 十分 気 を 配っ て 運行 計画 を 作成 する こと 。 

人 @ 長 距離 運転 な どの 場合 は 、 交 代 運 転 者 を 配置 する こと 。 

@ 異 常 な 気象 や 天災 な どの 場合 は 、 必 要 な 指示 を する な ど 安 全 運 転 を させ る た め の 措置 を と る こと 。 

代 日 常 点検 の 実施 や 運転 者 の 健康 状態 な ど を 確認 し 、 安 全 運 転 に 必要 な 指示 を する こと 。 

鍋 運 転 し よう と する 運転 者 及び 運転 を 終了 し た 運転 者 に 対し 、 酒 気 帯び の 有無 に つい て 、 
当該 運転 者 の 状態 を 目視 等 で 確認 する ほか 、 ア ルコ ー ル 検知 器 を 用 いて 確認 し 、 そ の 
記録 を 一 年 間 保存 する と と も に 、 ア ルコ ー ル 検知 器 を 常時 有効 に 保持 する こと 。 

信連 転 日 誌 を つけ させ る こと 。 

人 で 自動 車 の 運転 に つい て の 技能 、 知 識 な ど 安 全 運転 に 必要 な 事項 に つい て 指導 する こと 。 


(4) 自 動車 の 使用 者 は 、 安 全 運 転 管理 者 に 対し 、 そ の 業務 を 行う た め 必要 な 権限 を 与え る と 


と も に 、 そ の 業務 を 行う た め 必 要 な 機材 を 整備 し な けれ ば な り ま せん 。 


(5) 自動 車 の 使用 者 や 安全 運転 管理 者 な ど 自 動車 の 運行 を 直接 管理 する 者 は 、 運 転 者 に 次 


の よう な こと を させ た り 、 黙 認 し た り し て は いけ ませ ん 。 こ の よう な 場合 は 、 一 定期 間 そ の 

自動 車 を 運転 し た り 、 運 転 させ た りす る こと が で き な く な る 処分 を 受け る こと が あり ます 。 

ア 無 免 許 運転 (免許 停止 中 の 運転 を 含み ます 。) や 無 資格 運転 

イ 最高 速度 違反 行為 

ウ 酒 酔い 運転 や 酒気 帯び 運転 

工 麻薬 、 覚 せい 剤 、 シ ン ナ ー な どの 服用 運転 や 過労 運転 な ど 

オ 積載 の 制限 に 違反 し て 自動 車 を 運転 する 行 旋 

カ 違法 な 駐車 を し た 場合 に お いて 、 運 転 者 が 車 を 離れ て た だ ち に 運転 する こと が で き な 
い 状 態 に する 行為 

また 、 自 動車 運転 代行 業者 や その 安全 運転 管理 者 な ど は 、 代 行 運転 自動 車 の 運転 者 に 対 

し て は 、 ア ー エ の 行為 また は 駐 停 車 違反 行為 を 、 随 伴 用 自動 車 に 対し て は アー オ の 行為 

また は 駐 停 車 違反 行為 を させ た り 、 黙 認 し た り し て は いけ ませ ん 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


上 上 普 察 官 、 交 通 X% 視 員 に よる 信号 ( 
偏 手 信号 借 灯火 に よる 信号 
腕 を 横 に 水平 に あげ て いる と き | 腕 を 垂直 に あげ て いる と き | | 灯火 を 横 に 振っ て いる と き 
(身体 の 方 向 を 変え な いで 腕 を | ( 横 に 水平 に あげ た 腕 を 垂直 に 市 4 机 
お ろ し て いる と きも 同じ で す ) あげ る まで の 間 と 垂直 に あげ た の 
腕 を 横 に 水平 に 戻す まで の 間 も 
同じ で す ) 
「 剛 iL 因 。」 
に 症 4 コ ま 馬 灯火 を 頭上 に あげ て いる と き 
ーー W し 
回 陣 Li ー] 
開村 還 


倫 上 図 の 説明 
@ 青 色 の 矢印 の 交通 に つい て は 、 青色 の 灯 淡 の 信号 と 同じ 意味 で す 。 
@ 黄 色 の 矢印 の 交通 に つい て は 、 黄色 の 灯火 の 信号 と 同じ 意味 で す 。 
赤色 の 矢 Eh の 交通 に つい て は 、 赤色 の 灯火 の 信号 と 同じ 意味 で す 。 
備考 交差 点 以外 で 、 横断 歩道 も 自転 車 横断 帯 も 踏切 も な いと ころ で 手 信号 や 灯火 に よる 信号 を し て いる と き 
の 停止 位置 は 、 そ の 警察 官 や 交通 巡視 員 の 1m 手前 で す 。 その ほか の 場所 で 手 信号 や 灯火 に よる 信 
号 を し て いる と き の 停止 位置 は 、 信号 機 の 場合 と 同じ で す 。 


標示 板 な ど 5 
価 特 定 の 交通 に 対す る 信号 機 の 標示 板 | 筐 時 間 制 限 駐 車 区 間 が ある こと を 


標 

識 

示す 表示 板 Ma 

歩 寺 ( ンク 。 パー キン グ ・ チ ケッ ト 人 

日 間 ⑳< 

専 別 

用 用 用 6 日 陣 * 人 日 を 除く 20 表 

人 @ パー キン グ ・ チ ケッ ト 発 給 設備 が 人 信号 に か か わら ず 左 折 可 能 で ある こと 
ある こと を 示す 表示 板 を 示す 標示 板 
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: ド | (99 引 吊 ・ 器 薄 


記 】 標識 ・ 標 示 の 種類 と 意味 
(1) 標識 
価 規 制 標識 
1. 通行 止め 8. 自転 車 以 外 の 
@ 軽 車両 通行 止め に <) 
2. 車両 通行 止め に や 
9. 特定 小型 原動機 付 
自転 車 ・ 自 転 車 
通行 止め 
3. 車両 進入 禁止 @⑥ 
ーー 13. 車両 横断 禁止 
10. 車両 組合せ ) 
4. 二輪 の 自動 車 | 芝 行 上 め 
の 邊 動車 通行 止め 
14. 転回 禁 上 
1 1. 大 型 自重 一輪車 (G)) 
5. 大 型 貨物 自動 車 及び 
等 通行 止め 普通 自動 二 輸 車 
遂 自動 
(で ) ー 人 末 り 衣 行 外 | 、 語 し の た め の 
5 の 2. 特 尽 の 最大 積 量 3 
以上 人 動車 
等 通行 止め 11 の 2. タイ ヤ チ ェ ー ン を 
取り 付け て いな い 
唱和 


大 型 乗 用 自動 車 等 
通行 止め 


や ) 


7. 二輪 の 自動 車 ・ 
一 般 原 動機 付 自転 車 
通行 止め 


⑤ 


⑥ 


⑤*⑥ ひ 


9 


ト う 
の 
国 
時 
回 
回 


⑧ 


に 
司 


28. 特定 小型 原動機 付 
目 転 車 ・ 目 転 車 専用 


29. 普通 自転 車 等 
及び 歩行 者 等 専用 


30. 歩行 者 等 専用 


⑥ 


30 の 2. 許可 車両 専用 


30 の 6. 広域 応 人 
対策 車両 専用 


31. 一 方 通行 


| っ 


31 の 2. 折り 誠 機 付 
日 車 ・ 上 車 
ii 


の 
ID 
S 
い 


ー 
急 漠 

-- 妥 

叶 きき 
相 i 
剛 
NN 


32 の 3. 牽引 自動 車 の 
高 束 自 動車 国道 
通行 区 分 


文字 に よる 表示 例 


路線 パス 
自 二輪 
専 用 


33 の 2. 普通 自転 車 
専用 通行 帯 


34 の 2. 牽引 自動 車 の 
自動 車 専用 道路 
第 一 通行 帯 通行 
指定 区 間 


35. 進行 方 向 別 
通行 区 分 


Ta 
35 の 3. 一 般 原動機 付 
自転 車 の 


右折 方 法 
(小回り ) 


KG 


35 の 4. 環状 の 交差 点 に 
お ける 
右 回 り 通行 


あ 


35 の 5. 平行 駐車 


35 の 6. 直角 駐車 
Lu 
直角 駐車 


35 の 7. 縦 め 駐車 


37. 敬 笛 区 間 


41. 歩行 者 等 通行 止め 


42. 歩行 者 等 横断 禁止 


@ 指示 標識 
51. 普 進 可 


52 の 2. 高齢 運転 者 等 
標 章 自動 還 


駐車 可 


58. 自転 車 横断 帯 


58 の 2. 横断 歩道 ・ 
自転 車 横断 帯 


59. 安全 地帯 


60. 規制 予告 

標示 板 に 表示 され て いる 
交通 規制 が 前 方 で 行わ 
れ て いる こと の 予告 


61. 規制 予告 

標示 板 に 表示 され て いる 
交通 規制 が 前 方 で 行わ 
れ て いる こと の 予告 


PF | 
| $⑱ | 
ーッ 


ES el 秒 ・ 器 簿 


に 当 (99 引 紗 ・ 器 蒲 
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代 補 助 標識 


1 隊 98 電 o3 7S 誠 
< の 0m ) | 毅 庄 " 
Ccssm) | ( 一 デ ) 
市 内 全域 
75 の 2. 始ま り 
72. 日 ・ 時 間 こと 3 
ーー ミ 75 の 3. 始ま り 
し 全 還 の) ーーー 守 
ここ か ら 
73. 車 の 種類 
76. 区 間 内 


73 の 3. 車 の 種類 


73 の 4. 車 の 種類 


73 の 5. 遂 生 操作 民 小型 
遠隔 小型 
遠隔 小型 を 除く 


74. 駐車 余地 


駐車 款 地 6m 


74 の 2. 駐車 時 間 制 限 


本 標識 が 表示 する 交通 
規制 の 区 間 


76 の 2. 区 域内 
本 標識 が 表示 する 交通 
規制 の 区 域 


77. 終わ り 
本 標識 が 表示 する 交通 
規制 の 終わ り 


77 の 2. 終わ り 
78. 終わ り 


78 の 2. 終わ り 


81. 前 方 優先 道路 
前 万 優先 道路 


82. 踏切 注意 
踏切 注意 


83. 横風 注意 


科 案内 標識 ( 主 な も の ) 


104. 入口 の 方 向 
東名 高速 


TOMEI EXPWY 


3 


106. 入口 の 予告 


横風 注意 


84. 動物 注意 
動物 注意 


85. 注意 
注意 


86. 注意 事項 
路肩 弱 し 


安全 加 度 
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87. 規制 理由 
防止 区 間 
歩行 者 横断 多 し 
対向 車 多 し 


88. 方 向 
本 標識 が 表示 する 路線 、 
施設 や 場所 が ある 方 向 


ヽ 


89. 地名 
小諸 市 


状 
田 


90. 始点 


91. 終点 


ーー 


108. 方 面 と 距離 


110. 方 面 と 車線 


115. 方 面 、 方 向 と 
道路 の 通称 名 


119. 方 面 、 車線 と 
出口 の 予告 


| 4 計 ID 


122. 方 面 と 出品 


132. 待避 所 


| 
待避 所 | 


133. 非常 駐車 帯 


134. 駐車 場 


136. 登坂 車線 
| 登坂 車線 人 


| LOWER TRAFf 


138. 国道 番号 


い / 


@ 並 戒 標識 
171. 十 形 作 路 
交差 点 あ り 


る 
ざ 


172. 1 
点 あ り 


る : 
ざ 


173.T 形 道路 
交差 点 あ り 


/ 
る 


174. Y 形 道路 
交差 点 あり 


る 


175. ロー タリ ー あ り 


9/ 


176. 右 ( 諾 ) 方 
屈曲 あり 


ざ 
| 
る 


177. 右 ( 左 ) 方 
屈折 あり 


る 
2 


178. 右 ( 左 ) 背 向 
屈曲 あり 


179. 右 ( 左 ) 背 向 
屈折 あり 


180. 右 ( 左 ) つづ ら 
折 あ り 


181. 踏切 あり 


多 る 
る 


に 5 


保育 所 な ど あ り 


過 
ト う 
届 
溢 
きき 
と 槍 
較 


183. 信号 機 あり 


184. 滑り や すい 


7 


18 


9 


. 落石 の お それ 


あり 


GO 
ぶ 
可 
国 
S 
回 
中 


*: 


Oo 
ヽ J 


る 


流 交通 あり 


18 


Oo 


- 車線 数 減少 


民 
Oo 
O 


- 幅員 減少 


の 〇 
o】 


. 二 方 向 交通 


19 


9) 


19 


ト 


19 


1 


に A 


192. 


196. 


上 り 急 こう 配 
あり 


ー コ 柄 


下り 女 こ う 配 


. 道路 工事 中 


多 


- 横風 注意 


・ 動物 が 飛び 出 


す お それ あり 


その 他 の 危険 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


| 間 | (c 引 諸 ・ 可 攻 
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(9 引 薄 ・ 器 薄 
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ML SH 


2. 追 越し の た め の 右側 部 
分 は み 出 し 通行 禁止 
(1) 、(2) は A お よび B の 部 分 を 
通行 する 車両 に 対し て 追 越し 
の た め 右 側 部 分 に は み 出し て 
通行 する こと を 禁止 する 場合 
⑪ 

B 


(3) は B の 部 分 を 通行 する 車 
両 に 対し て 、 追 越し の た め 右 
側 部 分 に は み 出 し て 通行 する 
こと を 禁止 する 場合 
(3) 
A 


図示 の A の 車両 通行 帯 を 通行 
する 車両 が B の 車両 通行 帯 を 
通行 する こと お よび B の 車両 
通行 帯 を 通行 する 車両 が A の 
車両 通行 帯 を 通行 する こと を 
禁止 する こと を 示す 。 

し 


A 


図示 の B の 車両 通行 帯 を 通行 
する 車両 が A の 車両 通行 帯 を 
通行 する こと を 禁止 する こと 
を 示す 。 


4. 駐 停車 禁止 


5. 駐車 禁止 


6. 最高 速度 


7. 立入 り 禁 止 部 分 


8. 停止 禁止 部 分 


9. 路側 帯 


10. 駐 停 車 禁止 路側 帯 
車 の 駐車 と 停車 が 禁止 され て 
いる 路側 帯 で ある こと 。 


11. 歩行 者 用 路側 帯 

車 の 駐 停 車 、 特 例 特定 小型 原 
動機 付 自転 車 及 び 軽 車両 の 
通行 が 禁止 され て いる 路側 
帯 で ある こと 。 


12. 車両 通行 帯 

1. 高 速 自動 車 国道 の 本 線 還 
道 以外 の 道路 の 区 間 に 設 
けら れる 車両 通行 帯 

(1) ペ イン ト な ど に よる と き 


また は 
(2) 道路 びょう な ど に よる と き 


2. 高 速 自動 車 国道 の 本 線 車道 
に 設け られ る 車両 通行 帯 


13. 優先 本 線 車道 

この 標示 が ある 本 線 車道 と 合 
流す る 前 方 の 本 線 車道 が 優 
先 道 路 で ある こと の 指定 


14. 車両 通行 区 分 

(図示 の 文字 は 通行 区 分 を 指 
定 され た 車両 通行 帯 と 車 の 種 
類 を 示す ) 


14 の 2. 特定 の 種類 の 
車両 の 通行 区 分 


i 
団 | 
人 


14 の 3. 牽引 自動 車 の 
高速 自動 車 
国道 通行 区 分 


専用 道路 


17. 進行 方 向 別 
通行 区 分 


| 1 | 
RI 


18. 右左 折 の 方 法 


19. 平行 駐車 
1.1 台 の 車 が 駐車 する 道路 の 
部 分 で ある こと を 示す 場合 
2.2 台 以上 の 車 が 駐車 する 道 
er 
=】 


」 


20. 直角 駐車 


21 の 2. 特 便 和 定型 原 動機 付 
日 車 半 通 上 車 
道行 可 


22. 特例 持 定 小型 原動機 付 
自転 車 ・ 普 通 自転 車 の 
歩道 通行 部 分 


特例 特定 小型 原動機 付 自 転 車 及 び 
普通 自転 車 が 歩道 を 通行 する こと 
が で きる こと と 、 そ の 場合 に 通行 し 
な けれ ば な ら な い 部 分 の 指定 


普通 自転 車 は 、 こ の 標示 を こ 
えて 交差 点 に 進入 する こと を 
禁止 する こと 。 


因 | 
@ あ 


24. 終わ り 
規制 標示 が 表示 する 交通 規制 
の 区 間 の 終わ り で ある こと 。 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


@ 指示 標示 
25. 横断 歩道 


26. 斜め 横断 可 
歩行 者 及び 遠隔 操作 型 小型 
車 が 交差 点 で 対 め に 横断 で き 


る こと 。 
1. 時 間 を 限定 し て 行う 場合 


2. 終日 行う 場合 
ト 、 一 
LM BI 


の や 
る 


し ゴゴ コ み ビビ コ 
E ん ヾ l 
つく へ の 門 


AN 
NNI 
病 


に 当 (c9 注 黄 ・ 里 薄 
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(c9 引 引 ・ 書 薄 


に 


里 選 
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27. 自転 車 横断 帯 


le 


28. 右側 通行 


29. 停止 線 


30. 二 段 停 目線 
要り 1 


31. 進行 方 向 


32. 中 央 線 

1. 道 路 の 右側 に は み 出 し て 通 
行 し て は な ら な いこ と を 特 
に 示す 必要 が ある 道路 に 
設け る 場合 


2.1 以 外 の 場所 に 設け る 場合 
(1) ペ イン ト な ど に よる と き 


(2) 道路 びょう など に よる と き 


3. 道 路 の 中 央 以外 の 部 分 を 道路 
の 中 央 と し て 指定 する 場合 
(1) 常 時 指定 する と き 


(2) 回 和 な は 的 交 限ら て 掲 
定 す る と き 


4. 生生 


に カー 


2. 道 路 び よう な ど に よる と き 


34. 安全 地帯 


35. は 
上 障害 物 に 接近 
1 人 


、 


2. 両 側 に 避け る 場合 


36. 導 流 帯 

車両 の 安全 か つ 円 滑 な 走行 
を 誘導 する た め に 設け られ た 
場所 で ある こと 。 


37. 路面 電車 停留 坦 


【 


38. 横断 歩道 又は 
自転 車 横断 帯 あり 


39. 前 方 優先 道路 


交通 の 方 法 に 関す る 教則 


車両 の 種類 と 略称 
略称 車両 の 種類 略称 車両 の 種類 
大 型 大 型 邊 動車 特定 中 乗 特定 中 型 乗用 自動 車 
大 型 自動 車 、 特 定 中 型 自動 車 及 び 準 中 乗 準 中 型 乗用 自動 車 
大 型 等 8 
大 型 特 殊 自 動車 ー 
衣 大 型 乗用 自動 車 及び 特定 中 型 乗 用 
中 型 中 型 邊 動車 自動車 
特定 中 型 特定 中 型 自動車 乗車 定員 が 30 人 以上 の 大 型 乗用 自 
0 スー 
準 中 型 。 準 中 型 邊 動車 
普通 普通 邊 動車” ーッ ィ クロ 大型 パス 以外 の 大 型 乗用 邊 動車 及び 


特定 中 型 乗用 邊 動車 
大 特 大 型 特殊 邊 動車 1 シー テー ニー ニート 
自 二 輪 。 大 弄 自 動 二 輸 車 及び 普通 自動 二輪 車 ” am/ ャ ス  _ 果 人 旅客 邊 動車 運 送 事業 者 に よる 
っ で ーー 路線 定期 運行 の 用 に 供する 自動 車 
長 さ 3.40m 以 下 、 幅 1.48m 以 下 、 


軽 高 さ 2.00m 以 下 の 普 通 自動 車 普 乗 普通 乗用 自動 車 
(内 燃 機 関 を 原動機 と する 自動 車 は 、 ーー 
総 排気 量 660cc 以 下 の も の に 限る 。) タク シー 一 般 乗 用 旅客 自動 車 運送 事業 の 用 に 
に ョ 供する 自動 車 
小 特 小型 特殊 自動 車 ー 
還 mm 貨物 貨 物 自動 車 
原付 一 般 原動機 付 自転 車 


大 綱 大 型 乗 用 自動 車 以外 の 大 型 自動 車 


特定 原付 特定 小型 原動機 付 自転 車 計 
モ Ph 』 大 型 貨 物 自動 車 、 特 定 中 型 貨物 自動 車 


E 大 貨 等 ) 
誠人 特例 特定 小型 原 自転車 Ski 
中 貨 中 型 乗用 自動 車 以 外 の 中 借 邊 動車 
一 貫 。 二 輸 の 自動 車 及 び 一 般 原 動機 付 自 生生 PRK 
な 転 車 定 > 定 標 
了 動車 工 
小型 二輪 車 ( 総 排気 量 が 125cc 以 下 、 om トコ 析 
ご 呈 和 遇 1.00KWAF の 原生 和 を 。 洒 中 用 下 の 宮 中 加 較 
有する 普通 自動 二輪 車 ) 及 び 一 般 原 1 03 ど 
動機 付 自転 車 普 貨 普通 乗用 自動 車 以外 の 普通 邊 動車 に 


自転 車 普通 自転 車 車 の 総 重 量 が 750kg を 超え る 車 を 


に けん | 楽 引 し て いる 符 引 自動 車 

乗用 専ら 人 を 運搬 する 構造 の 自動 車 標 章 車 。 高 上 運 転 者 等 禁 章 自 動車 。 
※ 内 閣 総 理大 臣 が 指定 する 三輪 の 自動 車 に つい て は 、 二輪 の 

大 乗 大 型 乗 用 自動 車 生生 呆 だ みな され まり 。 8 

ーー ーーー- - ー ※ 電 動 バ イク に つい て は P.59 参 照 。 

中 乗 中 型 乗 用 自動 車 ※ こ の ほか 、 補 助 標識 板 に 遠隔 操作 型 小 型 車 を 表示 する 


と き は 、「 遠 隔 小型 ] と いう 略称 を 用 いる こと が あり ます 。 


輝 書 咽 諾 ( 工 哲 有 國 逢 
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稀 通 正 反 未 数 を 
請 訓 民 な 克 


1 交通 反則 通告 制度 


1-1 交通 反則 通告 制度 の 趣旨 

この 制度 は 、 自 動車 、 原 動機 付 自転 車 な どの 運 
転 者 の し た 違反 行為 の うち 、 反 則 行 為 (交通 違 
反 の うち 特に 定め られ た 種別 の 違反 を いい ま 
す 。) に つい て は 、 一 定期 間 内 に 反則 金 を 納め る 
と 、 刑 事 裁判 や 家庭 裁判 所 の 審判 を 受け な いで 
事件 が 処理 され る も の で す 。 も し 、 反 則 金 を 納 
め な か っ た と き は 、 刑 事 手続 また は 少年 審判 手 
続 で 処理 され る こと と な り ま す 。 


1-2 交通 反則 告知 書 (青色 キッ プ ) を 
渡さ れ た 場合 
反則 行 為 を し た 運転 者 は 、 警 察 官 等 か ら 交通 反 
則 告 知 書 (青色 キッ プ ) と 納付 書 を 渡さ れ ま す 。 
その 日 を 含め て 8 日 以内 に 告知 書 と 納付 書 に 記 
入 さ れ た 金額 の 反則 金 を 納付 する と 、 手 続 は 終 
わり 、 刑 事 裁 判 や 家庭 裁判 所 の 審判 を 受け な く 
て も よい こと に な り ま す 。 


1-3 通告 を 受け た 場合 
納付 書 に 記載 され た 期間 内 に 反則 金 を 納付 し な 
か っ た と き は 、 指 定 さ れ た 通告 セン ター に 出頭 し 


反 昌 行 放 


交通 反則 告知 書 
(青色 キッ プ ) と 
納付 書 を 渡さ れる 


8 日 以内 に 
反則 金 を 納付 
し な か っ た 場合 


通告 セン ター に 
出頭 し 
反則 人 金 納 付 の 
通告 を 受け る 


WPaIー 1 1 日 以内 に 
納付 し た 場合 
品 


刑事 手続 等 へ 移行 


て 、 通 告 書 を 受け と り 、 そ の 日 を 含め て 1 1 日 以内 に 反則 金 を 納付 する と 手続 は 終わ り ま す 。 
住所 が 遠い な ど で 通 告 セ ンタ ー に 出頭 で き な い 者 は 、 送 付 に より 通告 を 受け ます 。 こ の と き 
は 、 送 付 に 要 し た 費用 を 反則 金 と と も に 納め な けれ ば な り ま せん 。 


交通 違反 点数 と 講習 制度 な ど . 


1-4 反則 行為 

反則 行為 の うち 主 な も の は 、P.125 一 P.126 の 表 の と お り で す 。 反 則 行為 を し た 人 で あっ 
て も 無 免許 運転 また は 酒気 帯び 運転 を し て いた 人 、 反 則 行 為 に よっ て 交通 事故 を 起こ し 
た 人 の よう な 危険 性 の 高い 人 に は 、 こ の 制度 は 適用 され ませ ん 。 


1-5 反則 人 金 の 使途 
反則 人 金 は 銀行 や 郵便 局 を 通じ て 国 に 納め られ た 後 、 交 通 安 全 対 策 特 別 交付 金 と し て 都 道 
府県 や 市 町 村 に 交付 され 、 信 号機 、 道 路 標識 な どの 交通 安全 施設 の 設置 に 使わ れ ま す 。 


2 放置 違反 金 制度 


2-1 放置 車両 と は 1 放置 駐車 違反 に 対す る 責任 追及 の 流れ 
違法 駐車 車両 で あっ て 、 運 転 者 が その 


車両 を 離れ て た だ ち に 運転 する こと が 


で き な い 状態 に ある も の を いい ます 。 


駐車 時 間 の 長短 、 車 両 か ら 離れ た 距離 、 | * 1 

エン ジン を 止め た か 否 か 、 ハ ザー ドラ ン WETTTRT 

プ の 有無 等 は 関係 あり ませ ん 。 (弁明 の 機会 を 付与 し た 上 で ) { 

2-2 放置 違反 金 の 納付 命令 回 本 本 "で 合用 者 
放置 車両 確認 標 章 が 取り つけ られ た 車 Ep 

両 に つい て し 清 約 処分 ]@C 少 間 他 し 車 検 后 否 ) 
@ 違 反し た 運転 者 が 出頭 し な い 人 者 
@ 違 反し た 運転 者 に よる 反則 金 の 納付 雷 隊 の 合用 抽 了 六 和 2 
が な い 


な ど 、 運 転 者 責任 が 追及 で き な い 場合 は 、 - 
公安 委員 会 は 車両 の 使用 者 に 対し て 放置 違反 金 の 納付 を 命令 する こと と な り ま す 。 
( 注 ) [使用 者 」 と は 通常 、 車 検証 に 記載 され て いる 使用 者 を いい 、 多 く の 場合 、 所 有 者 と 一 致し ます ( 害 肛 販売 に よる 車両 や リー ス 車 


両 な ど は 、 使 用 者 と 所 有 者 が 異な る こと が あり ます 。)。 

反 

2-3 放置 違反 金 を 納付 し な か っ た 場合 
(1) 車 両 の 使用 者 は 、 督 促 状 に より 公安 委員 会 か ら 放置 違反 人 金 を 納付 する よう 督促 され る こ 
と が あり ます 。 骨 
2) 滞納 処 分 度 


近 征 を 受け て 納付 し な か っ た 場合 は 、 地 方 税 の 滞納 処分 の 例 に より 、 放 置 違 反 金 お よび 
延滞 金 ・ 手 数 料 を 強制 的 に 徴収 され ます 。 

(3) 車検 拒否 
放置 違反 金 を 滞納 し て 上 畠 促 を 受け た 者 は 、 車 検 時 に 放置 違反 金 等 を 納付 し た こと を 
証明 する 書面 を 提示 し な けれ ば 自動 車検 査証 の 返 付 を 受け る こと が で きま せん 。 
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2-4 車両 の 使用 制限 命令 

放置 違反 金 の 納付 命令 を 受け た 使用 者 が 、 基 準 と な る 違反 日 の 過去 6 ヵ月 以内 に 同じ 車 
両 に 対し て 納付 命令 を 3 回 以上 受け た こと が ある と き は 、 車 両 の 種類 に 応じ 、3 ヵ 月 を 超え 
な い 範 囲 内 で 車両 の 使用 が 禁止 され ます 。 


3 点数 制度 


3-1 点数 制度 

点数 制度 と は 、 違 反 行為 に 対す る 点数 を あら か じ め 定 め て お き 自 動車 等 の 運転 者 の 交通 違 
反 や 交通 事故 に 一 定 の 点数 を 付 し 、 過 去 3 年 間 の 合計 点数 (累積 点数 と いう 。) が 一 定 の 基準 
に 達し た 場合 に 免許 の 取消 し 、 停 止 等 の 処分 を 行う こと を 内 容 と する 制度 で す 。 


3-2 違反 行為 に 付す る 点数 

点数 に は 、 一 般 違反 行為 に 付す る 基礎 点数 、 特 定 違反 行為 に 付す る 基礎 点数 お よび 違反 行 放 

に 対す る 付加 点数 (交通 事故 の 場合 ) が あり ます 。 

ア 一 般 違反 行為 の 基礎 点数 は 、 違 反 行 為 の 種別 に 応じ P.1 25 一 P.126 の 表 の と お り 定め 
られ て いま す 。 

イ 特定 違反 行為 の 基礎 点数 は 、 悪 質 ・ 危 険 な 運転 者 を 交通 の 場 か ら 排除 する た め 、 次 の 
表 の よう な 高い 点数 が 定め られ て いま す 。 

な お 、 同 時 に 2 つ 以 上 の 違反 行為 を し た と き は 、 高 い 方 の 点数 が つけ られ ます 。 


特定 違反 行為 の 大 礎 点数 


酒 酔い 運転 や 麻薬 覚せい 剤 使用 運転 、 
妨害 運転 (「 あ お り 運 転 ] 敬 し い 交 通 の 危険) 


設 
酒気 帯び (0.25 以 上 ) 運転 、 


妨害 運転 (「 あ お り 運 転 ] 交 通 の 危険 の お それ ) 
妨害 運転 (「 あ お り 運転 ] 著 し い 交通 の 危険 ) 25 点 


危険 運転 致傷 等 (治療 期間 15 日 以上 ) 
酒 酔い 運転 ・ 麻 薬 等 運転 


免許 取消 し 
救護 義務 違反 (ひき 逃げ ) 35 


ウ 付加 点数 は 、 交 通 事故 を 起こ し た 場合 に 、 交 通 事故 の 種別 と 不 注意 の 程度 に 応じ て 、 
次 の 素 の と お り 、 原 因 と な っ た 違反 行為 の 点数 に 加算 され る 点数 で す 。 


付加 点数 (交通 事故 ) 


交通 事故 の 種別 交通 事故 が も っ ぱら 違反 行為 者 の 不 注意 に : 
よっ て 発生 し て いる も の で ある 場合 左記 以外 の 場合 


本 
2 点 


酒気 帯び 運転 (呼気 0.15mg/9 以 上 0.25mg/9 酒 酔い 運転 を し て いた 運転 者 が 、 も っ ぱら 不 注 
未満 ) で 、 前 方 不 注意 に よる 追突 事故 に より 意 に より 死亡 事故 を 起こ し 、 救 護 義務 違反 ( ひ 


治療 期間 15 日 未満 の 事故 また は 建造 物 損壊 き 逃 げ ) を し た 場合 
事故 を 起こ し た 場合 


ra を カ に 
免許 取消 し ド | Cye、 免許 取消 し 
(欠格 期間 1 年 ) トド 6 4 (欠格 期間 10 年 ) 
前 歴 が な い 場合 四 いり 前 歴 が な い 場合 


※ 欠 格 期間 と は 、 運 転 免許 を 取り 消さ れ て か ら 、 新 た に 運転 旬 許 を 受け る こと が で きる まで の 期間 で す 。 


3-3 処分 な どの 大 準 点 数 
運転 免許 の 停止 や 取消 し の 処分 の 基準 は 次 の 表 の よう に な っ て いま す 。 
ア 免許 停止 処分 等 の 基準 点数 と 処分 日 数 の 区 分 


※ 累 積 点数 15 点 以上 は 省略 


イ 一 般 違反 行為 を し た こと を 理由 と し て 処分 が な され る 場合 の 累積 点数 の 区 分 


| 過去 3 年 以内 の 運転 免許 の 停 0 回 1 回 2 回 
人 | 和 欠格 期間 1 年 (3 年 ) 。 | 15 点 24 点 | 10 点 19 点 | 5 点 一 14 点 | 4 点 ー9 点 | 

| 欠格 期間 2 年 (4 年 ) | 25 点 34 点 | 20 点 一 29 点 | 15 点 一 24 点 | 10 点 一 19 点 | 
包 | 欠格 期間 3 年 (5 年 ) | 35 点 39 点 | 30 点 34 点 | 25 点 29 点 | 20 点 一 24 点 | 
消 | 和 欠格 期間 4 年 (5 年 ) ) | 40 点 44 点 | 35 点 一 39 点 | 30 点 一 34 点 | 25 点 一 29 点 | 
し 欠格 期間 5 年 45 点 以上 40 点 以上 


ウ 特定 違反 行為 を し た こと を 理由 と し て 処分 が な ざれ る 場合 の 累積 点数 の 区 分 


| 40 点 一 44 点 | 35 点 39 点 | = | 


欠格 期間 7 年 (9 年 ) 
欠格 期間 8 年 (10 年 ) 
欠格 期間 9 年 (10 年 ) 5 
欠格 期間 10 年 

※ 欠 格 期間 中 また は 欠格 期間 終了 後 5 年 以内 に 再び 免許 の 取消 処分 等 を 受け た と き は 、 欠 格 期間 が 延長 され ます (カッ コ 内 ) 。 


全国 還 回 語 en 


121 


血 寺 咽 詳 (T 難 折 知 太 較 和 


122 


3-4 点数 計算 等 の 特例 
違反 点数 また は 前 歴 の 計算 に お いて 次 の よう な 特例 が 認め られ て いま す 。 


ア 違反 点数 が 累積 され な い 場 合 
1 年 間 無事 故 ・ 無 違反 で 経過 し た と き は 、 そ れ 以 前 の 点数 は 累積 され な い (違反 歴 は 残る ) 


人 A・B と C は 累積 され な い 


索 積 点数 C 違反 2 点 
処分 な し 


※1 年 以上 経過 と は 、 違 反 ま た は 事故 の 翌日 か ら 、 次 の 違反 また は 事故 の 前 日 まで 、 免 許 の 失効 ・ 停 止 期間 を 除き 、1 年 以上 無事 故 ・ 
無 違 反 で 経過 し た と き を いう 。 


イ 長期 無事 故 ・ 無 違反 者 に 対す る 優遇 措置 
2 年 以上 無事 故 ・ 無 違反 で あっ た 者 が 、1 点 、2 点 、 ま た は 3 点 の 軽微 な 違反 を し た 場合 、 
その 後 3 ヵ 月 以上 違反 が な けれ は 違反 点数 は 累積 され な い (違反 歴 は 残る ) 。 


( 例 ) A と B は 累積 され な い 


累積 点数 12 点 
(90 日 処分 ) 


ルー ココ 信号 無視 
無事 故 . 無 違反 | 人 < 点 


速度 違反 50km 以 上 
B 12 点 


ウ 前 歴 と な ら な い 場 合 
免許 停止 の 処分 を 受け た 場合 、 停 止 処分 満了 日 の 翌日 か ら 1 年 以上 無事 故 ・ 無 違反 で 経 
過 し た と き は 「 処 分 前 歴 な し 」 と し て 扱わ れる (更新 時 の 区 分 は 違反 歴 が 適用 され る ) 。 


( 例 ) 


累積 点数 6 点 で | ! 年 以上 経過 累積 点数 A 門 反 2 点 


免許 停止 処分 処分 な し 


4 講習 制度 


4-1 初心 運転 者 講習 

準 中 型 免許 、 普 通 免 許 、 大 型 二輪 免許 、 普 通 二輪 免許 また は 原付 免許 に つい て 、 免 許 の 
種類 ご と に 取得 後 1 年間 (停止 中 を 除く ) を 初心 運転 者 期間 に し 、 そ の 間 に 違 反 な ど を 犯し 
一 定 の 基準 に 該当 し た 人 に は 初心 運転 者 講習 が 行わ れ ま す 。 基 準 該当 者 が 、 こ の 講習 を 
受講 し な い 場 合 ま た は 受講 後に 再び 違反 を し 基準 に 該当 し た 場合 は 再 試験 が 行わ れ 、 
合格 し な い 場 合 また は 再 試験 を 受け な い 場 合 は 、 該 当 す る 免許 が 取り 消さ れ ま す 。 


4-2 若年 運転 者 講習 
大 型 免許 ・ 中 型 免許 ・ 第 二 種 免許 を 受け た 者 が 、2 1 歳 ( 中 型 免許 は 20 歳 ) に 達する まで の 


交通 違反 点数 と 講習 制度 な ど 


間 ( 若 年 運転 者 期間 ) に 交通 違反 を し て 一 定 の 基準 に 該当 し た 場合 は 、 若 年 運転 者 講習 の 
受講 が 義務 づけ られ ます 。 こ れ を 受講 し な い 場 合 ま た は 受講 後に 再び 違反 を し て 一 定 の 
基準 に 該当 し た 場合 は 、 特 例 を 受け て 取得 し た 免許 が 取り 消さ れ ま す 。 


4-3 違反 者 講習 

3 点 以 下 の 軽微 な 違反 行為 に より 累積 点数 が 6 点 に な っ た 者 を 対象 に 行わ れる 講習 で 
あり 、 こ の 講習 を 受け た 者 に は 免許 停止 処分 は 行わ れ ま せん 。 た だ し 、 過 去 3 年 以内 に 
違反 者 講習 や 停止 処分 等 の 対象 と な っ た 者 は 受講 で きま せん 。 講 習 の 内 容 は 、 実 車 に 
よる 安全 運転 講習 や 交通 安全 活動 体験 講習 な どの コー ス が あり ます 。 


4-4 停止 処分 者 講習 

交通 違反 や 交通 事故 等 に より 免許 の 停止 また は 保留 な どの 行政 処分 を 受け た 運転 者 を 
対象 に 行わ れる 講習 で あり 、 こ の 講習 に お いて 一 定 以上 の 成績 を 収め た 者 に つい て は 、 
処分 の 停止 日 数 や 保留 日 数 が 短縮 され ます 。 


4-5 取消 処分 者 講習 

違反 に より 免許 の 取消 処分 を 受け た 者 等 を 対象 に 行わ れる 講習 で す 。 運 転 免許 試験 を 
再び 受け よう と する と き は 、 過 去 1 年 以内 に 受講 し て いな けれ ば 免許 試験 ( 仮 免許 を 除く ) を 
受け る こと が で きま せん 。 


4-6 更新 時 講習 

免許 証 の 更新 申請 者 は 、 高 齢 者 講習 お よび 政令 で 定め る 特定 任意 講習 、 運 転 免許 取得 者 
教育 を 修了 し た 者 を 除き 、 運 転 者 の 違反 歴 な ど に 応じ て 、 更 新 時 講習 を 受け な けれ ば な り 
ませ ん 。 


免許 を 受け て いる 期間 が 継続 し て 5 年 以上 で 、 更 新 前 5 年 間 ( 基 
準 日 か ら 起算 ) に 、 違 反 行 為 、 重 大 違反 そそ の か し 等 また は 道路 
外 致死 傷 を し た こと が な い 人 


優良 運転 者 講習 30 分 


優良 運転 者 講習 ・ 違 反 運転 者 講習 ・ 初 回 更新 者 講習 の いずれ に 


一 般 運 転 者 講 百 | も あて は ま ら な い 人 


免許 を 受け て いる 期間 が 継続 し て 5 年 未満 の 人 の うち 、 更 新 前 5 
年 間 ( 基 準 日 か ら 起算 ) に 3 点 以下 の 軽微 な 違反 1 回 以下 で あり 、 120 分 
時 RUI に は 首 外 致死 傷 を し た こと が 
な い 


更新 前 5 年 間 (基準 日 か ら 起 算 ) に 3 点 以下 の 軽微 な 違反 2 回 以上 
も し く は 4 点 以上 の 違反 1 回 以上 の 人 、 また は 、 重大 違反 そそ の か 
し 等 も し く は 道路 外 致 死傷 を し た こと が ある 人 


初回 更新 者 講習 


違反 運転 者 講習 120 分 


基準 日 : 更新 前 の 運転 免許 証 の 有効 期間 が 満了 する 日 の 直前 の その 者 の 誕生 日 の 40 日 前 の 日 


交 
通 
違 
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4-Z 高齢 者 講習 

運転 免許 証 の 更新 期間 満了 日 (誕生 日 の 1 ヵ月 後 の 日 ) に お ける 年 齢 が 70 歳 以上 の 者 (70 歳 以上 の 
特定 失効 者 も し く は 特定 取消 処分 者 また は 75 歳 以上 の 者 で 臨時 高齢 者 講習 の 通知 を 受け た 者 を 
含む 。) に 、 加 齢 に 伴っ て 生ずる 身体 の 機能 低下 が 自動 車 等 の 運転 に 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある こと を 
理解 させ る た め の 講 習 で あり 、70 歳 以上 の 免許 更新 申請 者 は 免許 更新 期間 満了 日 前 6 ヵ月 以内 に 
受講 し な けれ ば な り ま せん 。 な お 、 更 新 前 6 ヵ月 以内 に 公安 委員 会 が 行う 特定 の 講習 や 高齢 者 講習 と 
同等 の 効果 が ある と 認定 を 受け た 運転 免許 取得 者 教育 を 受け た 者 は 講習 が 免除 され ます 。 

休 /0 歳 か ら /4 歳 まで の 方 と /5 歳 以上 の 方 の 運転 免許 更新 時 の 手続 き の 詳細 は 、「 ト ピッ クス 1] 

の 6 の [ 融 齢 者 の 運転 免許 更新 の 概要 ] の 表 (P.6) を 参照 し こく だ さい 。 


4-8 臨時 高齢 者 講習 

75 歳 以上 の 運転 者 が 、 認 知 機能 が 低下 し た と き に 起こ し や すい 一 定 の 違反 行為 (18 基 準 行 ) を し た と 
き に は 了 臨時 認知 機能 検査 を 受け 、 当 該 認知 機能 検査 を 受け た 日 前 の 直近 に お いて 受け た 誰 知 機能 検査 
の 結果 が 「 認 知 症 の お それ な し 」 の 者 が この 検査 で 
「 認 知 症 の お それ あり ] と 判定 され た と き は 「 胞 時 
高齢 者 講習 ] を 受け る こと と な り ま す 。 ee 
@ 了 臨時 認知 機能 検査 で 「 認 知 症 の お それ あ 有 知 古 の お それ あり 

断 書 を 提出 し な けれ ば な り ま せん 。 


り ] と 判定 され た 場合 は 、 臨 時 適性 検査 ( 医 
悪く な っ て いる 場合 
條 医師 の 診断 の 結果 、 認 知 症 と 診断 され た 場 


師 の 診断 ) を 受け る か また は 主治 医 等 の 診 
合 は 運転 免許 の 取消 また は 停止 と な り ま す 。 電 叶 傘 宮 xp 欠 絡 提出 人 


ー 定 の 違反 行為 を し た と き 


定 
の 
違 
反 
生 
狂 


5 運転 免許 証 の 返納 制度 と 運転 経歴 証明 書 の 取得 
ア 運転 免許 証 の 返納 制度 和 l に 和 


が 
@ 高 齢 等 に 伴い 、 自 主 的 に 運転 免許 証 の 返納 を 申請 の 57 
する こと に より 運転 免許 を 取り 消す 制度 で す 。 人 M ノ 


借 取 得 し た すべ て の 運転 免許 を 返納 する 場合 の ほか 、 
上 位 の 免許 を 返納 し て 下位 の 免許 を 残す こと も で きま す 。 例 えば 、 普 通 免許 を 保有 
し て いる 場合 に 、 普 通 免許 を 返納 し て 原付 免許 を 保有 する こと が で きま す 。 

イ 運転 経歴 証明 書 の 取得 

借 運 転 経歴 証明 書 は 、 運 転 苑 許 を 返納 し た 日 か ら さ か の ぼっ て 5 年 間 の 運転 に 関す る 
経歴 を 証明 する も の で 、 身 分 証明 書 と し て 用 いる こと が で きま す ( 一 部 の 機関 を 除く 。) 。 

信 運 転 免 許 証 の 更新 を 受け ず に 運転 免許 が 失効 し た 人 も 
5 年 以内 で あれ ば 運転 経歴 証明 書 の 申請 が で きま す 。 

借 交 付 申請 は 、 住 所 地 の 都 道 府 県 公安 委員 会 に 行っ て くだ 
さい 。 詳 し く は 、 最 寄り の 警察 署 に ご 相談 くだ さい 。 

(P.12 参 照 ) 


家族 か ら 
は 3 
か 三 


、 交通 違反 点数 と 講習 制度 な ど 


半 粘 ば 二 半 較 語 当 導 夫 圭二 村 各 大 


ビデ ーー ビー トニ ーー 
守 ht ーー ーーーー 
過労 運転 等 半 半 5 
妨害 運転 (交通 の 危険 の お それ ) ーーーーーーー | 
共同 危険 行 放 等 禁止 違反 25 人 


提 放 運転 25 議 計 
0 中 な ちっ 
人 ーー | ドラ ーーー 
無 車 栓 ( 無 保険 ) 運 行 ” | 0 
50kmME は SE 
に の 


ーー ト 
に |35km 以 上 40Km 未 江 信 可 | 6 (3) | 8 16(15) | (40.000) | (35.000) | (30.000) | (20.000) 
超 30Km 以 上 35Km* ネ 前 6(3) |16(15) | (30.000) | (25.000) | (20.000) | (15.000) 
過 15 25.000 18.000 15.000 12.000 
14 20.000 15,000 12.000 10.000 
14 15.000 12.000 9.000 7.000 


14 12.000 9.000 7.000 6.000 
兵隊 WEeis | 3 ーー 25.000(27.000) |18.000(20.000) |10.000(12.000) |10.000(12.000) 

21.000(23.000) |15.000(17.000) | 9.000(11.000) | 9.000(11.000) 
9 15.000(17.000) |12.000(14000) | 7.0009000) | 7.0009000) 
違反 ほ の | 駐車 禁止 場所 等 1 14 |12.000(14.000) |10.000(12.000)| 6.000(8.000) | 6.000(8000) 


信号 無視 赤色 等 ( 点 減 ) 12.000(9000) | 9000(7.000) | 7.000(6000) | 6.000(5000) 


通行 禁止 違反 2 9.000 Z.000 6.000 5.000 
通行 区 分 違反 の 2 12.000 9.000 7.000 6.000 
急 ブレ ー キ 禁止 違反 9.000 Z.000 6.000 5,.000 


14 12.000 9.000 Z.000 6.000 

踏切 不 停止 等 2 24 12.000 9.000 7.000 6.000 

員 王族 Z.000 6.000 5.000 

交差 点 安 全 進行 義務 違反 8 1 12.000 9.000 7.000 6.000 

環状 交 差 点 通行 車 妨 等 9.000 Z.000 6.000 5.000 

| 2 4 12.000 9.000 7.000 6.000 

横断 歩行 者 等 妨害 等 14 12.000 9.000 2.000 6.000 3 

徐行 場所 違反 | 14 9.000 7.000 6.000 5.000 通 

指定 場所 一 時 不 停止 等 は に 較 当 9.000 7.000 6.000 5.000 則 

積載 物 1O 割 以上 |6|3|16|15| ーー | 35.000 | 30.000 | 25.000 点 

重量 制限 40.000 30.000 25.000 20.000 | 数 

超 週 ほめ ]5 割 未満 。 。 |2|1|14|14| 30.000 | 25.000 20.000 15.000 | 由 

整備 不良 制動 装置 等 ⑨ 誠 次 12.000 9.000 7.000 6.000 | 日 
| 尾 等 1 | 14 9.000 7.000 6.000 5.000 度 

自動 運行 | 作動 汰 態 記録 装置 不備 G ほ 1O | 2 | 14 12.000 9.000 Z.000 6.000 

装置 使用 条件 違反 1① の 隔 科 12.000 9.000 Z.000 6.000 

携帯 電話 使用 等 (交通 の 危険 ) | 6 | 16 | ーー で 

携帯 電話 使用 等 (保持 ) 95 25.000 18.000 15.000 12.000 

安全 運転 義務 違反 2 12.000 9.000 Z.000 6.000 

| 幼 児 等 通行 妨害 2 | 14 9.000 | 7Z.000 6.000 5.000 

消音 器 不 備 ・ 騒 音 運転 等 2W Z.000 6.000 6.000 5.000 」 

高速 自動 車 国道 等 運転 者 遵守 事項 違反 | 2 | 14 12.000 9.000 Z.000 | 9 6,.000 

免許 条件 違反 2 | 14 | 9000 Z.000 6.000 5.000 
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溝 咽 幸 (r 難 末 知 剛 國 臼 


番号 標 表示 義務 違反 


乗車 積載 方 法 違 反 
定員 外 乗車 
積載 物 大 き さ 制 限 超過 
積載 方 法制 限 超過 


座席 ベル ト 装 着 義務 違反 


9 6 道路 使用 に 本 Ke 

通行 帯 違反 14 7.000 6.000 6.000 5.000 | 
路線 バス 等 優先 通行 帯 違反 6.000 6.000 | 4 符 5.000 
軌道 敷 内 違反 4.000 4.000 3.000 
指定 横断 等 禁止 違反 6.000 6.000 5.000 
車間 距離 不 保持 ⑧5 6.0009000) | 6000(7.000) | 5.000(6.000) 
進路 変更 禁止 違反 6.000 6.000 5.000 
追い 付か れ た 車両 の 義務 違反 6.000 6.000 5.000 
割込み 等 6.000 6.000 5.000 
交差 点 右 左折 方 法 違反 4.000 4.000 3.000 
指定 通行 区 分 違反 6.000 6.000 5.000 
環状 交差 点 左折 等 方 法 違 反 4.000 4.000 3.000 
交差 点 優 先 車 妨害 6.000 6.000 5.000 
緊急 車 妨害 等 6.000 6.000 5.000 
交差 点 等 進入 禁止 違反 6.000 6.000 5.000 
無 灯火 6.000 6.000 5.000 
減 光 等 義務 違反 6.000 6.000 5.000 
合図 不履行 6.000 6.000 5.000 


転落 等 防止 措置 義務 違反 
転落 積載 物 等 危険 防止 措置 義務 違反 


幼児 用 補助 装置 使用 義務 違反 


乗車 用 ヘル メッ ト 着 用 義務 違反 


初心 運転 者 標識 表示 義務 違反 
本 線 車道 出入 方 法 違反 


大 型 自動 一 輸 車 等 乗車 方 法 違反 


けん 9 | 自動 車 本 線 車道 通行 帯 違反 


故障 車両 表示 義務 違反 
泥 は ね 運転 
公安 委員 会 遵守 事項 違反 


ドー 】 に で 


運行 記録 計 不 備 
免許 証 不 携帯 


歩道 徐行 等 義務 違反 ほ 1② 
路側 帯 進行 方 法 違反 ほ 1⑫ 


( 牌 1 門 反 を し た 場合 に 酒気 を 帯び て いた と き は [酒気 帯び 点数 ] の 点数 と な り ま す 。( 注 2) 「 大 型 車 ] と は 、 大 型 自動 車 、 中 型 自動 車 、 準 中 型 邊 動車 、 大 型 特 殊 自 重 
車 、 ト ロリ ー パ ス 及 び 路 面 電 車 を いい ます 。( 注 3) [二輪 車 ]」 と は 、 大 弄 目 動輪 車 及び 普通 自動 二輪 車 を いい ます 。( 注 ④ [原付 車 ] と は 、 一 般 原動機 付 自転 車 
特定 (特例 特定 を 含む) 小型 原動機 付 邊 転 車 及 び 小型 特殊 自動 車 を いい ます 。 特 定 (特例 特定 を 含む ) 小型 原動機 付 自 転 車 の 違反 行為 に は 原付 車 の 反則 人 金 が 科せ 
られ ます が 、 点 数 は 付与 され ませ ん 。 ( 往 5) [速度 超過 | [車間 距離 不 保持 ] の 欄 の ( ) 内 の 数 は 、 高 速 道路 関係 の 点数 及び 反則 金 の 額 で す 。( 和 注 6) 「 放 置 駐車 
違反 ] の 欄 の 「 大 型 車 は 、 重 被 けん 引 車 を 含み か ます 。 ( 注 2 [放置 駐車 違反 ][ 駐 停車 違反 ] の 棚 の ( ) 内 の 数 は 、 高 齢 運転 者 等 標 章 邊 動車 以外 の 車両 に よる 高齢 
運転 者 等 専用 駐車 区 間 等 に お ける 反則 金 の 額 で す (高齢 運転 者 等 専用 駐車 区 間 等 以外 で の 反則 金 の 額 に 、2.000 円 を 加え た 額 と な か り ます 。)。( 往 8) 「 策 載 物 重量 
制限 超過 ] の 点数 及び 酒気 帯び 点数 の 左 欄 は 大 型 車 等 、 右 欄 は 普通 車 等 の 点数 で す 。 ( 往 ⑨ 「 自 動 運行 装置 に 係る 整備 不良 運転 ]| に つい て は | 制動 装置 等 ] に 
含ま れ ま す 。 ( 往 10) 自動 運行 装置 を 備え る 自動 車 に つい て 、 作 動 状態 記録 装置 に より 必要 な 情報 を 正確 に 記録 する こと が で き な い 整備 不良 運転 を な いい ます 。 
使用 条件 を 満た さ な い 自動 運行 装置 を 使用 する 運転 が 禁止 され ます 。 ( 注 12) 特例 特定 小型 原動機 付 自転 車 の 違反 行為 で す 。 


この 欄 は 、 運 転 の と き の ヒヤ リ ・ ハ ッ ト 体 験 、 違 反 ・ 事 故 の 記録 を 書き 込ん で いた だ 
く た め の も の で す 。 
必要 に 応じ て 活用 し て いた だ き 、 皆 さま の 安全 運転 に お 役立て くだ さい 


匠 
状 
況 
メ 
和志 


12Z 


安全 運転 5 則 
馴 安 全速 度 を 必ず 守る 阿 カ ー ブ の 手前 で スピ ー ド を 落と す 


品 間 爾 陸 短 
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自転 車 が 加害 者 と な る 交通 事故 が 多発 し て いま す 。 


自転 車 と 歩行 者 、 自 転 車 同士 の 事故 な ど 、 自 転 車 が 加害 者 に な る と 損害 賠償 責任 を 負い ます 。 
近年 、1 億 円 近い 高額 な 賠償 金 の 支払 い を 命ずる 判決 が いく つも 出さ れ て いま す 。 


自転 車 利用 者 の 皆さん ! 保護 者 の 皆さん ! 
自転 車 に よる 万 が 一 の 事故 へ の 備え は 大 丈夫 で すか ? 


ども だ 間 細 午 打 知ら 5 生生 (ー 助 人 
親 が 賠償 責任 を 負う こと に ! (https://www.jtsa.or.jp/) で ! 
事例 ) 男子 小学 生 (1 1 歳 ) が 夜間 、 自 転 車 で 帰宅 中 に 、 歩 行 中 の 女性 
(62 歳 ) と 衝突 。 女 性 の 意識 が 戻ら な い 状態 に な っ た 事故 で 回 回 
マ 四 
: 自転 車 側 ( 親 ) に 9,521 万 円 の 賠償 を 命ずる 判決 | : I ロ Fs 


* 
ELKLLTLLLLALAXAKXALEKLKKLLLUUUUDUUCCEKXAELDDDULOLOCLLLM 


自転 車 を 利用 する 方 は 、 交 通 ル 一 ル と マナ ー を 守っ て 安全 な 運転 に 努め まし ょ う 。 


自転 車 安 全 利用 五 則 
車 道 が 原則 、 左 側 を 通行 歩道 は 例外 、 歩 行者 を 優先 


EAA 時 停止 を 守っ て 、 安 全 確 認 回 夜間 は ライ ト を 点灯 


回 飲酒 運転 は 禁止 


UN0604001-A 


自 
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(一 財 ) 全日 本 交通 安全 協会 (全国 交通 安全 活動 推進 セン ター) 


全日 本 交通 安全 協会 は 、 道 路 交 通 法 第 108 条 の 32 の 規定 に 基づき 、「 全 国交 通 安全 活動 推進 セン ター」 と し て 、 
国家 公安 委員 会 か ら 指定 を 受け て いま す 。 
東京 都 千代 田 区 九段 南 4-8-13 自動 車 会 館 7F 


電話 (03) 3264-2641 ホー ムペ ー ジ https://www.jtsa.or.jp/ 
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都 道 府 県 交 通 安全 協会 は 、 道 路 交通 法 第 108 条 の 31 の 規定 に 基づき 、[ 都 道府県 交通 安全 活動 推進 セン ター] 
と し て 、 そ れ ぞ れ の 都 道 府 県 公 安 委員 会 か ら 指定 を 受け て いま す 。 
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